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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　来襲

一章　弓家叶方というパートナー

二章　大郷夢衣という想い人

三章　ヒマワリという飛行体

四章　決戦前

間章　二つの世界
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　東京という都市がある。

　日本の首都であり、一千万人以上もの人々が生活を営む大都会だ。

　そんな東京の一角、渋しぶ谷や駅前のスクランブル交差点で──。

「──」

　中学二年生の秋あき月づき蓮れん次じは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　信号を待つ人々に前後左右を囲まれ、見上げれば高層ビルがキラキラと陽光を反射していた。自動車が走る車道は、七月の熱気でゆらゆらと陽炎かげろうを立ち上らせていた。

　信号機の表示が切り替かわり、歩行者がいっせいに動き出す。

　しかし蓮次は硬こう直ちよくしたまま動けない。

　彼を平然とした顔で追い抜ぬいていく人々。その誰だれもが、都会に相応ふさわしく洗練されているように見えた。家族にくせっ毛の髪かみを切り揃そろえてもらい、チェーン店で買った千円のＴシャツを着ただけの自分が、やけに恥はずかしく感じられた。

　つまり──都会の雰ふん囲い気きに萎い縮しゆくしてしまったのである。

「さてさて、秋月蓮次クンの記念すべき十回目の家出ですが」

　立ち尽くす蓮次の顔を、一人の少女が覗のぞき込んだ。

「その第一歩を、今……踏ふみ出せない！　信号が青に変わったのに微び動どうだにしないぞ！」

　ズルい。

　同じ地元から出てきた仲間のくせに、その少女だけしっかりとお洒落しやれをしていた。長い髪をシュシュでまとめ、よそ行きのブラウスとミニスカートを着ている。

「思い切って都心まで遠えん征せいしてきたからには綿密な計画があるはずだ！　ここは彼の動向を見守りましょう！　さあ、どこへ向かう！」

　蓮次より二歳年上の少女の実じつ況きよう中ちゆう継けいは止まらない。垂れ気味の目元には余よ裕ゆうがあり、地元で有名な美人が、都会ではそこが生まれ故郷であるかのように活いき活きとしている。

「うぅ……」

「おおっと秋月蓮次クン、涙なみだ目めで私、大おお郷さと夢ゆ衣いを睨にらみつける！　これは八つ当たりか、それともいつもの反はん抗こう期きか！　思わずキュンとしちゃうのをグッと堪こらえて、彼の向かう先を見守る次第です！　さあ、いずこへ！」

「……」

「顔を真っ赤にしながら無言で指さしたのは──まさかの渋谷駅！　まさかのハチ公！　ギブアップ？　早くもホームシックか！」
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　また蓮次が睨みつけるも、年上の少女はニコニコと笑ったままだ。

　ズルい。

　いつも、そうだ。彼女はいつでも彼の気持ちを見み透すかしている。

　その上で──彼が降参するのを、上じよう機き嫌げんに待つのである。

「……ゆー姉ねえが、行きたいところがあれば……行ってあげてもいい」

「ホント？　やったあ。優しいね、蓮クンは」

　これであっさりと主導権は彼女の下だ。

　手玉にとられて悔くやしい気持ちはあるが、彼女の喜ぶ姿を見れば悪い気もしない。

　中学二年生の秋月蓮次と、高校一年生の大郷夢衣。千葉県の片かた隅すみで生まれ育ち、二歳という年ねん齢れい差さにそれぞれの思いを抱いだいた二人は、それまでと変わらない関係のまま──。

　とある初夏の、その日だけ。蓮次の気まぐれによって。

　東京にいたのだ。

「──東京に来たからには、下しも北きた沢ざわのお洒落しやれなカフェには行っておかないと！　何年か前に見た雑誌に、モテ系女子の登とう竜りゆう門もんって書いてあったし！」

　はしゃぐ夢衣は、その言葉通りに蓮次を下北沢駅近くのカフェに連行した。

　木目調の壁かべに囲まれた店内は、大人のカップルや上品そうな女性客ばかりだ。どう見ても蓮次たちは場ば違ちがいなのに、夢衣が気にした風もなく蓮次に顔を寄せた。

　夢衣のスマートフォンに、対照的な表情をした二人の記念写真が保存される。

「……」

「もー、機き嫌げん直して？　調子に乗ってゴメンね、蓮クン」

　向かいの席に戻もどり、いそいそと写真を保存した上にロックをかけてから、夢衣が両手を合わせた。蓮次はむっつりとした顔を変えない。行ぎよう儀ぎ悪く口にくわえたストローを、聞いたこともない名前の創作ドリンクに戻そうともしない。

「でも蓮クンは、いつもそんな感じだよね。ふふっ、お兄さん曰いわく、万年反抗期」

「……」

「あ、お兄さんといえば、翔しよう一いちさん、大学野球の大会でＭＶＰとったんだってね」

「……」

「旭あさひちゃんもピアノの発表会、小学生の部で受賞したって聞いたよ」

「……」

「お兄さんも妹も揃ってスゴいね。今夜はおうちでお祝いだね」

　ずけずけと夢衣が禁句に触ふれ、蓮次はますます渋じゆう面めんになっていく。

　蓮次は頭が良いわけでも、運動ができるわけでもない。三人兄妹きようだいのうち次男の彼だけが、人より秀ひいでているものがない。──そんなささやかな悩なやみが思春期の少年を、事あるごとに家から飛び出させていた。

「……だから、ゆー姉は俺んちの前にいたの？」

「うん。蓮クン、絶対家出すると思ったから」

　大郷夢衣が頷うなずいた。悪びれるどころか得意げな顔だ。

「タイミングばっちりでしょ。今まで外したことないもんね」

「……」

「──気にすることないよ」

　蓮次はドキリとして、全身を強こわばらせた。

　夢衣が彼の手に自分の手を乗せたからだ。伝わる優しい温ぬくもりとは裏腹に、彼の全身を巡めぐる血が沸ふつ騰とうしそうなほど熱くなる。

「蓮クンは、絶対に誰よりも優しくてカッコいい人になるんだから」

　夢衣の口調に、先ほどまでの軽さはなかった。微笑ほほえむ。

「蓮クンに助けられたことがある私が言うんだから、間ま違ちがいないよ」

「助けたって……あんな、小学生の時のこと……」

　彼は否定しようとするも、夢衣の笑顔に負けて口ごもってしまう。

　何から何まで、大郷夢衣はズルい。少なくとも蓮次たちの地元には、彼女の笑顔に抵てい抗こうできる男子はいない。もちろん蓮次も──その一人だった。

「わっ、何かのイベントかな？」

　夢衣が表情を輝かがやかせて、窓の外を見た。

　商店街に面したカフェの外を、管楽器を鳴らす一団が通り過ぎていった。店員が「今日は音楽祭をやってるんですよ」と、パンフレットを見せてくれた。商店街で行われるパレードの案内や、周辺で開かい催さいされるコンサートの告知が載のっている。

「行こ、蓮クン！」

　満面の笑みで手を引かれると、蓮次は不ふ機き嫌げんな顔をしながらも従うしかない。

　これまでも、ずっとそうだったのだ。つまらない理由で家出を繰くり返すも、そのたびに夢衣に見つかり、引っ張り回された挙げ句に地元に連れ戻されてしまう。

　強がって家を飛び出し、背せ伸のびをして東京までやって来ても、それは変わらない。

　夢衣の笑う顔を見て、彼女が信じてくれるという言葉を聞けば──蓮次の中にある小さな悩みなど、溶とけて消えてしまうのだから。

「おおお、何、あの楽器……見たことない。ねえ、蓮クン、今の見た？」

　パレードを背に振ふり返る夢衣を見て、彼は口を尖とがらせた。

「……うちのことって、やっぱり」

「え？　なに、蓮クン？」

「野球の大会とか、発表会とか──それって、やっぱりあいつから聞いたの？」

「あいつ？　ああ、翔一さんのこと？　どうして？」

「よく連れん絡らく取り合ってるらしいじゃん。旭が言ってた」

　夢衣が無言になった。

　なぜ急に黙だまったのか、嫌いやな予感がして恐おそる恐る夢衣のほうを向くと──予想に反して、彼女は悪戯いたずらっぽく笑いを嚙かみ殺していた。

「……ぶはっ！　あはは、やだ、蓮クンってば、私と翔一さんが……とか思ってるの？」

「だ、だって、たまにそういう噂うわさとかも……あいつに比べたら、俺なんて──」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、蓮クン」

　偽いつわりのない笑顔を浮うかべる年上の幼なじみは、やっぱりズルかった。

　彼の気持ちを知っていて、何気なくその両手をとる。そして彼が顔を赤くする理由を知った上で、彼に向かって言うのだ。

「私は、ちゃんと蓮クンを待ってるから」

　蓮次を待つ、と。

　彼の口から気持ちを伝えるのを待ってくれる、と。

　一方、彼女のズルさに甘えている自分も、卑ひ怯きようだと思う。

「……うん」

　卑怯で何の取とり柄えもない自分だが、今の彼にできる最大限の想おもいを伝える。

「俺──絶対に、ゆー姉と釣つり合う男になるよ」

　はっきりと言うと、夢衣は驚おどろいたようだった。だが、すぐに心から嬉うれしそうに笑う。

「うん、待ってる」

　その日、その瞬しゆん間かん──。

　蓮次が覚えているのは、彼の手を握にぎって微笑む夢衣の笑顔が、とても綺き麗れいだったこと。

　パレードの音楽と、野次馬の賑にぎわいで周囲が賑わっていたこと。

　そして視界の端はしでキラリと輝く、小さな煌きらめきに気づいたことだった。

　手を繫つなぐ蓮次と夢衣の横をすれ違ちがった、三人組の親子。後ろ姿で顔までは見えなかったものの、子供らしき女の子が腕うでにつけたブレスレットである。

　サイコロ。もしくはダイスというのだろうか。細い腕に巻いた金属糸に、六面体のダイスが結ばれたブレスレットだ。

　赤の他人が身につけた飾かざりを、どうして覚えているのか？

　なぜなら──その反射した光に蓮次が目を細めた瞬間、それが起きたからだ。

「えっ？　なんだ、これ……」

「何？　霧きり……？」

　見つめ合う蓮次と夢衣の顔に、何の前まえ触ぶれもなく紫むらさき色いろの霞かすみがかかっていた。

　戸と惑まどうのは二人だけではない。商店街を行き交かう歩行者や、演奏中のパレードも同じだ。まるでテレビ映像が切り替わったかのように、周囲が薄うすい紫色に染まっていた。

　夢衣がハッとして、彼の後ろを見た。

「蓮クン、後ろ……」

「え？　うわあっ──」

　彼のすぐ後方に、一目で分かる異変が発生していた。

　ざわめき立つ商店街を包む、紫色の霧──。

　その色をさらに濃こくした紫色のガラスのようなものが、彼の後方に現れていた。まるで壁のようにどこまでも横に伸のび、上は空高くそそり立っている。その範はん囲いは大きく、まるで東京全体をすっぽりと覆おおい囲んでいるかのようだ。

「な、なんだよ、これ……！」

「分かんない。今、急に……でも──」

　商店街にいた人々も、さすがにざわめき立っていた。パレードの演奏も中断し、目の前を手で扇あおいだり、吸い込まないように口を押さえたりしている。

　壁の向こうにいる人々も、突とつ然ぜんの事態に騒さわいでいるようだった。しかしその目線は周囲を見回すというより、紫色の壁だけに集中している。

「霧があるのは……こっち側だけ？」

　察しの良い才女、大郷夢衣が呟いた瞬間だった。

「きゃあぁあっ！」

「ひぃっ、なんだ？」

「うわあっ！」

　人々の身体からだに異変が生じた。

　肩かたや頭──身体の輪りん郭かくが崩くずれ、煙けむりのように伸び始めたのだ。セーターの毛糸がほぐれるように、煙が空に向かって伸びていくほどに身体が輪郭を失っていく。

「……！　ゆー姉！」

　蓮次と夢衣にも、異変が生じた。

　肩から首にかけて、煙のように崩れていくお互たがいの姿を見て──。

　蓮次は狼狽うろたえるだけで、何もできなかった。

　しかし──。

「蓮クン！」

　その瞬間の夢衣の表情を、蓮次は一生忘れないだろう。

　いつも優しい年上の幼なじみが、必死の形相を浮かべて蓮次を突つき飛ばした。

　意表を突かれた蓮次は、情けないほどあっさりと後ろに弾はじき飛ばされ──。

「あうっ……！」

　電気が走ったような小さな痺しびれとともに、紫色の壁かべの外に飛び出していた。

　地面に尻しり餅もちをついて、顔を上げる蓮次。

　夢衣が予想した通り、壁の外側は紫色の霧に浸しん食しよくされていなかった。

　輪郭を崩しつつあった蓮次の身体も、元に戻っている。

　だが、壁の内側にいる夢衣は──。

　彼が想いを寄せる年上の幼なじみは──。

　蓮次の無事を見て安あん堵どした表情のまま、一条の煙と化していく。

「うわあああぁっ！」

　賢かしこく、優しい夢衣は、身を挺ていして蓮次を守ろうとした。

　それなのに幼く愚おろかな蓮次は──彼女の行こう為いを無む駄だにする、最もバカな行動をとった。

「ゆー姉ぇぇえええっ！」

　消えゆく夢衣を追い求め、再び紫色の壁の内側に飛び込もうとしたのだ。

　バカな人間は、彼以外にもいた。

　先ほど見かけた家族連れだ。子供の女の子が壁の向こうに向かって飛び込もうとしていた。何かの拍ひよう子しで外れてしまったブレスレットのダイスを拾おうとしている。

　秋月蓮次と、顔も知らぬ女の子。

　二人の愚か者が、半身を紫色の壁に飛び込ませた時。

「──ッッッ！」

　その瞬間が、訪れた。

　紫色の世界と、人類が住まう元の世界。

　二つの世界の完全なる隔かく絶ぜつ。

　そして──紫色の壁という境界線上にあった、蓮次の右半身の喪そう失しつ。

　壁に突っ込こんだ蓮次の頭と顔の半分が、右みぎ腕うでや右みぎ脚あしも含ふくめて、一条の煙と化して空高く舞まい上がった。

　煙となった彼の右みぎ眼めが見たのは──完全に煙と化して、彼の右半身と共に空に消えていく大郷夢衣だった。

　夢衣だけではない。壁の内側にいた人々が一人残らず、煙と化していた。

　半身を失った自分の左半分が、地上に遠ざかっていく。

　数百、数千、数万──空に立ち上る煙の数は際限なく増え続け、やがては空を埋うめ尽つくすほどになった。もう夢衣だった煙がどれかも分からない。

　死ぬのか、俺は──。

　下北沢を跳とび越こえ、渋谷を越え、六ろつ本ぽん木ぎヒルズや東京駅を遠目に見下ろす光景を、蓮次は他人ひと事ごとのような気持ちで見ていた。痛みはおろか、現実感の欠片かけらもない。

　東京都を横断するように飛ひ翔しようする蓮次は、やがて急速な落下感を覚えた。

　数百万に増した煙の一本として、地上に向かって降下する蓮次。

〝雷かみなり門もん〟と書かれた大きな提ちよう灯ちんと、金色の炎を象かたどったオブジェを乗せた建物が見えた。

　いずれもテレビで見たことがあるため、そこがどこなのかは蓮次にも分かった。

　浅あさ草くさだ。

　大きな川にかかる赤い橋の上に、一つの人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　いや──人形、だろうか？

　もし人間であれば、完かん璧ぺきなスタイルをした女性と言える。ただし足元を完全に隠かくした丈たけの長いドレスは不思議な光こう沢たくを放っており、その上から胸や腰こし、腕を覆う金属片は甲こう羅らか鱗うろこのようにも見える。剝むき出しになった皮ひ膚ふは陶とう器きのように生気がなく、髪かみはファイバーグラスのように光を放っている。その全すべてが濃い紫色と薄い紫色によって構成され、瞳ひとみと白目の違いすらもそれは変わらない。

　およそ人とは思えない容よう貌ぼうだが、異い彩さいを放っているのが額から後頭部に向かって伸びた──角のような突とつ起きだ。全身で最も濃い紫色をしたそれは、前頭部で王おう冠かんのように複雑な模様を描えがいた上で二ふた股またに分かれ、後頭部に向かって緩ゆるやかな曲線を描いている。

　その人形は、歌を歌っているようにも見えた。

　なぜなら、そいつは裂さけるほどに大きく口を開けていたからだ。

　煙に変わり果てた人々が、次々とその中に吸い込まれていく。

　すぐに蓮次の番になり、彼もその人形の口の中にゴクリと吞み込まれて──。

「──ッ！」

　視界が、全く別の光景を映し出した。

　先ほどまで見ていたのが、彼の右眼が見た光景だとしたら──今度は、残された左眼が見ている光景なのだろう。

　右半身を失い、倒たおれ行く姿勢のまま時間が停止した自分の姿が見えた。

　どっちにしろ、死ぬのは変わりないのに──。

　身体が半分になった以上、死は免まぬかれない。自分の未練たらしさに呆あきれる。

　残された蓮次の左眼は、もう一人の愚か者の末路も視界に収めていた。

　ブレスレットの少女──。

　目的は果たしたようだ。大事そうに胸に抱かかえた手の隙すき間まから、六面ダイスが見えた。

　ただし境界線上を超えた──首から上がない。

　彼女もまた、蓮次とともに死ぬだろう。

「──」

　しかし死を待つだけの蓮次の前に、異様な物体が現れた。

　紫色の世界側に、これもまた濃い紫色の塊かたまりが現れたのだ。不定形のそいつは、なぜか死にゆく蓮次の前でピタリと止まった。

　頭のない少女にも気づいた。迷うように、二人の間を行ったり来たりした結果──。

　そいつは、二つに分かれた。

　餅もちを二つにちぎるように分ぶん離りしたそれが、境界線上にいる蓮次と少女に飛びついた。

　そいつは切断された身体の上で、形を変えていき──蓮次の右半身となった。

　肩から首、頭の右側と、失った部分を補うように変へん貌ぼうしていく。

　ブレスレットの少女が失ったはずの頭部も、人としてのそれを取り戻もどしていた。ただし俯うつむいた少女の顔までは、判別がつかない。

　何なんだ、これは──。

　時間が元の流れを取り戻した。

　紫色の壁がある商店街を、膨ぼう大だいな衝しよう撃げきを伴ともなう爆ばく発はつが襲おそった。

　蓮次は吹ふき飛び、周囲の建物も崩れ落ちる。

　それが──その日に、東京を襲った出来事。

　紫色の壁と霧によって都心が占せん領りようされ、数百万人以上もの行方ゆくえ不明者と数万人の負傷者を生んだ、人類史上でも前代未み聞もんの惨さん事じ。

　後に〝東とう京きよう厄やく襲しゆう〟と呼ばれることになる悲劇。

　東京という都市があった。

　ただし、それはもう過去の話である。

　秋月蓮次がまだ中学二年生だった、二年前のあの時に東京は変貌したのだ。

　人類の敵──エネミー・オブ・マンカインド。

　ＥＯＭイーオーエムと呼ばれる侵しん略りやく者たちに支配された世界へと。
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　　　　０１




　メールの着信を知らせる音で、秋あき月づき蓮れん次じは目を覚ました。

「ん……」

　ベッドの中から手を伸のばし、スマートフォンの液えき晶しよう画面を表示させる。

『コロス』

　単純にして、明快な殺害予告。

　朝っぱらから刺し激げき的なメールだ。

「やばい……」

　むくりと身を起こし、頭をかきながら目覚まし時計を見る。

　午前７時。二時間前に鳴るはずのアラームは、セットし忘れていたようだ。

「あー、やばい……」

　半開きの眼で繰くり返し、慣れた操作でメールを削さく除じよする。

　待機状態になって暗くなった画面に、自分の寝ね起おき顔が映り込んだ。

　三ヶ月前に高校生になったものの、気を抜ぬくと眉み間けんに皺しわが寄ってしまう癖くせは幼い頃から変わらない。目つきが悪いこと以外は、身長、体重なども含めて、同世代の男子と比べて特徴的な部分は何もない。

　幼い頃から目立つことなく、平へい凡ぼんな少年として成長した姿だ。

　秋月蓮次という不出来の次じ男なん坊ぼうに相応ふさわしい、あるべき姿とも言える。

「この前も寝ね坊ぼうしたばかりなのに、サボりすぎだ……」

　大きく息を吐はき、スマホを置いてベッドから降りる。

　蓮次の部屋は狭せまい。六畳じよう間にベッドと勉強机とテレビ台を置いたら、あとは乱雑に散らばった衣類やマンガ本、ゲーム機とコントローラが転がっていて足の踏ふみ場ばもない。彼の妹はこの部屋を「地じ獄ごく」と呼び、近づこうともしない。

　部屋から出て階段を下り、リビングを通ってキッチン前の食しよく卓たくに向かう。

「蓮次？　今日はゆっくりなのか」

　先に食卓についていた父が、蓮次に気づいた。施せ工こう会社の営業部に勤める父は、小太りで眼鏡めがねをかけた平凡な中年男性である。

「たまには休むことも大事だと思うんだ」

　蓮次は真顔で答え、父の向かいに座る。

「まあ、そうだな」

　父が苦笑し、コーヒーカップを置いた。リビングにあるテレビに目を向ける。

　そこではいつもと変わらない朝の報道番組が流れていた。

『梅雨つゆ明けも間近の商店街は、七夕にちなんだ飾かざり付けで彩いろどられております。二年前から自じ粛しゆくしていたイベントも、今年から再び催もよおされるとあって──』

「あんた、好き勝手するのはいいけれど、勉強はしてるんでしょうね？」

　蓮次の茶ちや碗わんを出しながら、母が言った。父とは反対に瘦やせぎすの母は、主婦業の傍かたわら婚こん前ぜんまで勤めていた出版社からの依い頼らいで翻ほん訳やく業ぎようもしている。

「今さら一位になれとは言わないけど、せめてテストで平均点とれるくらいは勉強しておきなさいよ。いつ、この国にいられなくなるかも分からないんだから」

「分かってるよ」

「あれ？　蓮クンがいる」

　タンクトップとショートパンツという格好の少女が現れ、父の隣となりに座った。

「珍めずらしー。今朝はランニング行かなかったんだ。寝坊？」

　妹の旭あさひだ。中学二年生にして身長１７０センチに迫せまろうかという、兄の蓮次の威い厳げんを脅おびやかしかねない生意気な妹である。今は寝起きで長い髪を幽ゆう霊れいみたいにだらしなくしているが、ちゃんとしていれば人目を引く顔立ちをしている。

「あっ、それとも無む駄だって悟さとった？　救きゆう務む庁ちように入るための体力作りとか言ってるけど、そもそも蓮クン、運動部ですらないオタク部じゃん。救務庁って、翔しようちゃんみたいに頭も運動神経も良い人しか入れないんでしょ？」

「……」

「こーら、また。やめなさい、旭」

「なんで？　ママもそう思ってるでしょ？　──ねえ、聞いてる、蓮クン？　話しかけてあげてんのにムシすんな、蓮クンのくせに！」

「テーブルを叩たたくな、旭」

　涼すずしい顔で朝食をとり続ける蓮次と、不ふ機き嫌げんな妹。兄妹きようだいゲンカを叱しかる両親。

　どこをとっても普ふ段だんと変わらない、秋月家のありふれた光景である。

『それでは全国のお天気です。まず関東圏けん、〝クリティカル・エリア〟ですが──』

　テレビ画面に日本地図が表示された。

　東京都の都心を囲うように紫むらさき色いろの円が表示され、物々しい中ちゆう継けい映像に切り替かわる。

　瓦が礫れきで埋うめ尽つくされた平地にそり立つ、紫色の壁かべ。

　カメラ映像ではその頂点は見えず、果ても見えない。壁の周囲にあったはずの建物は残らず撤てつ去きよされ、ぐるりと壁を囲むようにレールが敷しかれている。レールの上を走るのは、周辺警けい戒かい用の装そう甲こう列車だ。自衛隊が巡じゆん回かいしている光景も映し出される。

『本日の天気模様は穏おだやかで、晴れが続くでしょう。救務庁が公開している各観測データにも変化はなく──』

　食卓に沈ちん黙もくが落ちた。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに家族の会話が再開される。

「あっ、そーだ。翔ちゃんと言えば、そのうちウチに帰ってくるかもしれないって。なんか部屋に置き忘れてったものがあるんだってさ」

「そういうことは親に言いなさいよ、まったく。言ってくれれば送るのに」

「親には言えないようなモノなんじゃないのー？　うっへへ」

「なんだ、救務庁に入って以来、ろくに連れん絡らくもしないから忙いそがしいのかと思ってたのに。忘れ物を取りに来る時間があれば、もっと帰ってくればいいんだ」

「んー、松まつちゃんも、翔ちゃんが忙しすぎてあんまり会えないって言ってたけど。もしかして浮うわ気き？　うちのお兄ちゃんは、モテるからなー。ところでもう一人のお兄ちゃんは、カノジョできた？　ねえ、ねえ、蓮クンのこと言ってるんだよ？」

「……その呼び方、やめろって言ってるだろ。それと、その新しい前まえ髪がみ」

「なによ」

「ヘン」

「ムカつく！」

「台だい拭ふきを投げるな、旭」

「なあに、旭ったら翔しよう一いちの彼女とも連絡とってるの？　あっちは大学生なんだから、松ちゃんじゃなくて松まつ子こさんってちゃんと呼びなさいよ」

「ごちそうさま」

『以上、全国の天気予報でした。それでは続きまして、本日の朝のニュースです』

　蓮次は茶碗を片づけようとした手を、ピタリと止めた。テレビ画面を見る。

　記者陣じんに囲まれた男性の映像が映し出されていた。左眼に眼帯をつけた三十歳前半の人物だ。記者に受け答えする映像の下には、英語の字幕が張られていた。

『昨日、夕方。救務庁の定例報告会において、同庁の鍵かぎ小お野の広報官は、来週に予定されている〝クリティカル・エリア第三次大規模探たん索さく作戦〟の重要性を改めて強調しました』

　音声が切り替わった。マイクを向けられた眼帯の男性の声が流れる。

『数百万人もの行方ゆくえ不明者を出した痛ましい惨さん事じ、〝東とう京きよう厄やく襲しゆう〟の影えい響きようと我々は今も戦い続けています』

　蓮次がテレビ画面を見つめる中、両親と妹は黙だまって食事を続けていた。

『我々、というのは災害後に組織された救務庁だけではありません。被ひ害がい者しやのご家族、そして日本という国に住む人々の誰だれもが無関係ではなく、元の生活を取り戻もどすために日々を戦っております。その一方で、現在においても東京都心を占せん領りようした事象の解明に到いたらず、被害者の奪だつ還かんに到っていないということは遺い憾かんであり──』

　聞き飽あきた口上だ。蓮次は嘆たん息そくし、自分の茶碗を持って流しに向かう。

『──しかし、これまでの探索は決して無駄ではありません。全国に散らばる〝スポット〟の把は握あくは進んでおりますし、多くの殉じゆん死し者しやを出しながらも〝エリア〟内部の調査範はん囲いは拡大しています。……もっとも〝スポット〟を悪用し、政府の許可なく〝エリア〟内部に不法侵しん入にゆうして東京都の財産を盗ぬすもうとする〝侵入者レイダー〟が存在するということは、日本人として許せない案件として依い然ぜん残っておりますが──』

　食卓に戻ると、家族はまだ無言のままだった。

　この空気。

　生意気な妹でさえ、何か言いたそうにしながらも黙っている雰ふん囲い気きに──あれから二年が経たつ今でも、蓮次は慣れることができない。

『間もなく厄襲発生から二年が経とうとしています。この節目となる時に、我々、救務庁は持ちうる全すべてを投じ、三度目の大規模探索を行います。これを実行することは、多くの批判や諦あきらめの声にも勝る、希望を求める方々へ向けた一つの回答でもあり、第二、第三の厄襲を引き起こさないための対処法を見出すための──』

　テレビを見ていても、真新しい情報はなさそうだった。画面に背を向ける。

『つきましては国民の皆みな様さまには引き続き〝スポット〟の発見情報と、レイダーと思おぼしき不ふ審しん者しやの情報提供についてご協力くださるようお願いしております。救務庁では相応の報ほう奨しよう金きんも用意しており──』

　洗面所に入って、顔を洗い、歯を磨みがき、うがいをする。

　水を吐き、鏡に映った自分の顔をじっと見つめる。

「……」

　蓮次はナルシストではない。毎朝、自分の顔──それも右側の目や口を確認するのが、癖になっているだけだ。

　指先で口を引っ張り、右側の歯を確認してみるも、当然ながら普ふ通つうの歯だ。右目も普通の目だし、額にも異常はない。見慣れた万年反はん抗こう期の顔である。

　ふう、と息を吐いて、二階にある自室に戻る。

　身支度を調ととのえ、鞄かばんとスマホを持って部屋を出ると、旭と鉢はち合あわせした。

　何気なくすれ違ちがおうとすると、セーラー服姿の妹がチラリと彼の顔を見た。

「……翔ちゃんに任せとけばいいじゃん」

「は？」

「〝エリア〟の中って危ないんでしょ？　蓮クンまで救務庁に入ることないじゃん」

　蓮次が眉まゆをひそめると、旭が口を尖とがらせた。

「いい加減、翔ちゃんと仲直りしなよ」

　生意気な妹にしては珍めずらしい、神しん妙みような物言いである。先ほどのニュースを見て、蓮次が当時を思い出して落ち込んでいると思ったのかもしれない。

　憎にくまれ口ばかりで、素直になりきれない。

　そんな妹の姿に、過去の自分の姿が重なった。

　そういえばコイツも、二年前の俺と同じ歳になったのか──。

　蓮次は笑う。

「バーカ。〝エリア〟が危ないって──中に化け物がいるとかっていうアレか？　そんなの本当にいると思ってるのかよ」

「えっ……だ、だって、救務庁でも認めてるじゃん！　噂うわさにもなってるし」

「認めてるのは、正体不明の何かってことだけだろ。それに──俺だって本当に救務庁に入れるなんて思ってねーよ。オタク部にいると運動不足になるから走ってるだけ」

　そう言って階段を下りようとするも、旭はまだ何か言いたそうだった。

　蓮次は嘆息し、仕方なく言う。

「お前、ＫＡＮＡＴＡ好きだったよな。あのアイドルだかアーティストだかっていうの。今度、グッズか何かもらってきてやるよ」

　彼の言葉に、旭がうって変わって目を輝かがやかせた。

「えっ！　なんで？　なんで蓮クンがそんなのもらえるの？」

「いや、知り合いにそういう系の……得意なヤツがいて」

「はあ？　何ソレ？　あたしが前からＫＡＮＡＴＡ好きなの知ってるよね？　なんで今まで黙ってたの？　ワケ分かんないんだけど！」

　予想以上の食いつきっぷりだ。蓮次は足早に階段を下りる。

「グッズって何？　どんなの、もらえるの？　限定品もアリ？　あたし、欲しいのあるんだけど！　あ、チケットは？　今度、公演あるのにチケット買えなかったから──」

「行ってきます！　あ、昨夜も言ったけど、今日も部活で遅おそくなるから！」

　しつこくつきまとう妹を振ふりほどき、自宅を飛び出す。

　薄うすっぺらい鞄を背負い、狭せまいガレージから愛車のクロスバイクを引っ張り出す。雨の日はバス通学だが、今日のような晴天時は自転車通学である。

「朝さぼった代わりに、少し遠回りしていくか……」

　自転車にまたがり、早朝の住宅街を走り出す。

　蓮次の自宅は千葉県の一角にある。駅や繁はん華か街がいから微び妙みように離はなれた位置にあり、ベッドタウンの奥地といった感じだ。

　中学生の頃ころまでは、この住宅街が蓮次の世界の全てだった。

　しかし──。

「……」

　毎朝、同じ方角に目線を向ける。

　背の高いマンションの横、視界が開けた先に見える光景。

　はるか遠方、東京があるはずの空間が──。

　紫色の霧きりに覆おおわれていた。

〝東京厄襲〟。

　およそ二年前、何の前まえ触ぶれもなく東京都心を襲おそった厄災を、人々はそう呼んでいた。

　千ち代よ田だ区を中心にして真円を描えがく形で、十万平方メートル以上もの空間が謎なぞの霧によって浸しん食しよくされたのである。その領域は空や地下にまで浸食が及およんでいるため、円ではなく球状といったほうが正しいかもしれない。

　霧に覆われただけではない。

　厄襲が発生すると同時に、内部にいた人々が一人残らず謎の失しつ踪そうを遂とげたのだ。

　その数──数百万人。

　失踪者の数が多すぎて、いまだに正式な人数を公表できていないほどだ。

　日本という国の中ちゆう枢すうを担になっていたのが、東京という都市だ。政財界のリーダーたちが根こそぎ消失しただけではなく、世界各国の大使館職員をはじめとする他国の関係者も失われたことで、世界を巻き込んだパニックに陥おちいった。

　その混乱の規模は大きく、厄襲直後は日本壊かい滅めつ論が世界中を駆かけ巡めぐった。

「あら、おはよう」

「おはようございます」

　大きな交差点で顔見知りの主婦に声をかけられ、笑顔で返事をする蓮次。

　一方、同じく信号待ちをしていた同世代の学生たちは、蓮次から露ろ骨こつに顔を背そむけた。

「……」

　東京厄襲で行方不明になったのは、当然ながら東京在住の人々だけではない。

　運悪く、その日だけ東京に訪れてしまった無む辜この人々もいた。

　大おお郷さと夢ゆ衣いという少女が、まさにそれだ。

　彼女はここ、地元の人気者だった。地域の祭りやボランティアなどでは児童のまとめ役であり、面めん倒どう見みが良くて美人の夢衣は同世代の憧あこがれの的だったといえる。

　それなのに──馬ば鹿かな幼なじみの家出につきあったせいで、東京厄襲の犠ぎ牲せいとなった。

　しかも悲劇の原因である馬鹿のほうは、全治一ヶ月程度の怪け我がを負っただけでのこのこと生せい還かんしたのである。

　張本人の馬鹿が地元で非難の視線を受けるのは、当たり前だった。

　それでも家族にまで冷視が及ばず、地元に留とどまっていられるのは、ひとえに大郷夢衣の実家の温情と──兄、翔一のおかげだった。兄は夢衣の一世代前の子供たちのまとめ役であり、青年団や商工会にまで顔が利きく地元一番のヒーローだった。

　当時、入院中だった弟に代わり、兄が夢衣の実家に平身低頭して謝罪を繰くり返したことは地元で有名な話だ。おまけに責任という言葉は口にせずとも、大だい企き業ぎようの内定を蹴けり、東京厄襲にまつわる案件を解決するために新設された救務庁という政府機関に就職した。

　そんな兄の行動もあり、秋月家は地域に留まることを〝許された〟といっていい。

「……ちっ」

　誰かの舌打ちが聞こえた。

　蓮次は気づかなかったフリをして、青信号に変わった交差点を渡わたる。

　兄だけではない。

　妹の旭も率先して地域の行事に参加し、色々と地元に貢こう献けんしているようだ。家では憎まれ口ばかりの彼女だが──厄襲の件で蓮次を責めたことは、一度もない。

　あの日、年上の幼なじみを〝エリア〟に置き去りにしてしまった少年は──。

　両親と兄妹きようだいに支えられることで、白い眼まな差ざしだらけの中学生活をヘラヘラと笑って過ごし、逃にげるようにして遠方の高校に入学できるまでになった。

　そうして──とうとう消えた幼なじみと、同じ歳になってしまった。

「ゆー姉ねえ……」

　はるか遠方に見える紫むらさき色いろの壁かべを見て、思わず呟つぶやきが漏もれた。

　厄やく襲しゆう後、日本という国が迎むかえた試練は大きかった。

　行方不明になった人々の数は数百万、そこへ加えて厄襲発生時に境界線上で起きた爆ばく発はつによる怪我人は数万人に及んだ。蓮次もその一人だ。

　各地から集まった地方議員が臨時政府をつくり、被ひ害がいの把握や負傷者の救助にあたったものの指揮系統も情報収集も滅め茶ちや苦く茶ちやだった。前代未み聞もんの出来事で混乱の極みにあったため、当然の事態といえる。

　それだけの惨事に見み舞まわれたにも拘かかわらず、残された日本の国民が一定以上の生活を維い持じできたのは奇き跡せきとしか言えない──と、世界中の誰もが言う。

　海外に移住する人々は後を絶たず、住宅街には空き家が増えた。

　厄襲発生時、運良く外遊中だった皇族が関西地方に居を移すことに決定すると、本格的に政財界の拠きよ点てんもそちらへ移り始めた。

　様々な変化を伴ともない、国内の人口は今も減り続けているが──東京という都市の外では、取り戻もどしつつある日常もある。

　ひとえに日本人の努力の賜たま物もの、という声もあるが、別の要因を挙げる者もいる。

　その一つが、救務庁という組織だ。

　厄襲発生後、東京厄襲に関係する事案を解決するために新設された政府機関である。

　彼らは国内の混乱を収拾するのみならず、国際社会でも手しゆ腕わんを発揮した。

　どのような交渉があったのか明るみには出ていない。しかし厄襲発生後、間もない頃から各国が先を争うようにして日本支し援えんの政策を打ち出したのは事実だ。厄襲前と変わらず日本円という通貨が使えているのも、世界各国の保障によるところが大きい。

　そういった経けい緯いもあり、今、救務庁は国内外で最も動向を注目されている組織といっていいだろう。

「暑あっちぃ……テスト期間になったら、バス通学にするか」

　蓮次はペダルを漕こぎながら、汗あせばんだ額を腕うでで拭ぬぐう。

　救務庁の活かつ躍やくで混乱のピークは乗り越こえたとはいえ、厄襲の爪つめ痕あとは残されている。

　その最たるものが、都心を占せん領りようした紫色の霧である。

〝臨クリ界テイカ区ル・エ域リア〟。

　俗に〝エリア〟と呼ばれる、変へん貌ぼうした世界。

　その全容を、人類はまだ知ることができずにいる。

　なぜなら〝エリア〟と世界は、紫色の壁と霧によって完全に切り離されてしまったからだ。外側から壁を抜ぬけようと試みても、強きよう烈れつな斥せき力りよくによって弾はじかれてしまうのである。鋭するどい刃は物ものや爆ばく薬やくを用いても、突とつ破ぱに成功した例はない。

　現在もあらゆる調査と研究を試みているものの、現時点で〝エリア〟内部に侵しん入にゆうする手段は、たった一つしか見つかっていないという。

　その唯ゆい一いつの手段を用いて、救務庁が〝エリア〟内部から持ち帰った映像は──世界中の人々を戦せん慄りつさせた。

　東京の造形はそのままながら、数百年の時が経たったかのように荒こう廃はいした光景。

　人どころか生命の影かげすら見当たらない、死の気配が漂ただよう空間。

　変わり果てた東京都心を見て、失踪者の生還を絶望視する者も増えた。

　おまけにいつの頃からか、〝エリア〟内部では人類にとって代わって異形の怪かい物ぶつが跋ばつ扈こしているという噂も持ち上がるようになっていた。

　そのような状じよう況きように置かれた国内では、現在、三種類の人間がいる。

　行方ゆくえ不明者たちの生還を諦あきらめず、奪だつ還かんを唱える人々。

　行方不明者たちを死亡者として諦め、残された人類全体のために国外避ひ難なんに向けた政策、あるいは〝エリア〟という脅きよう威いを除去する方法の模も索さくを求める人々。

　そして──〝東京厄襲〟を人知の及ばない天災として忌き避ひする人々。彼らはこれ以上の被害を怖おそれ、あくまで危険地帯として〝エリア〟を刺し激げきせず、避さけて生きることで共存することを望んでいる。

　蓮次の家族も、同じだ。

　兄の翔一は、失踪者奪還のために救務庁に飛び込んだ。

　妹の旭は、口に出さずとも過去は過去のことと割り切りたいことが分かる。

　両親は家庭を守りたいからこそ、〝東京厄襲〟の話題には触ふれようともしない。

　一方、自身が厄襲に巻き込まれた蓮次は──。

　結局、そんな家族の誰だれとも同調できていない。

　あいかわらず、落ちこぼれの次じ男なん坊ぼうのままだ。

「ふあぁ……」

　あくびをしながら、蓮次は自分の通う高校の敷しき地ちに入った。

　偏へん差さ値ちが高くも低くもない、ごく普ふ通つうの公立高校である。

　厄襲後、海外移住者の加速化によって少子化も進んだ。東京に近い地域ほど学校の数も減少しているが、蓮次の通う高校はクラス数を減らしながらも存続できている。

　駐ちゆう輪りん場じように愛車を停とめ、古びた校舎に入る。

　自分のクラスである一年三組の教室に入ると、数人の女子が集まって騒さわいでいた。

　席に鞄かばんを置くと、友人二人が彼の元にやって来た。

「おはよう、蓮次くん」

「よお、レンジ」

「おす。……何か、あったのか？」

　彼が問いかけると、童顔のクラスメートが複雑な表情をした。

「高たか島しまさんが転校することになったんだって。アメリカに」

「泣くこたねーだろうにな。今時、珍めずらしくもねー」

　野球部所属で丸まる刈がり長身のクラスメートが、肩かたをすくめた。

　なるほど、確かに泣き声も聞こえる。

「そっか……」

　入学して間もないとはいえ、同級生が減るのは寂さびしいものだ。

　同時に皆みなの中に不安がよぎっているのも、確かだろう。

　このまま、この国にいて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか──。

　東京厄襲の原因どころか〝エリア〟の解明も進まない現状では、この国に住む誰もが同じ不安を抱いだいているはずだ。

「でも……〝こっち側〟の世界にいるなら、いつかまた会えるんじゃないかな」

　意識せず、ポツリと漏らした呟きだった。

　だが彼の言葉は、女子たちにも聞こえたらしい。こちらを振ふり向いて涙なみだを滲にじませ、さらに大きな声で泣き出してしまう。

「あ、あれ？　マズイこと言ったか、俺？」

「いや……その通りだと思うぜ」

　慌あわてる蓮次と、苦笑する丸刈りの少年。

「〝あっち側〟に消えた人たちも、今度やる大規模探たん索さくで見つかるといいね」

　童顔の少年が言うと、そばにいたクラスメートたちが振り向いた。

「いやあ、ありゃあ期待できねーだろ。言っちゃなんだけどさ」

「今までの二回だって、収しゆう穫かくなしだったじゃん。なのに結構、犠牲出したんだろ？」

「探索中の事故だっつってるけど、アレ……中にいる化け物に殺されたっていうよな」

〝エリア〟の話題になると、次々と同級生が話題に加わってきた。

　被ひ害がい者しやの数が多いだけに、不謹きん慎しんだと叱しかる大人の前では気軽に話せない話題だ。少年少女の間では、こっそりと語り合うきっかけを望んでいる節もある。

〝エリア〟にまつわる憶おく測そくや噂うわさも、こうやって広まるのだろう。

「化け物って、本当なの？　宇宙人とか？」

「救務庁って、エリア内の情報はなかなか出さないよな。国内がどうの海外がどうのは、ちょくちょく言ってるけどさ」

「うん、〝こっち側〟はそれでも大分落ち着いてきたんだし、そろそろ〝エリア〟の中のことも教えてほしいよね」

「そういえば、今朝のニュースでも言ってたけど……レイダーだっけ？〝スポット〟とかいうのを通って、〝エリア〟に侵入するとか。本当にいるの、そんなの？」

「いるんじゃねえの。知り合いで通報して報ほう奨しよう金きんもらったってヤツいるし。ガチなのかは知らねえけどさ」

「〝スポット〟って、〝エリア〟に通じてるっていうけど……怖こわくない？　そんなの、小さな〝エリア〟じゃん」

「そこまでしてお金欲しいのかな？　やっぱり都内にある銀行とか漁あさってるわけ？」

　丸刈りの少年が蓮次を振り向いた。

「そういうヤツを見つけて通報したら、いくらもらえるんだろうな。報奨金」

「報奨金なんかなくても、単純にムカつくよ。ようするに、ただの火事場泥どろ棒ぼうだろ？」

　蓮次は眉まゆをひそめ、続けて言う。

「あの場所で、大勢の人が消えたままなのに……」

　蓮次の幼なじみ、大郷夢衣もその一人だ。

　彼の言葉に同級生らが頷うなずいたところで、チャイムが鳴った。

　学校というのも、不思議な空間だ。教室という閉へい鎖さされた場所で授業が始まってしまえば、そこはもう東京厄襲とは関係のない穏おだやかな世界に変わる。

　特にこの高校には、蓮次が東京厄襲に巻き込まれたことを知る者もほとんどいない。友人もなく、常に彼を責める視線に苛さいなまれていた中学生時代とは大おお違ちがいだ。蓮次にとって唯一の平へい穏おんを得られる場所といっていい。

　今日もいつも通りに授業が終わり、蓮次は帰り支度を始めた。

「蓮次くん、今日は部活これるの？」

　童顔の少年が駆かけつけてきた。蓮次と彼は同じ映像文化研究部という、妹の旭曰いわくオタク部の一員である。実際、研究部とは名ばかりのアニメ同好会である。

「昨夜のアレ、見た？　また見み逃のがしたなら、今のうちに見ときなよ。ぼく、録画したのスマホに転送しておいたからさ。部室行ったら速そつ攻こうでネタバレされちゃうよ！　あ、原作も持ってきたから、貸してあげるよ。持ってないって言ってたよね？」

「あれ、言ってなかったっけ？　俺、今日は部活ムリ」

「えー？　またぁ？」

「お、レンジもう帰んの？」

「悪い、家の用事。──あ、そうだ、なあ」

　思い出し、蓮次は友人二人を振り向いた。

「二人とも、ＫＡＮＡＴＡっていうの好きだったよな。グッズか何か持ってたら、譲ゆずってくれないか？」

　体育会系の丸刈り少年と、文化系の童顔少年。まるで正反対の両者の仲が良いのは、アイドル好きという共通点があるからだ。

　きょとんとして、顔を見合わせる二人。

「やるくらいなら、ネットで売るわ。いやＫＡＮＡＴＡのだけはぜってー売らねーけど」

「なんで、よりによってＫＡＮＡＴＡ……そんなの、ぼくが欲しいよ。今度やる劇場版のアニメで、主題歌のコラボやるって情報あるし」

　たかが妹のご機き嫌げん取りのために、自分は大層な約束をしてしまったらしい。

「そうか、忘れてくれ。……アイドルのグッズって、面めん倒どう臭くさいんだな」

「アイドルじゃないよ！　ＫＡＮＡＴＡはアーティストだよ！」

「正確にヴァイオリニストって言えよ、てめー！」

　揉もめる友人二人を尻しり目めに、蓮次はさっさと教室から退散する。

　駐輪場で自分の自転車を引っ張り出し、高校の敷地から出る。

「旭にまた怒ど鳴なられるな。いや、泣くか……？」

　ブツブツと呟つぶやきながら、ペダルを漕ぐ。

　その道筋は──しかし早朝に通った登校ルートから、大きく逸それていた。

　数十分も走ると、車道が明らかに狭せまくなっていた。自動車の数も減り、歩道を歩く人々もいなくなる。草木が目立つ地域に入ると、家屋も見えなくなった。

　何度も後方を確認しながら、傾けい斜しやのきつい山間の道に入る。

「はあ、はあ……」

　息を切らせて山道を登り、途と中ちゆうで脇わき道みちに逸れる。

　すると前方に、広い竹林が現れた。

　ハンドルを切り、竹林に飛び込む。舗ほ装そうなどされておらず、デコボコになった地面をクロスバイクで進んでいく。

　竹林の間に時折見える輝かがやきは──監かん視しカメラだ。しかし彼は気にも留めない。

　さらに進むと、小さな掘ほっ建たて小ご屋やが現れた。

　一見したかぎりでは、竹の子を掘るための休きゆう憩けい所じよか単なる物置小屋のように見える。実際、かつてはそうやって使われていたようだと〝彼女〟は言っていた。

　蓮次は小屋のそばに自転車を置き、入り口の扉とびらを開けた。

「んっ……！」

　小屋の中にいた半はん裸らの美少女と、目が合った。

　狭い屋内に農具の類たぐいはなく、古ふる臭くさい棚たながいくつかあるだけだ。そんな殺風景な空間で、下着の上から薄うす地じのウェアを着ようとした体勢のまま、少女が硬こう直ちよくしていた。

「……」

　長い髪は色素が薄うすく、目や鼻筋も通っていて色白だ。手足が長く、スレンダーな体形は元より、長い髪や睫まつ毛げの一本に到いたるまで洗練されている。年ねん齢れいは蓮次と同じはずだが、彼の同級生にはない存在感があった。

　彼女が美人で異質な存在感を放っているのは、ある意味で当然といえる。

　普ふ段だんの彼女は、大勢の人々に見られる立場にあるからだ。

「……悪い」

「目を逸らすまで、どれだけ時間をかけるのよ！」

　少女が怒鳴った。耳を真っ赤にするも、そのまま着き替がえを続行する。

「また仕切り板パーテイシヨンを置き忘れたのか。変なところ面めん倒どくさがりだよな……」

「はあ？　今さら別に、あなたに裸はだかを見られたところで気にしないだけよ。というか意識するような関係じゃないでしょ、気持ち悪い」

「……じゃあ、このままで俺も着替えていいのか？」

「絶対、やめて。私はレンの裸なんて見たくないの。気持ち悪い」

　ようするに、さっさと仕切り板を立てろという意味らしい。

　壁かべに立てかけてあった仕切り板を二人の間に置く時、なぜか殺意を込めた視線で睨にらまれた。今のこいつを写真にとって売ってやろうか、と本気で考える。

「今朝のトレーニング──報告がなかった理由は？」

　仕切り板の向こうから、少女の低い声が飛んだ。

　ギクリとしつつ、蓮次は小屋の中に置かれてあったバッグを引き寄せる。中には薄地の衣服やベルトなどが詰つまっていた。

「……寝ねすごした」

「次のトレーニング、三割増しで報告すること」

　うっ、と呻うめきつつ、蓮次は制服を脱ぬいだ。代わりにバッグの中身を着込んでいく。

　素す肌はだの上から着たのは、薄いが弾だん力りよくのあるボディウェアだ。自転車競技の選手が着るサイクルウェアに似ているが、こちらの材質は伸しん縮しゆく性と強きよう靱じん性を重視したものだ。隣となりにいる少女が言うには、他国で兵士用に研究されているものの試作品だそうだ。

「ここに来る途中、誰だれにも見られてないでしょうね」

「さすがにそんなヘマはしないって」

　分厚いが軽い密林地帯行軍用のブーツを履はき、肘ひじや膝ひざにサポーターを装着する。

「どうだか……このまま今日の報告しちゃいましょう。レンから」

「健康状態フイジカルＡ。精神状態メンタルＡ。状況コンデイシヨンＡ。──あ、やっぱり身体からだＡマイナスかも。寝ね違ちがえて、頸けい部ぶに小ダメージ」

「バカじゃないの！　……どうしよう、今日の巡回パトロールはやめとくべきかな」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだって！　もうほとんど痛みもないし！」

「コンマ一秒でも反応が遅おくれたら死ぬのよ？　反射速度だけが取とり柄えのクセして……少しでも支障があるようなら、すぐに撤てつ退たいするからね。……首部分の筋トレを増やそうかな。それとも枕まくらを含ふくめて生活用品を一新させるべき？　また後援者パトロンを増やさなきゃ」

「大丈夫だって言ってるだろ。そっちこそ今日の報告は？」

　腰こしと太もも部分にベルトを巻き、右みぎ脚あしには刃は部分と持ち手が一枚板になったワンピースタイプのコンバットナイフを装着する。尾び骨こつにあたる部分には、電極を射出するタイプの拳けん銃じゆう式スタンガンだ。
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「オールＡ。──寝ぼけすぎて今日の目的まで忘れてないわよね？　明日のアタックに備えて縄なわ張ばり周辺の巡回と……」

「秋あき葉は原ばらの安全確認、だろ？」

　上半身に装着したタクティカルベストには、石でできた試験管のような棒を挿さしたソケットが備わっていた。固定式の小さなバッグには少量の医い療りよう品ひんと栄養補給物資、ペン型のライトや折おり畳たたみ式の双そう眼がん鏡きようなどが入っている。また網あみになったポケットには、素顔を隠かくすためのゴーグルが収まっていた。

「忘れるわけないだろ。あそこはいつでも難所だ」

　仕上げに身につけたのは、骨伝導式のマイクとスピーカー、有線通信用のケーブルを備えたネックゲイターだ。口元まで持ち上げれば、簡易式の防ぼう塵じんマスクにもなる。

「そうね、秋葉原は何度攻こう略りやくしても、すぐにまた……でも今日のパトロールで安全を確保しておけば、明日のアタックの成功率が上がるわ」

「ああ──いよいよ、だな。ショットもようやく目標の十本を確保できた」

「これがラストチャンスでもあるしね」

　そう言って、少女が仕切り板を外した。

　少女の装備は、基本的な部分は蓮次と変わりない。

　しかしネックゲイターから伸のびたケーブルの先せん端たんは、足元に置いたバックパックを経由していた。カーボン製のボウガンや小型の通信機なども背負い、物々しい姿である。

「なんとしても、救務庁の第三次大規模探たん索さくが始まるまでに……だろ？」

「ええ、そうよ」

　少女が頷いた。ピンク色の唇くちびるを動かす。

「準備は？」

「完かん了りよう」

　戦場の兵士のような──否いな、実際に兵士が使用するための装備を身につけると、嫌いやでも気持ちが切り替かわった。どれも少女が大金と引き替えに入手したものだ。

　高鳴る鼓こ動どうが、蓮次の胸を内側から叩たたく。

　恐きよう怖ふと高こう揚ようが入り交じった感覚は、まさしく戦場に向かう兵士そのものだ。

　蓮次と少女は向かい合って、お互たがいの装備を最終チェックする。

「パトロンからの新しい依い頼らいは？」

「ないわ。でも条件あり。今日のパトロールではショット使用を二本以下に抑おさえること」

「問題ないよな。俺たちも最初から、そのつもりだったし」

「ええ、明日の本番で使う〝切り札〟に必要な本数──六本は絶対に死守しないと」

　チェック完了。

　頷きあい、蓮次は首から伸びた通信用のケーブルを持ち上げた。

　少女もまたバックパックから伸びたケーブルを持ち上げる。

　どちらから言い出したわけでもない。

　いつの間にか、それをするのが恒こう例れいの儀ぎ式しきになってしまっていた。

「弓ゆみ家いえ叶方かなたは、弓家奏そう汰たを取り戻もどすために」

　言い、蓮次が持ち上げたケーブルの接続端たん子しと。

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すために」

　言い、少女が持ち上げたケーブルの接続端子がしっかりと繫つながった。

　眼前にいる弓家叶方という少女は、蓮次の相棒だ。彼と同様に大切な人を失い、何も出来ずに立ち尽つくしていた頃ころに出会い──命を預け合うパートナーとなった。

　東京厄やく襲しゆうという悲劇から、およそ二年。

　あの日、都心に消えた人々はいまだ安否も分からないまま帰らない。

　残された人々は、ある者は蓮次の兄のように救務庁という政府機関を頼たよりにし、失しつ踪そう者の奪だつ還かんを図っている。

　またある者は、蓮次の妹のように過去のことを忘れ、今を生きることを望んだ。

　彼の両親のように、東京厄襲という災厄を怖おそれて避さける者もいた。

　蓮次は──しかし、そのいずれも選せん択たくできなかった。

「これより、五十八回目の〝エリア〟侵入を開始します」

　弓家叶方が小屋の奥にある物置きの扉を開けた。

　途と端たん、紫むらさき色いろの霧きりが周囲に立ちこめる。

　開いた扉の向こうに──紫色の濃のう霧むが充じゆう満まんしていた。

〝エリア〟に侵しん入にゆうすることができる、唯ゆい一いつの手段。

　それが、この〝スポット〟と呼ばれる霧を通ることだ。

　蓮次はゴーグルを装着し、口にペンライトをくわえた。早くも呼吸の間かん隔かくを早め、ナイフを抜ぬいて前ぜん傾けい姿勢をとったのは、戦せん闘とう態勢に他ならない。

　──うん、待ってる。

　あの日、大郷夢衣が見せた笑顔は、しっかりと脳裏に焼き付いている。

　忘れるわけがない。

「ゴー！」

　少女の合図を背に受け、霧の中に飛び込む。

　大切な人を東京に置き忘れた、秋月蓮次という少年。

　彼は違い法ほうに〝クリティカル・エリア〟に立ち入る犯罪者、つまり──。

〝侵入者レイダー〟になっていた。







　　　　０２




　蓮次が濃霧に飛び込むと、視界が紫色に染まった。

　平へい衡こう感かん覚かくを狂くるわされる酩めい酊ていと、浮ふ遊ゆう感かん。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに視界が開けた。濃霧が消え、代わりにねっとりとした異質な空気が全身を包む。

「……」

　蓮次が着地したのは、暗くら闇やみに包まれた狭い空間だった。

　口にくわえたライトで、室内を照らす。

　そこは明らかに、先ほどまでいた千葉の小屋とは異なる空間だった。

　小さなロッカールームである。

　ただし壁かべ際ぎわに並べられたロッカーは錆さびて歪ゆがみ、ヒビ割れた天てん井じようからは枯かれた木の根が侵入している。床ゆかに転がったペットボトルの中身は乾かん燥そうしきって黒ずんだ固形物になっており、容器そのものも苔こけに覆おおわれていた。

　蓮次は全身を緊きん張ちようさせつつ、耳を澄すませる。

　静かだ。

　聞こえるのは、自分の押し殺した息いき遣づかいと心臓の音だけ。

　目が慣れると、ライトに照らされた空間にうっすらと霧がかかっていることが分かる。

「……」

　ピクリ、と蓮次の顔の右側と右みぎ腕うでがひきつった。

　この世界に侵入するたびに、そうなるのだ。彼の右半身に居着く怪かい物ぶつが、故郷ホームへの帰き還かんを喜んでいるのかもしれない。忌いまわしい習性だ。

　蓮次はナイフを構えたまま、唯一の出入り口である扉とびらに近づいた。

　罠わなを警けい戒かいしながら、慎しん重ちようにドアノブを回す。

「……」

　ロッカールームの外は、狭せまい通路になっていた。

　蓮次は冷たい汗あせを流ながしながら、通路の気配を探さぐる。いつでも動けるよう姿勢を低くし、埃ほこりと苔に覆われたコンクリートに侵入者の痕こん跡せきがないか確かめる。

　そこまで安全を確かめたところで、蓮次は大きく息を吐はいた。

　百パーセントの警戒度を五十パーセントほどまで下げ、全身の筋肉を弛し緩かんさせる。

　また一つ──生き延びた。

　毎回、この最初の一歩を踏ふみ出すたびに寿じゆ命みようが縮む。

　なぜなら、もし〝敵〟がこの場所に待ち構えていたり、単なる偶ぐう然ぜんで通りかかったところに鉢はち合あわせでもしたら──それだけで蓮次はあっさりと死ぬことになるからだ。

「クリア」

　蓮次はゴーグルを額まで持ち上げ、呟つぶやいた。

　彼の声はネックゲイターに仕込まれたマイクを通じ、ケーブルを伝って濃霧の向こうに伝わる。

『了りよう解かい』

　叶方の声が、やはりネックゲイターに備わったスピーカーを通して返ってきた。

　濃霧の中から、バックパックを背負った少女が現れた。素早い動きで蓮次のそばに近づき、バックパックの中から小型のアンテナ──集音機を取り出す。

　叶方が大きなヘッドフォンを装着し、集音機を宙で動かした。

「異音──なし」

　少女の言葉に安あん堵どする、蓮次。

　だがすぐに気を引き締しめ、ゴーグルを装着し直す。

「ショット確認。強化リインショット４、修復リペアショット４、状態良好」

　蓮次の胸のソケットに挿した棒状の物体が、淡あわい輝かがやきを放っていた。赤い輝きが四本、青い輝きが四本。──先ほどまで、ただの石の棒だったものだ。

　ゴーグルを装着した叶方の胸にも、緑と青に輝く棒が一本ずつ装着されている。

「確認。感覚センスショット１、修復ショット１、状態良好」

「いつも通り、まずは25番ゲート前の位置ポジシヨンを確保するぞ」

「ええ、音を立てない浮ふ遊ゆう型がたに気をつけて」

　言われるまでもない。自分の命を脅おびやかす存在を、頭から離はなすわけがなかった。

「ゴー！」

　少女のゴーサインを受け、蓮次は床を蹴けった。

　前傾姿勢で素早く、しかし足音は極力少なく。首から伸びたケーブルをうまく背中に流しながら進む蓮次の後方で、叶方がバックパックに詰つめた延長ケーブルを伸ばす。

　比ひ喩ゆではなく血ち反吐へどを吐きながら、放課後、毎日のようにトレーニングを積んだ動きだ。今さらケーブルに足をとられるようなヘマはしない。

　通路先の扉に張りつき、ドアノブに手をかける蓮次。

「出るぞ」

『ゴー！』

　扉を開放し、蓮次は外へ飛び出した。

　蓮次がいたのは平べったい箱状の建物だ。正面に『ゲート25』という剝はげかけの塗と装そうが残っている。

　その建物から出た彼を出で迎むかえたのは──巨きよ大だいな卵。

　否いな、半球形の屋根をかぶった巨大な建造物だった。

　まるで城じよう壁へきのように高い壁かべが、カーブを描えがきながらずっと先まで伸びている。建造物自体の面積は、蓮次がいた建物の何十倍もあるだろう。

　蓮次は巨大建造物とゲートの継つぎ目めに位置取り、周囲を警戒する。

「はっ……はっ……」

　巨大建造物だけではない。その後ろには枯れた森があり、左手にはまた別の大きな建物、広場になった正面方向には朽くちたジェットコースターのレールまで見えた。

　東京ドームシティ。

　その場所はかつて、そう呼ばれていた。

　いや──正確に言うなら、蓮次が今いる世界そのものの別の呼び名がある。

　かつて、そこは東京と呼ばれていた世界。

　しかし現在、紫色の霧に包まれて荒こう廃はいしたその世界は、別の名で呼ばれている。

　〝クリティカル・エリア〟──と。

「はっ……はっ……」

　緊張で蓮次の息が上がっていた。目に映る建造物、ひいては広場の電灯に到いたるまで、ありとあらゆる物もの陰かげに動く影かげがないか警戒する。

　以前は様々なイベントが催もよおされ、利用客で混雑していたはずだ。

　スポーツ競技の観戦客だけではなく、アトラクション施し設せつを楽しんだり、複合施設での買い物を楽しむ人々でごった返していたに違ちがいない。

　しかし、二年前のあの日──東京厄襲によって、そこにいた人々は姿を消した。

　それだけではない。蓮次の目に映る建造物は、ドームも含ふくめてどれもが朽ち果て、埃と苔で覆われていた。あたかも数百年の時を経たかのような荒あれようだ。

　ここ、東京ドームシティだけではない。

　かつて東京と呼ばれていた都心全体が、そのように変へん貌ぼうしたのだ。

　一人残らず人類を消し去り、入れ替かわるようにして現れた侵しん略りやく者しやたちが跋ばつ扈こし──。

　それでもなお人類を拒きよ絶ぜつし続ける、荒廃した世界へと。

「──クリア」

　視界内に動く気配がないことを確認し、蓮次は呟いた。

『了解』

　声がして、後方から叶方が姿を現した。重い装備を抱かかえているくせに、その足取りは蓮次よりも静かでスムーズである。

「索敵サーチ開始。警戒お願い」

「了解」

　そばでまた集音機を取り出す叶方を、蓮次はナイフを構えて守る。

　つい数分前まで、蓮次と叶方は間ま違ちがいなく千葉にある竹林にいたはずだ。

　それなのに、今は〝エリア〟のど真ん中にいる。

　そんな常識ではありえない移動を可能にしたのが、〝スポット〟である。

　四角でも三角でも丸でもない、不定形の小さな濃霧──それは東京厄襲、つまり〝クリティカル・エリア〟発生と同時に日本各地に現れたと言われている。

〝スポット〟をくぐると、〝エリア〟内にあるもう一つの〝スポット〟から出ることができるのだ。

　政府非公認の〝スポット〟を通じて、無許可で〝エリア〟に侵入することは特別法によって厳重に禁じられている。

　その法を破り、〝エリア〟内に侵入しているのがレイダーという人種だ。

　彼らの目的は、都心に遺のこされた財産の窃せつ盗とう──と、世間一いつ般ぱんでは認識されている。

「異音なし。──クリア」

　ヘッドフォンをした叶方が言った。蓮次は顎あごを伝う汗を拭ぬぐう。

「いつも通り、アトラクションズ方面からシティ脱だつ出しゆつでいいんだよな、カナ？」

「当然。死角だらけの後楽園方面を通るなんて自殺行こう為いだもの。敷しき地ちを出た後は、神かん田だ川がわ沿いを下って秋葉原まで行くわ。いつも通りね」

「今日も……生きて帰るぞ」

「ええ、死ぬなんて許されないわ」

　蓮次と叶方は、ゴーグルの奥で目つきを変える。

「奪うばわれた人を、取り戻もどすまではね」

　少女のその言葉こそ、蓮次と叶方が〝エリア〟にいる理由に他ほかならない。

　金品に興味はない。失しつ踪そう者しや奪だつ還かんの英えい雄ゆうとしての名めい誉よもいらない。

　目の前で奪われた大切な人を、この手で取り戻すために──。

　ただそれだけを目的としてレイダーとなったのが、蓮次と叶方の二人だった。

　しかし彼らが舞まい戻った東京は、かつての姿とはあまりにも変わり果てていて──。

「行くわよ、レン」

「オーケイ」

「ゴー！」

　蓮次はドーム球場の外がい壁へきに沿って走り出した。

　東京ドームシティの敷地は広い。

　巨大なドーム球場と複数のゲートに加え、多くのショップを抱える大型複合施設もある。コースターや観覧車を擁ようするアトラクション施設もだ。また敷地の入り口には巨大な石板のような東京ドームホテルがそびえ立っている。

　そんなかつての楽園も、今では紫むらさき色いろの霧きりが立ちこめ、静せい寂じやくに包まれていた。

　荒れ果てた地上を動く者も、蓮次と叶方の二人しかいない。

「クリア」

　先ほどまでいた場所から、ほんの数十メートル先。大きな階段の前で蓮次は停止した。

『了解』

「はあ……はあ」

　たった数分の行動で、呼吸が荒あらくなっていた。

　そうでなければならない。全身の血流を早め、頭の働きと身体からだの動きをフル稼か働どうさせた状態を保っていないと、著しく生存率を下げることになる。

　叶方が現れた。バックパックを降ろす。

「索敵開始」

「了解」

　ナイフを構える蓮次の眼前に、大きな観覧車があった。

　ゴンドラの五分の一が腐ふ食しよくして落下し、軸じくが傾かたむいたそれは不気味なオブジェに変わり果てていた。もし今、ゴンドラの中に、彼を見下ろす何かが潜ひそんでいたとしたら──。

　それは、蓮次と叶方の死を意味する。

「異音なし。──ゴー！」

　蓮次はまた地面を蹴った。階段の周りを警けい戒かいし、ドームの外壁に沿って先へ進む。

　東京ドームの正面口ともいえる22番ゲートが現れた。ヒビ割れたアスファルトの上に落ちたバルーンには、土にまみれて『welcome』という文字が見える。

　蓮次は正面広場を一気に突つっ切った。券売所にピタリと張りつく。

「はあ、はあ……クリア」

『了解』

　蓮次が先行して安全を確保し、後方からやって来た叶方が集音機を使って周囲の気配を探る。死角に何者かが潜んでいないか、物音を探るのだ。耳の良いパートナーが不ふ審しんな音なしと判断すると、再び蓮次が音の聞こえない範はん囲いまで斥せつ候こうに走る。

　たった五十メートルほどの間かん隔かくで、それを繰り返す。

　滑こつ稽けいなほど臆おく病びようで、遅ち々ちとした進み方。

　叶方が考案した方法だが、蓮次は納得しているし、それを破るつもりはない。

　なぜなら〝クリティカル・エリア〟には敵がいるからだ。

　それも人類では到とう底てい、敵かないようのない存在。

〝エリア〟の内部がこうも荒廃しているのも、そいつらのせい──と、レイダーたちの間では囁ささやかれている。

「異音なし。──ゴー！」

　蓮次は券売所から飛び出した。

　ドーム球場を背にし、東京ドームホテルと後楽園ホールに挟はさまれた通路を走り抜ぬける。

　広い車道を眼前にしたところで、彼は立ち止まった。

「クリア」

『了りよう解かい』

　パートナーの二人を繫つなぐ通信ケーブルは糸のように細く、軽い。他の装備と同様、叶方が大金と引き替えに入手したものらしい。一般の量りよう販はん店てんには流通していない代しろ物ものだ。

　この通信ケーブルは、二人の命いのち綱づなでもある。

　単独で〝エリア〟内を行くのは自殺行為に等しい。かといって離れた場所で連れん絡らくを取り合うために、無線の通信を使用することはできない。

　無線による通信を行わない理由は、単純にして明快だ。

　使えば──死ぬからである。

「索敵開始。──異音なし」

　叶方がヘッドフォンを外した。

　東京ドームシティの敷地の出口は、もう目前だ。

「レン、ここで一度、完全に息を整えておいてね」

「分かってる。──ここまでで約三十分か。はじめてここから脱出するまで何ヶ月もかかったのを考えると、だいぶ慣れたよな。ふう……」

「気を抜かないでよ。今日の目標は、まだ先なんだから」

「分かってるって。秋葉原だろ」

「秋葉原の──万まん世せい橋ばしよ」

　叶方がヘッドフォンをバックパックに戻しながら、言った。

「そこを通れるかどうかで、明日のアタックで通るルートが決まるんだから。万世橋が通れるなら、難所の御お徒かち町まちから秋葉原電気街方面を避さけて、首しゆ都と高こうに乗れる」

「首都高に乗れば──あとは〝浅あさ草くさ〟を目指すだけだな」

　蓮次と叶方はお互たがいの顔を見合わせ、顔つきを変えた。

　秋葉原。

　そして、その先にある──〝浅草〟。

　その場所こそが、蓮次と叶方の最終的な目標地点であり──蓮次が二年前に目まの当たりにし、決して忘れることができない存在がいるはずのゴール地点でもあった。

「今日は特に慎しん重ちように行くわよ。できればショットは一本も使いたくない」

「ああ。──いいぞ、カナ」

「ゴー！」

　少女の合図とともに、蓮次は東京ドームシティの敷地から飛び出した。

　歩道橋のある、大きな交差点に出る。

　東京都道４０５号環かん状じよう線せん──通つう称しよう、外そと堀ぼり通どおりである。

　片道三車線の広い車道と、道沿いに並ぶ高層ビルの列。歩道橋の先にあるのは、神田川沿いにある水すい道どう橋ばし駅だ。

　二年前までは自動車と歩行者が行き交かっていた場所も、今はその面おも影かげ──車道上に放置された自動車の残ざん骸がいがあるだけだ。運転中に東京厄やく襲しゆうが発生し、車内にいた人々が消えたのだろう。障害物に激げき突とつして停止した状態で錆さびに浸しん食しよくされている。

　蓮次は街路樹や自動車など、遮しや蔽へい物ぶつの間を滑すべるように移動していく。

　紫色の霧と静寂に包まれた、かつての大都会。

　人類文明が退たい廃はいし、死の気配に支配された世界を進んでいく。

「はあ、はあ……クリア」

『了解』

　外堀通りは神田川と平行して延びている。

「異音なし。ゴー！」

「クリア」

「異音なし。ゴー！」

「クリア」

　恐おそる恐る、しかし確実に行軍する二人。

　大きな橋が見えたところで、蓮次は足を止めた。

「はあっ……はあっ……クリア」

　今日の目標地点である、万世橋ではない。

　御お茶ちやノの水みず駅だ。万世橋まで、半分の距きよ離りを来たことになる。

「水道橋から御茶ノ水駅、それから秋葉原……電車に乗ればたった数分の距離なのに」

　駅一つ分の距離を移動するのに、一時間以上かかっていた。神経もすり減っている。

　蓮次たちは一回の〝エリア〟探たん索さくで、八時間以上はこの世界に滞たい在ざいしないように決めている。それが身心の疲ひ労ろうの限界だからだ。満足に動けないほど消しよう耗もうすれば、あとは滞在時間に比例して生存率を下げることになる。

　もっとも──限界まで〝エリア〟に滞在できたことなど、数えるほどしかないが。

「はあ、はあ……弱音は禁止」

　合流した叶方が、集音機とヘッドフォンを取り出しながら言った。かくいう彼女も、蓮次と同様に息が上がっている。

「……ただの愚ぐ痴ちです、指揮官どの」

「同じことでしょ。──しっ！」

「……！」

　叶方が口に人差し指を当てるのを見て、蓮次は全身を緊きん張ちようさせた。

　身構え、臨戦態勢をとる。ナイフを構えた手がかすかに震ふるえるのは──いつまで経たっても、死の恐きよう怖ふに慣れることができないからだ。

「どっちだ、カナ……！」

「橋の向こう──御茶ノ水駅……！　かすかに足音。おそらく、単体……」

「俺たち以外のレイダーか？」

「いいえ、これは……」

　蓮次の全身から、冷たい汗あせが噴ふき出した。総毛立つ。

「まさか、Ｅ──」

　今すぐに回れ右をして、東京ドームまで逃にげ帰るルートを頭に思い描えがく。

　いや、ルートなど関係ない。

　最悪の事態とあれば、脇わき目めもふらずに逃げる以外の生存手段があるはずもなかった。

「──クリプテッドよ。この音は……〝二本足〟ね」

「ま、間ま違ちがいないか？」

「聞こえるギリギリの範囲だけど……ええ」

　蓮次は緊張を解いた。ネックゲイターを持ち上げ、汗を拭ぬぐう。

　エリア内には、確かに敵が存在する。

　だが叶方が口にしたそれは──最悪の敵ではなかった。

「二本足か……どうする？　やるか？　強化ショットは一本でも多いほうがいいだろ」

「……いいえ、やめときましょう。倒たおしても、必ずショットを落とすわけじゃないし……パトロール用の今の軽装備じゃ、かえってショットを使う事態になりかねないわ」

　少し考えてから言い、叶方が人差し指で蓮次の胸むな元もとを指した。

「今ある四本の強化ショット──特に〝切り札〟に必要な三本は、絶対にこんなところで使いたくない。もちろん〝変身トランス〟を解くための修復ショット三本もね」

　叶方の指は、蓮次の胸のソケットに挿さした赤と青の棒を指し示していた。

　確かに、彼女の言う通りだ。

　明日のために必要なそれを確保するために、どれほど苦労したか。その時間と代だい償しようを考えれば、万が一にもそれらを失うわけにはいかない。

「なんか……悪いな。燃費悪くて」

「本当よ、貴重なショットをバカ食いするにも限度ってモンがあるわ。今さらだけど」

「そ、それじゃあ、このまま予定通りに秋葉原を目指していいんだな？」

「ええ。帰り道と……明日も、ここは要警戒ね」

　二人は体勢を立て直し──。

「ゴー！」

　再び、秋葉原を目指して外堀通りを進む。

「クリア」

「異音なし。ゴー！」

「クリア」

「異音なし──」

　牛歩の進みを繰り返すこと、数十分。

　二人は一ひと際きわ大きな交差点に辿たどり着いた。

　朽くち果ててなお、紫むらさき色いろの霧きりが立ちこめる地上を見下ろす高層ビル。それらはゲームショップであったり、家電量販店であったりと、電気製品を販はん売ばいする看板が多い。通りを一つ抜ければ、もっと増えるだろう。

　一方でビルの密集地帯と反対側にあるのが、神田川にかかる大きな橋だ。

　万世橋である。

　蓮次と叶方は、秋葉原の入り口に到とう達たつしていた。

「ここからの索さく敵てきは正直、気が重いわね」

「弱音禁止な」

「んっ……」

　口をつぐみ、叶方が集音機とヘッドフォンを取り出した。

　二人がいるのは交差点を囲むビルの根元だ。以前はビルの側面で光っていたのであろう看板が地面に落ち、周囲から身を隠かくすのにちょうど良い遮蔽物になっていた。

「電気街方向……かすかに、物音が聞こえる。複数ね」

「複数なら、クリプテッドだよな。なんでここから上うえ野の方面は、いつもヤツらが集まってるんだ……万世橋の向こうは？」

「待って、今、確かめる……」

「肝かん心じんなのは、こっちだ。この橋を通れなきゃ、明日は秋葉原を突つっ切る羽目に──」

　言いかけた蓮次の口元を、叶方の手が塞いだ。

　無む駄だ口ぐちが過ぎて、パートナーを怒おこらせた──のではなかった。

　ヘッドフォンに手を当てた少女が、顔を強こわばらせていた。

「……カナ？」

　緊張する蓮次をよそに、少女が素早くヘッドフォンを外した。集音機もバックパックに詰つめ込み、蓮次を巻き込んでビルの壁かべに背中を押しつける。

「おい、カナ……！　敵か？　どいてくれ、これじゃ動けない──」

「しっ！　黙だまって！」

　彼女の奇き行こうの意味は、すぐに分かった。

　万世橋の向こうから、人影が現れたからだ。

「──きゃぁああっ！」

　一人の少女だ。黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。

「なっ──」

　思わず声を発する蓮次の口を、再び叶方が押さえる。

　ショートパンツにレギンス、登山服のようなジャケットを着た人物だ。天然パーマの髪と背負ったナップサックを揺ゆらして必死に走っているのは──背後から迫せまる複数の影かげから逃げているからだ。

　数すう匹ひきの犬──のように見えるが、違ちがう。

　引き締しまった躰からだと、四本足で走る姿はドーベルマンに似ている。しかし体毛はなく、ゴム質の体表には、緑色に輝かがやくラインが模様のように描かれている。

　クリプテッド。

〝クリティカル・エリア〟の中を徘はい徊かいする、どう猛もうな獣けものである。

「〝四つ足〟に見つかったのか……！　それも、あんな数に……」

　クリプテッドは、三種類の形態を持つ。〝四つ足〟もその中の一つだが、三種類ともに共通するのは──〝エリア〟内にいる人類に対して、異様な殺意を抱いだいているということだ。

「だ、誰だれか……！　助けて……！」

　眼鏡の少女が万世橋を渡わたろうとする。飛びかかった犬の爪つめがその脚あしをかすめた。

「うっ──」

　バランスを崩くずし、転てん倒とうする少女。ゴロゴロと転がって交差点で止まる。

「……っ！」

　無意識にナイフを構え、飛び出そうとする蓮次。

　しかし、その彼を身を挺ていして叶方が引き止めた。

「ダメ……！　もう間に合わない……！」

「でも──」

「あれだけの数、生身で敵かなうわけないでしょう……！」

「だからって、見捨てる気か……？」

「お願い、レン……！　ここでショットを使うわけにはいかない……！」

　叶方は、目に涙なみだを浮うかべていた。

「私たちは明日、これを使って──消えた人たちを取り戻もどすんでしょう？」

　蓮次は呻いて、ナイフを持つ手に力を込める。

　そう。

　東京厄やく襲しゆうから、二年が経過した。

　二年間もかかってしまった。

　それだけの年月を費やして、蓮次と叶方はようやく──ほんのちっぽけな希望に手を伸ばしかけるに到いたっていた。

　その成果が、明日にかかっているのだ。

　だが、それも叶方の言う通り、ここでの行動次第では無む駄だになりかねない。

「──あっ……」

　立ち上がり、眼鏡少女がこちらを見た。

　物もの陰かげに潜ひそむ蓮次と叶方に気づき、すがる目つきを向ける。

「た、助けて……！」

「……！」

「レン……！」

　叶方が蓮次に抱きついた。自分の身体からだを使って、彼を壁に押さえつける。

　蓮次は知っている。

　弓家叶方は、決して血も涙もない人間ではない。

　現に今も、蓮次を押さえつける腕うでは小刻みに震えている。

「いや……死にたくない……！」

　眼鏡の少女も、蓮次や叶方と同じレイダーなのだろう。

　レイダーという人種は──〝エリア〟の外では、まるで火事場泥どろ棒ぼうのように言われている。実際に都会に残された金品を漁あさるレイダーもいるため、反論の余地もない。

　しかし実際にいるレイダーの多くは、蓮次や叶方と同じ目的を持つ人々だ。

　命を賭かけてでも、取り戻したいものがある。

　それが何かは──言うまでもない。

「死にたくない……！　死ねない……！」

　眼鏡の少女が、とうとうクリプテッドに捕つかまった。脚に嚙かみつかれ、地面に引きずり倒される。涙に濡ぬれた瞳が、蓮次たちを見た。

「お父さんとお母さんを……取り戻すまでは……！」

　蓮次を押さえつけた叶方が、奥歯を嚙みしめた。

「カナ……！」

　蓮次は、知っている。

　誰よりも賢かしこく、常に冷静な判断を下すパートナーの少女が、本当は冷静でも何でもないということを。

　むしろ彼女は──誰よりも優しい。

「……レン！」

　堪こらえきれなくなったように叫さけび、叶方が蓮次を解放した。

　二人同時に、胸元のソケットから一本の棒を抜ぬく。

　蓮次は、赤く輝くそれを。

　叶方は、緑色に輝くそれを。

「ショット！」

「ショット！」

　声を揃そろえ、自らの腕に突き刺さした。
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　蓮次が自分の左ひだり腕うでに刺したのは、細い棒。

　赤く輝く液体が入った、ボールペンほどの太さの透とう明めいの筒つつだ。石とも金属ともつかない装そう飾しよくに覆おおわれたそれは、先せん端たんが鋭えい利りに尖とがっている。

　赤い液体が、筒の中から蓮次の体内に注入された。

「──ッ！」

　蓮次の左ひだり眼めが深しん紅くに染まった。左半身に、赤く輝く線が浮かび上がっていく。

　蓮次たちが〝注入シヨツト〟と呼ぶ、この瞬しゆん間かんの感覚を何と呼ぶのだろう？

　恐きよう怖ふや不安から解放された幸福感。自分の身体が溶とけてなくなり、何者にでも変われそうな甘い陶とう酔すい感かん。緩ゆるやかに時間が流れているのに、五感は冴さえ渡っている。

　そして、刹せつ那なの──郷きよう愁しゆう。

　東京都心を包む紫色の霧が、生まれ故郷の空気のように心地良い。

　だが、それも痺しびれるような頭痛に襲おそわれるまでの錯さつ覚かくにすぎない。

　蓮次の頭部の左側に、赤い輝きを放つ突とつ起き物ぶつが生えた。耳の上から後頭部へと流れるように伸のびる角──ホーンである。左眼、ホーン、そしてウェアの下にある左半身に浮かび上がった模様が、赤い輝きを放った。

「ゴー！」

　叫んだのは彼のパートナー、弓家叶方だ。

　彼女もまた蓮次と同様、異様な姿に変へん貌ぼうしていた。ただし彼女の双そう眸ぼうは赤ではなく緑色に輝き、前頭部に二本のホーン──猫ねこ科の耳にも見える二等辺三角形のそれを生やしている。ホーンの前面が陥かん没ぼつし、スピーカーのように幾いく重えもの層になっていた。

　蓮次はナイフを左手に持ち替かえ、地面を蹴けった。

「──えっ」

　眼鏡少女の呆ぼう然ぜんとした顔が、蓮次の足元に見えた。

　蓮次があっという間に、眼鏡少女との距きよ離りを詰めたのだ。彼が左手に握にぎったナイフは、すでに眼鏡少女の脚に嚙みついたクリプテッドの首に突き刺さっている。

　蓮次が腕を振ふり抜くと、クリプテッドの首が宙に舞まった。

「きゃあっ！」

　ナイフを逆手に持ち替え、少女にのしかかった犬の脳天に突き降ろす。

　さらに少女の腕に嚙みついた犬の躰を、左脚で踏ふみつける。骨格を感じさせない、嫌いやな感かん触しよくが足元で潰つぶれた。

「おおっ！」

　雄お叫たけびを上げ、蓮次は頭を突き刺した犬ごと左腕を振り回した。人間離ばなれした怪かい力りきが、残りのクリプテッドたちを弾はじき飛ばす。

　彼が倒たおしたクリプテッドの躰が、ドロリと溶けた。ナイフの先から零こぼれ落ち、地面に沈しずみ込むようにして消える。

　一呼吸で眼鏡少女に群がる敵を蹴け散ちらし、蓮次はナイフを構え直す。

「なっ……えっ……？」

　眼鏡少女は完全にパニックに陥おちいっていた。血と泥どろで汚よごれた顔つきは、蓮次や叶方と同じ年とし頃ごろのように見える。いや、スタイルの良さからすると、少し年上だろうか？

　叶方が遅おくれて眼鏡少女の元に駆かけ寄った。

「負傷者、確保！　フィジカルＢ、欠損なし！　応急処置する！」

　フィジカルＢなら中度の負傷。命に別状はなさそうだ。
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「援えん護ごする！　敵は？」

　叶方が自分の耳に片手を当てた。

「万世橋を十二時に指定。……十二時方向から二体の四つ足が接近中。接敵まで十三秒」

「……ツノ？　人間じゃ……ない？」

　変貌した蓮次たちの姿を見て、眼鏡めがね少女が呆然と呟つぶやいた。

　蓮次は、ぎょっとする。

「ショットを知らないのか？」

「私たちは人間よ。ショットっていうのを使うと、見た目が変わるけど、色々と能力を強化できるの。……その様子じゃ、修復ショットのことも知らなそうね」

〝エリア〟内部には、変身ショットと呼ばれる特とく殊しゆな注入器が存在する。

　赤、緑、青。

　三色の輝かがやきを放つそれらを肉体に射つと、一時的に身体機能や五感を強化できるのだ。

　強化ショットを使った今の蓮次はオリンピック選手以上の身体能力を、五感を強化できる感覚ショットを使った叶方は集音機以上に正確な聴覚を得た状態である。〝エリア〟内でしか使えず、外見が変へん貌ぼうするなどといった副作用もあるが効果は強力だ。

「負傷者を退たい避ひさせるわ！」

「了りよう解かい！」

　眼鏡少女は、経験の浅いレイダーのようだ。共きよう闘とうは期待できないだろう。

　蓮次は飛びかかってきた敵の牙きばをかわし、ナイフで突つき返す。

　残る犬型のクリプテッドは五体。さらに後方から別の犬も姿を現した。

　ショットを使った今の蓮次なら、この程度であれば時間稼かせぎくらいはできるが──。

「──六時方向！」

　叶方の鋭するどい声で、蓮次は振り返った。

　放置された自動車の間に、いつの間にかずんぐりとしたシルエットが現れていた。

「浮ふ遊ゆう型がた……！　マズい！」

　蓮次は、顔を歪ゆがめる。

　宙に浮かぶ大きなペンギン──というのは表現が可愛かわいすぎるだろうか。青く輝くラインを浮かべた躰からだはでっぷりと太り、首はやけに長い。羽も大きい。のっぺりとした顔に口はなく、後頭部に大きな穴が二つあるだけだ。

　三種類いるクリプテッドの一つだ。

　そいつは宙に浮かぶため、音を立てない。叶方が気づくのが遅れたのも、そのせいだ。

「処理するわ！」

　叶方が背中からボウガンを抜くが、遅おそかった。

　浮遊型のクリプテッドが、ガラスを擦こすり合わせるような甲かん高だかい音を響ひびかせたのだ。

「……！」

　周囲に響き渡わたる大だい音おん響きように、眼鏡少女が身を竦すくませる。

　叶方が放ったボウガンの矢が、浮遊型のクリプテッドに命中した。

　しかし、音は止やまない。

「急げ、カナ！」

「分かってる！」

　蓮次は犬型との戦せん闘とうで手て一いつ杯ぱいだ。叶方が急いで次の矢をセットする。

　二発、三発目の矢が突き刺さったところで、ようやく音が止んだ。浮遊型のクリプテッドがどろりと溶け、地面に沈んで消えていく。

「どれくらい、集まってくる……！」

　浮遊型のクリプテッドに、戦闘能力はない。

　しかし──仲間のクリプテッドを呼び集めるという、やっかいな能力を持っている。

「九時方向と、十二時方向……三時方向からも、四つ足の群れが来る！」

「なっ……！　俺たちが来た方角からも？」

「道路から離はなれた場所にいたやつらよ！　まだ敵が来てないのは……」

　叶方が顔を向けた方角を見て、蓮次は唾つばを飲み込んだ。

「この状じよう況きようで、秋葉原の街中に突っ込めって……？」

　秋葉原、電気街方面。

　大きな建物が密集して死角だらけな上、迷路のように入り組んだ危険地帯。

　普ふ段だんなら、決して近づかない場所である。

「ここにいたら囲まれて終わりよ！　レン、この人をお願い！　私が後ろにつく！」

「くそっ……了解！」

　蓮次はクルリと反転し、少女二人の元に駆けつける。

「きゃっ──」

　駆け寄った勢いのまま、眼鏡少女を右みぎ肩かたに担かつぐ。

　少女を担いだ蓮次と、ボウガンを構えた叶方が、広い車道を走り抜ける。

「九時方向から、四つ足が三体！　三時方向から二体！」

　蓮次のナイフが、正面から飛びかかった犬型を一いつ閃せんした。後方から迫せまる敵に対しては、叶方の正確な射しや撃げきが牽けん制せいする。

　二人は放置された自動車を避さけ、時には乗り越こえながら、クリプテッドから逃にげ続けて──ついに秋葉原電気街まで、追い込まれる。

　見上げれば、山のように立ち並ぶ大型の電器店。地上にはアニメキャラクターを模した看板なども転がっているが──その全すべてが埃ほこりと土に埋うもれ、見る影かげもなくなっていた。

「上方から……二本足！　一いち撃げきで終わらせるわよ！　接敵まで、三、二……」

　蓮次たちの頭上、『会館』という文字だけが残った看板の上。

　ビルの四階、割れた窓から黒い影が飛び降りた。

　犬、ペンギン、と他のクリプテッドにならって喩たとえるなら──こいつはゴリラだ。短い脚あしと不ふ釣つり合あいに長い両りよう腕うでは、成人男性の腰こしよりも太い。赤いラインを浮うかべた躰に体毛はなく、顔にもガラス玉のような二つの目があるだけだ。

　三種類のクリプテッドの最後の一種類。通つう称しよう、〝二本足〟である。

「ゴー！」

　叶方が放った矢が、ゴリラの胸に刺さった。両腕を振りかぶりながら落下していたゴリラが、バランスを崩くずす。

　地じ響ひびきを立てて着地したゴリラに、眼鏡少女を退避させた蓮次が飛びかかる。

「おおおっ！」

　ゴリラが振り回した腕うでを跳とび越え、ゴム質の顔に腕をかけて背中に張りつく。

　彼が左手に握ったナイフが、深々とゴリラの首に突き刺ささった。

　人間の数倍はありそうなゴム質の首を、力任せに搔かき切る。

「うっ──」

　ゴリラの首が宙に舞った。──が、ナイフがぐにゃりと歪んでしまっていた。

　力を入れる方向を誤ったようだ。

「くそっ、ヘマした……！」

　着地して眼鏡少女の元に戻もどる蓮次に、叶方が自分のナイフを手て渡わたす。

「何度目よ、もう……！　これが最後のナイフだからね」

「ああ。──乱暴に扱って、ごめん。もう少し我が慢まんしてくれよな」

　眼鏡少女が、ぽかんとした顔で蓮次たちを見ていた。気にせず、少女をまた肩に担ぐ。

「ちょっと待って……！　駅の中からも四つ足の足音が……！」

「突とつ破ぱできそうな数か？」

「これは──無理ね。今のうちにどこかに隠かくれて、やりすごすわよ！　あそこへ！」

　蓮次たちが飛び込んだのは、雑居ビルの一つだった。

　一階部分はマンガ本だらけだ。どの本も埃をかぶり、変色し、腐ふ食しよくしている。

「静かに……！」

　一番奥の棚たなに隠れ、叶方が小声で指示する。息を潜ひそめる三人。

　クリプテッドは視覚や聴覚によって、人間がいる位置を感じ取る。

　蓮次と叶方は、店の奥で石のように動かずにいたが──。

　どさっ、と。

　震ふるえる眼鏡少女の肩が、棚の本を落としてしまった。

「……！」

　表情を凍こおらせる、三人。

　身を隠した物もの陰かげから、路上を見ると──数体の犬が、こちらを見ていた。

「……」

　蓮次は立ち上がり、ナイフを構えた。少女たちを守るために数歩、前に踏み出す。

　叶方もボウガンを構えた。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　涙なみだぐみながら繰くり返す眼鏡少女を、責めるつもりはない。叶方も同じだろう。

　二人が覚かく悟ごを決めた上で、彼女を助けようとした結果だ。

「〝切り札〟を使うか……？　カナ」

「この数を相手に使っても、すぐに時間切れよ。それよりも一本ずつ使って、時間をかけてでも数を減らしていくしかないわ……」

　この追い詰つめられた状況においてさえ、パートナーの少女は冷静だった。

「分かった。それなら、今のショットが効いてるうちに……俺が行く」

　こんなところで、死ぬワケにはいかない。

　蓮次と叶方には、絶対に取り戻さなければならない大切な人がいるのだ。

　決死の表情を浮かべる、蓮次と叶方。

　泣き濡ぬれる眼鏡少女。

　そんな彼らの表情が──しかし、スイッチが切り替かわったように無表情になった。

「……」

　群がる犬たちの向こう側に、見慣れないものを見つけたからだ。

　コロコロと転がる、拳こぶし大だいの球体。

　表面は光こう沢たくのある銀色だが、時折、虹にじ色いろの輝きも放っている。

　この〝エリア〟では、見たことのない物体だ。パートナーの叶方も同じだろう。

　しかし、それだけで充じゆう分ぶんだった。

　人類ではない。

　クリプテッドでもない。

　しかし、この〝エリア〟内で動くもの──。

「ああ」

　眼鏡少女が、へたりと脱だつ力りよくした。魂たましいが抜ぬけたような表情で呟つぶやく。

「本当に──ごめんなさい」

　ばしゃっ。

　奇き妙みような音と、奇妙な現象が重なった。

　クリプテッドの一体が、何の前まえ触ぶれもなく内側から弾はじけ飛んだのだ。

　体液のようなものをまき散らし、地面に溶とけて消えるクリプテッド。

　蓮次と叶方は、その光景を震えながら凝ぎよう視ししていた。クリプテッドに追い詰められていた先ほどまでとは比ひ較かくにならない恐きよう怖ふが、二人の足を竦ませる。

〝クリティカル・エリア〟には、敵が存在する。

　三種類のクリプテッドもそうだが、それだけではない。

　クリプテッドとは別の、もう一つの敵。

　それが──。

「……ＥＯＭイー・オー・エム……」

　蓮次の渇かわいた口から、その呼び名がこぼれた。

　かつての東京を一変させた元げん凶きようともいうべき、侵しん略りやく者しやたち。

〝エリア〟の内部を徘はい徊かいし、人類に対して異常な殺意を見せる怪かい物ぶつども。

　人類の敵──エネミー・オブ・マンカインド。

　その頭文字をとって、〝ＥＯＭ〟と呼ばれる存在だ。

　多種多様な姿を持つ、それらの一つ──今回、たまたまボールのような外見をしたそれが、蓮次たちの見ている前でコロコロと軽い音を立てて転がった。

「……！」

　ばしゃっ、と水が弾けるような音とともに、周囲のクリプテッドたちが破は裂れつした。

　そして──。

「──うあああっっ！」

　蓮次の左ひだり腕うでもまた、肘ひじから下が弾け飛んでいた。
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「うあああっっ！」

　血と肉の塊かたまりになった自らの左腕を見て、蓮次は苦く悶もんの悲鳴を上げた。

　痛覚がパニックを起こし、全身が痺しびれる。脳のう髄ずいが電でん撃げきに打たれたような衝しよう撃げきを受け、気を失いそうになる。

　視界にいるクリプテッドは、すでに一体残らず破裂していた。

　ＥＯＭは〝エリア〟内を徘徊し、見つけ出した人類を殺そうとする。──その共通点はクリプテッドと変わらないが、彼らはクリプテッドを仲間とは見なしていないようだ。人類を殺害する上で巻き込むことに、何の躊躇ためらいもない。

　銀色のボールが、また少し転がった。

「ぐあああっっ！」

　蓮次の肘から肩までが、大量の鮮せん血けつとともに破裂する。

「レン……！　ＥＯＭから離れて！　そいつの影えい響きよう範はん囲いは狭せまいわ……！」

　叶方が叫さけんだ。

　ＥＯＭは見た目も様々だが、人類を殺すための手段も多た岐きに渡わたる。眼前のボールは、周囲にある個体を破裂させる力があるようだ。

　蓮次はボールから離れようとした。しかし見えない力に縛しばられ、身動きがとれない。

　あと数センチ、ボールとの距きよ離りが縮まれば──彼の心臓が弾け飛ぶ。

「シ──」

　震える右手で、ソケットから青いショットを引き抜く。

「ショット……！」

　青色の輝かがやきを放つショット──修復ショットを、自分の首に突つき刺す。

　彼の身体からだが、青い輝きに包まれた。頭に生えたホーンが赤い輝きの残ざん滓しを残し、砕くだけ散る。左ひだり眼めを染める赤い輝きも消え、元の人間らしい姿を取り戻す。

　それだけではない。蓮次の弾け飛んだ左腕も、元の形を取り戻していた。破れたウェアまでは戻らなかったが、五本の指まで綺き麗れいに元通りだ。

　修復ショットの効果である。使った人物の変身を解き、なおかつ〝エリア〟侵しん入にゆう時じの状態まで戻すことができるのだ。

　しかし──。

「うぐあっ……！」

　ＥＯＭの前では、無む駄だな足あ搔がきでしかなかった。

　蓮次が解放されることはなく、蓮次の左腕が再び弾ける。

　この〝エリア〟において、人類はショットを使って強力な力を得ることができる。

　しかしＥＯＭの前では、気休めにもならない。

　だからこその、人エネミ類ー・オブの・マンカ敵インド。

　ひょっこりと曲がり角で遭そう遇ぐうしただけで、死が決定づけられる。

　それがＥＯＭであり、〝クリティカル・エリア〟という世界なのだ。

「レン、〝切り札〟を……！」

　激痛の連続で朦もう朧ろうとしながらも、叶方の声に身体が勝手に反応した。

　蓮次はソケットから、強化ショットを引き抜く。

　その数、三本。

「うっ──」

　しかし肩から胸へと破裂が及およぶと同時に、意識が暗転した。

　彼の手から──バラバラとショットが零こぼれ落ちる。

「ダメ……！　起きて──」

　膝ひざをつく蓮次の足元に、叶方が飛びついた。

　叶方が両手でショットを拾い、三本まとめて蓮次の右みぎ腕うでに突き刺す。

「〝アングリィ〟っっ！」

　右腕から、熱い何かが流れ込むのを感じた。だが──。

　ばしゃっ。

　蓮次の全身が、真っ赤な鮮血を弾かせて破裂する。

「──」

　叶方と眼鏡少女が、絶望の表情で凍りつく。

　そんな少女二人の表情が──即そく死ししたはずの蓮次には、はっきりと見えていた。

　二年前の、あの時と同じ。

　東京厄やく襲しゆうが発生した瞬しゆん間かん、切り離はなされた世界の境界線上にいた蓮次は右半身を失った。

　その時に、彼は死んだはずだ。それなのに彼の視界は自分を吸い込む〝敵〟に向かって飛んでいき──何の奇き跡せきか、その後、生き返った。

　あの時の感覚が、今の彼とどう結びついているのか正確には分からない。

　しかし今もまた、蓮次の視界は自分を攻こう撃げきした銀色のボールに向かって瞬間的に移動し──失ったはずの肉体もまた、復活していた。

　紫し電でんを放つ、右眼。

　頭部の右側から生えた、紫むらさき色いろに輝くホーン。それは先ほどまでの赤いホーンとはうって変わって太く、鋭するどい。

　右半身に紫色のラインを浮うかべた蓮次が、犬歯の発達した口を開けて咆ほう哮こうする。

「──ガァァアアアアァァアッッッ！」

　紫電を纏まという蓮次の右拳を、真上から銀色のボールに叩たたきつける。

　地じ響ひびきが秋葉原を襲おそった。

　銀色のボールを中心に、アスファルトの地面に放射状の亀き裂れつが走る。

　強きよう烈れつな攻撃を受けても、ボールにはヒビ一つ入らなかった。

　しかし──その輝きが、完全に消える。

　自分に対する攻撃をなかったことにする──〝攻キ撃ヤ無ン効セ化ル〟。

　攻撃をした相手の元に瞬間移動する──〝転移テレポート〟。

　反はん撃げきの一撃による敵の沈ちん黙もく化──〝強制解除リセツト〟。

　自分を攻撃した相手に対し、それら一連の反撃を自動的に行う。

　それこそが世界でただ一人、おそらく蓮次だけが持つ〝切り札〟だった。

「ガァァアアアアッッ！」

　蓮次は何度も繰くり返し、右拳をボールに叩きつける。

　一本だけ強化ショットを使った時の高こう揚よう感かんとは、まるで違ちがう。

　三本同時に使うことで蓮次の中に沸わき起こるのは、単純にして激しい感情。

　怒いかりだ。

　紫色の霧きりに包まれた〝エリア〟の空気が、言葉にできないくらい不快だ。そして、そこに巣くう存在、特にＥＯＭという正体不明の侵略者たちが憎にくくてたまらない。

　それは蓮次が常に抱いだいている感情であり──同時に思い起こす光景がある。

　蓮次が死んだはずの、あの時。

　もう一人、彼と同じように死から蘇よみがえった女の子がいた。六面ダイスの飾かざりを追いかけ、頭を丸ごと失ってしまった少女だ。

　あの女の子にも、蓮次と同じモノが棲すみ着くところを見た。

　彼女は今、どこでどのようにして生きているのだろう？

　もしかしたら蓮次と同じように、〝エリア〟のどこかに──。

「──レン！　レン！　もういいわ！」

　叶方の声で、蓮次は我に返った。

「今の騒さわぎで、またクリプテッドが集まってくるわ！　その前に脱だつ出しゆつしましょう！」

　紫電を放つ右眼を後方に向け、蓮次は頷うなずいた。

〝切り札〟──蓮次たちがアングリィ化と呼んでいる状態では、うまく喋しやべることができない。蓮次は店内に戻もどり、彼の姿に怯おびえる眼鏡少女を肩かたに担かつぐ。

「ひぃ……」

　銀色のボールはアスファルトに埋うまりながらも、傷一つなかった。ブルブルと震ふるえているのは、早くも沈黙化が溶けつつあるからだろう。

　アングリィ化──蓮次の半身に宿る怪物の力を借りたところで、殺すには程遠い。

　それが人類の敵、ＥＯＭである。

「急いで！」

　アングリィの力は強力だが、欠点もある。

　攻撃の無効化を始めとする特殊能力は、変身後、一度きりしか発動できないのだ。目の前にいるＥＯＭの沈黙化が解とけたら、今度こそ抵抗する手段はない。

　先導する叶方とともに、蓮次たちは秋葉原を脱出し──。

　御茶ノ水駅から近い、大きな史し跡せきの敷しき地ち内に身を隠かくした。

　湯ゆ島しま聖せい堂どうという、かつての孔こう子し廟びようである。

「ショット」

　瓦かわら屋や根ねの下、蓮次が三本、叶方が一本の修復ショットを自らに注入する。

　声に出して注入を宣言するのは、二人の間で決めたルールの一つだ。通信時にショット使用をお互いに知らせるためである。

　二人の頭から、ホーンが弾はじけて消える。負傷も完全に治ち癒ゆされた。

「……ふう、制限時間ギリギリだったわね」

「これでショットを完全に使い果たしたな……」

　死しに物もの狂ぐるいでかき集めたショットが、綺麗さっぱりゼロになってしまった。

　二人の間に、重苦しい沈黙が落ちる。

「あ、あの……もしかして、これって」

　横で安静にしていた眼鏡少女が、ナップサックを降ろした。中身を土の上にぶちまける。

「お二人が使ってたのと同じ……ものですか？」

「えっ──」

　絶句する、蓮次と叶方。

　眼鏡少女のナップサックから出てきたのは、紛まぎれもないショットだった。かなり多い。

「なっ……なんで、こんな──えっ？」

「そ、それは……す、すみません。その……亡なくなっている人を──たぶん、レイダーの人を見つけて、その……綺麗だなって思って……」

　眼鏡少女が口ごもる。他のレイダーの遺体を漁あさった、ということだろう。

「そんなに貴重なものとは知らなくて、その、本当に……ご、ごめんなさい」

「それは、まあ……俺たちも金目のものはともかく、ショットに関してはやったことがないわけじゃないけど──これだけのショットを持つレイダーが死んだのか……？」

「いくらショットを持っていても、ＥＯＭ相手じゃ関係ないわ。──ところで、あのね、私たちはあなたを助けるためにショットを使い果たしちゃったわけだけど……」

「あ、はい。もちろん、これは差し上げるつもりで……」

「本当に？　そ、それじゃ、お言葉に甘えちゃおうかな」

　叶方が表情を輝かせた。彼女が唯ゆい一いつ、上じよう機き嫌げんになるのがショットを手に入れた時だ。いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの彼女も、その時だけは少し可愛かわいく見えなくもない。──実際にそれを口にしたら、綺麗な左ストレートをくらったが。

　眼鏡めがね少女が持ち出したショットに、感覚ショットはなかった。少女の手元に強化ショットと修復ショットを二本ずつ残し、蓮次たちは強化ショットを四本、修復ショット五本を譲ゆずり受うける。

　叶方がショットの使い方を説明すると、眼鏡少女は驚いたようだった。

「──そうだったんですか。これに、そんな使い方が……」

「ええ、クリプテッドを倒たおした後に落ちてる場合があるの。かなり稀まれだけどね」

「あの、もしショットで変身しても、修復ショットがない場合は、どうなるんですか？」

「死ぬわ」

「えっ……」

「力の負荷に耐たえきれなくなって身体か心のどちらかが壊こわれるか、理性をなくして暴走するか……いずれにしろクリプテッドかＥＯＭに殺される末路しかないでしょうね」

　手にしたショットを見て、眼鏡少女が生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「あの、さっき見た、一度に三本使うのも……そういう使い方があるんですか？」

　蓮次はギクリとした。叶方と視線を合わせる。

「あれは……レイダーの中には、ショットを使って独自の強化ができる人がいるの。彼もその一人だけど──あれを見たことは、誰だれにも言わないで」

「えっ……」

「レイダーの中には、好んで他ほかのレイダーを攻撃するバカもいるわ。そんな奴やつらに手の内を知られたくないの。だから、お願い」

「そ、そんな人が……？　は、はい、分かりました」

　噓うそはついていない。

　レイダーと呼ばれる人々の中には、想像もつかないようなショットの使い方をする者がいる。敵対的なレイダーがいるのも、紛れもない事実だ。

　ただし──蓮次の使う〝切り札〟は、そのどちらとも関係ない。

「──い、色々とお世話になりました。本当に……ありがとうございました」

　蓮次たちと眼鏡少女は、その場で別れることにした。

　名乗ることなく、お互たがいが使う〝スポット〟に関しても触ふれない。完全に相手を信用できない以上、深入りしないほうが穏おん便びんに別れられるからだ。

「残りのショットを使って、何とか自分の〝スポット〟まで戻ります」

　ナップサックを背負い、頭を下げる眼鏡少女。

「あ、そういえば──私の〝スポット〟は、その……もう少し東にあるんですけど、その近くで空を飛ぶ人みたいなのを見かけて……あれもＥＯＭだったのかも」

　蓮次と叶方は、顔を見合わせた。

　東。

　明日──二人が向かう予定のルートも、東を通過する。

「もし見かけたら、お気をつけて……」

「ありがとう。あなたも帰り道、気をつけてね」

「は、はい。私、まだ〝スポット〟を見つけたばかりで……レイダーって探たん索さく歴れきが大事なんですよね。この前、他のレイダーさんと会った時、私の探索歴が二週間だって言ったら、笑われちゃって……その人は半年近く探索してるベテランさんだそうです」

　二週間。その探索歴を聞いて、蓮次たちはとても笑う気にはなれなかった。

　思っていた以上に──経験が浅すぎる。彼女が無事に元の世界に戻れるかどうか、確率は五分もないだろう。

「そう……本当に、帰り道には気をつけてね」

「あ、あの、お二人の探索歴って、どれくらいなんですか？」

　立ち去ろうとして、二人は足を止めた。

「一年」

　叶方が言い放ち、歩き出す。

「えっ」

　目を丸くする少女を見て苦笑し、蓮次は付け足す。

「──と、八ヶ月」

　今度こそ絶句する眼鏡少女を残し、蓮次と叶方は湯島聖堂を後にした。

「バカ、レン。正直に言う必要なんてないのに」

「大だい丈じよう夫ぶかな、あの人。見るからに運動神経なさそうだけど……」

「人の心配してる場合じゃないわ。通常隊形で、〝スポット〟まで帰き還かんするわよ」

「了りよう解かい」

「異音なし。──ゴー！」

　東京厄やく襲しゆうから、約二年。

　蓮次と叶方が〝エリア〟侵しん入にゆうをはじめてから一年と八ヶ月が経った。

『危なかったけど、再確認できたのは良かったわ』

　通信ケーブルを通じて、叶方が言った。

『私たちの〝切り札〟は、間ま違ちがいなくＥＯＭにも通じる……！』

　ナイフを握にぎる蓮次の手に、自然と力が入った。

　長い月日を経て、ついに明日──蓮次は取り戻すのだ。

　秋葉原を通過し、そのまま北上して浅草に到とう達たつすることができれば──。

「ああ──」

　そこに居るはずなのだ。

　あの──歌う紫むらさき色いろの人形が。

「〝ハーメルン〟に、俺の〝アングリィ〟を叩たたき込んでやる……！」

　東京厄襲という災厄において、多くの失しつ踪そう者しやを生んだ原因ともいえる侵しん略りやく者しや。

　数百万人もの人間を吸い込んだ、ＥＯＭ。

　その怪かい物ぶつに、蓮次たちは挑戦アタツクしようとしていた。
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　蓮次と叶方は無事、東京ドームシティに帰還することができた。

〝スポット〟を通って千葉県の竹林に戻るなり、二人は脱だつ力りよくする。

「はあっ……はあっ……」

「今日も危なかったな……ＥＯＭに見つかった時は、もうダメかと思った……」

　ゴーグルを外し、小屋の床ゆかに身を投げ出す蓮次。

「でも──今回も、生き残ってやった。ははっ」

「あのＥＯＭだったから助かっただけよ。影えい響きよう範はん囲いも狭せまいし、能力も分かりやすい……逃にげても追いかけてくる追走型でもない。今まで遭そう遇ぐうした中でも、最弱に近いわね」

「それでも、あと一秒、対応が遅おくれたら死んでたけどな……」

「……さっさと着き替がえて、クールダウンしましょう。顔、怖こわくなってるわよ」

　そう言う叶方も、ゴーグルを外すと酷ひどいものだった。目の下に隈くまができている。

　仕切り板を挟はさみ、無言で着替える二人。

　蓮次は制服に、叶方がパーカーとサイクルウェアに着替え、小屋を出る。

　こちらの世界はすっかり夜だ。竹林は真っ暗で、静せい寂じやくに包まれている。

　先ほどまでいた〝エリア〟には、夜というものがない。いつ侵入しても、内部の明るさや気温は常に一定なのだ。なぜそうなのか、深く考えるつもりもない。

「いつもの『エア』でいいんだよな？」

「ええ」

　各自の自転車に乗り、蓮次が先導して竹林を出る。

　ＬＥＤライトで山道を照らしながら、山を下る。

　やがて民家が増え、住宅地を抜ぬけ、二人が直行したのは国道沿いのファミリーレストランだった。屋根の看板には、羊のマスコットとともに『Ａエｒアｉリｅーｓズ』の文字がある。

　駐ちゆう輪りんスペースに自転車を停とめ、二人は店内に入る。

「二名様でよろしいですか？」

「はい」

　制服姿の蓮次と、フードを目ま深ぶかにかぶった叶方は、一番奥のテーブルに通された。

「いつものフレッシュジュース二つで」

「ただいまカップル限定のケーキセットがございますが、いかがですか？」

「……そういうのいいですから、林はやしさん」

　叶方が睨にらむと、若い女性店員が悪戯いたずらっぽく目をそらした。

　店内はそれなりに繁はん盛じようしているが、蓮次たちの周りは空席だった。加えて、叶方が座っている位置は死角になっており、店内のどこからも覗のぞき見ることができない。

「少々、お待ちくださーい」

　女性店員が離はなれると、叶方がフードをとった。息を吐はいて天を仰あおぐ。

「カナ、今の目つきはヤバいだろ……林さん、ちょっと本気で怖がってたぞ」

「目つきのことで、あなたにとやかく言われたくないんだけど。店に入ってこのテーブルに来るまで、人を殺しそうな目で他の客を警けい戒かいしてたわよ。もはや威い嚇かくね」

　蓮次と叶方は睨み合い──同時に、自分の目を押さえて唸うなる。

「お待たせしました。──こちらキャンペーン中の応おう募ぼ券けんになります。よろしかったら、ご応募くださいませ。ごゆっくりどうぞー」

　二人の前にドリンクと一枚のチラシを置き、そそくさと去る女性店員。

「ぷっ」

　蓮次は噴ふきだし、チラシを持ち上げた。

『ＫＡＮＡＴＡ、伝説の大物演奏者と共演！　抽ちゆう選せんで五名様にＳ席チケットが当たる！』と書かれた紙面に、ヴァイオリンを奏かなでる美少女の写真が載のっていた。

　蓮次が持ち上げたチラシと、その横にあるパートナーの少女の顔は──一方が疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているものの、間違いなく同一人物だ。女性店員のささやかな復ふく讐しゆうだろう。

「……」

　疲つかれたほうの叶方が、ニコリと天使の笑みを浮うかべた。テーブルの上のケースから取り出したナイフの切っ先が、チラシを貫かん通つうして蓮次の鼻先に突つきつけられる。

「お、落ち着け、カナ。クールダウンだろ。こっちの世界でナイフをそんな風に扱あつかうな」

「レンこそ、さっさとクールダウンしたら？　手を脚あしにやってもナイフはないわよ」

　うっ、と蓮次は唸る。無意識に、もう片方の手が脚に装備したナイフを探していた。

「……」
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　しばし無言で見つめ合い、また二人同時にテーブルに突っ伏ぷす。

　これも二人の間で決めた、約束事の一つである。

〝エリア〟に侵入した後は、必ずこうして人の多い場所で〝こちらの世界〟の感覚を取り戻もどすのだ。そうでもしないと、特に今日のように生死の際から生せい還かんした後は、殺気を纏まとったまま日常に戻りかねない。

　蓮次たちが怖おそれているのは、自分たちがレイダーであることが周囲に疑われることだ。そうならないために日常の感覚を取り戻すのが、このクールダウンの時間である。

「……今みたいに普ふ段だんから怪あやしい行動とってないでしょうね、レン」

「大丈夫だ……と思う。あんまり〝エリア〟の話題に触れないようにしてるし、レイダーのことも悪く言うようにしてるしな。状況コンデイシヨンＡって言ったろ」

「私は、もうちょっとしたら状況Ａマイナスかも。事務所が怪しんでるみたい」

「はあ？　おいおい」

「レイダーとかじゃなくて、スキャンダルを怪しんでるんだけどね。恋こい人びとと密会してるとでも思ってるんじゃないかな。今さら人間──雑誌のスクープ狙ねらいなんかに尾び行こうされるようなヘマはしないけど……興信所を雇やとわれるようになったら、考えなくちゃ」

「探たん偵ていは面めん倒どうだな。あっちもプロだろうし……」

「本当、くだらない。私たちには恋れん愛あいなんかに現うつつを抜かす余よ裕ゆうなんてないのに……」

　蓮次のパートナー、弓家叶方は有名人だ。

　天才ヴァイオリニストと銘めい打って、アイドルや大物歌手などとコラボレーションしては楽曲を発表している。綺き麗れいな顔立ちもあって、若い世代を中心に人気を博している。

〝エリア〟探索費用を稼かせぐためである。

　二人が使う装備はもちろんのこと、あちらの世界で生きるための知恵や訓練環かん境きようを得るためには莫ばく大だいな資金が必要だった。

　それらの資金は主に叶方の芸能活動での報ほう酬しゆうと──何人かの後こう援えん者しや、つまりパトロンからの支し援えんによって成り立っている。このレストランの経営者もパトロンの一人で、盗とう撮さつや盗とう聴ちようができない席が常に用意されているのも、そのおかげだそうだ。

「やっぱり芸能活動はやめるべきなんじゃないか？　前から言ってるけど、そのぶんパトロンを増やせばいいだろ。こっちの世界で目立てば目立つほど、リスクも高くなる」

「んー……でも、けっこう稼げるのよね」

　蓮次と叶方はレイダーだが、泥どろ棒ぼうではない。

　随ずい分ぶんと議論したのだが──二人が取り戻そうとしている人たちに顔向けできないようなことはしないと決めた。だから〝エリア〟に残された金品を漁あさるような真似まねもしない。

　二人が取り戻したい人は、彼らにそれを望んでいないと分かっているからだ。

「やれることは、何でもやらなきゃ。稼げるだけ稼いで、装備やトレーナーを雇うお金に回す。それができないなら、〝スポット〟を救務庁に使って貰もらったほうがよっぽど失踪者奪だつ還かんの役に立つに決まってるもの」

「……」

「自分たちでやる。──そう決めた以上、結果を出さなきゃ」

　テーブルに顔を乗せたまま、口にくわえたストローを揺ゆらす叶方。

　芸能活動と高校生活、パトロンとの交こう渉しよう、ヴァイオリンのレッスンと〝エリア〟探たん索さくのトレーニング、そして本番の〝エリア〟侵入──それら全すべてを同時にこなす叶方は、パートナーの蓮次から見ても超ちよう人じんとしか言いようがない。

　自分たちの手で、大切な人を取り戻す──。

　そう決めた蓮次が、同じ決意を胸に秘めた少女、弓家叶方と出会ったのは厄やく襲しゆう発生後、間もない頃ころだった。

　同じ目的の下もと、二人はパートナーとなり──本当に様々な困難を乗り越こえ、今日まで生き残っている。

「結果は、出す」

　蓮次は頰ほお杖づえをついた状態で、口元に笑みを浮かべる。

「ええ。明日は──浅草よ」

　彼につられて、叶方も笑んだ。

「ようやく……本当に、やっと準備が整ったんだもの。私たちは充じゆう分ぶんにトレーニングも積んだし、ショットも──今日また少し減ったけど、〝切り札〟を使える分を確保した」

「今までは、秋葉原の先の首都高まで行くのが精せい一いつ杯ぱいだったもんな。その時はＥＯＭを見つけて撤てつ退たいしたけど、明日……秋葉原を避けて、首都高でもＥＯＭと遭遇しなければ……じゅうぶんに浅草まで到達できる可能性はある」

　浅草。

　そこに、蓮次たちの宿敵がいる。

　二年前、東京厄襲が発生した瞬しゆん間かん、他ならぬ蓮次自身の失った右みぎ眼めが目もく撃げきしたのだ。

　数百万の人々を吸い込む、紫色のＥＯＭを。

　蓮次と叶方は、そいつを──〝ハーメルン〟と名付けた。

「……ありがとうな、カナ」

　蓮次は、ぽつりと言った。

　叶方がストローをくわえたまま、目を丸くする。

「あの時、お前に誘さそわれなかったら──俺は何もできなかった。きっと〝スポット〟も見つけられなかっただろうし……もし見つけても、今日の眼鏡めがねの人みたいに、無防備に〝エリア〟に入って死んでたと思う」

　紛まぎれもない本心だった。

　蓮次が今もこうして生きているのは、奇き跡せきを積み重ねてきたからだ。

　その奇跡の最初の一つが──目の前にいるパートナーの少女との出会いだと思う。

　レイダーになってからも、彼女が資金調達から何からやってくれるおかげで、不器用な蓮次はトレーニングだけに専念できている。

「ま、待って。そういうのナシ。このタイミングであらたまるとか、縁えん起ぎ悪すぎ」

　叶方が、折れそうなほど首を回して壁かべを向いた。表情は見えないが、耳が赤い。

「そ、そうか。そうだな……悪い」

「そのあたりは、まあ、持ちつ持たれつというか……レンの〝切り札〟があるからこそ、私も……ああ、ううん、そういうことじゃなくて──」

　首を曲げたまま、さらに上を向いて、一呼吸。

　少女が再び蓮次を見た時、彼女の顔はいつものパートナーのそれに戻っていた。

「──ダメよ、明日が勝負だからって、今の私たちは気負いすぎてる。気を引き締しめましょう。私たちはただのレイダーのレンとカナ」

「ああ」

　蓮次は頷うなずいた。

「俺たちは明日、死ぬかもしれないけど……生き残ったほうが、必ずお互たがいの大切な人も取り戻す」

「私たちはそのためのパートナーで、消えた人たちを取り戻すまでは──他ほかの誰だれも信用しない。余計な関係性は切り捨てて、全てのエネルギーをそのために費ついやす」

「分かってる」

　生活の全て、人生の全てを〝エリア〟探索のために犠ぎ牲せいにする。

　レイダーとしての活動を始めたことで、こちらの世界では隠かくし事ごとや噓うそが増えた。

　だが、そんなことは苦にもならない。

　蓮次と同じ──大切な人を取り戻すためならば、全てを投げ出せる相棒がいる。

　賢かしこく、冷静で、完かん璧ぺきなようでいて、実は感情的な少女。

　弓家叶方というパートナーのおかげで──蓮次は、ここまで来ることができた。

「……行こっか」

「ああ」

　お互いの顔つきが穏おだやかさを取り戻したことを確認し、二人は席を立った。

　フードをかぶった叶方が、会計を済ませる。いつものことながら、女子に支し払はらいを任せることに妙みような気き恥はずかしさを覚えてしまう。

「ありがとうございましたー。あれ？　応募券はナシですか？」

「……」

「カナ。目つき、目つき」

　店を出て、駐ちゆう輪りん場じように向かう途と中ちゆう。蓮次はふと思い出した。

「そうだ。カナの──っていうか、ＫＡＮＡＴＡのグッズが欲しいんだけど」

「……」

「いや、だから目つき……冗じよう談だんじゃなくてさ。くれないか？」

「や、やめてよ……何に使う気よ……」

「使うって何だよ……妹が欲しがってるんだ。今朝、約束しちゃってさ。そういえば、チケットがどうとか言ってたな。もしかしてさっきの応募券のヤツか……？」

　まだ疑いの眼差しを向けながら、叶方が自分の自転車に乗った。

「ダメよ。ファンは入手経路も気にするもの。レン、そういうツテあるの？」

「あったら本人に頼たのむかよ。言っておくけど俺も今、微び妙みような気分だからな？」

「微妙って何よ……とにかくダメ。ただでさえ要領が悪いレンがそんなの手に入れちゃったら、周りがそれはもう不思議がるでしょ。私たちの繫つながりがバレかねないわ」

　予想はしていたが、叶方の態度は冷たかった。

「それじゃあ、明日ね。寝ね過すごして遅ち刻こくしたりしないでよ」

　しっかりと釘くぎを刺さして、パートナーの少女が走り去っていく。

　蓮次は嘆たん息そくし、自転車に乗った。

　約束しておきながら手に入らなかったとなったら、妹にさんざん貶けなされそうだ。

　重いペダルを漕こいで、夜の街を走り抜ぬける。

　長い道のりを経て自宅に到とう着ちやくした頃には、すっかり夜も深まっていた。

「──ただいま」

　玄げん関かんを開けるなり、さっそく妹が階段を駆かけ下りてきた。

　寝ね間ま着き姿の妹は、お帰りの一言もない。にっこりと笑って両手を差し出す。

「……悪い」

　目をそらす彼を見て、妹が頰ほおを膨ふくらませた。リビングに飛び込む。

「そんなことだろうと思った！　だって蓮クンなんかがゲットできるわけないもんね！　ママー、蓮クンにウソつかれたー！　期待してソンしたー！　あー、ソンしたー！」

　案の定、大おお騒さわぎする妹の後からリビングに入ると、両親が嘆息とともに出で迎むかえた。

「旭、うるさくしないの。蓮次、ごはん食べるでしょう？」

「遅おそかったな。いくら部活といっても……もう少し何とかならないのか？」

「ん、ごめん」

　へらへらと笑って誤ご魔ま化かし、付け足す。

「明日も、遊びに行ってくる。また遅くなるかも」

　もう叱しかることも諦あきらめた両親が、黙だまってまた大きく息を吐はいた。

「ああ、そうだ、蓮次」

　父親が思い出したように付け足す。

「明日、翔一が帰ってくるらしい。だから、なるべく早く帰ってきなさい」

「……え？」

「今朝、旭が言ってただろう。忘れ物を取りに来るんだそうだ」

「あー、パパ言っちゃった。そんなこと言ったら、余計に帰ってこないよ。二人ともずっとケンカ中だもんね」

　救務庁に入った兄が、帰ってくる。

　その知らせを聞いて、蓮次は──。

　それなら明日のアタックで帰ってこられなくなっても、それはそれでいいかもな──。

　そんな冗談を考えた。
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　東京厄やく襲しゆうによって、日本国家の中ちゆう枢すう機能は崩ほう壊かいした。

　世界でも有数の経済大国が、たった一日で人口を激減させたのだ。政治や経済の主しゆ軸じくとなっていた都市ごとである。

　それでも、この国が体制を保つことができたのは、ある組織の存在が大きい。

　東京厄襲に関かかわる情報を統とう括かつ、管理するために新設された政府機関。

　救務庁である。

「秋月君、ちょっと会計課行ってきてくれる？　コレ精算合ってないのよ」

「あ、はい！」

　厄襲直後、日本は被ひ害がい情報や〝エリア〟関連の情報で混乱していた。

　膨ぼう大だいな量に及およぶそれらの情報を一本化することが、救務庁の役割だった。しかし当時、発足したばかりの臨時政府の下では、それも困難と目されていた。

「秋月、国際協力課に来週の会合どうなってるか聞いてきてくれ。イギリス側の日程が分かんねぇと会議の場所も決められねぇよ」

「う、うっす！」

　それほどまでに前代未み聞もんの大だい惨さん事じだったのだ。

　行方ゆくえ不明の被ひ害がい者しやを特定するだけでも途と方ほうもない仕事量になる。さらには被害者の近親者への対応、〝エリア〟を怖おそれる国民への対応、国際社会への対応に加えて、〝エリア〟という異変そのものの分ぶん析せきや避ひ難なん計画の模も索さく、などなど──。

「米軍から〝エリア〟の霧きりに関するデータの催さい促そくが来てる。分析課が出し惜おしみしてるんじゃないかって疑ってるみたいだ。秋月君、ちょっと行って確認してきて」

「は、はあ」

　人類が経験したことのない規模の人類消失と、未知数の侵しん略りやく行こう為い。

　その影えい響きようは、たかが一国で受け止められるはずがない。

　世界中の人々が、そう思っていたはずだ。

　しかし救務庁は──やり遂とげた。

「開発局のヤツら、バカじゃないのか？　保管場所がないからって発注品をこっちに届けさせやがった！　秋月、コレ全部開発局に突き返しておけ！」

「……いい加減にしてくださいよ」

　東京都と埼さい玉たま県の県境にある、救務庁の本庁。

　三階、総務課のオフィスに秋月翔一の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

「下したっ端ぱだからって、何でもかんでも押しつけないでくださいよ！」

　上着を脱ぬいでネクタイもとり、袖そでもまくった。そこまでしても、中学から大学まで野球部で鍛きたえた腕うでを伝う汗あせが止まらない。二十三歳の現在に到いたるまで同世代の中でも背が高いほうだったが、真横に積まれた段ボールよりは低い。

「俺だって自分の仕事があるんスから！」

　自分では今でもスポーツマンのつもりだが、大学時代からホストクラブ勤めの噂うわさが絶えないのは、恵めぐまれた顔立ちのおかげだろう。

「……」

　唐とう突とつに乱心した翔一に、同どう僚りようたちの視線が集まった。

　しかし。

「うるさい」

　年配の上司に、半眼で一刀両断される。

　広いオフィスが、何事もなかったように元の忙せわしさを取り戻もどした。

　多た忙ぼうのあまりに誰かが取り乱すなど、救務庁総務課では日常茶さ飯はん事じである。

「くっ……」

　東京厄襲の直後の混乱期を、この国は乗り切った。

　その原動力となったのが、新発足した救務庁の職員たちだ。彼らは国内外が想定していた以上に、一いつ騎き当とう千せんの働きを見せた。

　なぜなら、彼らのほとんどが──失しつ踪そう者しやの近親者で構成されていたからだ。

「くそー、開発局ね、開発局。──重っ。なに入ってんだ、コレ」

　救務庁という組織を発足するにあたって、故意にそのような人選をしたのだ。政治、経済、学問、スポーツ界など、あらゆる分野から有能な人材を引き抜いたのである。

　当時、国家転てん覆ぷくの危機を救った精せい鋭えいたちは、今も救務庁の職員として働いている。

　当然、一年遅おくれで新卒採用された秋月翔一の立場は──彼らよりも低い。

「秋月！　探たん索さく課の魚な瀬せ探索員がこの建物内で迷子中だそうだ！　見かけたら第四ビルまで案内な！」

「はいはい！　喜んで！」

　やけくそ気味に返事し、翔一は段ボールを抱かかえてオフィスを出た。

　多くの職員と違ちがって、翔一は失踪者の近親者ではない。

　しかし実家の近所に厄襲で行方を消した少女がいた。その原因となったのが彼の実の弟であり、弟はそのことを今も気にしている。両親に反対されながらも、翔一が救務庁に就職したのは、弟がしでかしたことのけじめをつけるのも理由の一つだ。

　失踪者の奪だつ還かんを第一目的とする、救務庁。

　翔一はそこへ身を投じ、消えた人々を取り戻すために人生を懸かけるつもりだった。

　入庁したばかりの頃ころは──だが。

「ん……」

　翔一は開発局に向かう途中の通路で、足を止めた。

　ガラス張りになった壁かべに張りついている女性を見つけたからだ。スーツ姿の職員が行き交かう中、白いコートを着た女性は完全に浮ういてしまっている。

「魚瀬探索員。第四ビルまで案内しますよ」

　翔一が声をかけると、女性が振ふり向いた。

「……ありがとうございます。よろしくお願いします」

　翔一よりも若い女性だ。丁てい寧ねいにおじぎをすると、腰こしまである黒い髪かみが床ゆかに触ふれそうだ。細身なのに胸は大きい。その上、美人なのに他の職員が彼女から少し距きよ離りを置いてすれ違っていくのは、彼女が探索課の職員だからだろう。

　探索課は〝エリア〟に侵しん入にゆうし、内部を調査する実行部隊でもある。

　特に彼女は、選えりすぐりの正規メジヤーチームのメンバーだ。

「第四ビルは二つ向こうですよ。ずいぶん迷ったんですね」

　翔一は社交的な笑みを浮かべて言う。

「〝エリア〟内では迷子にならないでくださいよ？　私みたいな下っ端は国民の対応ばかりで、〝エリア〟に関してはよく知りませんが……ずいぶん危ない場所らしいですし」

「あそこの中では、目印になるメンバーがいるので大だい丈じよう夫ぶです」

　魚瀬の口調は、よそよそしかった。

　翔一は幼い頃からスポーツ全ぜん般ぱんが得意で、野球部ではプロ球団からスカウトの声もかかったことがある。はっきり言えば、体力と運動神経には自信があった。

　だが探索課の正規チームの構成員は──レベルが違う。

　一見しておとなしそうな魚瀬も、正真正しよう銘めいの怪かい物ぶつであるという噂だ。

「あなたに……会いたくて」

　ぽつり、と魚瀬が呟つぶやいた。

　翔一は表情を変えなかった。周りには聞こえないよう小声で言う。

「庁内じゃ、あんまり接せつ触しよくするなって言っただろ」

「じゃあ今度は、いつ会えるの？　明日、休みでしょう？　知ってるんだから」

「……明日は実家に用があるんだよ」

「うそ。彼女と会うんでしょう？」

「いや……アイツとはしばらく会ってないし」

　職員とすれ違い様に、翔一は「お疲つかれ様さまです」と笑顔を振りまいておく。

　翔一に声をかけられた女性職員が、頰を染めて通り過ぎていった。

　自分が外見に恵めぐまれていることは知っている。だが活用するのは──恋こい人びとと魚瀬で二ふた股またをかけるような行こう為いに利用するのは、はじめてである。

「ねえ、それじゃあ来週の火曜日なら──」

「それよりも、間違いないんだよな？　今日、本庁に来るんだろ？」

　笑顔で誤魔化し、尋たずねる。魚瀬が俯うつむいた。

「ああ……アレ──ヒマワリなら、もうそろそろ来ると思う。ヒマワリと私たち正規チームを直接目で見たいっていうのが、先方から技術協力を受ける条件だから」

「先方、ね。どこの国のどういった組織なのか、気になるなあ」

[image: ]

「……調べておく」

　翔一は名残なごり惜しそうな魚瀬と、第四ビルで別れた。

　第四ビルの後ろには、資材搬はん入にゆうにも使われる大きな裏口があった。

　翔一は開発局に向かわず、裏口を見下ろせる通路から地上を見下ろす。

「来たな……あれか」

　裏口の門が開き、数台の輸送トラックが停車していた。

　白いコートを着た人ひと影かげも数人ほど見えた。先ほどの女性、魚瀬もいる。

　トラックから新たな人影が下りた。

「……やっぱり、間違いない」

　小こ柄がらな人物だ。魚瀬と同じコートを着ているが、彼女よりも小さい。

「アレが──ヒマワリとかいう探索メンバー……でも、どうして……蓮次の話じゃ──」

　翔一は失踪者奪還の決意を胸に、救務庁に身を投じた。

　だが入庁して間もなく、偶ぐう然ぜんから──今、窓の外にいる人物を見かけたのだ。それによって、彼が救務庁にいる理由が大きく変わってしまった。

　あの人物の正体を、突つき止めなければならない──。

　たとえ、人として非難されるような悪事に手を染めてもだ。

「……！」

　通路の先、曲がり角の向こうから靴くつ音おとが響いた。慌あわててその場から離はなれる。

「蓮次に伝えるか……？　いや、でもあいつは俺の話なんか──」

　段ボールを抱えて歩きながら、呟く。

「蓮次が気づく前に……何とかしないと」

　今頃、あの愚ぐ弟ていは何をしているのか。

　過去の傷が癒いえずとも、平へい凡ぼんな青春を送っているはずだ。

　それでいい。そうでなくてはならない。

　それこそが、兄である翔一の望みでもある。

「手のかかる弟を持つ身は辛つらいな」

　そんな弟に会うために──。

　翌日、翔一は実家に舞まい戻った。

　彼が目にしたものを弟に告げるべきかどうか──その答えを、実際に弟の顔を見て決断しようと思ったからだ。

「ただいま」

　休日の朝だというのに、両親と妹がすぐに出で迎むかえてくれた。

「おかえり、翔ちゃん！」

　妹の旭に飛びつかれた。身長が伸のびても、彼女の甘え癖ぐせは直っていないようだ。

「朝は食べた？　まだなら、こっちで食べちゃいなさい」

「仕事、忙しいみたいだな。まあ救務庁じゃ無理もないが」

　庁の食堂より立派な朝食を平らげ、ソファに座って父と仕事の多忙さを語り会う。後ろから首に抱だきついた妹は、救務庁の話に興味津しん々しんだった。

　頼たよりになる長男を歓かん迎げいしてくれるのは嬉うれしいが、少々、気き恥はずかしい。

「──あいつは？」

　久しぶりの団らんが一段落したところで、翔一は二階を見上げた。

「知らなーい。翔ちゃんが帰ってくるって聞いて、昨夜からふてくされてんの」

「ははっ。まだ寝ねてるのかな……ちょっと見てくるか」

　翔一がソファから立つと、両親と妹がぎょっとした。

「ええっ？　や、やめなよぉ、放っときゃいいじゃん」

「そうねえ、起こしても別にすることもないでしょう」

　妹と母の反応を見て、翔一は弟に同情する。

　この家では相変わらず、次男に対する腫はれ物もの扱あつかいが続いているようだ。

　制止の声が聞こえなかったフリをして、翔一は二階に上がった。

「蓮次、まだ寝てるのか？」

　弟の部屋をノックしても反応がなかった。

「入るぞ」

　ドアを開けると、ジーンズとＴシャツ姿の次男──秋月蓮次が翔一を睨にらんだ。

「勝手に開けんなよ……！　つーか、帰ってくるの早はえーし！」

　翔一が帰ってくる前に家を出ようとしていたのに、間に合わなかったのだろう。そんなことだろうと思ったからこそ、翔一は朝のうちから帰ってきたのだ。

「嫌いやなら、カギをかけろよ」

「なに勝手に入ってんだよ！　座んな！」

　ずかずかと部屋に入り、勉強机の椅い子すに座る翔一。そんな彼の行動に、いちいち腹を立てる蓮次。万年反はん抗こう期きは相変わらずだ。

「出かけるのか？」

「下がうるさくて、寝てられないからな」

　嫌みを言う弟。──兄や妹と比べると見み劣おとりするものの、顔立ちは悪くないはずだ。しかし目つきの悪さと洒落しやれっ気けの無さで、台無しなところも相変わらずである。

「へえ、芸能人でも来たのかな」

「ジロジロ見回してんじゃねーよ！　何しに来たんだよ、お前……！」

　翔一は構わず、部屋の中を観察する。

　旭が言っていたオタク部とやらの影えい響きようか、部屋にはゲームやマンガが散らかっていた。

　しかしジャンルはバラバラで、壁に貼はったポスターも流行はやりのアイドルものばかりだ。少し会わないうちに、ずいぶんとミーハーになったものである。

「忘れ物を取りに来たんだよ。聞いてないのか？」

「じゃあ自分の部屋行けよ。そのまま残してあるんだから！」

「──ＫＡＮＡＴＡは、ないのか？」

　翔一が言うと、外出の準備を急いでいた蓮次の動きがピタリと停止した。

「……なにが？」

「中高生の間じゃ、今はＫＡＮＡＴＡが一番人気なんだろ？　これだけ流行りモン散らかしといて、それだけないのが気になってな」

　蓮次が翔一に背を向け、「ああ……」と思い出したように呟いた。

「友達に──貸してる。好きな奴やつがいて、丸ごと持ってかれたんだよ」

「へえ、友達ができたのか。よかったな」

「気持ち悪わりーな……なんだよ、用がないなら出てけ」

「俺もちゃんとやってるから、心配しなくていいぞ」

「心配なんかしてねーし、興味ねーし！」

「気にしてると思ったんだがな……救務庁の仕事とか、な。一応、就職希望なんだろ？」

「……」

「また成績下がったそうだな。旭から聞くかぎり、そんなんじゃ──」

　蓮次が振り向き、翔一の胸むなぐらを摑つかんだ。

「てめえ──今度は旭か？」

　二人の横から、息を吞のむ気配が伝わった。

　旭だ。部屋の入り口から、妹がおずおずと顔を出していた。

「……ケンカしてる？」

　蓮次が翔一を睨み、手を離した。

　元々、仲の良い兄弟ではなかった。

　しかし東京厄やく襲しゆうが発生して数ヶ月後、あることが原因で二人は大おお喧げん嘩かをした。

　仲直りもしないまま、翔一は救務庁に勤めだして──弟の蓮次は、誰だれにも心を開かずに自じ堕だ落らくな生活を送っている、ように見える。

「大丈夫だ、旭。いつものことだろ」

　妹に笑いかけ、翔一は弟に向き直る。

「さっき言ってた友達と遊びに行くのか？　それとも、彼女でもできたか？」

「……」

「あれ以来、家出もしてないようだから心配はしてないがな」

　翔一を睨む弟の態度を見ても、彼が厄襲のことを忘れていないのは明らかだ。

　いや──厄襲ではなく、大郷夢衣という少女のことを、か。

　二年前の悲劇が起きてから、蓮次自身も辛い思いをしただろう。しかし彼は二度と〝家出ごっこ〟をしようともしないし、恋人を作ろうともしない。

　これといって秀ひいでた才能もない蓮次にとっては、それが今できる贖しよく罪ざいなのだろう。

　この上、周りに心配をかけるようなことをしでかすようなバカではない。

　と──思いたい。

「あのな……蓮次」

　翔一が救務庁で見たものを、今の弟に明かすべきか。

　実際に顔を見てから決めるつもりだったのに──次の句が出なかった。

「なんだよ？」

　振ふり向く弟を見て、翔一は口をつぐんだ。

　言えない。言えば、弟がどんな行動をとるのか想像もつかない。

　家出癖ぐせがなくなったとはいえ、一種の危うさ──何をしでかすか分からない、目を離したらどこかへ消えてしまいそうなところは何も変わっていないと感じた。

「いや──なんでもない」

　弟が訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「人のことより、お前こそ彼女と会ってやれば？　旭に愚ぐ痴ちってるらしいぞ」

「わっ……蓮クン、バカ！　松ちゃんは愚痴なんて言ってないからね、翔ちゃん！」

「ああ、そうだな。今日、帰りにでも顔見せに行くかな」

「ついでかよ。他に女が出来たんなら、さっさと別れてやりゃいいのに」

「はあ？　翔ちゃんが浮うわ気きするわけないじゃん！　蓮クンのくせに、女とかゆーな！」

「この自己中ヤローは、浮気くらい楽勝でするよ。誰にもバレないよう完かん璧ぺきにな」

　大した取とり柄えもないトラブルメーカーのくせに──時々、やけに鋭するどい。

　それが翔一の弟、蓮次だ。

　妙みように〝人〟を読むところがあるのだ。勘かんが良いともいう。

　そんな弟の性質を知るのは、翔一を除けば、行方ゆくえ不明になった大郷夢衣だけだった。

「バカなこと言うな、俺が浮気なんてするわけないだろ」

「ほら！　ほーら！　バカ蓮クン！」

「うるさい。あとお前、俺のことコイツに告げ口してんじゃねーよ」

　旭を一睨みし、蓮次がさっさと部屋を出て行った。階段を下りる足音が聞こえる。

「告げ口なんかしてないし！」

「旭は蓮次の話がしたいだけだよな。昔は、俺より蓮次にべったりだったし」

　翔一が言うと、「やめて！　黒歴史！」と旭が絶ぜつ叫きようした。

　久しぶりの兄妹きようだい水いらずも、十分間と保もたなかった。──翔一と蓮次に関しては、これで普ふ通つうになってしまったし、これからもそうなのだろう。

　妹がそわそわとして、階段を下りていった。結局は蓮次の様子が気になるらしい。

「……」

　弟の部屋に一人残された翔一は、小さく息を吐はく。

　二年前、厄襲が発生した後の弟は、酷ひどい有様だった。

　恋こいした幼なじみを自分のせいで失い、周りもそれを非難した。蓮次は思い詰つめ、しかし幼なじみを助けるためにできることは何もなく──ある日、唐とう突とつに何もかもを忘れたかのようにおとなしくなった。

　救務庁に入るために勉学と鍛たん錬れんに励はげむことにした、のだそうだ。

　両親と妹は安心したものの、翔一は逆にそれが不安に感じた。

「蓮次……夢衣ちゃんは──」

　何か企たくらんでいたとしても、あの考えなしのバカが一人で何かできるはずがない。

　だからといって、あいつが心を許すような仲間が現れるとも思えない。

　それがせめてもの救いなのだが──。

　絶対に早まったことをするなよ、と心中で弟に訴うつたえつつ──。

「彼女は……〝エリア〟の中にはいないかもしれないぞ」

　ぽつり、と翔一は呟つぶやいた。
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〝スポット〟のある竹林の小屋に入るなり、蓮次はバッグからあるものを取り出した。

「見ろ、カナ！」

　すでに完全武装した少女、弓家叶方が振り向いた。

「……なに、それ？」

「兄貴が学生ん頃ころから愛用してたアイマスクだ。あいつの忘れ物って絶対コレだぜ。寮りように入ったもののコレなしじゃ寝られなかったんだろうな。今頃、自分の部屋探してオロオロしてんだぜ。ざまーみろ」

　いつもクールぶった兄が困り果てている顔を想像して、ニヤニヤと笑う蓮次。

　叶方はそんな彼を無表情で見つめ、やがて頭を抱かかえた。

「……二年前の私って、なんでこんなのをパートナーにしようとしたのかな……アングリィのことも知らなかったのに……まあ、結果的に見れば、うん……まあ……」

「なんだよ、何か悩なやんでるのか？　パトロンがまた無茶を言ってきたのか？」

　弓家叶方という少女は、いつも怒おこっているか悩んでいるかのどちらかだ。

　蓮次が心配すると、彼女は疲つかれた表情で首を横に振った。

「ううん、なんでもない……いいから、さっさと着き替がえちゃって」

「ああ」

「新型のナイフを持ってきたわ。試作品だそうだけど、多少軽くなってるはずよ」

「これか。んー、前との違ちがいが分からん……こういうのが一番コワイんだよなぁ」

「使用感の報告書提出も契けい約やくのうちなんだから我が慢まんしてよ。それと今日のアタックで通るルートの改かい訂てい版ばんを置いておいたから、それも確認しておいて。覚えたら、廃はい棄き」

「覚えるも何も、ずっと前から想定しておいたルートの一つだろ？　──っていうかカナ、ちゃんと寝ねてるのか？　昨夜からこれだけ準備したんだろ？」

「問題なし。今朝のトレーニングはお互たがい休息にあてたんだから、いつもより充じゆう分ぶんに睡すい眠みんをとったくらいよ。それよりアタックに向けて、パトロンやトレーナーから伝言」

「なんだって？」

「パトロンは総じて同じ。〝今日、奪うばわれた人々を取り戻もどせることを願う〟」

「言われるまでもない」

「トレーナーの高たか屋や敷しきさんからは、〝グッドラック〟」

「珍めずらしいな。あの人が金以外の話をするなんて」

「サバイバル術と戦せん闘とう指導のキースからは、〝死ぬな〟」

「……本当に？　あの、キースが……」

　いよいよもって、今日が本番だという実感がこみ上げる。

「以上。それとレン、今朝のニュース見た？」

「うっ……今朝はちょっとバタバタしてて」

「救務庁の第三次大規模探たん索さく作戦の最終支持率が、六割を超こえたそうよ」

「……！　ということは──」

「大規模探索作戦は、予定通りに実行されるわ」

「……」

「前の第一次、第二次と同じことが起きるわ。結果、私たちは死にかけたし……そのたびに私たちのアタック計画も大おお幅はばに後退させられた。あんなことは二度と御ご免めんよ」

「何としても、その前に……」

「救務庁は、私たちが匿とく名めいで通報した〝ハーメルン〟の情報を活いかした様子もないわ。レイダーに対する取り締しまりも過か剰じような気がするし、そもそも〝エリア〟内部の情報を隠いん蔽ぺいしすぎてる」

　蓮次は石化したショットをソケットに挿さし、言う。

「救務庁は──信用できない」

　それが蓮次と叶方が出した、結論。

　自分たちでやるしかない、と二人が決めた理由でもある。

「今日、俺たちの手で決めよう」

　蓮次は着替えを終え、仕切り板をどかした。

　パートナーの少女が、力強い眼まな差ざしで蓮次を見た。

「ええ。アングリィの調子は、どう？」

「何も変わらないさ。こっちの世界じゃピクリとも動かない。まるで──俺が普通の人間みたいだ」

　顔の右側に触ふれる蓮次を見て、叶方が複雑そうに微笑ほほえんだ。

　二年前、蓮次の──否いな、蓮次ともう一人の女の子の中に棲すみ着いたものの正体は、薄うす々うすと気がついていた。あえてそのことを追つい及きゆうしないだけだ。

　それが叶方の、蓮次に対する優しさ。

　蓮次にとっては──憎ぞう悪おする天敵と同じ存在の力にすがるしかない自分に対する、自己嫌けん悪おでもある。

　二人は向かい合い、お互いの装備を最終チェックする。

「自己申告。私はオールＡ」

「同じく、オールＡ」

「寝ね違ちがえた首は？」

「もう大だい丈じよう夫ぶ。ウソじゃない」

　チェックを終え、蓮次と叶方は頷うなずき合った。

　互いの通信ケーブルの接続部を持ち上げる。

「弓家叶方は、弓家奏汰を取り戻すために」

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すために」

　二人のパートナーの通信ケーブルが、しっかりと接続する。

　叶方が物置部屋の扉とびらを開け、蓮次はゴーグルを下ろす。

「これより五十九回目の〝エリア〟侵しん入にゆうを開始する。──ゴー！」

　叶方の宣言を合図に、蓮次は紫むらさき色いろの濃のう霧むの中へと突とつ入にゆうした。
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　大おお郷さと夢ゆ衣いという少女は、蓮れん次じよりも二つ年上だった。

　蓮次は物心ついた頃から、彼女の存在を意識していた。──同じ地域に住む多くの男子と同じように、だ。

　夢衣の実家は開業医で、四歳下の妹を含ふくむ四人暮らし。幼い頃から手のかからない良い子で、器量も面めん倒どう見みも良かった。季節ごとの行事や祭りなどが多い地元では、低学年の子供たちのまとめ役として不可欠の存在になっていた。

　一方、蓮次は、手のかかる子供だった。ちょっとしたことで同年代の子供とケンカをしては夢衣に叱しかられ、ハイキングではぐれては夢衣に連れ戻され、すねて一人でいると話し相手になってくれたりもした。そうやって夢衣の気を引こうとしていた部分もある。

　地元で評判の優等生と、ひねくれ者の男の子。

　二人の間あいだ柄がらはその程度で、そもそも個人的な繫つながりも何もなかった。

　そんな関係性に変化が生じたのは、夢衣が中学二年生だった頃の夏だ。

　誰だれもが認める人気者の夢衣が、ぽつんと道ばたに立っていた。

　当時、蓮次はまだ小学生だった。

「ゆー姉ねえ」

　ランドセルを背負った蓮次が声をかけると、夢衣が振ふり向いた。

　その時の彼女の表情は、今でも忘れない。

　いつもニコニコと優しい笑みを浮うかべていた少女が、今にも泣き出しそうな顔をしていたのだ。蓮次がはじめて見る表情だった。

　だが気づくと、夢衣はいつもの表情に戻っていた。

「お帰り、蓮クン。今日は寄り道しないで、まっすぐおうちに帰るんだよ？」

　そう言って微笑むセーラー服姿の少女は、普ふ段だんの彼女と変わらなかった。

　蓮次のことも、近所に住む子供の一人としか見ていない。無防備に頭を撫なでられることに、気き恥はずかしさと悔くやしさを覚えた。少し嬉うれしかったのも本音だ。

「あれ、ちょっと背、伸のびたね」

「ん」

　蓮次は口を尖とがらせ、顔を背そむけた。夢衣の手を取り、歩き出す。

「え？　なに？　どうしたの、蓮クン」

「うちに遊びに来たら」

　夢衣が「え？」と驚おどろいた。しかし──。

「……そうだね。せっかくだから、お呼ばれしちゃおうかな」

　と、手を引かれるまま、蓮次について来た。

「はじめてだね、蓮クンちに行くの。何して遊ぶの？」

　自宅前にやって来ると、蓮次は人差し指を口に当てながら玄げん関かんの扉を開けた。

「しっ……靴くつも、ちゃんと持ってきて」

「へ？　な、なんで？」

　母や妹に気づかれないよう、こっそりと階段を上って蓮次の部屋に忍しのび込む。──本当は中学生になってからもらえる予定だった部屋を、駄だ々だをこねて早めに占せん拠きよしたのだ。

　マンガと学校のプリントが散らばった部屋に入り、蓮次は満足げに鼻を鳴らした。

「好きなとこに座って。あとでご飯持ってくるから。トイレ行きたくなったら言って」

「ん？　ん？　なに、コレ？　かくれんぼ？」

　状じよう況きようを理解できず、夢衣は混乱している様子だった。

　蓮次は腕うでを組み、首を傾かしげた。自分が今していることの呼び名を知らない。

「かくれんぼ？　んー、まあ、それでもいいや」

「それでもいいやって……急にどうしたの、蓮クン？」

「だって、ゆー姉、帰りたくなさそうだったから」

「……！」

「どこかに隠かくれたそう……にも見えたから」

　夢衣が言葉に詰つまった。その表情に弱気な笑みを浮かべる。

「スゴい。よく……分かったね」

「うん」

「……よし！　じゃあ、ちょっとだけお邪じや魔ましちゃおうかな！」

「しっ」

「あ、ごめん……」

　その後、二人は蓮次の部屋でマンガを読み、小声でお喋しやべりをし──夜になると彼は早めに夕飯を済ませ、こっそりと菓か子しを部屋に持ち込んで夢衣の夕食代わりにした。

　そうして夜も深まった頃ころ、夢衣は立ち上がった。

「……うん、じゃあ、そろそろ帰ろっかな。ありがとね、蓮ク──」

「もうちょっと、いなよ」

　子供ながら夢衣の行動を予想していた蓮次は、すぐに夢衣の手をとった。

　彼の反応の早さに、また夢衣は驚いたようだった。

「でも、これ以上いると、私も蓮クンも怒おこられちゃうよ」

「大丈夫」

「そんなこと言っても……」

「大丈夫。作戦があるから。いひひ」

　得意げに含み笑わらいを漏もらす蓮次を見て、夢衣が困った顔をした。

「悪い笑い方だなあ。お姉さん、蓮クンの将来が心配よ？」

「それに、ゆー姉──まだ帰りたくなさそう」

　蓮次が言うと、夢衣が口ごもった。一いつ瞬しゆん、辛つらそうな顔をして──その場に座る。

「うん……本当は、そうなんだ」

　夜も更ふけると、二人は一つのベッドに並んで横になった。

　間近に感じる温ぬくもりと良い香かおりに鼓こ動どうを高鳴らせる、蓮次。

　しかし夢衣は、そんな彼の心中を知ってか知らずか、ポツリと呟つぶやいた。

「あのね、なんだか、今日……急に、怖こわくなっちゃった」

　あれが大郷夢衣という少女なりの、反はん抗こう期きというものだったのだろう。

「お父さんもお母さんも妹も大好きだし、友達も大好きだし、他の人もみんな好き。みんなも──私のことを好きでいてくれると思う」

「……」

「べつに良い子でいようと思ったわけじゃないけど……最近は、みんなが〝良い子〟を見る目で私を見るようになって──がっかりされたくなくて、みんなの期待通りにするようになって──」

「……」

「これからずっと、一生そうなのかなって……私は大好きな人たちに、嫌きらわれたくないだけなのに。それだけの理由でやりたくもないことまでやってるのが、みんなを騙だましてるみたいに思えて……ううん、私にそんなことをさせるみんなが嫌いになっちゃいそうで……なんだか、みんなが怖くて……そんな自分が、最低な人間に思えて……」

　小学生の蓮次に理解してもらおうとも思ってない、ただの懺ざん悔げだったのだろう。

　実際、蓮次は彼女の言っていることの半分も分からなかった。

　理解できなかったから、思ったことをそのまま口にした。

「──ゆー姉は、良い子だと思う」

「……」

　自分のような存在に比べれば──良い子を演じられるだけで、充じゆう分ぶん、良い子だ。

「でも……そんなに、強くはないよね」

　夢衣という年上の少女に憧あこがれるし、彼は彼女のことが大好きだった。

　だが時々、なぜそうまでして人の顔色を窺うかがうのだろう、と──万年反抗期の彼からしてみれば、思うこともある。

「おれのほうが、もっと強いね」

　鼻息を荒くして強がる、蓮次。

　夢衣は無言だった。だが──。

「──ふふっ」

　しばらくして聞こえた笑い声は、思いの外、軽かった。

「そうだね。私も本当は、私は良い子なんじゃないかなーって思ってた」

　彼のパジャマが、少しだけ引っ張られた。夢衣が指でつまんだようだ。

「でも──あんまり、強くないんだ」

「うん。そこだけ兄ちゃんと違ちがう。あいつは強いんじゃなくてずーずーしいだけだけど」

「ふふっ、そんなこと言ったら、お兄さんに怒られちゃうよ」

「あいつ、嫌いだ。泣いても助けてやらない」

「泣いても……そっか、私、泣いてたんだ」

　となりにいる夢衣が、鼻をすする気配がした。

「助けてくれたのは──蓮クンだけだね」

「……かくれんぼしたかっただけだし」

「結局、家出になっちゃったけどね。──ううん、こんなご近所じゃ家出にもならないか」

　その日、二人は同じベッドでまぶたを閉じ──。

「ただの、〝家出ごっこ〟だね……」

　翌朝。

　秋あき月づき家の朝食時に、インターホンという騒そう動どう開始の合図が鳴った。

「あら、お隣となりの……？　回覧板かしら」

「出るよ」

「蓮次、お前のほうが玄関に近いだろう」

「……なんか頭痛い。今日、休む」

「えー？　ママー、蓮クン、あたま痛いって。だいじょうぶ？」

　思えば、妹の旭あさひも当時は可愛かった。

「──回覧板じゃなかったよ。夢衣ちゃんが昨日から家に帰ってないらしい」

「ええっ？　夢衣ちゃんって、大郷さんのところの？」

「心配だな。無断で外がい泊はくするような子じゃないだろう」

「見かけたら大郷さんちに連れん絡らくしてくれって。俺もすぐに友達をあたってみるよ。このあたりで中学生が寄りそうなところは大体探せると思う」

「ゆー姉、キライ。あたしの真似まねして、蓮クンのこと蓮クンって呼ぶんだもん」

「真似したのは、お前だろ」

　妹を睨にらむ蓮次を、高校生の兄、翔しよう一いちが振り返った。

「蓮次。お前、何か知らないか？」

「……知らないよ。なんで、おれが」

　そっけなく言い放つ蓮次を見て、翔一は「……そうか」とだけ言った。

　その日、蓮次は仮け病びようを使って学校を休んだ。

　自室に引きこもって話し相手をしている間、夢衣はずっと落ち着かない様子だった。帰るタイミングを失ってしまい、学校も無断欠席したことを気にしているようだ。

　夕方になり、部屋の外からパトカーのサイレンが聞こえた。

「……どうしよう……」

　夢衣は血の気を失い、真っ青になっていた。

「きっとみんな心配してる……すごく怒られる……嫌われちゃう──」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと作戦があるから、ゆー姉は怒られたり嫌われたりしないよ」

　笑って言う蓮次に、夢衣がとうとう余よ裕ゆうをなくして食ってかかった。

「作戦って……！　そんなの──」

「みんな、大おお騒さわぎだね」

「だから……！」

「ほら、みんな──ちゃんと、ゆー姉のこと、大好きだ」

「……！」

　夢衣が言葉に詰まると同時に、部屋の外から大きな声が聞こえた。

　来客のようだ。

「ちょっと見てくる。ゆー姉は、心配しないで」

　不安そうな夢衣を置き、蓮次は部屋から出た。

　階段を下りると、玄関で大人たちが切せつ迫ぱくした様子で話し合っていた。

「ゆー姉のおじさん……と、おばさん」

　夢衣の両親が、玄関に立っていた。蓮次の両親や翔一と顔を突つき合わせているのを、リビングのドアから顔を出した旭が覗のぞき込んでいる。

「──翔一くん！」

　夢衣の両親は蓮次を一いち瞥べつしただけで、すぐに翔一に向き直った。

「キミなら、友人も多いだろう？　誰だれか、夢衣を見た者はいないかね？」

「警察もアテにならないし、商工会や青年会の人たちも、あなたに頼たよったほうがいいって言うから……！」

「今朝から、このあたりの高校や中学にいる知り合いに探してもらってるんですけど……すみません。夢衣ちゃんの友達にも何人か、直接聞いてみたんですけど」

　翔一が申し訳なさそうに、目を伏ふせる。

　兄の翔一は、夢衣より上の世代にあたる地元の子供たちの顔役だった。少々、顔と頭と人ひと柄がらと外そと面づらが良いだけの翔一を、彼らは馬ば鹿かみたいに信しん頼らいしている。

　とはいえ、夢衣だ。一日、姿を消しただけで、この大騒ぎである。

　今いま頃ごろ、地元住民が総出で、彼女のことを探し回っているに違いない。

　蓮次は黙だまって踵きびすを返し、自室に戻もどろうとした。

「待て、蓮次」

　しかし翔一に呼び止められる。

「お前、何か知らないか？」

「……だから知らないってば。なんで、おれが」

「お前だからだ。お前、夢衣ちゃんのこと大好きだっただろ。こんな状じよう況きようだったら、お前こそ後先考えずに飛び出して探し回りそうなもんだけどな」

　翔一以外、きょとんとしている大人たちの顔を見て──蓮次は階段を駆かけ上がった。

「蓮次！　お前……！」

　すぐに大勢が追いかけてくる足音が聞こえた。

　蓮次は自分の部屋に飛び込み、内側からカギをかける。

「蓮クン……！」

　声にならない声を上げる夢衣を押しのけ、ドアの前に乱暴に本ほん棚だなを倒たおす。

「ゆー姉は、おれが誘ゆう拐かいした！」

　蓮次が放った怒ど鳴なり声に、夢衣が息を吞のんだのが分かった。

　外側からドアのノブが激しく揺ゆさぶられた。バリケードにした本棚が揺れる。

「ゆ、誘拐……？　蓮次、お前、何を言ってるんだ……！」

「う、うちの娘むすめに何を……！」

　蓮次の父親と、夢衣の父親の動どう揺ようする声が聞こえる。

「だから、ゆー姉は何も悪くない！」

「──さ、作戦って……こういう……？」

　言葉を失ったのは、夢衣だ。驚おどろきと呆あきれの色が表情に滲にじんでいる。

　家出となれば、夢衣は叱しかられるだろう。

　だが蓮次が彼女を誘拐したことにすれば──少なくとも夢衣が責められることはない。彼女はあくまで被ひ害がい者しやなのだから。

　それが浅はかな小学生が考えた、完かん璧ぺきな作戦だった。

「ゆ、夢衣は、そこにいるのか……？」

「蓮次、お前、何てことを……！」

「みんな、落ち着いてください。あのバカで非力な蓮次が、夢衣ちゃんをどうこうできるとは思えません。それに──」

　蓮次の考えた作戦が、しかし実の兄にあっさりと見み透すかされてしまう。

「こっちからは何も言ってないのに、夢衣ちゃんが悪くないだなんて言ったら……彼女をかばっているのがバレバレだぞ、蓮次」

　ぐっ、と蓮次は呻うめいた。

「う、うるさい！　お前、どっかいけよ！　関係ないだろ！」

「関係ないわけないだろ、弟がこんなことをしでかしておいて──」

「お前も、他のヤツらといっしょだ！　ゆー姉がこんなに辛つらそうになるまで、助けてやれなかった！」

「……！」

　夢衣、そしてドアの向こうにいる人々が息を吞んだ。

「だから、ゆー姉はおれが守る！」

　蓮次の叫さけび声ごえが響ひびき、家の中が静まり返った。

　翔一の嘆たん息そくが聞こえた。

「……バカ、俺が夢衣ちゃんを避さけてたのは、少し話しかけただけでも、お前が睨むからだろうが。──でもまあ、助けられなかったのは、お前の言う通りだ」

　そう言って、続ける。

「夢衣ちゃん、そこにいるのか？　事情は分からないけど、ひょっとしてこれは……家出ってやつなのかな」

「──はい」

「ゆー姉……！」

　夢衣を振ふり向くと、年上の少女は大おお粒つぶの涙なみだをこぼしていた。本棚を押さえる蓮次のそばに膝ひざを突き、彼を抱だきしめる。

「ごめんね、蓮クン……」

「……なんで謝るんだよ」

　温かい感かん触しよくに狼狽うろたえながら、蓮次は言う。

「家出ごっこ──つまらなかった？」

「ううん」

　顔を離はなし、少女がにっこりと泣き顔で微笑ほほえんだ。

　いつもの優しい──いや、今まで見たことがないくらい朗ほがらかな笑顔だった。

「楽しかったよ。……ありがとう」

　そうして──蓮次と夢衣のはじめての家出ごっこは、幕を閉じたのだった。

　両親に保護された夢衣は、これから家出に到いたる経けい緯いや心情を一から話し合うと言った。

　警察に提出した捜そう索さく願ねがいは取り下げられ、協力してくれた地元住民に夢衣の両親が謝って回ることで、騒動は穏おん便びんに幕を閉じた。

　だが一連の事件に蓮次が関かかわっていたことが周知となると、彼が悪者となった。日ひ頃ごろの行いが悪い彼が優等生の夢衣をそそのかしたと──図らずも、蓮次が最初に目もく論ろんだ誘拐計画の通りに周囲は認識した。

　かくして蓮次は問題児として公認され、優等生の夢衣に近づくことは──暗あん黙もくのうちに禁じられたも同然となった。

　しかし二人はその後、蓮次が家出をするたびに逢おう瀬せを重ね──。

　二年前。

「──うん、待ってる」

　高校生になり、そう言って微笑んだ大郷夢衣は──。

〝クリティカル・エリア〟の中に消えた。

　中学生になった蓮次は、彼女にかばわれて──。

「──ゆー姉ぇぇえええっ！」

　身体からだの半分を失いながらも、謎なぞの紫色の影かげのおかげで元の身体を取り戻し──。

　この世界に、取り残された。

　離ればなれになった瞬しゆん間かんの、蓮次をかばう夢衣の顔を忘れたことはない。

　そして、同時に──夢衣のことを思い出すと、必ず思い出すもう一人の人物がいる。

　六面ダイスを追いかけて、頭を失った少女。

　あの子もまた、蓮次と同じように自らの中に〝何か〟を棲すまわせることで復活したはずだ。それなのに、蓮次はあの子のその後を何も知らない。

　大郷夢衣のことを思い出すたびに必ず思い出す、もう一人の女の子。

　顔も知らない、その子のことが頭に浮うかぶたびに、蓮次は心の中で問いかけるのだ。

　ゆー姉のことは、絶対に忘れない。でも──。

　お前は一体、誰なんだ？　──と。







　　　　０２




〝スポット〟をくぐり抜ぬけた蓮次を歓かん迎げいしたのは、死の気配漂ただよう静せい寂じやく。

　そこは、文字通りの別世界。

　紫むらさき色いろの霧きりに包まれた東京都心、〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうしたのだ。

「……」

　ぴくぴくっ、と蓮次の顔の右側が痙けい攣れんした。

〝エリア〟に侵入するたびに、少しずつ蓮次の右半身の反応が強くなっている気がする。

　蓮次はいつも通り、口にくわえたペンライトでロッカールームを照らした。ヒビ割れた天てん井じよう、壁かべ、床ゆか、錆さびたロッカー、どこにも異常はない。

「クリア。いいぞ、カナ」

　ドアを開けて通路を確認した上で、呟つぶやく。

『了りよう解かい』

　ロッカールームの片かた隅すみに凝こり固まった濃のう霧むから、叶方が姿を現した。

　集音機とヘッドフォンを取り出し、周囲の音を探さぐる叶方。

　今日も今日とて、昨日までと変わらない探たん索さくスタイルだ。

　こうして徹てつ底てい的に臆おく病びような行動を貫つらぬいてきたからこそ、蓮次と叶方は一年と八ヶ月もの間、この〝エリア〟内で生き延びることができたのだ。

「異音なし」

　叶方の声を聞いて、蓮次は肩かたから力を抜いた。〝エリア〟侵入時はいつも緊きん張ちようするとはいえ、今日は特に力んでしまっている。

　さすがに少々、気負いすぎだ。蓮次はソケットに触ふれて、大きく息を吐く。

「ショット確認。強化ショット４、修復ショット５、状態良好」

　この二年間、この日をどれほど待ち望んだことか。

　──うん、待ってる。

　そう言って笑った、大郷夢衣。

　蓮次は今日、このショットを使って、あの大切な幼なじみを取り戻す。

「本当にいいのか、カナ？　俺が全部のショットを持たなくても、カナも一応、一セット持ってたほうがいいんじゃないか？　万が一があるだろ」

「ううん、私は強化ショットは相性が悪いし──」

　ショットに相性があるのは確かだ。

　叶方が強化ショットを使っても、蓮次ほど肉体を強化することはできない。

　一方、蓮次は感覚ショットが苦手である。研とぎ澄すまされた感覚から得られる情報を処理しきれず、船ふな酔よいしたように気分が悪くなるのだ。

　理由は分からない。故ゆえに、相性としか言いようがない。

「そのショットは、全すべて〝ハーメルン〟を叩たたくために」

　言い、蓮次を見る叶方の表情は力強く──綺き麗れいだった。

　蓮次は苦笑いした。気を張っていた自分が恥はずかしくなる。

「分かった」

　パートナーの少女はとっくに覚かく悟ごを決め、蓮次に全てを託たくしてくれている。

　その信しん頼らいが、蓮次の力になる。

「絶対に行くぞ、浅あさ草くさへ」

「ええ」

　二年前、蓮次の半身が見た光景。

　数百人もの人々を吸い込んだ怪かい物ぶつがいたのは、大きな川にかかった赤い橋の上だった。

　蓮次自身も吸い込まれつつある中、上空から見えたのは『雷かみなり門もん』の文字が描えがかれた大きな提ちよう灯ちんや、金色の炎のオブジェ。

　蓮次が見たのは、隅すみ田だ川がわと浅せん草そう寺じ。

　つまり、多くの人々が消えた諸悪の根源〝ハーメルン〟がいるのは──。

　浅草である。

「まずはいつも通り、25番ゲートから北ルートで東京ドームシティ脱だつ出しゆつよ」

「了解。いつでもいいぞ」

　蓮次と叶方はゴーグルを下ろす。

「ゴー！」

　蓮次は〝スポット〟のある建物から飛び出した。

　ここが日本とは到とう底てい、思えない。

　二十一世紀と同じ時、同じ地上にあるとは思えない。

　荒こう廃はいした異空間──〝クリティカル・エリア〟が全ぜん貌ぼうを現した。

「クリア」

『了解』

　蓮次は東京ドームとゲートの中間に陣じん取どるも、すでに息苦しさを感じた。

　蓮次が背をつけた、巨きよ大だいなドーム球場。

　目に映るショッピングモールやコースター、後こう楽らく園えん駅。

　その全てが朽くち果て、崩くずれ落ち、枯かれた草に浸しん食しよくされていた。

「異音なし。──ゴー！」

　完全に無人地帯になり果てた敷しき地ちは、幽ゆう霊れいでも出てきそうな静寂に包まれていた。

　いや、むしろ遭そう遇ぐうしたのが幽霊であれば、ホッとするだろう。

　クリプテッドや人類の敵──ＥＯＭ。

〝エリア〟内に実在するそれらは、こちらが怖こわがる余よ裕ゆうすら与あたえてくれずに、人間八やつ裂ざきにしようと牙きばを剝むいている。

「クリア」

「異音なし」

　静まり返った敷地を、蓮次たちは素早く進んでいく。

　東京ドームシティ内は、すでに昨日、パトロール済みだ。敵がいつ、どこから現れるとも分からないとはいえ、多少は気休めになる。

「ゴー！」

　観覧車の前を過ぎ、東京ドームホテルと後楽園ホールの間を通り過ぎる。

　そして昨日と同様、外そと堀ぼり通どおりに出る直前で休きゆう憩けいをとる。

「──はあ、はあ……出だしは良好、だな」

「そうじゃなきゃ、昨日、パトロールした意味がないわ」

　ヘッドフォンを外しながら言う叶方だが、その表情は明るい。

「でも調子が良いのは確かね。ドームシティ脱出の最短記録を更こう新しんよ」

「それこそ、そうじゃないとな。昨日は五時間かけて二駅分しか往復できなかった。今日は八時間で、その三倍の距きよ離りを往復しないといけないわけだし」

「昨日は想定外の戦せん闘とうがあったから……今日は浅草にいるはずの〝ハーメルン〟以外との戦闘は、極力なしで行く。私たち以外のレイダーと遭遇しても無視よ」

　蓮次は苦笑した。昨日、自分たちは無視できなかった。今日はできるだろうか？

「秋あき葉は原ばらは迂う回かいだよな？　万まん世せい橋ばしの一つ前の橋で南下する……」

「ええ、しばらくは秋葉原は危険地帯ね。昨日の戦闘でクリプテッドが集まってる可能性があるし、昨日のＥＯＭ──〝ボール〟って呼びましょう。〝ボール〟もまだいるはず。だからといって上うえ野の方面は通りたくないから……」

「秋葉原を大きく迂回するとなると、だいぶ時間のロスになるな……万世橋を避さけて細い道を通るとなると、リスクも高くなる」

　叶方の集音機による索さく敵てきは、音が通りやすい開けた場所でこそ効果を発揮する。

　逆に壁や障害物の多い密集地帯は、鬼き門もんなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。〝ボール〟の音は覚えたわ」

　あの、コロコロいう音を思い出しただけで、ぞっとする。

「レンには、もう二度と聞かせない。安心して進んで」

　叶方は絶好調のようだ。いつにも増して──いや、いつも通り、頼たのもしい。

　蓮次はニヤリと笑う。彼女がそう言うのならば、安心だ。

「ああ、頼む。──休憩、終わり」

「ゴー！」

　蓮次は東京ドームシティを脱出した。

　背の高いビルに挟はさまれた、大きな車道に出る。

　昨日も通った外堀通りである。

「クリア」

『了解』

〝エリア〟内にある道路は、例外なく放置された自動車の墓場となり果てている。

　蓮次は自動車の間を警けい戒かいしながら進む。パートナーと繫つながった通信ケーブルがからまないよう、うまく操あやつりながらだ。

　このケーブルの扱あつかいに慣れるまで、数ヶ月かかった。問題なく動けるレベルになったのは、一年以上もトレーニングを積んだ頃ころだ。

「異音なし。──ゴー！」

　当初は叶方が通信ケーブルの使用を強制することに、蓮次は反発した。邪じや魔ま臭くさいそれを使うことに抵抗し、喧けん嘩かになったことも多い。

　だが今となっては、異論の余地はない。

　常にパートナーと繫がっているからこそ、何度も危機を乗り越こえてきたからだ。

「御お茶ちやノの水みず駅えきが見えた。このまま休憩なしで、次の橋へ向かう」

『了解。でも急ぐとはいえ、無理はしないで』

　何かと先走りがちな蓮次に、有線通信を通して叶方が釘くぎを刺さす。

　蓮次は叶方の盾たてであり、矛ほこにだってなる。

　一方、叶方は蓮次の頭脳であり、理性ともなる。

　二人を繫ぐ通信ケーブルはお互たがいの身を守り、ひいては自らの命を守るための命いのち綱づなとなるであろうことを──パートナーの少女は、最初から予見していたのだ。

「クリア」

『了解』

　外堀通りを進む蓮次の前に、神かん田だ川がわにかかる橋が見えた。

　万世橋の一つ手前、秋葉原界かい隈わいに接する直前ともいえる区域である。

　二人は橋の手前で合流し、息を整える。

「はあ、はあ……橋を渡わたって直進でいいんだよな？」

　蓮次が言うと、隣となりにいる叶方が考え込んだ。

「……いいえ。橋を渡ったら左折して、神田川沿いの道を行きましょう」

　事前の計画とは違ちがうルートだ。

「はあ？　それじゃ結局、万世橋のすぐそばを通るってことか？　川沿いって言っても、左の道は壁とビルに挟まれて死角も多いし……」

「万世橋は通らないわ。でも、ギリギリをかすめて行きましょう」

　叶方の表情と口調は、本気だった。

　つまり、それだけ時間に余裕がないということか。

「昨日の戦闘で、万世橋周辺にいた敵も電気街方向に誘ゆう導どうできたはずよ」

「できたはず、か。そういう希望的観測を口にするのは、俺の役目なんだけどな」

「レンの気が進まないなら、やめるわ。でも──」

　少しでも早く、浅草へ。

　少しでも体力を温存して、敵のもとへ。

「今までリスクを最小限に留とどめてきたのは……今日、大きなリスクを冒おかしてでもリターンを得るためよ」

　その思いは、蓮次も同じだ。

　今さらパートナーの少女の選せん択たくを疑うつもりもない。

「橋を渡って左折、川沿いを行く。いつでもいいぞ」

　ナイフを握にぎり返す蓮次を見て、叶方が笑んだ。

「気をつけて。──ゴー！」

　蓮次は一気に橋を駆かけ抜ぬけた。

　高こう架か線路の下をくぐり抜け、左手に曲がる。

　そこは赤い壁かべとビルに挟まれた、狭せまい路地だった。

「クリア」

　赤い壁は旧万世橋駅という名所でもあった赤レンガだ。都心が〝エリア〟となった二年前よりも、ずっと古い時代を思わせる壁は厚い。神田川方面から聞こえる音は、完全にシャットアウトしてしまうだろう。

　一方、右手に並ぶビルも、ほとんど隙すき間まがない。こちらもビルの向こうから聞こえる音には期待できないだろう。

『了りよう解かい』

　叶方が橋を渡り、蓮次の元にやって来た。集音機を取り出す。

「……右側のビルの向こうから、物音が聞こえる」

　蓮次は緊きん張ちようする。

「クリプテッドか？」

「ビルに遮さえぎられてるとはいえ、音が小さい……正体は分からないけど、無視していい距離だと──思う。ゴー、よ。慎しん重ちようにね」

　本当に大丈夫だろうか？

　先に出る蓮次としては不安が拭ぬぐえないが、言い争いをしている時間も惜おしい。

「行くぞ」

　蓮次は一気に赤い壁の前を駆け抜けた。

　しかし、ビルの列が途と切ぎれたところで、ピタリと足を止める。

『……どうしたの？』

「クリプテッドだ」

　狭い路地の出口にあたる交差点の先に、大きなペンギンが浮うかんでいた。

　蓮次のナイフを持つ手に汗あせが滲にじむ。

『ウソ……私、聞き逃のがした？』

「いや──浮ふ遊ゆう型がただ。単独だし、こっちにはまだ気づいてないみたいだ。進行方向じゃないけど……やるか？　今ならファーストアタックがとれる」

　一いつ拍ぱくの時間をおいてから、叶方が応答した。

『いえ、やめておきましょう。もちろん修復ショットは欲しいけど……アタックに失敗して仲間を呼ばれた時と、倒たおしてもショットを落とさなかった場合を考えると──今、戦闘するのは冒さなくて良いリスクだと思う』

「了解。カナもここを通る時は気をつけろよ」

　蓮次はホッとする。

　自分が臆おく病びようなこともあるが──やはり〝エリア〟内における戦闘は、回かい避ひできるに越したことはない。遭遇した敵がＥＯＭではなかったこと、それにあと数メートル、ペンギンがこちらに近い場所にいなかったことを幸運と思うことにする。

「クリア」

『了解』

　叶方もペンギンに気づかれることなく、無事に路地を通り抜ける。

　その後も二人は注意しながら進み、大きな車道に出た。

　高いビルが立ち並ぶ、外堀通りに勝るとも劣おとらない大だい渓けい谷こく。

　東京都道３０２号新しん宿じゆく両りよう国ごく線。通つう称しよう──。

「靖やす国くに通どおりだ」

「無事にルートに戻もどれたわね」

　蓮次と叶方が浅草に到いたるまでのルートは、大きく区分して三つ。

　外堀通り、靖国通り、そして首都高速６号線。

　二人はその中ちゆう盤ばんにさしかかっていた。

「万世橋方向から、クリプテッドの気配……複数いるわね」

　ヘッドフォンをした叶方が呟つぶやいた。

　蓮次は北に顔を向けた。

「秋葉原……万世橋を通らなくて正解だったな」

「〝ボール〟の音も、聞こえない」

　一番の懸け念ねんが消えた。蓮次は大きく息を吐く。腕うでが潰つぶされた時のことを思い出しただけで動どう悸きが激しくなった。もはやトラウマだ。

　ひとまず一安心だが、油断は禁物だ。

　ここは〝クリティカル・エリア〟。

　安あん堵どした数秒後に死にかけるのが、この紫色に染まった世界である。

「ＥＯＭのそばに他のＥＯＭがいることは、ほとんどないわ。〝ボール〟が秋葉原にいるのなら、このあたりはまず他ほかのＥＯＭはいないと思っていいわね」

　叶方が言ったのは、〝エリア〟におけるルールのようなものだった。

　ＥＯＭは〝エリア〟内を徘はい徊かいしている。その軌き道どうに法則性はないように見えるが──一カ所に同時に二体のＥＯＭが存在することは極ごく稀まれである。

　レイダーの間では、同士討うちを避さけているのだという説が有力だ。

　だが蓮次に言わせれば、奴やつらに同士という概がい念ねんがあるのか疑わしいものである。

「靖国通りなら、私の索敵の感度も上がる。ペースを上げましょう」

「了解。行くぞ」

　叶方の「ゴー！」という声と同時に、蓮次はアスファルトを蹴けった。

　靖国通りの進み方は、外堀通りと同じだ。

　これだけ広い道路であれば、感覚ショットを使わずとも叶方の聴ちよう覚かくが最大限に活いきる。周囲の建物に敵が潜ひそんでいれば物音で気づき、衝しよう突とつを避けることができる。少なくとも、不意打ちを受けるほど近きん距きよ離りまで敵の存在に気づかないということはない。

　音を立てないタイプ──たとえば浮遊型のクリプテッドなどに対しては、もっと単純だ。視界が開けているため、大たい抵ていの場合は敵より先に視し認にんできる。

　広い道路こそ、蓮次と叶方のコンビは最高速度で進むことができる。

「クリア」

『了解』

　問題は罠わなを仕し掛かけ、息を潜めるような敵──悪質なレイダーだ。

　何をとち狂くるったのか、ごく稀にレイダーを攻こう撃げきするレイダーがいるのは事実だ。単なる酔すい狂きようか、それとも縄なわ張ばり争いか、彼らの意図は分からない。

　だが存在する以上、蓮次と叶方は対応を考えざるを得ない。クリプテッドやＥＯＭ対策とは異なる、人を敵と見立てたトレーニングにも時間を割さいていた。

『ストップ』

　順調に進んでいたところを、叶方が制止した。蓮次はギクリとする。

「な、なんだ？　敵か？」

『ううん、後ろのほうで、音がしたような……』

　後ろ？　蓮次は焦あせって振ふり返る。

「近づいてるのか？　戻るなら──」

『しっ。……もう、聞こえない。だいぶ遠くだったし、大だい丈じよう夫ぶそう』

　蓮次と叶方の進み方に弱点があるとしたら、それは背後からの不意打ちだ。

　特に二人の距きよ離りが離はなれている時に、後方支し援えん役の叶方が急きゆう襲しゆうされるのが危ない。

「一度、戻って確かめるか？　他のレイダーの尾び行こうや、追走型のＥＯＭだったらヤバイ」

『ＥＯＭだったら、戻るほうが危ないでしょ。後方にも注意を払っておくから、今は先に進みましょう。──ゴー！』

　命令権のある叶方がそう言うなら、蓮次は先へ進むしかなかった。

　浅草までの道のりは、単純な距離にしてあと半分といったところだ。

　それなのに現時点で、出発から二時間以上が経過していた。良いペースで進んでいるとはいえ、〝ハーメルン〟との戦せん闘とうや帰り道を考えると遅おそいくらいである。

　蓮次たちの目的は〝ハーメルン〟を撃げき破はして終わり、という片道切きつ符ぷではない。

　あくまで取り戻した人々を〝エリア〟外に連れ戻すという、往復作戦である。

「クリア」

『了解』

　幸運にも、靖国通りにおいて敵と遭そう遇ぐうすることはなかった。

　蓮次たちは過去にも何度か、靖国通りにチャレンジしたことがある。だが、その度たびにクリプテッドを始めとする敵との遭遇によって、時間や体力やショットを消費し、先に進むことを断念せざるを得なかったのだ。

「もう靖国通りを抜けるぞ。今日はツイてる……！」

　昨日、命いのち懸がけで他人を助けたことで、御ご利り益やくがあったのかもしれない。

　神かみ頼だのみは厳禁だが、そんなことを思ってしまう。

『……そうね、でも気を抜かないで』

　一方、叶方の同意する声は、低かった。

　先ほどから、彼女は何かを気にしているようだ。だがこれまでの経験上、問いただしても誤ご魔ま化かされるのがオチなので追つい及きゆうはしない。

　二人は直進し、やがて大きな川にさしかかった。

　隅田川である。

　眼前にある大きな橋を渡わたれば、首都高速道路がある。

　そこから北上すれば──浅草だ。

　しかし。

「うっ……！」

『なに？　敵？』

　隅田川にかかる大きな橋に近づいたところで、蓮次はあるものを発見した。

「いや──死体だ。たぶん、だけど」

　たぶん、死体。

　蓮次がそう曖あい昧まいに表現したのは、遠目でははっきりと断定できなかったからだ。

　二人は合流し、信号機の下に打ち捨てられたそれに近づく。

「レイダー……だよな？　四つ足に喰くい破られたようにも見えるけど……ひどいな」

　発見した遺体は、ほとんど原形を留とどめていなかった。顔面から全身にいたるまで、着ている衣服ごと激しく引き裂さかれていた。性別すらも判別がつかない。

　迷めい彩さい服ふくとナイフという装備からして、レイダーであることは間ま違ちがいないだろう。

「クリプテッドは、ここまで執しつ拗ように攻撃を加えたりしないわ」

　顔をしかめる蓮次に対し、叶方はクールだった。薄うす手て袋ぶくろをつけ、遺体をまさぐる。

「それじゃあ……まさか、他のレイダーと戦いになったとか」

「それも、たぶん違ちがう。ナイフを装備してるのに、ここまでやられてもそれを抜ぬいてない。最初から抵てい抗こうを諦あきらめて──逃にげようとしてる。北から血けつ痕こんが続いてるもの」

　蓮次の背筋に冷たいものが走った。そうなると、答えは一つしかない。

「ＥＯＭ──まさか、まだこの近くにいるのか？」

　反射的に身構え、周囲を見回す蓮次。

「落ち着いて。遺体の状態から見て、死亡して一日以上経たってる。ＥＯＭが北からやって来たなら、そのまま南に流れていった可能性が高いわ。私たちの進路とは逆方向だし……何より、私たちはこれから首都高に乗るのよ。私たちが遭遇することはないはず」

　冷静な叶方の分ぶん析せきを聞いて、蓮次は額に浮かんだ汗を拭う。

　ＥＯＭに対する反応だけは、自分が臆病とは思わない。

　もし今日のアタックが一日早ければ──ここに転がっていたのは、蓮次たちの死体だったのかもしれないのだから。

「逃げようとしたってことは、ＥＯＭはこの人を追いかけたってことだよな。追走型か。よりによって最悪なＥＯＭに見つかったわけだ……」

「ええ……ショットも持ってもないし、この人の経験不足もあるでしょうけど」

「経験不足？　なんで、そんなことが分かるんだ？」

「身元が割れるようなものを持ち歩いてる」

　そう行って叶方が見せたのは、遺体の懐ふところから発見した一枚の写真だった。

　外国人の家族を写した写真だ。若い夫婦と幼い子供が一人。父親の顔の輪りん郭かくや体つきが目の前にある遺体と適合する。

「家族を探しに来たのか……その写真、持っていく気か？」

「べつに、いつも通りよ。手がかりを探さぐって、関係者を見つけられたら、それとなく報しらせるだけ。この人はここで死にました……って、匿とく名めいでね」

「……」

「急に大切な人が消えたのに、生死も分からないのは──辛つらいでしょうしね」

　蓮次のパートナー、弓家叶方は冷静なようでいて実は誰だれよりも感情的だ。

　静かに遺体を見下ろす少女を見て、蓮次は彼女の頭に手を置く。

　尻しりに鋭するどい蹴りを喰らった。

「──さあ、首都高に乗るわよ」

「お、おう」

　思いの外、強きよう烈れつなダメージが残った尻をさすりながら、蓮次は橋を渡る。

　隅田川にかかる橋の出口に、高こう架か道路が交差していた。

　首都高速６号向むこう島じま線。

　隅田川に沿って、都心から北東に向かって延びる首都高速道路である。

「先に行く。警けい戒かい頼たのむ」

「了りよう解かい」

　地上から高架になっている首都高速までの高さは、五メートル近くある。

　出入り口であるジャンクションがあるのは、もっと南だ。しかし時間が惜おしい蓮次たちにとって、都合の良いものが地上にあった。

　ガードレールに突とつ入にゆうした状態で放置された、大型のバスである。

　蓮次はバスのタイヤやミラー、割れたガラス窓を足がかりに、屋根に登った。

　次に叶方からバックパックを受けとり、手を伸のばす。

「いいぞ、カナ」

「オーケイ」

　蓮次に手を引かれ、叶方もバスの屋根の上に登った。

　屋根の上には一枚の看板が置かれていた。

　バスから首都高速道路まで上るための、ハシゴ代わりである。以前にここまでやって来た時に、蓮次たちが用意したものだ。──その時はすぐに敵と遭遇して、すぐに引き返す羽目になったが。

　立てかけた看板を上り、蓮次と叶方は高架道路に乗り上がった。

「索さく敵てきするわ。警けい戒かいお願い」

「了解」

　それぞれの役割を果たすべく、素早く動く二人。

　外堀通りを抜け、靖国通りを通過し、とうとう最後のルートまでやって来た。

　首都高速６号線。

　ここを北上すれば二人の目指す場所──浅草に到とう達たつすることができる。

「……異音なし」

　叶方の呟つぶやきが、やけに大きく聞こえた。

　地上数メートルの高さに延びる、首都高速道路。

　そこは静かだった。

〝エリア〟であれば、どこも静かであることは変わらない。

　だが、そこは遮しや音おん壁へきや柵さくに挟はさまれ、ひたすら前後に延びる道しかない。

　道路に沿って流れる隅田川も、さざ波一つ立てずに沈ちん黙もくを守っている。ビルの谷間から開放された視界は、都心を囲む紫むらさき色いろの壁かべをぐるりと見み渡わたすことができる。

　進む、あるいは戻もどる。

　その選せん択たく肢ししかない、簡潔な空間。

　それが蓮次たちが行く、浅草に到達するための最後のルートだった。

「ここまで、ほぼ最短時間で来られたよな」

「ええ、しかもノーダメージで、ショットの消費もなし」

　放置された自動車の陰かげに隠かくれながら、蓮次と叶方は顔を見合わせた。

　パートナーの少女の頰ほおが、紅潮していた。彼女も興奮を隠しきれずにいる。

　蓮次はというと、先ほどから身み震ぶるいが止まらなかった。

「行けるぞ……」

　恐きよう怖ふしているわけではない。むしろ、逆だ。

　ここまで好条件で首都高速道路に到達したのは、はじめてのことだった。

「今日こそ、浅草に──〝ハーメルン〟に手が届く。今日しかない……！」

「最初から、そのつもりで来たんでしょ」

　口ではそう言う叶方だが、声に力がこもっていた。

「ああ」

　蓮次は自然と、叶方に向かって拳を出していた。

　叶方が苦笑いした。しかし、しっかりと彼の拳に自分の拳を当てる。

「行くぞ、カナ」

「行きましょう、レン」

　東京厄やく襲しゆうが発生してから、二年。

〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうするレイダーとなって、一年と八ヶ月。

　何度もアタックしては到達できなかったゴールまで、あと少しだ。

　ようやく蓮次は、ここまでやって来た──。

「ゴー！」

　叶方の合図とともに駆かけ出す足が、かつてないくらい軽かった。

　錆さびて倒たおれた遮音壁の向こうに、緑色の屋根をした大きな建造物が見えた。

　両りよう国ごく国こく技ぎ館かんだ。

　さらに進めば、首都高速道路の出入り口がある駒こま形がたパーキングエリアがある。

　そこをさらに北へ進めば──そこが、浅草である。

「もうすぐだ……絶対に助けるからな、ゆー姉……！」

『張り切るのは良いけど、少し気負いすぎよ。いったん落ち着いて──』

　通信ケーブルを通じて聞こえる叶方の声が、急に中断された。

「カナ？　どうした？」

『静かに。後ろから、何か……』

　蓮次はナイフを構えたまま、振ふり返る。

　今、叶方がいるのは、蓮次から目算で四十メートルほど離はなれた地点だ。ワンボックスカーの陰に身を潜ひそめているため、彼のいる位置からはその姿が見えない。

「また、後ろ……？」

『いえ、さっきとは違うわ。これは──複数の足音！　こっちに近づいてる！』

　蓮次は硬こう直ちよくした。

　視界の先──首都高速道路の後方から、猛もうスピードで接近する赤い光があった。

「強化ショット……！　レイダーの奇き襲しゆうか！　戻る！」

『ダメ！　ＥＯＭよ！』

　ＥＯＭ。

　パートナーのその言葉に、無意識に身体からだが強こわばった。

　蓮次の目には、赤い人ひと影かげ──強化ショットを使った人間が複数、こちらに向かって高速で接近しているようにしか見えない。

　なぜ、それをＥＯＭだと判断したのか──。

　蓮次が問いかける前に、叶方が叫さけんだ。

『降下用フックを使って、首都高から離り脱だつして！　今すぐに！』

　絶句する、蓮次。

『私は、もう──間に合わない』

　たった数秒前まで。

　浅草に到達することを確信し、意い気き揚よう々ようと前進していたはずだ。

　それなのに彼の視界の中で、あっという間に赤い人影が叶方に近づき──。

『お願い……必ず、奏汰を──』

　ワンボックスカーの陰から、大量の血ち飛沫しぶきが上がった。
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　弓家叶方は二つ歳下の弟、奏汰のことが嫌きらいだった。

　いつも彼女の真似まねばかりするからだ。

　両親はクラシック音楽の愛好家で、叶方は幼い頃ころから地元のピアノ教室に通わされた。

　叶方に才能があると見るや、両親は張り切って自宅に練習用の防音室まで作った。そこまでされたら、叶方も悪い気はせず、練習に打ち込んだ。

　そんな姉を見て、弟の奏汰が自分もやりたいと言い出した。

　叶方は、それすらも悪い気がしなかった。自分になついている弟に、お姉さん風を吹ふかせてピアノを教えた。ピアノ教室の先生の受け売りで音階を教え、防音室のピアノも使わせてやり、気がついた時には──それら全すべてが、弟のものになっていた。

　本当に才能があったのは、弟のほうだった。

　両親やピアノ教室の先生の期待も、すぐに弟に移っていった。

　叶方は、ヴァイオリンに転向した。

　ピアノ教室の余興で触ふれたそれが、ピアノよりもしっくり来たからだ。だが周囲からは弟から逃にげたと思われたのだろう。両親も彼女の気持ちを汲くんだつもりで、練習用のヴァイオリンを買い与あたえてくれた。ケースも本体も重い中古品だったが。

　ところが、ある日、小学校から帰ると。

　弟が彼女のヴァイオリンを使って、演奏の真似事をしていた。

　叶方は怒おこってすぐに取り上げたが、両親は違ちがった。

　本当にヴァイオリンがしっくり来たのは、弟のほうだった。楽しそうに姉の真似事をしただけでそれを悟さとった両親は、弟にもヴァイオリンを買い与えた。ドイツ製でケースが本革の新品だった。

　ピアノ教室のツテで元プロのヴァイオリニストを紹しよう介かいしてもらい、姉弟きようだいでレッスンを受けるようになった。

　叶方が必死に練習して上達すると、弟がそれを真似る。

　技術的なことだけではない。叶方が小学生だてらに音楽を勉強し、楽曲の解かい釈しやくをし、大人の演奏を研究してようやく形にした演奏のスタイルまでも、弟はあっさりと真似をするのだった。それも明るく、楽しげに。

　演奏会に出ると、叶方の演奏を聴きいた観客は感かん嘆たんの声を漏もらした。

　その後、弟が演奏すると──彼らは絶賛した。

　いつも、そのパターンだ。

　天才少年、弓家奏汰と弟の後を追いかける姉──とある音楽誌のコラムでそう評されたことをきっかけに、彼女は溜め込んだ怒いかりを爆ばく発はつさせた。

　叶方が中学生になったばかりの頃だ。レッスン中に怒ど鳴なりつけた。

「奏汰は私の真似ばっかり！　もう真似しないでよ！」

　戸と惑まどう弟の代わりに、丸まる眼鏡めがねをかけたレッスンの先生が答えた。

「ソータが評価されるのは、楽しげに演奏するからだ。真似ばかりではないよ」

　その日を境に、叶方はヴァイオリンを物置に封ふう印いんした。

　すると──弟の奏汰も、ヴァイオリンをやめた。

　また叶方の真似をして、音楽をやめたわけではない。

　真似したくても、できなくなったのだ。

　弟は、急性の難病にかかっていた。

　叶方の頭の理解が追いつかないくらい、あっという間に弟の入院生活が始まった。

「真似ばっかりして、ごめんね」

　見み舞まいに来ても何も言えない姉に向かって、手足が瘦やせて細くなった弟が謝った。

「お姉ちゃんがカッコ良くて……真似するのが楽しくてたまらなかったんだ」

　頰もこけていたのに、そう言って弟は笑った。

　強い。

　日々、身体が弱っていく恐怖が彼を苛さいなんでいるはずだ。それでも他人に謝罪し、笑えるくらいの強さが叶方にはあるだろうか？

　弟が叶方を真似していた理由も、ごく単純だった。

　テレビアニメの主人公や戦隊ヒーロではなく、叶方なんかに憧あこがれて──。

　物真似やごっこ遊びをしていただけだったのだ。楽しげに。身み振ぶり手振りをまじえて。

　いかにも小学生男子らしい、その理由を知った叶方は──。

　今度は、彼女がそんな弟を真似した。

　再びヴァイオリンを手にとり、無愛想で笑えない自分の代わりに笑う弟の真似をして、楽しげに弓を踊らせた。芸術性など小難しいことばかり考えるのを止やめ、流行の音楽から演歌や童どう謡ように到いたるまで、身近で幅はば広ひろい音楽を演奏した。

　弟は自宅から離れた都内の病院に入院していたが、足あし繁しげく通った。院内のイベントで演奏会を開き、老ろう若にやく男なん女によの入院患かん者じやが楽しんでくれるように踊おどりながら弦げんを揺ゆらした。病室から出られない弟のために流行のポップスを弾ひき、季節ごとの名曲を弾いた。冬にはサンタクロースの服を着てクリスマスソングを奏でたりもした。

　弟も楽しんでくれていた。演奏を終えると、彼は必ず次回の予定を訊きいてくれた。さながらお気に入りのテレビ番組の次回予告を楽しみにするかのように。

　叶方の本当の才能は、結局のところ音楽よりも企き画かく力りよくや計画力にあったのかもしれない。彼女のボランティア活動は、たちまち共感者を増やし、伴ばん奏そうも増え、弟が入院している病院に他の福利厚生施し設せつからの招待客まで訪れるようになった。

　音楽事務所や芸能事務所にも、何度か声をかけられた。難病にかかった弟を演奏で元気づける美少女ヴァイオリニスト、という美談として売り出したいと単刀直入に申し出る大人もいた。思わず拳こぶしが出そうになったが、弟の真似である笑顔で受け流した。

　そうして叶方が中学二年生になった頃だ。

「──覚かく悟ごを……しておきなさい」

　弟の定期検けん診しんの結果を聞いて戻もどった父親が、悲ひ壮そうな顔で叶方にそう言った。

　言われるまでもなく、覚悟はしていたつもりだ。

　だから父による宣告を受けて呆然とし、胸の奥が滅め茶ちや苦く茶ちやになりそうなほど締しめつけられたことに──ショックを受けた。

　単に、本当の意味で覚悟ができていなかったから、こんなにも苦しいのだろうか？

　それとも、と叶方の中の醜みにくい悪あく魔まが嗤わらった。

　この日々が、失われるのが恐おそろしいから？

　弟を気き遣づかいながらも──叶方自身、かつてなく充じゆう実じつした日々が。

　弟を励はげますために始めたはずの演奏会が、本当に救っていたのは──奏汰ではなく、叶方自身だった？

　叶方の悪い癖くせである考えすぎの蟲むしがざわつき、急に息苦しくなった。

　背中を押す衝しよう動どうのままに、弟の病室に向かったのは──。

「次は、すごく楽しい曲が聴きたいな」

　瘦せ細った弟の笑顔に、救われたかったからだ。

　自分は狭きよう量りようで無愛想、その上に弱いというどうしようもない姉だった。

　こんなエゴの塊かたまりのような人間を、カッコ良いと言ってくれるなら──。

「うん……待ってて」

　彼のために、こんな自分を貫つらぬこうと心に決めた。

「次は、うんと楽しい曲にするから」

　最さい期ごの、その時まで醜い自分を隠かくし、笑顔で弟の尊厳を守ろうと思った。

　そう誓ちかった、帰り道だった。

「──」

　人形のような表情で、特急電車に乗っていた時だった。

　遠ざかっていく都心を窓から見ていると、空に紫むらさき色いろに輝かがやく光が見えた。

　その、直後。

　視界を紫色の輝きが満たした。

　激しい震しん動どうと、緊きん急きゆう停止する電車のブレーキ音。ドミノのように身体を斜ななめにする乗客達と、飛び交かう悲鳴。

　叶方は出入り口そばの取っ手に摑つかまりながら、その光景を目まの当たりにした。

　視界に拡ひろがった紫色の輝きが、収束していく。

　放電するかのように、あるいは暴れ狂くるう竜りゆうのように紫色の糸をたなびかせながら、半球形に定まっていく紫色の壁かべ。

　それは東京都心をすっぽりと包み込んでいるように見えた。

「奏汰……！」

　それが弟を取り戻すための、戦いの始まり。

　史上最悪の災さい厄やく──東京厄やく襲しゆうが発生した瞬しゆん間かんだった。







　刹せつ那な──。

　二年前のことを思い出したのは、悪い予感がしたからだ。

「静かに。後ろから、何か……」

　首都高速道路６号線。

　東京厄襲を境目に別世界へと変わり果てた高こう架か道路を、叶方は進んでいた。

　二年前、消息不明になった弟の奏汰を、取り戻すために。

『また、後ろ……？』

　少年の声が、ネックゲイターに仕込んだスピーカーを通して聞こえた。

　秋月蓮次。彼女のパートナーである。

「いえ、さっきとは違うわ」

　ヘッドフォンをした叶方は、首都高速道路の後方に集音機を向ける。

　叶方たちの行軍は、順調だった。

　しかし、不意に進路方向とは反対側から、聞こえたのだ。

　不規則な、連続音。

　そして──かすかな、悲鳴。

　叶方は弾はじかれたように、ヘッドフォンを外した。双そう眼がん鏡きようをゴーグルの上に当てる。

「これは──複数の足音！　こっちに近づいてる！」

　叶方の視界に、こちらに向かって接近する三つの赤い人ひと影かげが見えた。

　人影、つまり人間だ。

　三人とも、頭部に赤く輝く二本のホーンを生やしている。連続音──足音が一定でなかったのは、三人とも強化ショットを使用して放置自動車を跳とび越こえているからだ。

　強化した脚きやく力りよくで、叶方たちに向かって猛もう然ぜんと近づきつつある。

　叶方はとっさに悪質なレイダーによる不意打ちを疑ったが──。

「……！」

　双そう眼がん鏡きよう越ごしに見えた光景は、明らかに異常だった。

　近づいてくる三人のうちの二人が──顔も装備も、コピーしたようにうり二つだった。

　まるでお揃そろいの服を着た双ふた子ごだ。

　しかも双子とも傷だらけで、その傷も同じ。

　それなのに片方は満面の笑顔で、もう片方は恐きよう怖ふで引きつっている。

　表情だけが違ちがう、そっくりの双子が──二人揃って、残りの一人を追いかけている。

　頭がこんがらがりそうな、異質な光景である。

『強化ショット……！　レイダーの奇き襲しゆうか！　戻る！』

　蓮次の焦あせる声が聞こえた。

　彼がいるのは、叶方から四十メートルほど先行した地点だ。

「ダメ！」

　叶方は叫さけんだ。

　迫せまり来る状じよう況きようが理解できないからこそ、叶方は瞬しゆん時じに理解していた。

〝クリティカル・エリア〟で理解不可能な現象が起きたとしたら、その原因は──。

「ＥＯＭよ！」

　人類の敵、エネミー・オブ・マンカインドの仕し業わざである。

　双眼鏡の視界内を走る双子の片割れ──。

　狂きよう喜きの笑みを浮うかべた男の眼が、ギョロリと。

　叶方を見た。

「──降下用フックを使って、首都高から離り脱だつして！　今すぐに！」

　考えるよりも先に、叶方は叫んでいた。

　あれが、おそらくＥＯＭ。

　そして叶方はもう、ＥＯＭに目をつけられた。

　今から蓮次に戻ってもらっても、間に合わない。たとえ間に合ったとしても、ＥＯＭが相手では二人とも犬死にするだけだろう。

　ここは地上数メートルの高さにある、首都高速道路。

　逃にげ場ばはない。しかし蓮次ならば降下用のアイテムを使って、地上に降りることができるはずだ。

「私は、もう──間に合わない」

　二年前のことを思い出したのは──走そう馬ま燈とうというものだったのかもしれない。

　ただ本当に死ぬ直前にぼんやりとしていたら、蓮次を逃がすことができない。だから早めにそれを見たのだとしたら──自分の計算高さに、苦笑いしか浮かばない。

　後ろから迫るレイダーは、叶方たちを狙ねらって現れたのではないだろう。

　遭そう遇ぐうしたのは、ただの不運だ。

　それが〝クリティカル・エリア〟では当たり前とはいえ──。

「お願い……」

　眼前に迫ったレイダーたちを見ながら、心の中で呪のろう。

　何も今日、このタイミングじゃなくても──。

　叶方はボウガンを構えるも、その肩かたに。

「必ず、奏汰を──」

　恐怖に顔を歪ゆがめたほうのレイダーが、強化した腕うでを振ふり下ろした。

　ぐしゃり、と肩が砕くだける音が叶方の耳元で響ひびき──。

　レイダーが腕を振り抜ぬくと、叶方の右腕が視界の中を舞った。

「──」

　帰ってきた弟の前で、ヴァイオリンを弾くためにあった腕だ。

　傷は喉のどにまで及および、頸けい動どう脈みやくにまで達していた。

　致ち命めい傷しようだ。痛みすら、感じない。

　ただ、瞳ひとみから一ひと粒つぶの涙なみだが零こぼれた。

「ごめんね……奏汰──」

　叶方の口が、本当にその言葉を実際に呟つぶやいたかどうか。

　死にゆく彼女には、そんな判別すらつかなかったが──。

「──ショット！」

　少年の声と、彼女を抱だきしめる力強い感かん触しよくは、はっきりと感じられた。

　遠のきつつあった叶方の意識が、急速に回復していく。

「カナ！」

　頭の左側に赤いホーンを生やした少年が、叶方を抱きかかえていた。

　彼が叶方の胸に突つき刺さしているのは──空っぽになった、修復ショット。

「死ぬなっ！」

　叶方の命令を無視して、叶方を救うために使ったそれは──。

「バカ──」

　今日、〝ハーメルン〟に使うはずだったショットだ。

　叶方の瞳から、また一粒の涙が零れ落ちた。

　彼女が命をとりとめた、この瞬間。

　それは叶方と蓮次が、今回もまた失しつ踪そう者しやの奪だつ還かんに失敗した瞬間だった。
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　蓮次の通信ケーブルから聞こえたのは、パートナーの悲ひ壮そうな声だった。

『お願い……必ず、奏汰を──』

　視界の先、叶方がいる場所から血ち飛沫しぶきを上がるのを見ると同時に──。

　蓮次の身体からだが、勝手に動いていた。

　ソケットから赤いショットを抜き、自らの左腕に突き刺す。

「……ッ！」

　見開いた左ひだり眼めが深しん紅くに染まり、頭部から赤いホーンが生える。彼の左半身に赤く輝くラインが浮かび上がるのを待たず、地面を蹴ける。

　放置された自動車を跳び越え、後方にいる叶方の元へ全速力で駆かける。

「……カナ！」

　視界に捉とらえた時、パートナーの少女は身体を傾かたむけて倒たおれようとしていた。

　少女の片腕が肩からちぎれていた。ネックゲイターが吹ふき飛んでいるのは、首にも損傷を負っている証しよう拠こだ。

　即そく死し──。

　では、ない。

「うおおおおっっ！」

　蓮次はナイフを左手に持ち替かえた。叶方の前に立ったレイダーに向かって突き出す。

　敵もまた反はん撃げきの拳こぶしを繰くり出す。

　命中したのは、蓮次のナイフだった。敵の攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えでかわした蓮次のナイフが、敵の肩に突き刺さった。ナイフごと後方に吹き飛ぶ、レイダー。

　追つい撃げきはしない。それよりも叶方だ。

　蓮次は倒れ行く少女を抱だき止め、青く輝かがやくショットをその胸に突き刺した。

「ショット！」

　修復ショットは、死者には効果がない。

　逆に言えば、ほんの少しでも命の灯ともし火びが残っていれば間に合うということだ。

「カナ！　死ぬなっ！」

　綺き麗れいな叶方の顔が歪んでいるのは、自分が涙ぐんでいるせいだ。

　彼女は蓮次に離脱しろと言ったが、それは無理だ。

　蓮次はもう二度と──目の前で誰だれかを失うことには耐たえられない。

「……バカ……」

　彼の腕の中で、叶方が呟いた。

　少女から切断された腕が消しよう滅めつし、青い輝きに包まれた元の身体がそれを取り戻もどしつつあった。首の裂れつ傷しようも塞ふさがっていき、叶方の目に生気が戻っていく。

「今日こそは……って言ったじゃない……」

　叶方は、泣いていた。

　彼女が言いたいことは、分かっている。

　だが、それでも──蓮次は今、息を吹き返した叶方を見て安あん堵どしていた。

　自分のとった行動に、後こう悔かいはない。

「──キャハハハハッ！」

　唐とう突とつに響いた甲かん高だかい笑い声に、蓮次と叶方はビクリとして顔を上げた。

　蓮次たちの前にいるのは、双子のようにそっくりのレイダーが二人。

　そしてもう一人、地面の上でうずくまって苦く悶もんの表情を浮かべる男だ。

「はあっ……！　ぜえっ……！　うううぅっ──」

　後者は、強化ショットの副作用──〝中毒〟状態にあることが分かる。ショットを長時間使い過ぎたせいで、肉体が耐えられなくなるのだ。

　一方、双子のほうは──。

「キャハハハハッ！」

　血ち塗まみれだった。

　双子がそっくり同じ動きで、自らの身体を激しく搔かきむしっているのだ。

　それなのに片方は狂くるったように嬌きよう声せいを上げ、もう片方は悲鳴を上げる。

　そして、とうとう──双子の片割れが絶命し、倒れた。

「キャハハハハッ！」

　高笑いを上げるレイダーの姿が、シュルシュルと紐ひもが解ほどかれるように萎しぼんだ。

　一いつ瞬しゆんで変へん貌ぼうしたその姿は、『大』の字を表現したような細い肢し体たいをしていた。枯かれ木きのようにどす黒い頭部に髪かみはなく、一対の大きな目玉が埋うめ込まれている。

　蓮次は心臓を鷲わし摑づかみされたような、恐怖を覚える。

「ＥＯ……Ｍ……！」

「首都高に入る前に見た死体も、こいつが……」

　叶方もまた青ざめた顔で、アスファルトの上に転がった死体を見た。

　その悲ひ惨さんな最期は、まさに蓮次たちが地上で見つけた遺体と同じだった。

　蓮次と叶方は、運良く、それをしたＥＯＭをやりすごしたはずだったのに──。

　運の悪いレイダーが、南でそいつと遭そう遇ぐうした。彼らは首都高速道路に逃げ込み、よりにもよって北上してきたことで、両者が鉢はち合あわせした。

　結果──両者ともに、死の運命に捕とらわれているというわけだ。

「レン！　逃げるわよ！」

「了りよう解かい──」

　命令されるまでもなく、蓮次は叶方を伴ともなって逃げ出そうとした。

　しかし──身体が、動かない。

「……！」

　ＥＯＭの大きな目玉が、ギョロリと蓮次を見つめていた。

　枯れ木のようなＥＯＭの身体に、異変が生じた。その細い肢体に編糸が巻きつくようにして、しゅるしゅると音を立てて膨ふくらんでいく。

　そうしてＥＯＭが化けた姿は──蓮次そのものだった。

「──」

　絶句する、蓮次と叶方。

　強化ショットを使った状態で、左眼だけが赤く輝いているところまで瓜うり二ふたつだ。

「──キャハハハハッ！」

　もう一人の蓮次が、嬌声とともに左腕を振りかぶった。

「……！」

　蓮次本人の左腕も、彼の意思に反して大きく振りかぶる。

　そして二人の蓮次が同時に──伸のばした指先を、自らの心臓に突き刺した。

「──おぶっ」

　強化した左手は、やすやすと彼の心臓と肺を破は壊かいした。

　大量の血の塊かたまりが口から噴ふきだし、地面に膝ひざをつく。

　意識が急速に薄うすれていく──。

「うあああっ……！」

　聞こえたのは、叶方の悲鳴。そして彼女が自分に飛びつく感触。

「──ショット！」

　青い輝きが、消える直前だった蓮次の魂たましいを繫つなぎ止めた。

　叶方が蓮次のソケットから修復ショットを引き抜き、彼の身体に注入したのだ。

　しかし彼の変身も解けてしまった。

「キャハハハッ！」

　ＥＯＭもまた、変身が解けた状態の蓮次に変わっていた。

　二人いる蓮次が、自らの顔面と太ももを引っ搔く。

「うぐっ……あっ……！」

　左ひだり頰ほほと脚あしが裂さけ、血が引き出す。

　狙ねらった人間とそっくりの姿に化け、身体の動きを乗っとる。

　その上で自傷することで、その人間を殺す。

　それが眼前にいるＥＯＭの能力なのだろう。

　強化ショットを使ったところで、反撃するどころか、自らの死期を早めるだけだ。

「うっ──」

　尖とがらせた両手の指が、蓮次の片目と喉のどにめり込んだ。

　強化していない生身とはいえ、急所の喉をやられたら、ひとたまりもない──。

「もう、コレしか……！」

　叶方が蓮次のソケットから、三本の強化ショットを引き抜ぬいた。

「起きて──〝アングリィ〟ッッ！」

　叶方が三本まとめてショットを蓮次に注入する。

　同時に、蓮次自らの指先が目と喉に突き刺さった。

　視界が暗転した。喉から噴き出す鮮せん血けつの温ぬくもりを感じながら、前のめりに倒れて──。

　蓮次の身体が、紫色の残像を残して霧む散さんした。

　霧きりが一瞬にして移動したのは──ＥＯＭの真横だった。

「──ガァァアアアアアアッッッ！」

　再び姿を現し、吼ほえる蓮次。

　右眼と頭部の右側から生えた長いホーンから、紫し電でんが[image: 迸]ほとばしった。紫むらさき色いろに輝く右拳を、蓮次の顔をしたＥＯＭに叩たたき込む。

「キャハ──」

　蓮次の──否いな、〝アングリィ〟の攻撃に、ＥＯＭは全く反応できなかった。

　紫電を放つ拳を脇わき腹ばらに受け、身体を折るＥＯＭ。

　蓮次そっくりの身体を紫電が駆け巡めぐり──。

　大量の糸が弾はじけ飛ぶようにして、その姿が一瞬にして元の枯れ木に戻った。

　変身後、一度きりの〝アングリィ〟の能力が発動したのだ。

　攻撃の無効化。敵の追つい尾びと瞬しゆん間かん移動、及および自動反撃。

　そして──敵の能力の強制解除である。

「アアァァアアアッッ！」

　蓮次が拳を振ふり抜くと、枯れ木のようなＥＯＭが吹っ飛んだ。

　放置された自動車を弾き飛ばし、地面の上をバウンドして遮しや音おん壁へきにめり込む。

　ダメージはなさそうだが、蓮次そっくりの見た目は解除された。彼の身動きにも不自由はない。

　しかし〝アングリィ〟化によって増ぞう幅ふくされた、蓮次の憎ぞう悪おは収まらない。

「ガァアアアアアアッッッ！」

　どうして、お前らは……ＥＯＭは──。

　彼のパートナーである叶方が死にかけた、先ほどの恐きよう怖ふを思い出す。

　たった今、自分が殺されかけたことの怒いかりを思い出す。

　そんなにも、人間を殺したがるんだ──。

「やめて、レン！」

　動かないＥＯＭに飛びかかろうとした蓮次に、後ろから叶方が抱きついた。

「そんなＥＯＭと戦っても、意味なんてない！　逃にげるわよ！」

　叫さけび、叶方が道路の脇わきでうずくまっている男を見た。

「あなたも！　とにかくここから逃げて、少しでも生き延びて！」

　中毒症しよう状じようで動けずにいる、レイダーが苦しげに顔を上げた。

「……ダメだ、もう……身体からだが、動かなくて──」

　いや。

　しっかりと動いている。

　言葉とは裏腹に、男が何事もなかったように立ち上がっていた。

「──キャハハハハッ！」

「……！」

　蓮次と叶方は、同時に遮音壁を振り向いた。

　レイダーの男と瓜うり二つの人ひと影かげが、満面の笑みを浮うかべて佇たたずんでいた。

　制せい御ぎよできないほどに強化ショットの効果が浸しん透とうした、その姿は──赤あか鬼おに。双そう眸ぼうを真っ赤に染め、二本のホーンは赤い輝きを放ち、呼気にまで赤い蒸気を含ふくんでいる。

「た、助けてくれ──」

　すがるような顔をしたレイダーが、蓮次たちに襲おそいかかった。

　その動きが操あやつり人形のようにぎこちないのは──実際、ＥＯＭに操られているからだ。

「ガアアッ！」

　反射的に繰り出した蓮次の右拳が、レイダーの顔面を捉とらえた。

　特とく殊しゆ能力はもう使えないが、〝アングリィ〟化した状態の蓮次は普ふ通つうに強化ショットを使っただけの人間よりは強い。レイダーがアスファルトの上を転がっていく。

　しかし──。

「キャハハハッ！」

　むくり、と二人の赤鬼が立ち上がる。

　嗤わらうＥＯＭと、白目を剝むいた男。オリジナルのほうは、今の一いち撃げきで失神したようだ。

　これでは、最初の状じよう況きように戻もどっただけだ。

　もう強化ショットは、一本も残っていない──。

　冷静さとともに恐怖も取り戻した蓮次は、とっさに叶方を突つき飛ばしていた。

「きゃっ……！」

　このままでは、先ほどのように──二人とも、死ぬ。

　それを回かい避ひする方法は、一つしかない。

「ガアアッ！」

　叶方から身を離はなし、ＥＯＭに向かって威い嚇かくする。

　ぎょろり、とＥＯＭの双眸が蓮次を捉えた。

　自分が標的になったことを確信し、彼は──踵きびすを返した。

　北に向かって、首都高速道路を走り出す。

「キャハハハハッ！」

　楽しげに嗤うＥＯＭと、白目のレイダーもまた駆かけ出した。

　蓮次は走りながら、後ろを振り返る。

「レ──」

　思わず声を上げそうになった叶方が、慌あわてて自分の口を押さえた。

　そんなパートナーの少女の横を──二人の赤鬼が、通り抜けた。

　よし──。

　ＥＯＭを引きつけて逃げながら、通信ケーブルの接続部を切り離す。

　人間とそっくりに化け、その人間を操って他の人間を殺す。あるいは自傷行こう為いによって化けた人物を殺す。──しかも標的を追いかける、追走型と言われるＥＯＭだ。

　強力、かつ悪あく趣しゆ味みな敵である。

　しかし一度に複数を標的にすることだけは、ないらしい。

　今はとにかく敵の意識を叶方から逸そらし、強化状態にある蓮次は走って逃げ切る。

　それしか、生き延びる術すべはない。

　そう思って、とっさに行動したのだが──。

「キャハハハハッ！」

　両国国技館の横を走り抜ける蓮次を、二人の赤鬼がピタリと追走していた。

　彼らが蓮次たちの前に現れた時と、全く同じ状況だ。

　もし、このまま逃げ切れなければ──結末まで、同じ道を辿たどるだろう。

　蓮次は中毒状態になるまで逃げるものの、結局は追いつかれ、死ぬ。

　そうなるくらいなら、いっそのこと──。

「──」

　体力が残っているうちに、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで戦うべきだろうか？

　ＥＯＭとはいえ、今は強化ショットを使った人間と同等の戦せん闘とう能力しかないはずだ。両りよう脚あしを折るなりして、敵の機動力を殺した上で逃げれば、あるいは──。

『──緊きん急きゆう通信！』

　唐とう突とつに、スピーカーから叶方の声が響ひびいた。

　通信ケーブルは、とっくに接続を絶った。しかし万が一の場合に備えて、ネックゲイターには無線通信の機能も備えていた。

『そのＥＯＭとは、絶対に戦っちゃダメよ！』

　ギクリ、と蓮次は顔を強こわばらせた。

　馬ば鹿かな相棒が考えることなど、賢かしこいパートナーにはお見通しだったようだ。

『さっきの攻こう撃げきを見て、分かったでしょう？　そいつは──〝ドッペルゲンガー〟は次の標的を追いかける必要がある間は、化けた人間を殺さない。でも標的が近くにいて、追いかける必要がない場合は、その時点で化けた人間を即そく死しさせるのよ』

〝ドッペルゲンガー〟。

　あのＥＯＭを、叶方はそう名付けたようだ。

　ドッペルゲンガー──遭そう遇ぐうしたら死ぬ、もう一人の自分。

　皮肉なほど、伝説にぴったりの名めい称しようである。

『レンが戦おうとして立ち止まった時点で、そいつは化けたレイダーを殺すわ。きっと戦うヒマすら、与あたえてもらえない。そうして次はまた、レンに化けるだけ』

　蓮次の背筋に、冷たいものが走った。

　叶方の忠告がなければ、まさにそうなっていただろう。

〝アングリィ〟の能力がもう使えない以上、戦う余地すらなく一方的に殺される。

　それが、ＥＯＭなのだ。

〝アングリィ〟化という少しばかり特殊な力を使えるというだけで、蓮次はそんな当たり前のことを忘れかけていた。

『お願い、逃げ切って……レン』

　叶方が悲ひ壮そうな声で告げた。蓮次も彼女の無事を祈いのる。

　今日のアタックは──失敗だ。

　強化ショットを使い切ってしまった以上、そのことを認めざるを得ない。あとは〝スポット〟まで、お互たがいに無事に生せい還かんすることが目標だ。

　叶方は、それを果たすだろう。

　だが今も〝スポット〟から遠ざかりつつある、蓮次は──。

『オーバー！　通信機を破は棄き！』

　叶方の命令に従って、蓮次はネックゲイターから通信ケーブルを引き抜いた。

　ケーブルの先にある通信機ごと、遮音壁の向こうに投げ捨てる。

　直後、空中にある通信機を青白い光が包み込んだ。

　光が形を変え、小さな角を生やした魚たちに変わる。魚の口がゴムのように拡ひろがり、暴力的な勢いで通信機を喰くい破っていく。

「……！」

　激しい電光を放ち、一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつする通信機。

　光る魚の群れ──〝エリクトリック・クロウラー〟。

　紛まぎれもない、ＥＯＭの一種である。

　奴やつらは、〝エリア〟内における無線通信を許さない。あるいは──非常に好んでいるのか。とにかく奴らは無線による人類の交信を察知すると、どこからともなく現れる。そして通信を行っている人間を跡あと形かたもなく食い散らかすのである。

〝エリア〟の中で、無線通信を行うのは自殺行為。

　レイダーの間では常識である。

　しかしながら有線通信ならば可能という事実は──意外と知られていない。

「──」

　蓮次は背後を一いち瞥べつし、顔を歪ゆがめた。

「キャハハハハッ！」

　蓮次と二人の赤鬼との距きよ離りは、ほとんど変わっていなかった。

〝アングリィ〟化した状態とはいえ、体力は無限ではない。全力疾しつ走そうを続けているせいで、彼の息は早くも上がっていた。

「ぜえっ……はあっ……！」

　獣けものじみた呼吸音が、蓮次の喉のどから漏もれる。

　どうする？　このまま首都高を走り続けても、いずれ追いつかれる。

　今のうちに地上に飛び降りて隠かくれるべきか？　──いや、叶方の索さく敵てきがないと、クリプテッドとの遭遇は避さけられない。そうなったら状況が悪化するだけだ。

　それなら、やっぱり戦うか？

　ダメだ。叶方は絶対に戦うなと言っていた。

「──」

　走りながら思案を巡めぐらせるも、馬鹿な蓮次には打開策が思いつかない。

　逃にげ切れない──。

　背後からにじり寄る死の恐きよう怖ふに、歯は嚙がみした時だった。

「……？」

　蓮次の視界、首都高速道路の先に何かが見えた。

　空に、ぽつんと。

　ふわふわと重力を無視して浮かんでいる、それは──人影だった。

「──」

　蓮次は、雷かみなりを受けたように思い出す。

　──空を飛ぶ人みたいなのを見かけて……あれもＥＯＭだったのかも。

　昨日、助けた眼鏡めがね少女が言っていた。

　秋葉原の東に浮かぶ、怪あやしい飛行物体。

「ぜっ……！　はあっ──」

　ここに来て、また新たなＥＯＭ。

　それも唯ゆい一いつの進路である、前方を塞ふさがれるだなんて──あまりにも救いがない。

　絶望に打ちひしがれ、無意識に走るスピードを落としかける蓮次だが──。

『こちらは救務庁です』

　突とつ然ぜんに、耳元で声が聞こえた。

　驚おどろきのあまり、みっともないくらい肩かたを竦すくませる蓮次。

『〝クリティカル・エリア〟内に日本政府の許可なく立ち入る行為は、特別救務法によって禁じられています。ただちに行動を停止し、武装を解除してください』

　あまりに場ば違ちがいな口調のアナウンス。

　録音した音声なのだろう。デパートや選挙カーで聞くような、事務的な女性の声だ。

　声の発信源は──。

「……！」

　蓮次は空に浮うかぶ人ひと影かげを見て、ハッとする。

　その浮ふ遊ゆう物体は、ＥＯＭではなかった。

　白を基調としたコートを着ており──頭をすっぽりと覆おおう、大きなヘルメットを被かぶっている。兎うさぎのような二本の耳を伸のばした、奇き妙みような形をしたヘルメットだ。

『あなたの進路方向は、すでに救務庁の正規チームが封ふう鎖さしています』

　救務庁。

　馬鹿みたいなヘルメットはともかく、そいつが着ているコートには、見覚えがあった。

　救務庁の探たん索さくチームの制服である。精せい鋭えい揃ぞろいという正規チームと遭遇したことはないが、補助チームは見かけたことがある。

『繰くり返します。直ちにその場で停止し、武装解除してください』

　この音声は、指向性のマイクによるもののようだ。

　周囲に音を漏らすことなく、狙ねらった相手にだけ警告をするための道具である。

「はあっ──ぜえっ──」

　蓮次は走るのをやめない。止まれるはずがない。

　背後からは、ＥＯＭ。

　前方には、救務庁。

　ＥＯＭに挟はさまれたわけではなかったとはいえ──助かったとは思えない。

　なぜなら。

『これ以上、警告を無視して接近した場合、特別救務法に基づいて攻撃を開始します』

　救務庁には──抵てい抗こうするレイダーを殺害する権利があるからだ。

　立ち止まれば、ＥＯＭに殺される。

　かといって、進めば──救務庁の正規チームに殺される。

『ただちに武装を解除して、投降してください。警告を無視した場合──』

　完全に退路を塞がれた蓮次の耳に──。

『人工衛星ヒマワリ、および救務庁正規チームが攻撃を開始します』

　無機質な警告が繰り返された。
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「……ッ！」

　紫し電でんを纏まとう蓮れん次じの右みぎ眼めとホーンが、激しい熱を帯びた。

　首都高速６号線。

　道路上を全力疾走する彼は、窮きゆう地ちに陥おちいっていた。

「キャハハハハッ！」

　背後から追いかけてくるのは、嬌きよう声せいを上げるＥＯＭ。

　そして前方には──。

『あなたの進路方向は、すでに救務庁の正規チームが封鎖しています』

　空に浮かぶ謎なぞの人影と、救務庁の精せい鋭えいたち。

　いずれも蓮次にとっては天敵だ。

　ＥＯＭからしてみれば蓮次が人類というだけで殺さつ戮りく対象であるし、救務庁から見たら、悪質なレイダーの三人組が警告を無視して接近しているようにしか見えないだろう。

　ほんの一分後には──蓮次は、そのいずれかによって殺される。

　そんな状じよう況きようなのに。

「グゥッ……！」

　急に、蓮次の顔の右側が燃えるように熱くなった。

　紫むらさき色いろに染まる右眼が勝手に動き、空を見る。

『最終警告です──』

　あの空に浮かぶ人影を──〝アングリィ〟が警けい戒かいしている？

　はじめて覚える感覚だった。強化状態を長く続けたことによる中毒症しよう状じようとも違ちがう。

　蓮次の右半身に潜ひそむ〝アングリィ〟から感じる衝しよう動どうは、いつもＥＯＭに対する憎ぞう悪おだけだった。それなのに──。

『ただちに武装を解除して、投降してください。警告を無視した場合、人工衛星ヒマワリ、および救務庁正規チームが攻こう撃げきを開始します』

　人工衛星ヒマワリ。

　もしかして空に浮かぶあいつが、それなのだろうか？

　蓮次の中の〝アングリィ〟が動どう揺ようするほど、危険な人物だとすれば──。

　ますますもって、蓮次に逃げ場がない。

　立ち止まったら、死ぬ。

　進んでも──死ぬしかない。

「はあっ……ぜえっ……！」

　体力も限界だ。蓮次は疲ひ労ろうと酸欠で朦もう朧ろうとしながら、後ろを振ふり向く。

「キャハハハ──」

　愉たのしげに嗤わらう死神を見て──。

　蓮次は、そいつの一瞬の動作を見み逃のがさなかった。

　ぎょろり、と。

　一度だけ、ＥＯＭの視線が蓮次ではなく──空に浮かぶヒマワリを見たのだ。

「──」

　あった。

　蓮次が生き残る方法が、たった一つだけ。

　あくまで蓮次だけが助かるための、自分勝手で卑ひ怯きような作戦だが──。

「がはっ……ぜえっ……！」

　走り続ける蓮次の頭部、左側から小さな突とつ起きが生まれた。

　左の瞳ひとみにも、じわりと紫色が滲にじむ。

〝アングリィ〟化の浸しん食しよくが、左半身にまで及およびつつあった。

　時間切れだ。これ以上、浸食が進めば、蓮次の心身が耐たえきれない。

　道路の先に、自動車を遮しや蔽へい物ぶつにして銃じゆうのようなものを構える数人の人影が見えた。

　救務庁の正規チームだ。

　蓮次たちの接近を知って、防衛線を張っていたのだろう。

　迷っている時間は、もうない。

「ガァッ……！」

　蓮次はソケットから、残りの修復ショットを一度に引き抜ぬいた。

　三本同時に、右みぎ腕うでに勢いよく注入する。

　蓮次の身体からだが、青い輝かがやきに包まれた。風船が破は裂れつするような音とともに、彼の頭に生えたホーンが弾はじけて消えた。身体に浮かぶ紫色のラインも消しよう滅めつする。

「死んで……たまるかっ……！」

　素の肉体に戻もどったことで、走る速度がガクンと落ちた。肺が悲鳴を上げ、両りよう脚あしが折れそうなほどに痛む。

　しかし、それでも蓮次は──止まらない。

「投降するっ！」

　走りながら、前方を塞ぐ救務庁に向かって両手を挙げる。

「助けてくれ……！　ＥＯＭだ！」

　ＥＯＭ。

　彼の放った一言で、救務庁メンバーが構えた銃口に動揺が走った。

　今さら困こん惑わくしたところで、もう遅おそい。蓮次の言葉を信じようと信じまいと、両者の距きよ離りが縮まりつつある状況で、彼らがとるべき行動は一つしかないはずだ。

　素すの状態に戻って投降を示す、蓮次。

　強化ショットを使った状態で、警告を無視して接近しつつあるレイダー二人。

　いずれも正体不明とはいえ、救務庁が攻撃するべき相手は──決まっている。

「……ッッ！」

　首都高速道路を、銃じゆう弾だんの雨が襲おそった。

　救務庁メンバーによる銃撃だ。消音装置を付けているのか、銃声は小さい。

　蓮次は自動車の陰かげに飛び込み、激しく喘あえぐ。

「はあっ！　はあっ！　ぜえっ！」

　救務庁メンバーが待ち構えていたのは、駒こま形がたパーキングエリア。

　首都高速道路と地上を繫つなぐ出入り口がある地点だ。

　そして彼らが狙ったのは、案の定、蓮次ではなく──。

「キャハ──」

〝アングリィ〟化を解いたことで、すでに追いつかれていたらしい。

　自動車を遮蔽物にした蓮次の目の前に、二人の赤あか鬼おにが佇たたずんでいた。

「──」

　ほんの数メートルの距離を置いて、両者は向かい合う。

　双ふた子ごのようにそっくりの顔をしたレイダーは、全身に銃じゆう創そうを負っていた。

　トドメとばかりに、笑顔のレイダーが自らの首に指先を突つき立て──搔かきむしる。

　双子の片割れが、絶命した。どさりと蓮次の前に傷だらけの遺体が転がる。

　しゅるしゅると音を立てて枯かれ木きの姿に戻る、ＥＯＭ。

「お前を攻撃した〝アングリィ〟は──」

　蓮次は顔の右側を手で押さえた。

　目の前にＥＯＭがいる。その恐るべき状況に、上がっていたはずの呼吸が停とまっていた。自分の心臓が激しく高鳴る。

「もう、いないぞ」

　蓮次が〝ドッペルゲンガー〟と向かい合っている中も、銃撃は続いた。

　その中の弾丸の一つが、ガツンと音を立てて〝ドッペルゲンガー〟に命中する。

　ダメージは全くない。

　だが、その大きな目玉が、ぎょろりと動いて──。

　蓮次から、救務庁メンバーへと移った。

「──キャハハハッ！」

　目玉以外に何もなかった顔に、ぽっかりと空くう洞どうができた。そこから身が竦すくむような甲かん高だかい嗤い声が響ひびく。

〝ドッペルゲンガー〟が、走り出した。

　首都高速道路の前方──救務庁メンバーたちに向かって、である。

「……ＥＯＭ！」

　前方から、救務庁メンバーの緊きん張ちようした声が聞こえた。

　たちまち銃声と怒ど号ごうが首都高速６号線を包み込んだ。

『ＥＯＭと接せつ触しよく。探たん索さくチームはマニュアルに従って撤てつ退たいの準備を開始してください』

　空から響いたヒマワリの音声で、蓮次はハッと我に返った。

「──はぁっ！　はぁっ！」

　自動車の陰で、ようやく呼吸を取り戻す。

　助かった。

　ＥＯＭが蓮次から救務庁へターゲットを替えてくれるかどうかは、賭かけだった。

　だが絶体絶命の窮地に立たされた蓮次に、選せん択たくの余地はなかった。

　ＥＯＭを押しつけた救務庁には悪いとしか言いようがないが──。

『人工衛星ヒマワリが撤退のサポートを行います』

　場ば違ちがいに穏おだやかな音声が響き、蓮次の真横を巨きよ大だいな物体が通り抜けた。

「え……？」

　大型のトレーラーだ。車道に放置されていたそれが、ＥＯＭを巻き込んで後方へ弾はじき飛ばされていく。

　地じ響ひびきを上げながら、後方へバウンドしていくトレーラー。

　ＥＯＭもまた、はるか後方に叩たたきつけられた。だがすぐに何事もなかったようにムクリと立ち上がり、呆ぼう然ぜんとする蓮次の横を通り過ぎて前方へ向かって走っていく。

「キャハハハハッッ！」

『探索チームは撤退してください』

　どうやっているのか、自動車がまるでバレーボールのように軽々と宙を舞まってＥＯＭを弾き飛ばしていた。

　銃弾も相変わらず飛び交かっている。

　蓮次は──危険すぎて、自動車の陰から顔を出すこともできない。

「ば、化け物ばかりだ……」

　とても付き合っていられない。

　助かったとはいえ、それも一時的なことだ。

「そこのレイダー！　その場から動くな！」

　救務庁メンバーの警告が聞こえた。彼を保護しようとしているのか、それとも拘こう束そくしようとしているのか──考えるまでもなく、後者だろう。

　この場に残れば、戦せん闘とうに巻き込まれるか、いずれ拘束される。

　かといって後ろに逃にげようにも、飛来する自動車の巻き添ぞえを喰くらいかねない。

　蓮次に残された突とつ破ぱ口こうは──一つしかなかった。

「ここから、離り脱だつする……！」

　彼のパートナーである叶方かなたは、最初からそうしろと指示していた。

　車の陰から飛び出した蓮次を、銃弾がかすめた。

「痛っ……！」

　肩かたの皮ひ膚ふが裂さける痛みに耐え、腰こしのベルトに手をかける。

　バックルと一体になった金属を引っ張る。鉤かぎ爪づめ状になったフックだ。それを一台の自動車に引っかけ、遮しや音おん壁へきに向かって突とつ進しんする。

「うおおっ！」

　救務庁メンバーによる銃撃をかいくぐり、蓮次は──。

　錆さびた遮音壁の切れ間から、地上に向かって身を投じた。

「──ッ！」

　自由落下する蓮次の身体が、空中でガクンと失速した。

　ベルトから伸のびたワイヤーが、彼の体重を支えていた。ワイヤーの先にあるのは、先ほど自動車に引っかけたフックである。

　簡易型の降下用装備だ。彼が腰と大だい腿たい部ぶに巻いたベルトには、フックとワイヤーが仕込まれている。ただしワイヤーが細く、巻き取り機能もないため、蓮次一人を降下させるだけの使い切りである。

「ぐっ……！」

　降下のトレーニングも積んだが、叶方に比べると蓮次は優ゆう秀しゆうではなかった。今も着地の衝しよう撃げきを殺しきれずに、両脚に激痛が走る。

　だが両脚から着地できたし、骨は折れていない。自分にしては上出来だ。

　地上への降下、成功。

　素早くベルトからワイヤーを切きり離はなす、蓮次。

　だが、その彼を取り囲む影かげがあった。

「……！」

　犬型のクリプテッドの群れである。

　高こう架か道路での戦闘音に引き寄せられたのだろう。高架下の柱やマンションの物もの陰かげから、十体以上の犬が唸うなり声ごえとともに姿を現した。

　蓮次の手元に、ナイフはもうない。ショットもない。

　今の彼にクリプテッドを撃げき退たいする術すべは、何一つ残されていなかった。

　だが、その状じよう況きようは──蓮次の想定内だった。

「ＥＯＭに比べれば、お前らなんて……！」

　毒づき、蓮次は走り出した。

　地上のどの方角でもなく──首都高速道路と地上を繫ぐ坂道に向かってである。

　ここは駒形出入口。

　地上に降りた蓮次は、坂道を駆かけ上がって再び首都高速道路に入り──。

「──後ろだ！　さっきのレイダー！」

　首都高速道路を塞ふさいだ救務庁の真後ろへ、回り込む。

　蓮次に投降の意思がないことなど、とっくにバレているのだろう。再び姿を現した蓮次に向かって、銃弾が襲いかかる。

「くあっ……！」

　身体中に裂れつ傷しようを負うも、命中は避さけられた。間かん一いつ髪ぱつのところで、放置自動車の陰に飛び込む蓮次。

　だが彼を追いかけて首都高速道路にやってきたクリプテッドの群れは違ちがった。

　銃弾を受けて一いつ匹ぴきが倒たおれると、群れの視線が救務庁メンバーに移った。

「クリプテッド！　群れだ！」

「あのガキ……！　全部、押しつけていく気か！」

「仕留めます。ショットの使用許可を」

「待て！　今は迎げい撃げきに集中する！　分散するな！」

　殺気を纏まとう黒くろ髪かみの美人を、リーダーらしき男が制止する光景が見えた。

　蓮次は罪悪感を憶えつつも、地面を蹴けった。

　北へ。

　ナイフやショットを失い、退路も断たれた蓮次に残された逃げ道。

　それは救務庁メンバーたちの背後。

　皮肉にも──蓮次の当初の目的地である、浅あさ草くさ方面だった。

「これで完全に、救務庁を敵に回したな……」

　戦闘の気配が、後方に遠ざかっていく。

　ＥＯＭとクリプテッドを押しつけ、自分だけ助かろうとした結果だ。

　蓮次はもう二度と、救務庁がレイダーを悪あしざまに言う様を否定できない。それどころか、救務庁はこれからさらにレイダーを弾だん圧あつするようになるだろう。

　しかし、それでも──死ぬわけにはいかなかった。

　生きる道が見つかった以上、それにすがるしかなかった。

「カナ……駒形を越こえたぞ」

　頼たよりない足取りで首都高速道路を走りながら、呟つぶやく。

「俺たちの、最高記録だ──」

　彼のパートナーの少女は、ここにはいない。

　ＥＯＭとクリプテッド、そして救務庁という天敵から逃のがれることができた。

　だが──それだけだ。

　今の蓮次は、裸はだかで戦場のど真ん中に取り残されたようなものである。

　一年と八ヶ月もの間、この〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうし続けてきた経験があるからこそ、分かる。

　ほとんど丸まる腰ごしの蓮次が、ここから拠きよ点てんのある東京ドームにまで無事に戻もどることができる可能性は──ゼロに等しい。

「どの道、俺は生きて帰るのは無理なんだろうな……」

　ポツリと呟く。いつの間にか、自分の足が走るのをやめていた。

　蓮次がいる場所は、見晴らしが良かった。

　高架道路から見える都心には、紫むらさき色いろの霧きりが立ちこめていた。

　併へい走そうする隅すみ田だ川がわの水までもが紫色で、それが真水なのかどうかも疑わしい。

　外界から都心を隔かく絶ぜつする紫色の壁かべが、前方にそびえていた。

　ここは〝クリティカル・エリア〟の果て──。

　浅草はもう、目と鼻の先だ。

「いや──」

　蓮次が目を閉じる。

　──うん、待ってる。

　まぶたの裏に浮うかぶ、大切な人の笑顔。

　大おお郷さと夢ゆ衣いの笑顔は、死を目前とした今も色あせていなかった。

「一分でも……一秒でも、長く生き延びてやる」

　蓮次は両目を開き、走り出した。

　進路は、北。

　戻ることはできずとも、浅草までは辿たどり着くことができるかもしれない。

「せめて〝ハーメルン〟を、またこの目で見つけて──少しでも情報を……」

　蓮次の命は、彼のものではない。

　二年前のあの日、蓮次は一度死んだのだ。

　だから今の彼の命は、彼を救おうとしてくれた幼なじみの少女のためにある。

　蓮次が勝手に諦あきらめるなど、許されない。

「手に入れた情報をメモに残しておけば……きっとカナが見つけてくれる」

　パートナーの少女は、蓮次と違って優秀だ。

　彼女ならば今日、無事に生せい還かんできるだろう。そしていつの日か、必ず浅草に辿り着くはずだ。その時、きっと彼の残した情報が役に立つだろう。

　そうすれば、蓮次のやってきたことは無む駄だにはならない。

　神かみ頼だのみも、他人ひと任まかせもできないが──。

　自分のパートナーにならば、希望を託たくすことができる。

「もう少しだけ待っててくれよ……ゆー姉ねえ」

　蓮次がここにはいない想おもい人に、そう語りかけた時だった。

　気配どころか、何の前まえ触ぶれもなく。

　一つの人ひと影かげが舞まい降りた。

「うっ……!?」

　白いコートと、ピンク色のブーツ。

　そのまま深海調査でも始めそうな、巨大で分厚いヘルメット。

　見覚えがある佇まいだった。というより、つい先ほど目もく撃げきしたばかりだ。

『ただちに武装を解除し、両手を頭の後ろで組んでください』

　人工衛星ヒマワリ。

　駒形パーキングエリアの上空に浮かんでいた──おそらくは救務庁メンバーの一人である。空に浮かんでいた仕組み、名前、見た目、音声、全すべてが謎の人物だ。

　後あと退ずさる、蓮次。

「お、俺を……追いかけて来たのか？　ＥＯＭはどうなって──うっ？」

　顔の右半分が、急に熱を帯びた。

「な、なんだ──〝アングリィ〟が……！」

　熱どころではない。右みぎ眼めが爆ばく発はつしそうだ。ショットを使ったわけでもないのに、ゴーグルから一いつ瞬しゆん、紫し電でんが[image: 迸]ほとばしる。こんなことは、はじめてだ。

『貴方あなたは重大な犯罪行こう為いを犯おかしました。この場で拘こう束そくします』

　無感情な音声を響ひびかせる、ヘルメット。その前面は鏡面加工になっていて、奥にあるはずの素顔を窺うかがうことはできない。

　対たい峙じする蓮次とヘルメットの後方から、異様な声が聞こえた。

　嗤わらい声ごえだ。

　蓮次はぞっとして、後ろを振ふり向く。

　二度と聞きたくなかった、キャハハと嗤う声がこちらに向かって近づきつつあった。

「な、仲間からＥＯＭを引き離そうとして、ここまで……？」

　眼前に佇たたずむヘルメットに向き直る。

　右半身の耐たえがたい熱が、急速に引いていく。──一体、何が原因だったのか分からないが、どう考えても今はそれどころではない。

「それじゃあ、どうして俺の前に降りてくるんだよ……！」

　ＥＯＭを押しつけた仕返しにしても、状況が悪すぎる。

　蓮次にとって、だけではない。

　むしろＥＯＭに追われているヘルメットのほうが危険なはずだ。

　しかし人工衛星ヒマワリという、謎なぞの人物は──。

『抵てい抗こうするならば、この場で強制的に拘束します』

　その音声とは裏腹に、じっと蓮次を見つめて佇むだけだった。
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『繰くり返します──』

　蓮次の前で音声を繰り返すヒマワリが、ヘルメットを動かした。

　首都高速道路を走って接近する、人型の影かげを警けい戒かいしたのだ。

「キャハハハッ！」

　枯かれ木きのようなＥＯＭ──〝ドッペルゲンガー〟が、後方から迫せまりつつあった。

　ヒマワリとＥＯＭに挟はさまれた蓮次は、身動きがとれない。

「そのまま飛んでいけば、引き離はなせただろ……！　わざわざ俺に警告するためだけに降りてきたっていうのか……？」

　顔を押さえて呻うめく蓮次の前で、ヒマワリがコートの袖そでに手を伸のばした。

『非常事態、発生。拘束対象は、その場から動かないでください』

　ヒマワリの手首部分をグルリと囲むように、無数のソケットが縫ぬい込まれていた。そこには複数の変身ショットが挿そう入にゆうされている。

『警告を無視して逃とう走そうした場合、公務執しつ行こう妨ぼう害がいの罪状が追加されます』

　ヒマワリが引き抜ぬいたのは、赤い強化ショットだった。尖とがった先せん端たんを、コートとヘルメットの間──自らの首に突つき刺さす。

「戦うつもりか……？　ＥＯＭと？」

　眼前の人物が戦せん闘とう態勢をとったことに驚おどろく。

　ＥＯＭと戦うなんて発想自体、この〝エリア〟内ではナンセンスだ。

　救務庁の、それも精せい鋭えい集団と言われる正規チームの一員が、そんなことも知らないとは思えないが──。

　蓮次は、その光景を見て凍こおりついた。

　ヒマワリが二本目の強化ショットを、自らの首に注入したのだ。

「二本目、だって……？」

　一度に複数のショットを同時使用する。

　そんなことをする人間を、蓮次ははじめて見た。

　他ならぬ──蓮次自身を除いては、だが。

　普ふ通つうの人間ならば、ショットの効果が持続しているうちは、何本利用しても効果が重複することはない。つまり使用するだけ無駄なのだ。

「──くあっ……！」

　再び、蓮次の右半身が熱くなった。右眼だけでなく、右みぎ腕うでも痺しびれる。

　蓮次が呆ぼう然ぜんとして顔を上げると、ヒマワリもこちらを見ていた。

「……」

『……』

　秋月蓮次と、ヒマワリ。

　今日、〝エリア〟内ではじめて遭そう遇ぐうしたはずの両者が──刹せつ那な、見つめ合う。

　疼うずく右半身、複数のショットの同時使用、顔の見えない謎の人物。

　蓮次の頭の中で、何かが結びつきそうになるも──。

「──キャハハハッ！」

　首都高速道路に響き渡わたる嬌きよう声せいで、彼は我に返った。

　ヒマワリも同時に、彼から視線を外した。

「……！」

　また蓮次が驚くべき光景が、繰り広げられた。

　ヒマワリという人物のヘルメットが、紫色の輝かがやきを放ったのだ。ヘルメットの大きさと比べて細い手足にも、紫電が纏まとわりつく。

　赤ではない。緑でもなければ、青でもない。

　紫色という強化ショットの輝きを見たのは、はじめてだった。

　やはり──蓮次自身を除いては。

「キャハハハッ！」

　放置自動車の間をすり抜けて接近するＥＯＭを、ヒマワリが人差し指で指さした。

　ピンク色の手て袋ぶくろをした指先に、紫色の光が生まれた。

　光こう弾だんとなって放たれたそれは、ヒマワリとＥＯＭの中間地点でピタリと静止し──。

　車道にある自動車が宙に浮かび上がった。次々と紫色の光に引き寄せられる自動車。

『人工衛星ヒマワリが、ＥＯＭの撃げき退たいを試みます』

　巨きよ大だいな鉄てつ塊かいと化した自動車たちが、弾はじかれたように水平に飛んだ。

　まるで砲ほう弾だんだ。

　見事にＥＯＭに命中し、首都高速道路に轟ごう音おんが響き渡る。

　先ほど駒形パーキングエリアで見た戦闘風景も、同じ能力によるものだったのだろう。

「こ、これもショットの力なのか……？」

　とっさに道路の端はしに避ひ難なんしつつ、蓮次は呻いた。

　レイダーの中には、想像もつかないようなショットの使い方をする者がいる。これまでにも何度か、そういう人間と遭遇したことがあった。

「でも、これは……」

　空を飛んだり、見えない力で巨大な質量を操あやつるような能力は見たことがない。

　何よりも、ヒマワリとかいう人物が纏う紫色の輝きと、同時に複数のショットを注入するというスタイルは、まるで──。

「まるで〝アングリィ〟みたいな──」

　言いかけて、蓮次は異変に気づいた。

　ＥＯＭは鉄塊とともに、後方へ弾き飛ばされた。──駒形パーキングでの戦闘と同じように、そうなったものとばかり思っていたが。

　今回は、違ちがった。

「──キャハハハハッ！」

　ＥＯＭが枯れ木のような四し肢しを、アスファルトに突き刺していた。四よつん這ばいの状態で衝しよう撃げきに耐えたＥＯＭが後退したのは、わずか数メートルほどである。

　まずい──。

　地面から手足を抜くＥＯＭを見て、蓮次の背筋が凍りつく。

　ヒマワリもＥＯＭの学習能力は想定外だったようだ。再び駆かけ出したＥＯＭに向かって、また腕うでを持ち上げるも──〝ドッペルゲンガー〟の接近を許してしまう。

　しゅるしゅると音を立てて、ＥＯＭの姿が一変する。

『──こちら、救務庁です』

　白いコートと、不自然に大きなヘルメット。紫むらさき色いろに輝く身体からだ。

　ＥＯＭが一瞬にして、人工衛星ヒマワリとそっくりの姿に変へん貌ぼうしていた。

『こちら救務庁です。こちら救務庁です。キャハハハハッ』

〝ドッペルゲンガー〟のヘルメットが、女性の音声で嬌声を上げた。

　一方、オリジナルのヒマワリの判断は早かった。身体が宙に浮うかぶ。

『緊きん急きゆう事態、発生。人工衛星ヒマワリは戦線を離り脱だつします』

　しかし──。

『こちら救務庁です。こちら救務庁です』

　ＥＯＭがヒマワリを指さした。指先に発生した紫色の光弾がヒマワリの足元に命中し、飛び立とうとするヒマワリを地面に引き留める。

『緊急事態、発生。緊急事態、発生──』

　ヒマワリの周囲にある自動車が、見えない力に押し潰つぶされた。ヒマワリもまた、のしかかる重圧に押され、ガクガクと震ふるえる。頭部を覆おおうヘルメットが火花を上げた。

『緊急事態、発生──』

　それでも両腕を持ち上げ、光弾を二つ放つヒマワリ。

〝ドッペルゲンガー〟に紫色の光弾が命中した。後方へ吹ふき飛ぶ。

　しかし、同時に──。

『緊急──』

　全く同じ動きで、ヒマワリ自身も後ろに弾き飛ばされた。細い身体が、背中から放置自動車に叩たたきつけられる。

　人工衛星ヒマワリは、おそらく重力のようなものを操ることができるのだろう。

　一方、ＥＯＭ──〝ドッペルゲンガー〟は見た目だけではなく、ヒマワリの能力までも完全にコピーしているようだ。その上、ダメージは全てヒマワリ自身に跳はね返る仕組みになっているらしい。

　救務庁の精鋭とはいえ、〝クリティカル・エリア〟のルールからは逃のがれられない。

　ＥＯＭに捕ほ捉そくされれば、死ぬ──。

「──」

　道路端はじに退たい避ひした蓮次は、根が生えたようにその場から動くことができなかった。

　ＥＯＭがヒマワリと戦っている今なら、逃にげられるかもしれない。

　でも──自分のせいで巻き込んだヒマワリを、目の前で見捨てて？

　そもそも、そのつもりでＥＯＭを押しつけたんだから──。

　いや、そもそも、どうやって逃げる？　降下用フックも、もうないのに？

　顔を歪ゆがめ、迷う蓮次の心中を見み透すかしたのか──。

『こちら、救務庁です。キャハハハッ！』

　ムクリと身を起こした〝ドッペルゲンガー〟が、ヘルメットを蓮次に向けた。

「くっ……！」

　敵はすでに蓮次を次の標的と決めているようだ。

　ＥＯＭが紫色の輝きを纏う左手を持ち上げた。自らの肩かたを引っ搔かく。

　二カ所から、血ち飛沫しぶきが上がった。

　自ら肩を引き裂さいたＥＯＭと──全く同じ動きで自傷したヒマワリの肩である。

『負傷しました。修復ショットを使用します』

　ヒマワリが無機質な音声で言った。

　言っただけだ。ヒマワリの身体はガクガクと震えるだけで動かない。

〝ドッペルゲンガー〟が自らのヘルメットを搔きむしった。

『こちら、救務庁です。こちら──』

『緊急事態、発生。緊急──』

　ヒマワリもまた自分のヘルメットを搔きむしる。強化された両手が、分厚いヘルメットを確実に削けずり取っていく。

「くそぉっ！」

　蓮次は地面を蹴けり、ヒマワリに向かって走る。

「お前がやられたら、次は俺なんだ……！」

　選せん択たくの余地など、最初から存在しないも同然だった。

　再びＥＯＭに追いつかれた時点で、目の前の人物と蓮次は一蓮托たく生しよう──人類の敵に捕とらえられた、弱き被ひ捕ほ食しよく者しやどうしにすぎない。

　ヘルメットを壊こわし続けるヒマワリに飛びつき、強引に袖から修復ショットを引き抜く。

「──ショット！」

　コートの上から、細い身体にショットを射うち込む。

　しかし反応がない。

「なっ……？　まさか一本じゃ足りないのか……？」

　先ほど、ヒマワリは二本連続で強化ショットを使っていた。

　あれが見間違いではないとしたら、もしかしたら──。

「死ぬなっ！　なんとか……逃げてくれっ！」

　すがる思いで、さらにもう一本の修復ショットを注入する。

　ヒマワリの身体が、青い輝きに包まれた。肩に刻まれた傷が癒いえ、破れたコートの下の白い肌はだが露あらわになる。

『キャハハ──』

〝ドッペルゲンガー〟の嗤わらい声がプツリと途切れた。ヘルメットの音声機能がついに停止したのだ。

　また血飛沫が上がった。ビクンとヒマワリの身体が跳ねる。

〝ドッペルゲンガー〟の自傷行為が止まらない。

「くそぉ……！　ショッ──」

　このままでは、キリがない。

　そう思いながらも、再び修復ショットをヒマワリに注入した瞬しゆん間かんだった。

　蓮次は、ピタリと動きを止めた。

　身体の動きどころか、思考も完全停止していた。

　呼吸、ひいては心臓の動きまでも停とまっていたかもしれない。

「──」

　ヘルメットが完全に破は壊かいされて──ヒマワリの素顔が露わになっていた。

　人工衛星ヒマワリ。

　救務庁の探たん索さくメンバーの一員らしき、謎なぞの人物。

　先ほどまでの音声は録音したものを垂れ流していただけだったのだろう。

　その人物の素顔は、まだ幼さの残る少女だった。

　いや、そんなことは、どうでもいい。

　問題は、その顔が蓮次がよく知っている人物だということだ。

「──」

　よく知っているどころではない。

　しかし、その少女はここにいるはずがない人物で──。

　それどころか、〝エリア〟の外にもいるはずがなくて──。

「な──んで──」

　蓮次の凍こおりついた表情から、一筋の涙なみだが零こぼれた。

　あり得ない。

　だが彼が、その顔を見み間ま違ちがえるはずがない。

　だからこそ、なぜ彼女がここにいるのか分からない。

「──ゆー姉ねえ……？」

　ヘルメットの残ざん骸がいの下から現れた少女。
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　それは二年前、蓮次の目の前で姿を消した、蓮次の大切な幼なじみ。

　大郷夢衣に間違いなかった。
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　やや目め尻じりの下がった優しげな目と、ふんわりと柔やわらかそうな髪かみ。

　丸い頰ほおと、蓮次を呼ぶ時に少し尖とがらせる形になる唇くちびる。

　二年前、東京厄やく襲しゆうによって引き離はなされて以来──。

　一日だって、蓮次はその顔を忘れたことがなかった。

「──ゆー姉……？」

　大郷夢衣。

　東京厄襲が発生した、あの日。

　蓮次をかばって、数百万人の都民もろともＥＯＭによって吸い込まれた少女。

　蓮次の幼なじみで、大切な人。

　彼は二年間、彼女を救い出すことだけを目的に生きてきた。

　そうして今日、夢衣を吸い込んだＥＯＭがいるであろう浅草に、ようやく辿たどり着けるはずだったが──別のＥＯＭとの遭そう遇ぐうで、それも不可能になった。

　それでも蓮次は北を目指そうとしたところ──。

　目の前に、その幼なじみが立っている。

　他の誰だれでもない、蓮次だけはその顔を見間違えるはずがなかった。

　ただ記き憶おくの中にある夢衣よりも、幼く見えるのは──蓮次もいまや、二年前の彼女と同い年になったからかもしれない。

「ゆー……」

　なぜ、蓮次が助けるはずの彼女がここにいるのか。

　なぜ、救務庁の制服を着ているのか。

　一体、今までどこで何をしていたのか。

　あまりにも唐とう突とつで、あまりにも不合理すぎる光景に──。

　蓮次は呼吸も忘れ、眼前の少女を凝ぎよう視しするしかなかった。

　ただ一筋、彼の瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。

　何も起きなければ、丸一日でもそうやって呆ぼう然ぜんとしていただろう。

　しかし──。

「──」

　蓮次の見つめる前で、人工衛星ヒマワリ──否いな、夢衣が。

　自らの首を、右手で搔き切った。

　目を見開く蓮次の視界が、夢衣の鮮せん血けつで真っ赤に染まる。

　目を閉じ、ガクリとうなだれる夢衣を、反射的に抱だきかかえる蓮次の耳に──。

「キャハハハハッ！」

　耳みみ障ざわりな嗤い声が、背後から聞こえた。

　先ほどまでの女性の音声ではない。紛まぎれもない夢衣の声で、ＥＯＭが嗤う。

「キャハハハハハハハッ！」

「──うあああああっ！」

　蓮次は夢衣の袖そでから修復ショットを引き抜ぬき、彼女の身体からだに突つき刺さす。

　頭で考えた行動ではなかった。

　二年間、パートナーの弓家叶方とともにトレーニングを積み、何度も死にかけて身体で覚えたのだ。──死にそうになったら、とにかく修復ショットを射つ。

　蓮次の積み重ねた経験が、夢衣の命をかろうじて繫つなぎ止めた。

　夢衣が青い輝かがやきに包まれた。首の裂れつ傷しようが治ち癒ゆされていく。

「キャハハハハッ！」

　嗤い声につられて振ふり向くと、もう一人の大郷夢衣が嗤っていた。

　邪じや悪あくな笑顔を浮うかべた偽にせ物ものの夢衣が、再び自らの首に手を伸のばす。

「──」

　蓮次の眉まゆが吊つり上がった。

　夢衣の袖から、三本の強化ショットを引き抜く。

　この二年間──様々な激情にかられ、気が狂くるいそうになることもあった。

　自己嫌けん悪お、悲しみ、寂さびしさ、そして、絶望。

　だがそれでも、今ほどの怒いかりにかられたことはなかった。

　ＥＯＭ。

　お前らは、また俺から彼女を奪うばおうっていうのか──。

「ショットッッ！」

　涙を流しながら、鷲わし摑づかみにした三本の強化ショットを右みぎ腕うでに突き刺す。

　マグマのように熱い何かが、蓮次の右半身を駆かけ巡めぐった。

　右眼が紫むらさき色いろに染まり、[image: 迸]ほとばしる紫し電でんを放つ。

　首都高速道路の空気を震ふるわせる衝しよう撃げきとともに、頭部の右側からホーンが生える。

「──ガァアアァアアアアアッッッ！」

　吼ほえる蓮次の右半身に、紫色に輝くラインが浮かび上がった。

　気絶した夢衣をその場に残し、〝ドッペルゲンガー〟に向かって猛もう然ぜんと走り出す。

「キャハハハハハッ！」

〝ドッペルゲンガー〟が首を搔くのを止やめ、腕を前に突き出した。

　蓮次を敵と捉とらえたのだろう。指先から紫色の光こう弾だんを放つ。

「……ッッ！」

　蓮次は避さけるつもりなどない。自ら光弾に身をぶつける。

　小さな光球は、想像以上の破壊力を秘めていた。

　巨きよ大だいな岩石にのしかかられたような重圧が、蓮次の強化した肉体を押し潰つぶす。嫌いやな音とともに手足が折れ、頭部に生やしたホーンが粉々に砕くだける。

　何度も経験した、死の感覚。

　今までに一体、どれだけの回数、蓮次はそれを経験しただろう？

　最初は二年前、東京厄襲が発生した時だ。

　あの時、蓮次の中に〝何か〟が棲すみ着いた。

　彼が〝アングリィ〟と名付けたそいつは、祝福か、それとも呪のろいか。

　それ以来、蓮次は死を間近に感じる度に、その安あん寧ねいに身を委ゆだねそうになるが──。

　──うん、待ってる。

　あの日、夢衣が浮かべた笑顔が、蓮次に眠ねむりにつくことを許さなかった。

「──」

　圧殺されたはずの蓮次が紫色の霞かすみとなって消えて──。

　彼に攻こう撃げきを仕し掛かけた〝ドッペルゲンガー〟の真横に、忽こつ然ぜんと姿を現す。

「ガァァアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　紫色に輝く蓮次の右みぎ拳こぶしが、偽にせ物ものの夢衣の脇わき腹ばらに突き刺さった。

　ＥＯＭと呼ばれる存在が、なぜ人類を憎にくみ、殺そうとするのかは分からない。

　だが彼の大切な人を奪おうとするならば──。

　蓮次は、彼らを憎ぞう悪おする。

　数百万人を吸い込んだ〝ハーメルン〟だけではない。

　一いつ匹ぴき残らず、人類の敵を根絶しなければならない。

　二度と大切な人が奪われることはないと、心から安あん堵どできるまで──。

「キャハ──」

　蓮次の拳を受けた〝ドッペルゲンガー〟に、紫電が駆け巡った。着ぐるみが弾はじけ飛ぶように、夢衣の姿から元の枯かれ木きのような躰からだに戻もどる。

〝アングリィ〟の攻撃で能力を解除されたＥＯＭが、自動車をなぎ倒たおしながら遮しや音おん壁へきに激げき突とつした。電灯や壁かべを破壊し、跳はね返って宙に放り出される。

　蓮次は怒りに任せて、跳ちよう躍やくする。

　人形のように舞まい上がったＥＯＭの頭を、空中で摑つかみ──。

「ガァァアアアアアアアッッッ！」

　着地の勢いのまま、アスファルトの地面に叩たたき付ける。

　首都高速道路を地じ響ひびきが襲った。

　大きな亀き裂れつを走らせて地面にめり込んだＥＯＭを、蓮次は何度も拳で打ちつける。

「ガァアアアアッッ！　ガアアアアアッッ！」

　ＥＯＭには傷一つ、ついていない。

　大きな目玉を、ギョロギョロと忙せわしなく動かすだけだ。

　それでも蓮次は攻撃を止めない。紫色の輝きに包まれた右足で何度も踏ふみつけ、ピクリとも動かないそいつを鷲わし摑づかみにして地面から引っこ抜く。

　大きく振りかぶり、力任せに投げ飛ばす。

　ＥＯＭの枯れ木のような躰が、アスファルトの地面を抉えぐった。大量の石つぶてを伴ともなってバウンドした枯れ木が、何台もの自動車を弾はじき飛ばし、遮音壁を突き破やぶって──。

　首都高速道路の横に建つビルの横っ腹に、深々と突き刺さった。

　衝撃と共に真っ二つに折れ、土つち煙けむりとともに崩ほう壊かいするビル。

「ガアアアアアアアアアッッッ！」

　蓮次の口から、〝クリティカル・エリア〟全体に響ひびき渡わたろうかという咆ほう哮こうが放たれた。

　じわり、と蓮次の左眼が紫色に滲にじんだ。

　頭部の左側からも、小さなホーンが生える。
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　ＥＯＭが人類にとっての天敵だというのならば。

　蓮次が、ＥＯＭにとっての天敵になる。

　彼の中にいる〝アングリィ〟の力を使って──。

「──う……」

〝ドッペルゲンガー〟を追いかけようとした蓮次の耳に、小さな呻うめき声ごえが飛び込んだ。

　ハッとして、振り返る。

　気を失った少女が、地面の上に横たわっていた。

　ゆー姉──。

「グッ……」

　今は目の前にいる敵よりも、夢衣の身の安全のほうが大事だ。

　倒れた夢衣を見て、そのことを思い出すも──。

「グゥゥッ──」

　彼の中で燃え盛る怒りと、紫色に輝く身体が言うことを聞かなかった。

〝アングリィ〟が──ＥＯＭを殺したがっている。

　ついさっきまで同調していたはずの蓮次に、もっと怒おこれと抵てい抗こうしている。

「ガァァッ……！」

　それでもビルではなく夢衣に向かって歩き出せたのは──彼がまだ、手て遅おくれではないという証しよう拠こだろう。

〝アングリィ〟化するたびに、蓮次の意思はそれに浸しん食しよくされつつある。

　とっくに分かっていたことだ。

　はじめて〝アングリィ〟化した時は、修復ショット二本で元に戻ることができた。

　それが今では三本だ。このままでは、いずれもっと──。

　いや、この先、本数を増やせば元に戻れるという保証すら、どこにもない。

「グゥッ……」

　とうとう地面に手をつき、這はうようにして夢衣の元に戻る。

　彼女の袖から修復ショットを三本引き抜き、自らの右みぎ肩かたに注入する。

　青い輝きが、紫色の輝きを消し去った。

「……ゆー姉……」

　元の姿に戻った蓮次は、眼前で眠る夢衣を見つめた。

　やっぱり、間ま違ちがいない。

　蓮次の好きな──物心ついた頃ころから、ずっと好きだった幼なじみである。

「……！」

　どこからか、甲かん高だかい嗤わらい声が聞こえた。

〝アングリィ〟に殴なぐられ、ビルの崩壊に巻き込まれたとはいえ──〝ドッペルゲンガー〟は健在のようだ。

　ＥＯＭだけではない。

　すぐに救務庁の精せい鋭えいたちも、ここへやって来るだろう。

「……ゆー姉」

　蓮次はふらつきながら立ち上がった。残りの力を振り絞しぼり、夢衣を抱だき上げる。

　なぜ大切な人がここにいるのか、分からない。

　だが、ここに留とどまっているのは危険だ。

　地上にはＥＯＭ、後方からは救務庁──。

　ならば蓮次たちの逃にげる道は、やはり一つしかなかった。

　北だ。

「帰ろう、ゆー姉……」

　疲ひ弊へいし、埃ほこりで汚よごれた顔で夢衣の寝ね顔がおを見つめる。

　成長した蓮次の身長は、いつの間にか夢衣を追い越こしていた。疲つかれているとはいえ、しっかりと彼女を抱だきかかえられるくらい、両りよう腕うでも逞たくましくなった。

　あれだけ大人に見えていた夢衣の顔も──ずいぶん幼く見える。

「俺たちの世界に、帰ろう……」

　呟つぶやき、蓮次は首都高速６号線を歩き出した。
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　あれは東京厄やく襲しゆうが発生して、間もなくのことだ。

　蓮次が厄襲の余波で受けた傷が、まだ癒いえきっていない頃ころ。

　日本という国は、混乱のピークにあった。

　政府や国連機関による公式会見が毎日のように開かれる一方で、都心以外に住む人々の動どう揺ようも激しかった。日本国民は海外に避ひ難なんする者と国内に残る者で真っ二つに分かれ、警察や市庁舎などの公的機関は混乱する人々への対応でパンク状態に陥おちいっていた。海外からの支し援えんもあり、首しゆ都と圏けん内の電気、ガス、水道などのライフラインが最低限、維い持じされていたことだけでも奇き跡せきに近い。

　新設された救務庁の存在も大きい。彼らが東京厄襲に関かかわる対応を一手に引き受けたことで、他の公的機関は日本国民の生活を維持するための行動に集中できたのだ。そうでなければ混乱どころではなく、ドミノ倒だおし的に国家運営そのものが崩ほう壊かいしていただろう。

　国という最後の枠わく組ぐみだけは守られた。

　しかし国内に住む住民の動揺は収まらない。

　それは秋あき月づき家も同じだった。

「──うわあぁぁああんっ！」

　覚えているのは、まだ小学生だった妹の大きな泣き声。

　そして自分の拳こぶしに残る、嫌いやな感かん触しよく。

　実の兄を本気で殴なぐったのは、その時がはじめてだった。

「お前ぇっ！」

　中学二年生の蓮次の拳くらいで、大学生の兄がソファに倒れ込んだのは──彼がわざとそれを避さけなかったからだ。そのことが分かって、蓮次はさらに頭に血を上らせた。

「お前、そんな余計なことしてやがったのかよっ！」

　蓮次は飛びかかるが、兄の翔しよう一いちは彼の二発目までは許さなかった。

　翔一の突つき出した踵かかとが、蓮次を蹴けり飛ばす。テーブルを倒して転がる蓮次。

「仕方ないだろうがっ！」

　翔一も怒おこっていた。普ふ段だんは温厚な兄が、眉まゆを吊つり上げて怒ど鳴なる。

「お前は小さい頃から、何をしでかすか分からないところがあった！　それに夢衣ちゃんもだ！　夢衣ちゃんの両親は、またいつか彼女が家出をするんじゃないかと不安がっていた！　だから向こうの家も承知の上だったんだ！」

「ゆー姉ん家ちも……グルだったのかよ！　ふざけんなっ！」

　蓮次はますます激げき昂こうして殴りかかった。しかし簡単に翔一に腕うでを受け止められる。

　もみ合う兄弟と、大声で泣く妹。

　怒ど声せいが飛び交かうリビングルームに、「何してるの！」「やめなさい！」とキッチンや洗面所から両親が飛び込んできた。

　なぜ、そうなったのか。

　原因は、翔一が今いま頃ごろになって、ある秘密を蓮次に明かしたことにある。

「お前とゆー姉がよく連れん絡らくしあってたのは、そういうことかよ……」

　兄が弟に語った、ある秘密。

　それは蓮次の〝家出ごっこ〟に、なぜ夢衣がいつもタイミング良く同行していたか。

　その真相だった。

「俺の行動をいちいちゆー姉に知らせるなんて、馬ば鹿かげてる……！」

　兄の翔一が、弟の行動を逐ちく一いち、夢衣に密告していたのだ。

　蓮次のことを、翔一と夢衣で〝監かん視し〟していたということだ。

　そうして蓮次が家出しそうになると、夢衣が偶ぐう然ぜんを装よそおって彼に付きそう。

　いわば夢衣は未熟な蓮次の保護者であり、彼女自身のガス抜ぬきにもなる。

　蓮次と夢衣の暗あん黙もくの了りよう解かいであり、秘密の逢おう瀬せだったはずの〝家出ごっこ〟。

　その真相は──両家によって仕組まれた、茶番にすぎなかった。

「だったら、あの日……俺にゆー姉がついてきたのは、お前らのせいでもあるんじゃねえかっ！」

　全すべて、理解してしまった。

　厄襲に巻き込まれた蓮次が入院している間、兄が大郷家に謝罪したという理由。

　そして大郷家が、不思議なくらい蓮次を責めない理由。

　それは──両者に後ろめたいところがあったからだったのだ。

「……夢衣ちゃんも、それを望んだんだ」

　眉まゆ根ねを寄せた翔一が、絞しぼり出すように言った。言うべきかどうか迷ったように見える。

　蓮次はピタリと動きを止める。

「最初の家出で、あれだけ近所に迷めい惑わくをかけたんだ。表立って二人が会うのは周りが心配する。そのことを理解した上で……それでもお前と繫つながっていたい、と言って──むしろ夢衣ちゃんのほうから、ことあるごとにお前の話を聞きたがった」

「だからゆー姉の自業自得だとでも言うのかっ？　この野や郎ろう……！」

　再び暴れ出す蓮次。だが体育会系の大学生に捕つかまった腕は、びくともしない。

「そんなこと、言うわけないだろうっ！」

　翔一が怒鳴った。妹がいっそう泣なき叫さけび、両親が二人を引き離はなそうとする。

　蓮次は床ゆかに転がった。翔一に突き飛ばされたのだ。

「俺は、救務庁に入る」

　救務庁。

　顔色を変える両親から、その時ばかりは兄も目を背そむけた。

「……そこで、少しでも責任をとるつもりだ」

　蓮次を見下ろし、翔一が言った。

「お前も来い、蓮次。何年後になるか、分からないが……」

「──何年後……だと？」

　蓮次は立ち上がった。だが、もう翔一に飛びかかることもしない。

「そんなに待たせる気か？　ゆー姉は──今も〝あっち〟にいるのに」

「……蓮次」

　聞き分けのない蓮次を、翔一が睨にらみつける。

　聞き分けのない蓮次は、翔一を睨み返した。

「勝手にすればいいだろ。お前が救務庁に入ろうが何しようが、知ったことじゃない」

　蓮次は兄と──家族に背を向けた。リビングから出る間ま際ぎわ、言い放つ。

「でも、俺も……勝手にするからな」

　それが秋月家の兄弟が、距きよ離りを置くきっかけとなった日の出来事。

　その後、二人は有言実行する。

　兄の翔一は救務庁に入庁した。

　そして蓮次は、〝クリティカル・エリア〟に不法侵しん入にゆうする犯罪者──。

　レイダーになった。
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　東京厄襲が発生してから、およそ二年が経たった。

　この二年間、蓮次は大郷夢衣を取り戻もどすためだけに生きてきた。

　兄との大おお喧げん嘩かの末、自分なりに大切な人を奪だつ還かんするための方法を模も索さくしたが──それは大きな過あやまちだった。馬鹿で取とり柄えもない蓮次にできることなど一つも思い浮うかばず、自じ暴ぼう自じ棄きになった時期もあった。

　しかし弓家叶方という少女と出会い、蓮次はレイダーとなった。

〝スポット〟を通って、はじめて〝クリティカル・エリア〟に侵入した時のことは今でもはっきりと覚えている。

　都心のあまりの変へん貌ぼうぶりに、蓮次と叶方は揃そろって呆ぼう然ぜんとした。

　クリプテッドという謎なぞめいた敵から逃にげ惑まどい、そして──。

　ＥＯＭ。

　人類の天敵に殺されかけたが、それでも命からがら〝スポット〟まで生せい還かんした。

　生まれてはじめて体感した死の恐きよう怖ふに、二人は身を寄せ合って震ふるえた。

　思えば、あの時に蓮次と叶方は、レイダーとして最初の一歩を踏ふみ出したのだろう。

　大切な人を、取り戻すために。

　その誓ちかいを合い言葉に、蓮次たちは再び立ち上がった。

　叶方が一から計画を立て直し、蓮次はそれに従ってあらゆるトレーニングを積んだ。

　計画のほとんどは予定通りにいかなかったし、血を吐はきながら積み重ねた訓練もＥＯＭの前では気休め程度の役にしか立たなかった。今までに死にかけた回数も数え切れない。

　しかし、それでも一歩、また一歩と蓮次たちは踏とう破はの範はん囲いを拡ひろげていった。

　東京ドームシティから、秋あき葉は原ばらへ。

　秋葉原から、両りよう国ごく国こく技ぎ館かんが見える首都高速６号線へ。

　そして、今──。

「……」

　何年も待てないと、かつての蓮次は兄に言った。

　やっぱり蓮次は馬鹿で、賢かしこい兄が正しかったということだろう。

　二年。

　レイダーになるという〝裏うら技わざ〟を使ってさえ、それだけの年月を費ついやしてしまった。

　だが、それでも──。

　蓮次は、ついに到とう達たつしていた。

「カナ──」

　首都高速道路の路上に立ち尽つくす、蓮次。

　その背後にあるのは、金色の炎ほのおを象かたどった巨きよ大だいなオブジェだ。

　彼が見下ろしているのは、隅田川にかかった大きな赤い橋である。

　オブジェの色も、橋の色も、どちらもくすんで黒ずんでいるが──二年前に、上空から見えた光景と同じものに間ま違ちがいなかった。

　敵から逃げに逃げ続け、パートナーである弓ゆみ家いえ叶方も隣となりにはいない。

　しかし──辿たどり着いたのだ。

　浅草。

　そして、吾あ妻づま橋ばしへと。

　二年前、東京厄襲が発生した瞬しゆん間かん、そこに一体のＥＯＭが存在していた。

　失った蓮次の右みぎ眼めが、はっきりとその姿を見たのだ。

　紫むらさき色いろの人形のようなＥＯＭ──〝ハーメルン〟。

　数百万人もの人類を吸い込んだ、厄災の根源ともいえる天敵である。

「思えば、ずっと……俺たちは言えなかったよな」

　吾妻橋を見下ろしながら、蓮次は一人で呟つぶやく。

　橋を渡わたれば、浅せん草そう寺じの入り口である雷かみなり門もんがある。

　上空から見た二年前とは違ちがって、ここからはあの名所は見えなかったが──眼下にある赤い橋は、その全ぜん貌ぼうを余すところなく見み渡わたすことができる。

「〝ハーメルン〟は、もう浅草にはいないんじゃないか──なんて……」

　蓮次が見下ろす、吾妻橋。

　そこには──何もいなかった。

〝ハーメルン〟どころか、別のＥＯＭもいない。クリプテッドらしき影かげもない。

　東京厄やく襲しゆうが発生してから、二年も経っているのだ。

　蓮次と叶方には口に出さずとも、そんな予感はとっくにあったが──。

　せめて〝ハーメルン〟の手がかりだけでも得る。

　そう心に決め、今まで浅草を目指してきた。

　その結果が今、蓮次が見下ろしている光景である。

「……」

　蓮次は堅かたくまぶたを閉ざし、吾妻橋に背を向けた。

　ここに〝ハーメルン〟はいない。

　痕こん跡せきすら、残っていない。

　このことを知ったら、叶方は悲しむだろうか？

　とうの蓮次でさえ──。

「……ゆー姉」

　再び目を開いた先に、大郷夢衣の姿がなかったら正気を保てなかっただろう。

　金色のオブジェの下、首都高速道路の壁かべに一人の少女が横たわっていた。

　気を失ったままの夢衣だ。

「待たせて、ゴメン。さあ──」

　帰ろう。

　そう言いかけて、ふと上を見たのに──特に理由はない。

　今さらながら、金色のオブジェの奇き妙みような形が気になったわけでもない。

　ただ、オブジェの先。

　崩ほう壊かいしたビルの向こうに見えた、棒のような建造物が気にかかったのだ。

「……」

　じっと、それを見つめる蓮次。

　視線の先で、かすかに何かが動いた──ような気がした。

　携けい帯たい型がたのスコープを取り出し、ゴーグルの上に当てて、それを見る。

「──」

　その建造物の名前は、蓮次でも知っている。

　それ自体が傾かたむき、展望台から上の部分も折れ曲がっているとはいえ、かつては東京という都市を象しよう徴ちようする尖せん塔とうだったのだ。

　東京スカイツリー。

　今や荒こう廃はいした都心の象徴へと変貌してしまった、巨大な電でん波ぱ塔とうである。

「カナ……」

　スコープを目に当てたまま、蓮次は再びパートナーの名を口にした

　傾いた斜しや塔とうの展望台。

　そこに一つの影が佇たたずんでいた。

「俺たちは──間違ってなかったぞ」

　人ひと影かげ、ではない。

　そいつが、人であるはずがない。

　現実味がないほどの完かん璧ぺきなスタイルと、それを覆おおう丈たけの長いドレス。

　皮ひ膚ふは陶とう器きのように滑なめらかで、長い髪かみもきめ細かい繊せん維いのように光こう沢たくを放っている。

　顔の造作は、人間の女性のように見える。だが、その頭には王おう冠かんのように複雑な模様を描えがきつつ、後頭部に向かって伸のびる二本の長い角が生えていた。

　全すべてが紫色で染められた、そいつは──二年前から何一つ変わっていなかった。

「〝ハーメルン〟……！」

　蓮次の中に、激しい憎ぞう悪おがわき上がった。

　そんな彼の感情に呼応するように、彼の右半身が熱を帯びていく。

　スコープの視界の中にいるＥＯＭは、漆しつ器きのような唇くちびるを薄うすく開いていた。

　何かを唄うたっている──ようにも見える。

　蓮次はスコープを下ろし、怒いかりの形相を浮かべて胸のソケットに手を当てた。

「──」

　そこには強化ショットが三本、修復ショットが二本ある。

　夢衣が救務庁の制服に挿さしていたものだ。いざという時は彼女を守るために使うべく、勝手に借り受けている。

　手が届きそうな距離に、宿敵の〝ハーメルン〟がいる。

　手元には、強化ショットが三本。

　──お願い、必ず奏そう汰たを……。

　パートナーの声が、耳元に蘇よみがえった。

「……ごめん、カナ」

　歯を食いしばる蓮次の手が、強化ショットを引き抜ぬいた。

　三本ではない。

　一本だけ引き抜いたそれを、振ふりかぶる。

　首都高速道路の先から、複数の影が現れていた。

　犬型のクリプテッドたちだ。

「このショットは、ゆー姉を連れ戻すために使わせてくれ……！」

　蓮次のそばに夢衣がいなければ。

　彼は迷わず三本のショットを使い、〝アングリィ〟化しただろう。

　たとえ元に戻るための修復ショットの数が足りないと分かっていてもだ。

　だが、今──取り戻すべき大切な人が手元にいる以上、蓮次にとって最優先なのは彼女を無事に〝クリティカル・エリア〟の外へ連れ出すこと。

　限られた残りのショットを、〝スポット〟帰き還かんのために使うことだった。

「ショット！」

　左ひだり腕うでに突つき刺さした強化ショットから、全身に赤い輝かがやきが浸しん透とうした。

　蓮次の左眼が赤く染まり、頭部にホーンが生える。

「うおおおっ！」

　吼ほえ、彼は襲おそいかかるクリプテッドの中に突っ込んだ。

　しかし彼の赤く輝く左手が、クリプテッドを引き裂さく直前。

　蓮次の見ている前で、クリプテッドの頭が粉々に砕くだけ散った。

「なっ──」

　首都高速道路で、夢衣とともに孤こ立りつした状態で──。

　蓮次が、新たなＥＯＭと遭そう遇ぐうした瞬間だった。
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　金色の糸。

　蓮次の目には、クリプテッドの頭を破は壊かいしたものがそう見えた。

　あまりに一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　だから何が犬の頭部を撃うち抜いたのか、正確に目で捉とらえたわけではない。蓮次が見たのは金色の残光にすぎず、何かが空気を切り裂く音も、ただの残ざん響きよう音おんにすぎない。

「……！」

　蓮次の目の前で、また一体のクリプテッドが頭を砕かれた。

　彼の目と耳に残る、残光と残響音。

　金色の糸のように見える残光は、地面すれすれから急きゆう上じよう昇しようし、真下からクリプテッドの頭部を撃ち抜いていた。

　一いつ匹ぴき目のクリプテッドとは──全く異なる方角、全く異なる角度からの攻こう撃げきである。

「ＥＯＭ──」

　身に染みついた反応が、驚おどろくよりも先に彼の身体からだを動かした。

　突とつ然ぜん、かつ理解不能な攻撃を受けたならば──ＥＯＭの存在を疑うべきである。

　ＥＯＭはクリプテッドであれ何であれ見境がない。

　しかし奴やつらの本来の狙ねらいは──人類だ。

「うおおっ！」

　短たん絡らく的な思考による、反射的な回かい避ひ。

　今の蓮次にできる最も単純で──最速の反応が、彼の命を救った。

「……ッッ！」

　とっさに身を低くした蓮次の頭上を、金色の糸が突き抜けた。

　コンマ一秒、反応が遅おくれていたら、頭が粉々になっていただろう。残響音とともに蓮次の頭を揺ゆさぶる衝しよう撃げき波はが、その破壊力を物語っていた。

　頭を撃ち抜かれたら、修復ショットなど何の役にも立たない。

　間かん一いつ髪ぱつ、命を拾ったものの、蓮次は戦せん慄りつする。

「こ、こんな時に、またＥＯＭ……！　昨日と今日だけで、三体目だぞ!?」

　いくらなんでも運が悪すぎる。

　いや、首都高速道路に乗った直後までは、叶方と二人で運が良いと喜んでいたのだ。今さら嘆なげいたところで、何の意味もない。

「……くぅっ！」

　めちゃくちゃに頭を動かす蓮次を、また金色の糸がかすめた。

　クリプテッドの群れが、見る間に数を減らしつつあった。

　金色の糸は、蓮次もクリプテッドもお構いなしだ。あらゆる方角、あらゆる角度から、縦じゆう横おう無む尽じんに襲いかかる。

「ＥＯＭの本体は、どこに──」

　蓮次は攻撃を避さけながら、赤く輝く瞳ひとみで周囲を見回した。

　しかし近辺に、それらしき動く物体は見当たらない。──そもそも金色の糸そのものが、ＥＯＭの本体という可能性もある。

　ＥＯＭの本体を特定せずとも、逃のがれられる裏うら技わざもあるが──。

「せめて、ショットを使う前だったら……！」

　ソケットに触ふれ、顔を歪ゆがめる蓮次。

　蓮次が使える裏技にして、切り札──〝アングリィ〟化をすれば、敵がどこにいようが関係ない。攻撃を受けた時点で自動的に敵の元に転移し、反撃できるからだ。

　しかし蓮次は直前に強化ショットを一本使ってしまった。

　今から〝アングリィ〟化するためには、一度修復ショットで通常の強化を解き、新たに三本の強化ショットを自らに注入する必要がある。

　しかし蓮次のソケットに残された強化ショットは──二本しかない。

「ゆー姉……！」

　馬ば鹿かみたいに頭を動かしながら、夢衣を振り向く。

　彼の大切な人は無事だった。

　蓮次やクリプテッドから離はなれた場所にいるせいか、それともＥＯＭが動く対象から先に仕留める習性を持っているせいなのかもしれない。

「──あがっ！」

　蓮次の頰ほおから、血ち飛沫しぶきが上がった。金色の糸を完全に避けきれなかったのだ。

　早くＥＯＭから離れないと、いつ、ゆー姉が標的にされるか分からない──。

　離れる？　どうやって？　どの方角へ？

　ＥＯＭが動くものを攻撃してるなら、俺も動かずにいれば──。

　いや、それでジッとしていて頭を撃ち抜かれたら、本当のバカだ。

　せめてＥＯＭを引きつけて、ゆー姉の身の安全だけでも──。

　あり得ない。気絶した状態で〝エリア〟内に放置するなんて、殺すも同然だ。それに、このＥＯＭが追走型じゃなかったら、俺だけ助かってゆー姉が狙われることも──。

「──」

　金色の糸を避よけながら、必死に考える蓮次。

　だが、どこからか──。

　キャハハ。

　そんな嗤わらい声ごえが聞こえたことで、蓮次の思考は絶望に塗ぬりつぶされた。

〝ドッペルゲンガー〟が追ってきている。

　これでもう、夢衣をこの場に残していくという選せん択たく肢しも完全に消えた。

「──これだけ狭せまい範はん囲いに、何体のＥＯＭがいるんだよ……」

　蓮次は涙なみだを滲にじませ、禁止されている愚ぐ痴ちを漏もらす。

　ＥＯＭ同士は、お互たがいに一定以上の距きよ離りには近づこうとしない。それがレイダーと呼ばれる者たちの間で固定されつつあった常識だったはずだ。それなのに──。

〝ドッペルゲンガー〟、金色の糸、そして〝ハーメルン〟。

　一体目は蓮次自身が連れてきてしまったとはいえ──あまりに酷ひどい状じよう況きようではないか。

「ゆー姉──」

　金色の糸が、蓮次の肩かたを引き裂いた。

「もう少し、だったのに──」

　このままなぶり殺しにされるか、それとも〝ドッペルゲンガー〟に再び捕つかまるか。

　いずれにしろ、蓮次は死ぬだろう。

　それだけならまだしも──。

「もう少しで、ゆー姉を元の世界に……」

　蓮次の死後、夢衣も同じ運命を辿たどるであろうことに耐たえられない。

　せめて、夢衣だけでも。

　大切な幼なじみだけでも。

〝スポット〟まで辿り着けなくても構わない。

　せめて東京ドームの近くまで行けば──必ず、そこに弓家叶方がいる。

　蓮次よりも賢かしこく、彼が世界で唯ゆい一いつ、信用できるパートナーがとっくにそこまで戻もどっていて、夢衣を保護してくれるはずだ。

　蓮次の命なんて、そこまで保もてばじゅうぶんだ。

「──」

　クリプテッドの最後の一匹が、金色の糸によって頭を射い貫ぬかれた。

　これで残された獲え物ものは、蓮次と夢衣のみ。

　その無む慈じ悲ひな光景を見て。

　しかし、蓮次は──へらり、と笑った。

「……そうか」

　恐きよう怖ふと絶望の果て。

　そこに蓮次が見出したのは──。

「俺は──最高にラッキーだったんだ……」

　シンプルかつ非情な選せん択たくだった。







　　　　０７




　彼女は、夢を見ていた。

　自分の中に刻まれた記き憶おくを巡めぐる、長い夢。

　その夢は強きよう烈れつな衝しよう撃げきと、悲痛な叫さけび声ごえによって始まる。

　──ゆー姉ぇぇえええっ！

　一人の少年が、今にも泣き出しそうな顔で手を伸のばしていた。

　彼の激情が、彼女の中に激流となって流れ込んだ。

　幼い頃ころから想おもい続けた相手を失う、絶望感。

　離ればなれになってしまうことの悲しみ。

　そして──想い人を、また救えないという無力感。

　また、という思いの理由も、彼女は思い出していた。

　彼がまだ小学生だった頃、二人ではじめて決行した〝家出ごっこ〟。

　思春期で悩なやんでいた彼女を、彼は自分の部屋にかくまってくれた。近所は大おお騒さわぎになったが、彼女は確かに彼によって救われた思いだった。

　だが彼は、違ちがったらしい。

　──ゆー姉はおれが守る！

　そう宣言したのに、結局は彼女を大人に取り戻されてしまった。

　だからこそ彼は、次こそは必ず助けるという思いを秘ひめていたようだ。

　純じゆん粋すいで、強い思い。

　子供じみた正義感と、大人に勝まさる覚かく悟ご。

　──楽しかったよ。……ありがとう。

　そう言って笑った時の彼女の顔を、彼はずっと忘れていなかった。

　まだ中学生だった頃の、彼女の笑顔だ。

　衝撃とともに離ればなれになる瞬しゆん間かん、彼が思い浮うかべたその記憶が激流となって、彼女の中に流れ込んだのは──。

　失ったものの、補完なのかもしれない。

　あるいは得た力の大きさに押おし潰つぶされないよう、軸じくとなる精神が必要だったのか。

　ともかく少年の想いを受けとった直後、彼女は圧あつ倒とう的な衝撃によって弾はじき飛ばされた。

　元の世界から、〝クリティカル・エリア〟が分断された瞬間だ。

　彼女は為なす術すべもなかった。上下も分からない爆ばく風ふうに飛ばされ、重傷を負った。

　意識を取り戻したのは、とある避ひ難なん所じよに設営された緊きん急きゆう医い療りよう所じよのベッドの上だった。

　東京厄やく襲しゆう。

　彼女を襲おそった災厄のことを、人々はそう呼んだ。

　東京都心の喪そう失しつと、膨ぼう大だいな数の失しつ踪そう者しやを出した大災害である。

　厄襲発生時の衝撃による被ひ害がい者しやも多かった。病院施し設せつではベッドが足りず、彼女のように臨時に設営された医療所に収容される怪け我が人にんも多かった。

　医療スタッフも患かん者じやも全すべて、彼女が目にする人々は誰だれもがパニックに陥おちいっていた。医療所に出入りする関係者を通じて耳に入る情報も、悲観的なものばかりだった。

　まるで世界が終わりつつあるかのような恐きよう慌こう状態だったといえる。

　だが、そのような中でも、彼女は適切な治ち療りようを受けることができた。彼女と同じように怪我を負った隣となりの老人が、まだ若い彼女のためにと医療品を譲ゆずってくれたと聞いた。

　彼女は混乱の中にいたが、人々がわずかな秩ちつ序じよにすがっているのが分かった。

　そんな人々の姿を──人類という種が生きようとする光景を、彼女はぼんやりと記憶に焼きつけていた。

　そうしなければならない、と漠ばく然ぜんと思った。

　まるで、それが──彼女の使命であるかのように。

　ある程度まで怪我が回復すると、彼女は質問攻ぜめに遭あった。

　身元の確認と、厄襲発生時の目もく撃げき情報を集めるためという名目だった。

　質問者は毎日変わり、しかし質問内容はほとんど代わり映ばえしなかった。

　やがて質問がカウンセリングに変わっても、彼女は気に留めなかったが──。

　ある日、彼女を避難所から連れ出す組織が現れた。

　救務庁、と彼らは名乗った。

　──それでは君の回答は、全て真実なんだね？

　白衣と白い患者服ばかりが目立つ避難所で、彼らは異質だった。

　黒いスーツに身を包んだ大人たちを引き連れた、一人の男性。

　──これまでの診しん察さつでは、ショック性の心神衰すい弱じやくによる妄もう想そうと判断されているが。

　眼帯で片目を隠かくした男が、念を押すように訊きいた。

　彼女は黙だまってコクリと頷うなずいた。

　男と取り巻きが、顔色を変えたのが分かった。

　──改めてもう一度、訊かせてくれ。君は……何者だ？

　彼らが彼女を何と呼ぶのかは、これまでの質問者の一人が漏らした噂うわさで知っていた。

〝クリティカル・エリア〟の中には、人類にとって代わって化け物が跋ばつ扈こしている。

　とある政府機関では、それらの呼び名も決まっているらしい──。

　彼女は、ゆっくりと口を動かした。

　一つ。

　二つ。

　三つ。

　たった三つの、アルファベット。

　彼女は無意識ながら、しかし当然のように自覚があった。

　自分は──〝あちら側〟の住人であることを。

　取り巻きが戦せん慄りつする中、彼女に質問をした男だけは違った。

　宿敵を見つけたような、あるいは探し求めていた恋こい人びとを見つけ出したような。

　そんな鬼き気き迫せまる笑みを浮かべてみせたのだ。

　男はその日のうちに、彼女を避難所から連れ出した。

　避難所とはうって変わり、完全な密閉空間だった。彼女以外に患者はなく、外界からの情報は一いつ切さい入らない白い空間。

　そこで彼女が受けたのは治療とは相反する、臨りん床しよう試験という名目の行こう為いだった。

　痛みを伴ともなう、ありとあらゆる検査。薬物投とう与よによる治療試験。身体能力や思考能力を計測するための実験。

　彼女は抵てい抗こうしなかった。

　ただ彼らの行いを、自らの網もう膜まくと記憶に刻み込んだ。

　それが彼女の使命であるかのように。

　一方、彼女を観察する人々は、期待しただけの成果は得なかったようだ。

　そこで最終試験として、彼女をある世界に連れ込んだ。

〝クリティカル・エリア〟である。

　東京厄襲発生の地にして、侵しん略りやく者しやたちの領土。

　はじめて足を踏ふみ入れたはずの、その世界に入って──彼女はようやく呼吸ができたかのような懐なつかしさを覚えた。

　不運にもその時、不測の事態で人類の敵との戦せん闘とうになったのだが──。

　彼女は、そこで〝成果〟を出した。

　救務庁は喜んだようだ。

　その日から、彼女は戦闘訓練を受け、本格的に〝エリア〟を出入りするようになった。

　しかし、それでも彼女はまだ夢を見ているような気分だった。

〝エリア〟を懐かしく感じたのも最初だけだった。それ以降、彼女の心を動かすものは何一つなかった。

　かといって、人類が生活する外界も同じだ。

　唯一、気になることは──ごく稀まれに、〝エリア〟内で感じる気配だった。

　紫むらさき色いろの霧きりに包まれた、この狭い異世界のどこかで。

　懐かしい、誰かが戦っている。

　その気配を感じた。

　いつしか彼女は〝エリア〟に入ると真っ先に、その気配を探さぐるようになっていた。

　でも、その懐かしい何かを感じることは稀で、落らく胆たんを繰くり返していたのだが──。

　彼女は、ようやく出会った。

　──キャハハハッ！

　救務庁が画策している、第三次大規模探たん索さく作戦。

　その前準備としての巡じゆん回かい任務の途と中ちゆうだった。

　彼女が加わった救務庁の探索チームが、〝エリア〟の不法侵しん入にゆう者しや──レイダーとＥＯＭとの戦闘に巻き込まれたのだ。

　救務庁の探索マニュアルに従って、彼女がＥＯＭの注意を引きつけることとなった。

　ところが空を飛んでＥＯＭから逃にげる途中で──。

　首都高速道を駆かける、一人の少年を見つけた。

　救務庁にＥＯＭを押しつけた張本人である。

　レイダーは犯罪者だ。彼女は彼を逮たい捕ほする義務があったが、ＥＯＭと接せつ触しよく中ちゆうであれば話は別だ。マニュアルに従い、彼女はＥＯＭの対応を優先して無視しようとしたが──。

　少年の顔を見て、彼女は紫色に染めた両目を見開いた。

　先ほどは遠目だった上に、少年はゴーグルをつけていたから気づかなかった。

　眼下を駆ける、少年。

　その顔は──。

　気がつくと彼女は、地上に降り立っていた。

　──どうして俺の前に降りてくるんだよ……！

　戸と惑まどう少年を前にすると、はっきりと分かった。

　二年前から成長し、身長も伸びているとはいえ、間ま違ちがいない。

　──ゆー姉ぇぇえええっ！

　あの日、あの時、声を限りに叫んでいた少年だった。

　同時に、確信する。

　彼女が探し求めていた、懐かしい気配。

　それもまた──眼前にいる少年から感じていた。

　しかし彼女は、いざ彼を前にしても、どうすれば良いのか分からず。

　ＥＯＭに追いつかれ、不覚にも絶対に踏み込んではならない射しや程てい圏けん──捕ほ食しよく範はん囲い内に入ってしまった。装備も破は壊かいされ、ＥＯＭの攻こう撃げきを防ぐことができなかった。

　そこで彼女の意識は途と切ぎれた。

　いや。

　彼女はある意味で、ずっと眠ねむり続けたままだったのかもしれない。

　それまでの彼女は自我も曖あい昧まいで、感情と呼べるものもなかったからだ。

　だから、次に目を覚ますとしたら──。

　その時こそ、本当の意味で覚かく醒せいできるかもしれない。

　彼女は、そんなことを願っていた。




　願いを込めた、彼女の眠りは。

　最悪の不快感と、ほんの少しの幸福感とともに打ち破られた。

　まず不快感の正体は、激しい揺ゆれ。

　胸むなぐらを摑つかまれて、前後左右お構いなしに揺さぶられているかのようだ。百年の眠りについたお姫ひめ様さまでも、これだけされれば王子様のキスなしで目覚めるに違いない。

　一方、幸福感の理由は──。

「──ああ、起きた？　ゆー姉」

　一人の少年の温ぬくもりに包まれながら、目覚めることができたからだ。

　優しい笑みを浮かべた少年が、彼女を抱だき抱かかえていた。

　首都高速道路ではじめて出会った、レイダーの少年──。

　いや、東京厄襲の発生時以来、つまり二年越ごしに〝再会〟した少年である。

「ちょっと揺れるけど、我が慢まんしてよ」

　少年は彼女を抱き抱えながら、全速力で駆けていた。

　しかも上体を激しく揺さぶりながらだ。

　少年の左ひだり眼めが赤く染まり、頭にホーンを生やしているのは、彼が強化ショットを使った状態だからだろう。──赤く輝かがやいているのが片眼だけで、しかもホーンが一本しかないという中ちゆう途と半はん端ぱな変身を、彼女ははじめて見たが。

「今は、首都高速から降りて、下道を走ってるんだ。たぶん、江え戸ど通どおりっていうところ」

　少年は息が上がっていたし──血ち塗まみれだった。

　全身、何かに引き裂さかれたかのような裂れつ傷しようだらけだ。彼から感じる温もりの正体は、彼女を支える腕うでだけではなく、彼女の制服に沁しみ込んだ彼の血でもあった。

「大だい丈じよう夫ぶ。〝ドッペルゲンガー〟──ゆー姉とそっくりに化けてたＥＯＭは、もうとっくに引き離はなしたから」

　どう見ても、彼の状態が大丈夫ではない。

　それなのに、少年は優しい笑顔を崩くずさない。

　平気な口調を崩さない。

　彼女を不安にさせないよう──冷静を装よそおっている。

「……ッッ！」

　少年が急に身体の向きを変えた。

　金色の糸──のように見える何かが、少年の背中をかすめて通り抜ぬけた。

　彼の背中から、鮮せん血けつの飛ひ沫まつが飛び散る。

「──俺たち、ラッキーだ」

　体勢を立て直し、広い車道の中央を走る少年。

「あの金色の糸は追走型のＥＯＭで、俺たちを狙ねらってるんだ。だから俺たちを殺すまではずっとついてきて──」

　車道の横から、巨きよ体たいが飛び出した。

　ゴリラのような赤い巨人。二足歩行型のクリプテッドである。

　それは蓮次たちに向かって襲おそいかかろうとしたが──彼らの目の前で、金色の糸によって頭部を破壊される。

「あんな風に、邪じや魔まなクリプテッドを倒たおしてくれる。ＥＯＭに守られているんだから──今の俺たちは、無敵だよ」

　そんなわけがない。

　実際、また金色の糸が、蓮次の頭の横を通り抜けた。

　一いつ瞬しゆんでも回かい避ひが遅おそければ、彼の首から上が跡あと形かたもなく吹ふき飛んでいただろう。

　しかし少年は、強気に笑う。

「俺は、〝スポット〟に戻もどることだけに専念できる」

　荒あらい息すら隠し、優しく言う少年の脇わき腹ばらに──。

「だから、絶対に──」

　金色の糸が、命中した。

　これまでとは全く違ちがう量の血と肉が、飛び散った。

　ガクリと少年の膝ひざが力を失い、割れたゴーグルの奥にある瞳ひとみから生気が消える。

　しかし。

　ほんの数秒後には絶命する運命の彼の身体が、噓うそのように素早く動いた。

　彼女の身体を片かた腕うでで支えつつ、右手が胸元のソケットから修復ショットを引き抜いた。

　それを、左ひだり肩かたに射うつ。

　少年が青い輝きに包まれ、致ち命めい傷しようが瞬しゆん時じに回復するや──彼は赤い強化ショットをソケットから引き抜き、それも肩かたに射ち込む。

　蓮次の左眼が赤い輝きを放ち、頭部にホーンが生えた。

「──絶対に、ゆー姉を連れ戻すよ」

　再び力を取り戻した少年が、何事もなかったように微笑ほほえんだ。

　なんという──精神力。

　どれだけの人間が、死ぬ間ま際ぎわに同じ動きができるだろう？

　どれだけの回数、死に直面したら、機械のように死を回避するためのショットを自分に射ち込む動作を覚え込むことができるのだろう？

　そして、どれだけの覚かく悟ごがあれば──。

　最後の強化ショットを、何の躊躇ためらいもなく使うことができるのだろう？

　元に戻るための修復ショットは──たった今、使ったものが最後だったというのに。

「このまま行けば秋葉原だ。そこを抜ければ東京ドームまで行ける」

　彼女は、自分の考え違いに気づいた。

　今、目の前にいるのは、二年前に離ればなれになった少年ではなかった。

「そこまで行けば、俺のパートナーがいる」

　そう言って笑う、少年。

　彼は二年前までの少年ではない。

「そいつは世界で一番、頼たよりになるヤツなんだ」

　自分の無力さを嘆なげくような、子供ではない。

　再び出会った少年は──他の誰だれよりも、強い人間に成長していた。
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　蓮次の選せん択たくは、間違っていなかった。

　秋葉原を無事に通り抜けたところで、彼はそう確信していた。

　浅草で複数のＥＯＭ、クリプテッド、救務庁という〝エリア〟の敵全すべてに退路を塞ふさがれた時は、死に繫つながる未来しか思い浮うかばなかった。

　それなのに起死回生の方法を閃ひらめいたのは──。

　──お願い、逃げ切って……レン。

　パートナーの弓家叶方の言葉を思い出したからだ。

　逃げ切る。

　その言葉と、金色の糸を操あやつるＥＯＭがクリプテッドを殺害する光景を見て。

　蓮次は逃げ切れないものを連れたまま、逃げ切れるものから逃げた。

　まず首都高速道路から飛び降り、救務庁の追っ手から逃げ出した。彼らから逃げるのは簡単だ。もし追いつかれたところで、ＥＯＭに捕つかまった蓮次を彼らは深追いなどしない。またＥＯＭを押しつけられるのは御ご免めんのはずだ。

〝ドッペルゲンガー〟は、とにかく全速力で走って引き離すしかなかった。あの嗤わらい声はしつこく追いかけてきたが、追いかけっこに飽あきたのか、やがて聞こえなくなった。

〝ハーメルン〟は──距きよ離りが離れていたし、そもそも蓮次に気づいてすらいなかっただろう。そのことが歯がゆいが、今はそれも幸運と思うしかない。

　残すは金色の糸を操るＥＯＭだが──それは完全に蓮次を標的と捉とらえたようだ。

　逃げる蓮次を、殺すまで追いかけてくるつもりなのだろう。走り続ける蓮次に執しつ拗ようにつきまとい、いっこうに離れる気配がなかった。

　追走型のＥＯＭ。

　いつもなら想像しただけで、ぞっとする相手だ。

　しかし今だけは──祝福でもあった。

　強化ショット三本程度では、きっと浅草から東京ドームまでは保もたなかっただろう。索さく敵てきの得意な相棒がいない以上、クリプテッドとの連戦が避さけられないからだ。

　だが金色の糸が、蓮次を狙い続けているかぎり。

　蓮次が生きているかぎり。

　見境のないＥＯＭは、邪魔なクリプテッドを排はい除じよしてくれる。

　障害を排除した道を走り続けるだけならば──残りのショットでも、東京ドームシティに辿たどり着くことができるかもしれない。

　そう考えた蓮次は、正しかった。

「しっかり摑つかまっててくれ、ゆー姉……！」

　上体を振ふって走りながら、蓮次は腕の中の少女に声をかける。

　救務庁の制服を着た、大郷夢衣。

　彼女はじっと蓮次の顔を見つめたまま、無言だった。

「秋葉原も抜けた……！　もうすぐだ！」

　二年前、蓮次の目の前で〝ハーメルン〟に吸い込まれたはずの幼なじみ。

　彼女がなぜ、救務庁の探たん索さくチームとして〝エリア〟にいたのか？

　そもそも、どうやって生せい還かんしたのか？

　無事だったなら、この二年間、何をしていたのか？

　訊ききたいことはいくらでもあるし──どのような答えが返ってくるのか、想像もつかない。こうして抱だきかかえている今も、信じられない思いでいっぱいだ。

　だが今は、彼女と話していられる状じよう況きようではない。

「もうすぐ、こんな馬ば鹿かげた世界から出られる……！」

　夢衣を無事に元の世界へ連れ戻すことができれば、それでいい。

　大丈夫、腕の中の少女には傷一つない。

　蓮次は全身が傷だらけで、ショットももう一本も残っていないが──。

　二人は、とうとう戻ってきた。

「東京ドームだ……！」

　赤いホーンを生やした蓮次と、救務庁の制服を着た夢衣。

　そして金色の糸を操るＥＯＭという異色の客を、巨きよ大だいなドーム球場が出で迎むかえた。

　東京ドームシティの敷しき地ちに足を踏ふみ入れようとする、蓮次。

　しかし一瞬、躊躇う。

　このままＥＯＭを〝スポット〟まで連れていったら、どうなるのだろうか？

〝スポット〟を通って外の世界までＥＯＭが追いかけてくる──などといった話は今まで聞いたことがないが、あり得ないとは言い切れない。

　それどころか、〝スポット〟がＥＯＭに壊こわされ、元の世界に戻れなくなる可能性だって──ゼロとは言えない。おそらくは誰も試したことがないはずだからだ。

「……！」

　金色の糸を避よけながら、蓮次は敷地入り口にある階段を駆かけ上がった。

　二階部分を通る通路に、大きなビルが並んでいた。

　通路側にショップが立ち並ぶ商業ビルと──後こう楽らく園えんホールビルである。

　蓮次は迷わず一いつ軒けんのショップに飛び込んだ。

「うあああっ！」

　金色の糸も、蓮次を追いかけて店内に飛び込んだ。

　朽くち果てたゲーム筐きよう体たいや自じ動どう販はん売ばい機きが粉々になって、吹き荒あれる。

　それらが盾たてとしての役割を担になってくれるのは、わずかな時間だけだろう。

　蓮次は夢衣を地面に下ろしながら、怒ど鳴なった。

「──ドームの反対側、25番ゲートにある建物の中だ！」

　荒れる店内の音にかき消されないよう、大声を張り上げる。

「そこに〝スポット〟がある！　先にそこに行ってくれ！」

　夢衣は無言だった。蓮次の顔を凝ぎよう視しするだけだ。

　障害物や柱が、次々と破は壊かいされていく。ショップの外から舞まい込む金色の糸が、蓮次たちの元へ届くのも時間の問題だ。

「ゆー姉……！」

　蓮次は幼なじみの少女の両りよう肩かたを、両手で摑んだ。

「そこまで行けば、俺のパートナーがいる。あいつなら、絶対……とっくにそこまで戻ってて、ゆー姉のことも助けてくれる」

　断言する。

　彼のパートナーである弓家叶方ならば、必ずそこにいてくれるはずだ。

　一人でも無事に〝スポット〟まで帰き還かんし、文句を言いながらも蓮次の帰りを待っているはずなのだ。

　あの少女になら、大切な夢衣を託たくすことができる。

「このまま店の奥を通って、ドームに向かって……」

　蓮次が必死の形相で言うも、夢衣の反応は薄うすかった。

　様子がおかしい、とは最初から感じていた。

　蓮次のことを覚えていないのだろうか、とも危き惧ぐしたが、それ以前の問題だ。この切せつ迫ぱくした状況で、表情一つ動かさないのはあまりにも不自然すぎる。

　焦あせりを覚える蓮次だが──。

「蓮……クン」

　ぽつり、と。

　たった一言、懐なつかしい声。

　懐かしい呼び名。

　夢衣が小さく呟つぶやくのを見て、彼の心の奥底にあった不安が消えていく。

「──ゆー姉」

　気がつくと、蓮次は夢衣を強く抱きしめていた。

　腕うでの中に、彼女の温ぬくもりと鼓こ動どうを感じた。

　二年前、離はなればなれになった、あの日から。

　もしかしたら、もう二度と会えないのでは──そんな思いが脳裏をよぎっては否定し続ける。そんな繰くり返しを何百、何千と経た末に、彼女は確かにここにいる。

　蓮次は、ついに──大切な人を取り戻もどした。

「そうだよ──俺だよ……蓮次だよ」

　成長した彼は、身長も夢衣を追い越こしていた。

　このまま、いつまでも彼女を両りよう腕うでの中に収めていたい。

　だがＥＯＭ──人類の敵が、それを許すはずもなかった。

「……さあ早く、ゆー姉。俺がＥＯＭを引きつけておくから──」

　蓮次が名残なごり惜おしくも夢衣から身を離した時だった。

　夢衣の手元から、小さな金属音がした。

　今まで袖そでに隠かくれて気づかなかったが、彼女は細い手首にブレスレットを巻いていた。

　銀色の糸に、小さなサイコロ──ダイスを模したアクセサリがついている。

「──」

　何か。

　蓮次の頭の中で、ひっかかるものがあった。

　既き視し感かん、とでも言うのだろうか。

　蓮次はそのブレスレットに見覚えがあるような──そして見覚えがあるということに、重要な意味があるような、自分でもよく分からない感情。

　そんな奇き妙みような感覚を──しかし蓮次は強ごう引いんに頭から捨て去った。

　今は、余計なことを考える余よ裕ゆうなどない。

　考えるべきでは、ない。

「……ここからドームの反対側、25番ゲートにある建物だ、ゆー姉。これを持っていけば、そこにいる俺のパートナーも信用してくれると思う」

　壊れたゴーグルを手て渡わたす。

「俺もすぐに、後から追いかけるから」

　夢衣は無言で、蓮次の顔を見つめたままだった。

　だが少女の足が一歩、後ろに動いたのを見て、蓮次は笑う。

「ドームの反対側、25番ゲートだ……」

　念を押し、身を翻ひるがえす。

　蓮次の身体からだはすでに裂れつ傷しようだらけで、出血が酷ひどかった。体力も限界に近い。歩き出しただけでふらつきそうになるが、夢衣の手前、かろうじて踏みとどまる。

　おまけに強化ショットによる制限時間も近かった。

　頭がぼんやりとして思考能力が衰おとろえていく一方、目つきが鋭するどくなり、歯が尖とがっていく。このままでは中毒が進み、精神が壊れて自我を失うだろう。

　元の身体に戻るための修復ショットは、もうない。

　あっても、使わない。

「──ＥＯＭ……！」

　蓮次は尖った歯を食いしばり、ショップの外へ飛び出した。

　待っていたとばかりに、金色の糸が蓮次の頭を貫つらぬこうとした。

「俺を殺せるものなら、殺してみろ……！」

　紙かみ一ひと重え、ＥＯＭの攻こう撃げきをかわし、蓮次は笑う。

　もはや、ただの勘かんだ。

　勘でも何でも良い。

　蓮次は残された時間のかぎり、身体を動かし続ければ良い。

　彼がここで死ぬことは、間ま違ちがいないが──。

「俺を殺すまでは、ゆー姉には指一本触ふれさせないぞ……！」

　大切な人を守るために、自分の命を使うことができる。

　そのことに、彼は喜びすら感じていた。
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　蓮次は踊おどっていた。

　後楽園ホールビルと、ドーム球場に挟はさまれた広場。

　観客はいない。それどころか変わり果てた敷地内には、利用客すらいない。

　バックミュージックもない中、蓮次は身体を左右に振り、頭を振り回し、ステップを踏んではターンする。

　一人、激しく動き回る蓮次に、金色の糸がまとわりつく。

「──」

　蓮次が金色の糸をかわすたびに、地面を血ち飛沫しぶきが濡ぬらした。

　見えない敵、ＥＯＭの攻撃は執しつ拗ようだった。

　何分、何十分──どれくらいの時間、蓮次はその攻撃をかわし続けたか。

　出血と疲ひ労ろう、そして強化ショットによる浸しん食しよくが進み、思考能力が麻ま痺ひしつつある彼には、もはや時間の感覚すら分からなくなりつつあった。

「……ゆー姉……」

　痛みも、もう感じない。

　蓮次自身はもちろんのこと、アスファルトも彼の血で真っ赤に染まっていた。引きちぎれたネックゲイターやタクティカルベスト、ボロボロのソケットも血ち糊のりで染まり、区別がつかなくなっている。

「もう……元の世界に帰れたよ……な──」

　呼吸も荒あらくなるどころか、とっくに細くなりつつあった。

　痛くもないし、疲つかれも感じない。

　彼の中から、生命という力が零こぼれ落ちていく。

　蓮次の心臓は、間もなく完全に停止する。

　それは、べつにいい。

　彼の命は大郷夢衣を救出するためだけにあった。

　だから、その目的を果たすことができたのならば──もう、思い残すことはない。

「──」

　ガクリ、と蓮次の膝ひざが折れた。

　ＥＯＭからの次の攻撃が彼を殺すか、あるいは心臓が止まるのが先か。

　自分の最さい期ごを、運命に委ゆだねようとした時だった。

「……？」

　かすれた視界の中、金色の糸とは別の何かが彼のそばに落ちた。

　それを見て、蓮次はピクリと眉まゆを動かした。

　何かの棒？　いや、違ちがう。

　それは──ボウガンの矢だった。

「──ッッ！」

　蓮次の身体が、勝手に動いていた。

　彼を殺す運命だったはずの金色の糸を、とっさに身を低くして回かい避ひする。

　もう動けないはずだった。

　だが、そんな彼の意識を引き戻し、ほんの少しの力を取り戻させたのは──。

　また、もう一本の矢だった。

　血ち塗まみれの顔を上げ、矢が飛んできた方角を見る。

　ドーム球場、正面ゲートのそば。

　広場に建てられた、小さな建造物──総合案内所の中に人ひと影かげが見えた。

　意識が朦もう朧ろうとしているとはいえ、その人物を見み間ま違ちがえるはずもない。

「カナ──」

　蓮次のパートナー、弓家叶方が手招きをしていた。

　彼女の姿を見て、全すべてを出し尽つくしたはずの蓮次に力が戻った。地面を蹴けり、一直線に総合案内所に向かって広場を駆かけ抜ぬける。

　襲おそいかかる金色の糸をかいくぐり、ガラスが割れた自動ドアを通り抜け──。

　叶方がいるバリケードの中へ飛び込む。

「確保っ！」

　蓮次が床ゆかの上に転がると同時に、叶方がバリケードの隙すき間まに金属製の棚たなを倒たおした。

　間かん一いつ髪ぱつ、分厚い棚が金色の糸を防ぐ。

　だが、ＥＯＭは諦あきらめない。

　獲え物ものを逃のがすまいと、立て続けに攻撃を繰り返して棚を歪ゆがめていく。

「──」

　よかった、と言ったはずなのに、床に倒れた蓮次の口は動かなかった。

　叶方がここにいるということは──夢衣が〝スポット〟まで、無事に辿たどり着いたということだ。そうでなければ、彼女が〝スポット〟がある方角から現れた説明がつかない。

　蓮次は、使命を果たしたのだ。

「……ショット！」

　涙なみだを浮うかべた叶方が、青いショットを振ふりかぶるのを見ながら──。

　彼は、まぶたを閉ざした。

　身体が泥どろのように重くなり、意識が地面の奥底にゆっくりと沈しずんでいく。

　クリプテッドが消える時も、このような感じなのかもしれない。

　蓮次は安あん寧ねいすら覚えつつ、深い暗くら闇やみに身を委ねようとしたが──彼の右半身が、それを許さなかった。

　熱い。

　燃えるような──灼やけつくような衝しよう動どうが、蓮次が眠ねむりにつくのを妨ぼう害がいした。

　右みぎ眼めが。右みぎ腕うでが。右みぎ脚あしが。そして頭の右側が。

　灼しやく熱ねつの怒いかりによって、蓮次を闇やみの奥から引き戻し──。

「──レン！　蓮次！」

　急に、彼の左胸を痛みが襲った。

　立て続けに心臓を圧あつ迫ぱくする激痛。

　そして彼の唇くちびるに触れる、今まで感じたことがないくらい柔やわらかな感かん触しよく。

「こんなところで……死ぬなっ！　秋月蓮次！」

　名を呼ばれるまま、彼は薄うすくまぶたを開く。

　涙を流しながら彼に心肺蘇そ生せいを施ほどこす少女が、彼の目に映った。

「レン……！」

　弓家叶方だ。

　意識を取り戻もどした蓮次を見て、彼のパートナーが涙を拭ぬぐう。

「この、バカ……！　無茶にもホドがあるわよ！」
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「──かはっ！　げほっ！」

　激しく咳せき込む、蓮次。

　全身が痺しびれたような感覚に包まれていた。

　しかし──身体中に負ったはずの傷が完治していた。血の跡あともない。

「修復……ショット……？　もう、残ってなかったはずじゃ……」

「まだ動かないで。リペアを射うったとはいえ、心臓が停とまってたショック状態から抜けきれてないはずよ」

　叶方の切り替かえは早かった。涙の痕あとをこすると、冷静な口調で言う。

「靖やす国くに通どおりに入る手前にいたクリプテッドを覚えてる？　朝はスルーしたけど、ここに戻ってくる時に狩かっておいたの。ショットを落としたのは、運が良かったわ」

「一人で……狩ったのか……？　なんで、そんな無茶──」

　慎しん重ちような叶方らしくもない。

　そう思ったが、蓮次を睨にらむ叶方の目つきを見て悟さとる。

「ああ……俺のためか──」

　蓮次が叶方を信用していたように、彼女もまた彼のことを信じていたのだろう。

　彼も必ず〝スポット〟まで戻ってくる。

　その時、修復ショットが必要になるかもしれない──と。

「もう少しで無む駄だ射ちになるところだったけどね。ショットを打った瞬しゆん間かん、心臓を停めるなんて……もったいない！」

　そう言いながらも、先ほどのことを思い出したのだろう。蓮次から顔をそむけて、鼻をすする叶方。

　間違いない。目の前にいるのは夢でも偽にせ物ものでもない、本物の弓家叶方だ。

　話を聞くかぎりでは相当危なかったようだが──なんとか命は取り留めたようだ。

　生きているという実感を、蓮次はようやく取り戻す。

　そして同時に、思い出す。

「そうだ、カナ……！　ゆー姉は──」

　叶方に摑つかみかかろうとした彼の腕うでが、ビクリと止まった。

　バリケードの外側から、大きな衝しよう撃げきが響ひびいたからだ。

　金色の糸による攻こう撃げきだ。叶方がテーブルを持ち出し、バリケードを厚くする。

「レン、今の状態は？　身体からだが動くようになったら脱だつ出しゆつするわよ」

「カナ……！　ゆー姉は？　〝スポット〟に無事に着いたんだよな？」

　かろうじて動く腕で、叶方の足を摑む。

　叶方がピクリと反応した。床に倒れた蓮次を振り返る。

「ゆー姉？」

「そうだよ、ゆー姉だ！　首都高で見つけたんだ！　なんでか知らないけど、救務庁といっしょにいて……空を飛んでて──」

「……レン。まず自分の状態を報告して」

「カナ！」

　必死の形相ですがりつく蓮次を、叶方が意味ありげな視線でじっと見つめた。

　なぜ彼女が、そんな目つきで自分を見つめるのか彼には分からない。

「……救務庁の制服を着た女の子なら、確かに〝スポット〟に現れたわ」

「ほ、本当か？」

「最初は驚おどろいて警けい戒かいしたけど……敵意はないみたいだったし、あなたのゴーグルを持ってたから──保護したわ、彼女がこっちを何度も指差すものだから、もしかしてと思って、私だけ〝エリア〟に戻ったの」

　そこまで聞いて、ようやく蓮次は安あん堵どした。叶方の足から手を離はなす。

　やった。

　夢衣は無事に、〝エリア〟の外に逃にげ出すことができたのだ。

「そうか……良かった……」

　目め頭がしらが熱くなった。全身から力が抜けていく。

「ゆー姉は無事なんだな……やった……」

　涙をこらえる蓮次。

「あれが、ゆー姉──大郷夢衣？」

　一方で、叶方は冷静だった。

　いや、冷静どころか冷れい淡たんとも言える目つきで、蓮次を見下ろしていた。

「レンが助けたがっていた、年上の幼なじみ？」

　昨日や今日の付き合いではないから、一目で分かった。

　叶方は──怒おこっていた。

　それもかつてないほど、激しい怒りを抱いだいている。

「な、なんだよ……？　写真を見せたことだってあるだろ？」

　叶方が何に対して激げき怒どしているのか分からず、蓮次は戸と惑まどう。

「……状態を報告して、レン」

　バリケードが外側から激しく攻撃される中、叶方が繰くり返した。

　蓮次は外を気にしつつ、口を開く。

「フィジカルＢ、メンタルＡ。今は動けないけど、怪け我がは回復したし、もうすぐ動けるようになりそうだ。意識は明めい瞭りよう」

「メンタルＡなら、説明できるわよね。何があったのか。順を追って説明して」

「そりゃ説明くらいするけど……それどころじゃないだろ！　ＥＯＭに攻撃されてるんだぞ！　このままじゃ、バリケードが破られる……！」

「ＥＯＭ？」

　また叶方がピクリと反応した。顎あごに手を当て、バリケードを一いち瞥べつする。

「まあ、確かにＥＯＭのようにも……うん」

「なんで、そんなに落ち着いてるんだよ！　もうショットはないんだぞ？」

「たぶん、大だい丈じよう夫ぶ。バリケードを作ってる間に観察したかぎりじゃ、あの敵の特性みたいなものは分かった気がする」

　あっさりと言い放つ、叶方。

「レンの周りに舞まい上がる粉ふん塵じんを見て、気づいたの。あの金色の糸の軌き道どうは、粉塵の流れとピタリと重なってたから……たぶん空気の流れ、つまり気流に乗って攻撃を仕し掛かけてるんだと思うわ。だから動けば動くほど気流の中心になって、色んな角度から攻撃を受けるようになってる……」

　蓮次は、絶句する。

　彼が手も足も出ないどころか、逃げることすらできなかったＥＯＭの能力を、彼女は一目で見み抜ぬいていた。

　さすが、叶方である。

「だから空気の動きに気をつけながら、ゆっくり移動すれば……少なくとも標的になるのは避さけられると思う。レンが動けるようになったら、脱出しましょう」

「あ、ああ……」

　顔を歪めつつ上体を起こす蓮次を見て、叶方が顔つきを変えた。

「もう、動けそう？　それなら、やっぱり先に脱出したほうが良さそうね」

　言い、蓮次に背を向ける少女。

「色々と訊きかなきゃいけないことが多すぎて──全部確かめるまで、バリケードが保もつ保証もないしね」

「……？」

　叶方の態度が気にかかるが、脱出優先という考えには同感だ。

　二人は力を合わせて、バリケードに隙すき間まを作った。

　そこから物を投げてみたり、叶方が持ち込んだ煙えん幕まくをはってみたりと、思いつくだけの行動をとってＥＯＭの動きを観察し──。

　叶方の推理が正しい、との結論に到いたった。

　二人は慎重にバリケードを崩くずし、周りの空気を乱さないように亀かめの歩みで総合案内所から脱出する。

　さすがに、その時は二人とも生きた心地ここちがしなかった。

　いつ頭を撃うち抜ぬかれるとも分からないという恐きよう怖ふに耐たえながら、ゆっくりと東京ドームの正面から反対側へと回り込み──。

　25という大きな数字が掲かかげられたゲート前に到とう達たつする。

「ほ、本当に狙ねらわれずに済んだな」

「……」

「こんなに簡単にＥＯＭから逃げられたのは、はじめてじゃないか？」

「……まだ気を抜かないで」

　何か言いたげなパートナーの態度が気になったが、生せい還かんできたことには変わりない。

　蓮次たちはそのまま〝スポット〟のある建物に入る。

　薄うす暗ぐらい通路を進み、ロッカールームに辿り着いて、蓮次は大きく息を吐はいた。

「正直、今回ばかりは生きて帰れるとは思わなかったな……」

　今日だけで何度、死にかけただろう？

　ＥＯＭや救務庁と遭そう遇ぐうしながらも生還できたのは、奇き跡せきとしか言いようがない。

　いや──奇跡というのなら、もう一つのほうだ。

　大郷夢衣。

　二年間、救出を夢見てきた想おもい人と再会できたことこそ、奇跡に他ほかならない。

　目の前にある〝スポット〟をくぐれば──そこに彼女がいる。

「待って、レン」

　紫むらさき色いろの濃のう霧むをくぐろうとした蓮次を、叶方が制止した。

「ここに戻るまで、思ったより時間がかかったわ。──向こう側に、もう救務庁が張り込んでるかも」

「……ゆー姉が、救務庁に通報したかもしれないってことか？」

　蓮次はムッとして、パートナーの少女の手を振ふり払はらう。

　夢衣が救務庁の探たん索さくチームといっしょにいたのは、何か事情があるからに違ちがいない。

　その理由も、彼女自身に訊けば分かるはずだ。

「ゆー姉が、そんなことするわけないだろ」

　言い放ち、蓮次は〝スポット〟の中に足を踏ふみ込んだ。

　視界が紫むらさきに染まった。前後左右の感覚がない浮ふ遊ゆう感かんに酩めい酊ていする。

〝スポット〟をくぐる一いつ瞬しゆんが、こんなにもどかしいことはなかった。

　霧きりを抜けると、竹の青あお臭くさい匂においが鼻び孔こうをくすぐった。

　湿しめり気けを含ふくんだ木造の小屋。〝エリア〟探索に必要な装備や物資を隠かくした革かわ袋ぶくろや、最低限の作戦会議を行うための地図などがあった。

「……ゆー姉？」

　千葉県にある、竹林の小屋。

　そこはいつも通り、静せい寂じやくに包まれていた。

　しかし夢衣の姿が──どこにも見当たらない。

「ゆー姉！」

　警戒して隠れているのだろうか？

　それとも体調を崩して、倒たおれているのかもしれない。

　夢衣を捜さがす蓮次の隣となりで、叶方が動いた。壁かべに設置された小さなランプが点てん滅めつしているのを見て、押し入れの扉とびらを開く。そこには複数のモニターと操そう作さ盤ばんが隠されていた。

「ゆー姉！　どこだ？　俺だよ、蓮次だ！」

「彼女は、もういないわ」

　振り向くと、叶方が押し入れのモニターを凝ぎよう視ししていた。

　彼女が見ているのは、竹林に設置した監かん視しカメラの録画映像である。

「西の車道に向かって、竹林を抜けたみたいね。三番のカメラに映ってる。時間は……一時間ほど前。私が彼女を助けた後、すぐね」

「……！」

　蓮次は叶方を押しのけ、モニターに摑つかみかかった。

　画素数が少ない映像に、竹林を走り抜ける少女の姿が映っていた。長い髪かみをなびかせ、振り向くこともなく立ち去っている。

「ゆー姉……な、なんでだよ……」

　蓮次は呆ぼう然ぜんとして呻うめく。

　彼女が、なぜ彼を待っていてくれなかったのか──理由が全く分からない。

「応おう援えんを呼びに行ったんでしょう」

　叶方がそっけなく言った。タクティカルベストを外し、ネックゲイターを脱ぬぐ。

「レンも早く着き替がえて。最低限の装備だけ持ち帰って、あとは燃やすわ」

「応援？　だから、ゆー姉がなんでそんなことするんだよっ！」

　怒いかりの表情で振り返る、蓮次。

　だが怒っていたのは、叶方のほうだった。

「そんなの、彼女が救務庁のメンバーだからに決まってるでしょうが！」

　ウェア一枚の状態で、両りよう腕うでで彼の胸ぐらを摑む少女。顔が紅潮しているのは、スレンダーなボディラインを彼に見られているからではない。

「確かに彼女を〝スポット〟に通したのは私よ！　でもそれは緊きん急きゆう事態だったし、レンが〝スポット〟の場所を教えたんだって分かったから……あなたを信じたからよ！　何か重大な事情があるんじゃないかって思ったの！」

　蓮次に摑みかかる少女の双そう眸ぼうには、涙なみだが滲にじんでいた。

「でも、説明を聞くまでもないわ……その様子を見れば、分かる──」

　震ふるえる声で、少女が言った。

「ただの、人ひと違ちがいなんかで……私たちの〝スポット〟を救務庁にバラすなんて……」

　蓮次は目を見開いた。

「もう、この〝スポット〟は使えない！　私がどんな思いで、ここを見つけたと思ってるの？　代わりはないのよ？　私たちは〝エリア〟には侵しん入にゆうできなくなる！　それだけじゃないわ、ここに残った手がかりを分ぶん析せきされたら、私たちの身元だって──」

「人違い？　人違いだと……？」

　蓮次は叶方の腕うでを振り払った。

「人違いなんかじゃない！　あれは、ゆー姉だ！　俺が見み間ま違ちがえるはずない！　俺の目的は、ゆー姉を救い出すことだったんだぞ！　それを助けて何が悪い！」

「レンが大郷夢衣を助けたかったことは、よく知ってる！　ずっとあなたといっしょに戦ってきたのは、私なんだから！」

　言われて、蓮次は口をつぐんだ。

　この二年間の蓮次を知る人間は、世界でたった一人、目の前にいる少女だけだ。

　だからこその──パートナーである。

「大郷夢衣はレンの二つ年上の幼なじみで、失しつ踪そう当時は高校一年生、つまり今の私たちと同い年だった。……そうよね？」

「あ、ああ、そうだよ。それがどうし──」

「確かに、見せてもらった写真の人と似てたわ。でも今日、助けたあの子は……」

　怒りと悲しみが入り交じった表情で、叶方が言った。

「年上や同い年どころか、私たちよりも年下の……中学生くらいに見えた」

　蓮次の心臓が。

　また停とまってしまったかのような錯さつ覚かくを覚えたのは。

　思考そのものが一瞬、完全停止したからだろう。

「──バカ言えよ」

　ポツリと呟つぶやいたのは、ただの条件反射だった。

　頭の中で、再会した夢衣との記き憶おくが次々と再生されていく。

　彼女はなぜか、救務庁所属の人工衛星ヒマワリと名乗っていて──。

　確かに若く見えたが、それは蓮次が成長したからで──。

　彼女の身体からだが小こ柄がらで軽く感じたのも、彼が強化ショットを使っていたせいで──。

　それに彼女は、そう──。

「ゆー姉は、俺の名前を呼んだんだ。〝蓮クン〟って──」

「本当に？　私とは一言も喋しやべらなかったわ。むしろ……いっしょにいたのに、それしか話さなかったの？　どんな状じよう況きようで？」

　ＥＯＭに襲おそわれている最中で、だ。

　破は壊かい音おんにかき消されそうな、小さな声だったが、彼は確かに彼女の声を聞いた。

　聞いた、はずだ。

「いや──あれは、ゆー姉だ！　本当に、間違いない！」

　蓮次が、夢衣の顔を間違えるわけがない。

　証明するものが何もない以上──そう訴うつたえるしかない。

「さすがに、ムリよ……信じられない。大郷夢衣が救務庁にいて……その上、二年前よりも若返ってたなんて。だって──レン自身が、見たんでしょう？」

　叶方が蓮次を見つめ、言った。

「二年前、大郷夢衣が〝ハーメルン〟に吸い込まれるところを」

　その通りだ。

　彼が恋こいした幼なじみは、彼の見ている前で消えた。

　あの日、都心から失踪した人々の中で、生還した者は──一人もいない。

　少なくとも蓮次は、誰だれかが助かったという話を聞いたことがない。

　二年前の悲劇を思い出し、唇くちびるを嚙かむ蓮次だが──。

「〝ハーメルン〟──」

　同時に、思い出したことがあった。

　彼が再会を果たしたのは、大郷夢衣だけではなかった。

　もう一人──否いな、もう一体、二年ぶりにその姿を目に捉とらえたのだ。

「そうだ、俺……〝ハーメルン〟を見つけたんだ」

　あの人形のようなシルエット。

　見た目だけは美女の形をした、災さい厄やくの元げん凶きようにして最大の宿敵。

　ＥＯＭ──〝ハーメルン〟。

　そいつは〝エリア〟の最奥にそびえる、一本の斜しや塔とうの上で唄うたっていた。

「……」

　静寂。

　竹林に建てられた小屋から、一いつ切さいの物音が消え去っていた。

　蓮次が顔を上げると──叶方が、蓮次の顔を凝視していた。

　今度は、彼女の心臓が停まってしまったのかもしれない。

　そんな危き惧ぐを覚えるくらい──少女の動きが、完全に静止していた。

「──どこ？」

　かつてないほど、叶方が大きく目を見開いていた。

「どこで……？　どこに、いたの……？」

　身じろぎ一つせず、弱々しく口だけを動かす叶方。

「〝ドッペルゲンガー〟から逃にげる途と中ちゆうで、救務庁と遭遇して……それでも何とか、俺は浅草に辿たどり着いたんだ」

　ふらふらと蓮次に歩み寄り、彼にすがりつく叶方。

「うん、それで……？　やっぱり、浅草にいたのね？」

「二年前に立ってた吾妻橋には、もういなかった。でも──」

　叶方の爪つめが蓮次の胸に食い込んだ。顔を歪ゆがめ、痛みを堪こらえる。

　逆の立場なら、蓮次も彼女と同じ反応をしただろう。

「スカイツリーだ。あの傾かたむいた展望台の上で──あいつは、唄ってた」

「──」

　叶方の表情。

　目に涙を浮うかべ、唇を引き締しめながら、震える。

　少女のその顔に、二年間の全すべてが詰つまっていた。今までの苦しみ、辛つらさ、失ったものの全てがようやく結実した瞬しゆん間かんといえる。

「やった……やった……やっと、見つけた……辿り着いた……！」

　とん、と叶方が震える頭と両拳こぶしを蓮次に預けた。

　蓮次は少女の細い肩かたを抱だきしめそうになるも──腕を下ろした。

　叶方の気持ちが、痛いほど伝わった。

　彼もまた、彼女の二年間を知る唯ゆい一いつの人間だ。

　だからこそのパートナーであり──それゆえに、彼女を抱きしめることはできない。

「……」

「……」

「……レンは」

　長い沈ちん黙もくの後、叶方が呟いた。

　次に彼女が何を言うのか、蓮次には分かっていた。

　だから彼は、顔を上げた叶方と──目を合わせることすら、できない。

「私が助けに行った時……強化ショットを使ってたわよね？」

「……」

「あれは、救務庁のあの子が持ってたものでしょ？　あの子と遭そう遇ぐうしたのは、浅草に着く前よね？　〝ハーメルン〟を見つけた時──強化ショットは何本あったの？」

　蓮次と叶方。

　二人の間には、決め事があった。

「……三本」

　数多くある決め事の中で、最も重要なもの。

〝ハーメルン〟を見つけ出した時、必要な強化ショットの本数が足りていれば──。

　必ず〝アングリィ〟化のために使う。

　それが二人で決めた、何より優先すべき決定事じ項こうだった。

「……」

　叶方が、きょとんとした。首を傾かしげ、指折り数える。

「〝アングリィ〟化には、使わなかった」

　蓮次は顔をそむけたまま、押し殺した声で言う。

「ここに戻る途中で、一本ずつ使い切ったんだ……ゆー姉を連れ帰るために」

　叶方が表情を凍こおりつかせた。

　少女の瞳ひとみから先ほどまでの喜びが消え──へたり、とその場に尻しり餅もちをつく。

　蓮次は、約束を破った。

　これまで苦労を共にし、命を預け合い、何度も喧けん嘩かを繰くり返しながらも積み重ねてきた二人の信しん頼らい関係の上に成り立っていた、最上級の決まり事を──。

　蓮次は、守らなかった。

「──」

　床ゆかの上に座り込んだ叶方の身体が、バネのように跳はね上がった。

　少女の腕が蓮次の胸ぐらを摑み、彼を床の上に押し倒たおす。

「ぐっ……！」

　不意を突つかれて呻うめく蓮次の上に、叶方が馬乗りになった。

「どうして──」

　叶方が鬼おにの形相で、彼の身体を激しく揺ゆさぶる。

「どうしてよ！　最初から、決めてたじゃない！　〝ハーメルン〟を見つけたら、何を差し置いても〝アングリィ〟化するって！　ずっと決めてたじゃない！」

　叶方は、泣いていた。

「〝ハーメルン〟が目の前にいたのに！　弟が！　私の弟が、そこにいたのに！　それなのに……約束を破ったの!?　私たちがパートナーを組み続けていたのは、それをすることだけが条件だったはずなのに！　そうじゃなきゃ、ココにいる化け物は、何のためにいるのよ！」

　叶方が、蓮次の右胸に拳を打ちつけた。

「〝アングリィ〟は……ＥＯＭ殺しのＥＯＭのはずじゃなかったの!?」

　蓮次の右半身に宿る、化け物の正体。

　それが他ならぬＥＯＭの一種であることは、薄うす々うす、気がついていたことだ。

　蓮次の左半分は、人類。

　蓮次の右半分は、人類の敵。

　半分とはいえ、恐おそるべき侵しん略りやく者しやを身に宿した彼に、何が起きるかも分からない。いつ彼がそれに乗っ取られ、完全にＥＯＭになるとも分からない。いや──もしかしたら二年前のあの時に蓮次は死んでいて、今いる彼はＥＯＭそのものなのかも分からない。

　そのような危険性を差し置いて、蓮次がレイダー行こう為いを続けていたのは──。

　まさに〝ハーメルン〟という敵に、〝アングリィ〟の一いち撃げきを喰くらわせるためだった。

　数百万人もの人々を吸い込んだ、そいつの能力を無効化すれば──もしかしたら、失った人々を取り戻もどすことができるかもしれない。

　全ては、大切な人を取り戻すため。

　弓家叶方は、そんな蓮次の覚かく悟ごを受け入れてくれた、唯一の理解者でもあった。

「〝ハーメルン〟を倒すためにいるんじゃなかったら、あなたなんか……ただの中ちゆう途と半はん端ぱなＥＯＭじゃない！」

　泣きながら蓮次を叩たたく唯一の理解者を、彼は裏切った。

　蓮次は言い返さない。何も言い返すことができない。

　事実、彼は自分の都合で選せん択たくしたのだ。

　眼前にいる大郷夢衣と、行方ゆくえを消した数百万人を天てん秤びんにかけて──前者を選んだ。

　本当に──人類の敵になってしまった。

「それを、ただの人ひと違ちがいなんかで……！」

　それでも、良かったのだ。

　嫌きらわれるのも、白い眼めで見られるのも、非難されるのも慣れている。

　夢衣を救い出すためならば、人類の敵、ＥＯＭと呼ばれてもいい。

「人違いじゃ──ない」

　蓮次は、そう言うしかなかった。

　叶方が眉まゆを吊つり上げた。再び拳を振ふり上げるも──。

「うぅっ……！」

　叶方の罵ば声せいが呻き声に代わり、振り上げた腕うでで自分の顔を覆おおい隠かくす。

「うああああああ……！　ううぅぅうっ……！」

　少女の号泣と、押し殺した嗚お咽えつが、狭せまい小屋内に響ひびき──。

　その声は、竹林が暗くなるまで続いた。
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　その後、蓮次と叶方は黙もく々もくと撤てつ収しゆう作業をこなした。

　持ち運ぶことができるだけの装備を、二人分のバッグに詰め込む。

　それ以外の予備の装備品や携けい帯たい食しよく、医薬品などは小屋の外に集め、灯油をかけた。

　二人が〝エリア〟内部の探たん索さくに用いている諸もろ々もろの装備は、その多くが特注品だ。叶方が築いた人脈によって、実戦的かつ最さい先せん端たんの軍用品を手に入れることができていた。

　それだけに入手ルートは限られている。救務庁の手に渡わたれば、いずれは製造元を辿られて、提供先の叶方にも捜そう査さの手が及およぶだろう。

　積み重ねた物品に火をつけると、竹林の中心が一気に明るくなった。

「……小屋は、そのままでいいのか？」

　蓮次はライターをしまいながら、となりにいる少女に尋たずねた。

「……」

　叶方は無反応だった。力のない目つきで、立ち上る煙けむりを見つめる。

　サイクルウェアに着き替がえた少女の顔には、痛々しい涙なみだの痕あとが残っていた。テレビ番組にも出演する人気アーティストの面おも影かげは、どこにも見当たらない。

「カナ」

「……この小屋は酒さか搗づきのお婆ばあさんのものだから、勝手に燃やせないわ」

　叶方が表情を動かさず、口だけを動かして言う。

「どの道、私たちの痕こん跡せきを完全に隠すことなんて無理。小屋を燃やしたって、この辺りに残された毛もう髪はつや指し紋もんなんかも救務庁に採取されるでしょうしね。これからは万が一にも当局にＤＮＡや指紋を採取されないよう、今まで以上に私生活に気をつけないと……」

　か細い声で言う少女が、目を細めた。

「酒搗のお婆さんには、迷めい惑わくかけちゃうな……できるかぎり無関係でいるようにしたつもりだけど、救務庁にここが見つかったら、土地の持ち主だって尋じん問もんされる……もう歳なのに、耐たえられるかな」

「……」

　竹林の所有者である老婦人を思い浮かべ、彼も唇くちびるを嚙かんだ。

　この小さな小屋は、蓮次と叶方が勝手に敷しき地ちに侵しん入にゆうして無断使用している──ということになっていた。

　ここを見つけ出した叶方と、地主の老婦人。両者の間で、そう決めたらしい。

「……これから、どうする？」

　蓮次の問いかけに、叶方がクスッと笑った。

「これから？」

　彼を振り向いた少女の目からは、いつもの力強さが失われていた。

「救務庁に見つかった以上、この〝スポット〟はもう使えないわ。ショットも一本も残ってない。──そう報告したら、今いるパトロンも全員、私たちから手を引くでしょうね」

　蓮次が救い出した少女が、本当に大郷夢衣だったのか──。

　あの少女が、この場所を救務庁に報告するかどうか──。

　蓮次と叶方は、その議論を避さけた。

　二人の主張は平行線から変わらないと分かっていたし、いずれにしろ、やるべきことは一つ──最悪の事態を想定して、行動するしかないからだ。

〝スポット〟の放ほう棄きである。

「パトロンがいなくなったら、資金源とコネクションも失うわ。実用的な装備は手に入らなくなるし、お金で雇やとってたトレーナーも……ここに来て、私たちは子供のお遊びレベルに逆ぎやく戻もどりってことね」

　叶方が弱々しく笑った。

「いいえ、パトロンがただ手を引いてくれるだけなら、ラッキーかも。この〝スポット〟から私たちに捜査の手が及びかねないと知ったら……そこからさらに自分たちに繫つながることを怖おそれて、彼らがどんな行動をとるか──最悪、口くち封ふうじされるかも」

「なっ……！」

　二人のレイダー活動を支える、後こう援えん者しやたち。

　彼らとの交こう渉しようは叶方が一手に引き受けていた。蓮次が顔も知らないパトロンも多い。

「お、俺もいっしょに謝りに行くよ」

「謝ってどうなるものでもないのよ。大半のパトロンは、私たちと同じ。行方不明になった大切な人たちの情報を求めていたの。だから〝スポット〟を持ち、カリキュラムを組んで確実に〝エリア〟を調査する私たちに投資していたの」

「……」

「でも、私たちは──全すべてを失った。彼らを落らく胆たんさせ、信用を裏切ったの。がっかりして、裏切られた人間がどんな行動をとるか……予想もつかないわ」

　そう言う叶方自身、今まさに落胆し、裏切られた思いなのだろう。

　彼女を裏切ったのは──他ほかならぬ、蓮次である。

「危ない橋を渡ってるのは、承知の上だったはずでしょ？　〝エリア〟でもそうだし……この世界でも、ね」

　その通りだ。

　蓮次と叶方は、冒おかせるだけのリスクを冒してきた。

　そうでもしなければ、ただの子供にすぎない二人が〝エリア〟で生き残ることなど、不可能だったからだ。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。それなりに有名人だし、不自然な──事故にでも遭あったら、それこそ目立ってパトロンとの繫がりが明るみに出かねないしね」

　それなり、どころか絶賛売出し中の人気アーティストが自じ虐ぎやく的に笑った。

　賢かしこく、用心深い叶方のことだ。彼女の芸能活動はレイダー活動の資金集めというだけではなく、身を守るためでもあったのかもしれない。

「だから、レンも一応、気をつけておいて。危ないパトロンにはあなたの身元は明かしてないから、大丈夫だと思うけど」

「……ああ」

「友達や、家族もね。念のため、気を配っておいて」

「カナもな」

「知ってるでしょ。私はそんなの、いないも同然」

　燃え盛る炎ほのおを見つめる二人の間に、沈ちん黙もくが落ちた。

　この火が消えたら、二人はこの場を去らなければならない。

「やっと、〝ハーメルン〟を見つけたのになあ……」

　ポツリ、と叶方が呟つぶやいた。

　蓮次を責めているのではない。むしろ泣き止やんだ後の彼女は、ピタリと彼を責めるのを止めた。それだけの気力も残っていないのだろう。

　叶方は今、この二年間を思い起こしているのだろう。

　蓮次も同じだ。

　奪うばわれた大切な人を取り戻すため、何もない状態から、二人で始めたのだ。

　少しずつ、少しずつ。

　何度も死にかけ、何度も挫くじけそうになりながらも、二人で続けてきた。

〝エリア〟に通じる道があるかぎり、そこをくぐり抜ぬける以外の選せん択たく肢しなど、二人にはなかったからだ。

　そうして、ついに宿敵の〝ハーメルン〟まで辿たどり着いたのに──。

　今、二人は全てを手放さざるを得ない。

　蓮次のとった行動が──そうさせたのだ。

「しばらくの間、連れん絡らくを取り合うのをやめましょう」

　叶方が、言った。自転車用のヘルメットをかぶり、二つあるバッグの片方を背負う。

　たき火が、消えていた。

「ほとぼりが冷めたら……私から、連絡するわ」

　自転車にまたがる叶方を、蓮次は見つめる。

　二人がパートナー関係を組んで以来、たとえ殴なぐり合いの喧けん嘩かをした後でさえ感じていた繫がりが──今は、希き薄はくに感じられた。

「本当に、連絡してくれるよな？」

　そう尋ねる、蓮次に対し。

　叶方が屈くつ託たくなく笑い返した。

　しかし問いかけには答えず──。

「さようなら」

　言い残し、蓮次のパートナーがペダルを踏ふんだ。
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　早朝、まだ薄うす暗ぐらい時間帯。

　秋あき月づき蓮れん次じは老ろう朽きゆう化かした下水処理場跡あとで、習慣のトレーニングに取り組んでいた。

　充じゆう分ぶんな準備運動と、シャトルランを始めとする基き礎そ体力トレーニング。

　疲ひ労ろうした状態で、施し設せつを使っての〝エリア〟探索シミュレーション開始。

　スタート地点は、地上にある職員詰つめ所しよ。正面出入り口から入り、一階の通路を駆かけ抜けていく。放置されて久しい無人の下水処理場は、〝エリア〟と雰ふん囲い気きが似ていた。

『３』

　腰こしに装着したスマートフォンから、合成音声が響ひびいた。

　ジャージ姿の秋月蓮次は、反射的にトイレに飛び込んだ。身構えて通路を警けい戒かいする。

『６』

「うっ」

　蓮次は顔をしかめた。出入り口から離はなれ、窓から建物の外へ飛び出す。

　建物と茂しげみの間を走っていくと、またスマートフォンから声が響いた。

『９』

「キツイな、出だしから……！」

　二秒で周囲を見み渡わたし、地上に逃にげ道みちがないと判断する。エアコンの室外機に飛び乗り、壁かべの雨あま樋どいをよじ登って、二階の窓から再び建物内に侵入する。

　応接室らしき部屋を突つっ切り、扉とびらを開けて通路を警戒する。

『２』

「くっ……！」

　蓮次はその場から飛び退のいた。見えない敵の攻こう撃げきを避け、素早くカウンターでナイフを突き出す仕草をする。

「クリア！」

『クリア。ゴー』

　合成音声が響いた。蓮次は通路に飛び出し、見つけた階段を駆け下りる。

　一階に出ると、正面に建物の出入り口があった。迷わず屋外に出る。

　建物の裏側にあたる敷しき地ちには、無数の人工池が並んでいた。沈ちん殿でん槽そうという浄じよう水すい化かのための初期設備だ。柵さくで囲まれた池は深く、落ちれば無事では済まない。

『９』

「またかよ……！」

　沈殿槽エリアを駆け抜けようとした蓮次は、その場で急停止した。進路を変へん更こうし、池の横にある建物に飛び込む。処理場の動力である電気室だ。

　所ところ狭せましと電でん気き盤ばんや制せい御ぎよ盤ばんが並べられた空間を、蓮次は滑すべるように走り抜けていく。

「はあっ……はあっ……」

　蓮次は、ただ闇やみ雲くもに走っているわけではない。

〝クリティカル・エリア〟に見立てた下水処理場跡の敷地は広い。本ほん棟とうや別べつ棟とうなどの建物以外にも、人工池や地下ポンプ室など、ステージは多た岐きに渡わたる。

　加えて、スマートフォンを通じて、仮想敵との遭そう遇ぐうを知らされる。

　１なら異常なし、２は一いつ匹ぴきの犬型クリプテッドによる奇き襲しゆう、９ならばＥＯＭと遭遇といったようにだ。音声認識や位置情報の変化にも対応しており、敵との遭遇から制限時間内に適正な行動をとらなければ、その時点で死亡。トレーニング終しゆう了りようである。

　体力や瞬しゆん発ぱつ力りよく。さらにペース配分やルート選びなどの判断力を養うための訓練だ。

　その日の記録は、別の場所で同じトレーニングをしているもう一人の人物の元へ自動的に送信される。タイムが遅おそい、あるいはゴールに辿り着けずに死亡となれば、反省と原因究明のためのミーティングを行う決まりになっていた。

「はあっ……！　はあっ……！　ぜえっ……！」

　ゴール地点の駐ちゆう車しや場じように寝ね転ころがり、蓮次はスマートフォンを確かめる。

「ははっ……」

　笑う他になかった。

「過去最悪のタイムだ……」

　以前なら、数秒で怒いかりのコール音が響いたことだろう。

　しかし現在は、記録を自動送信する機能は停止している。

　数日前。

　装備の大半を燃やし、秘密の隠かくれ家がを放ほう棄きした日以来、蓮次はパートナーの少女との連絡を完全に絶っていた。

　あちらからの連絡も、一いつ切さいない。

「……帰るか」

　ミスをしても叱しつ咤たを受けないというのは、張り合いがないものだ。

　蓮次はのろのろと着き替がえ、自転車に乗って自宅に帰宅する。

「──ただいま」

　シャワーを浴び、食しよく卓たくにつく。

　両親と妹がすでに朝食をとっていた。

「そうそう、昨日、救務庁の人が来てね」

　唐とう突とつに、母親が切り出した。

　蓮次はギクリとして、お椀わんを持つ手を震ふるわせた。

「ちょっと、蓮クン！　お味み噌そ汁しる、こっち飛んだ！」

「……拭ふいといて」

「なんで、私が！　自分でやってよ！」

「朝から、お前たちはうるさいな……母さん、それで？」

「またアンケートですって。ほら、もうすぐ第三次なんとかっていうのを始めるから……今度は、具体的にどんな成果を望んでるか調べてるそうよ」

　なんだ、ただのアンケートか──。

　蓮次は味噌汁を飲みながら、胸をなで下ろす。

　前回、〝エリア〟から生せい還かんしてから、〝スポット〟には立ち寄っていない。

　そのため、あの場所が本当に救務庁に見つかったのかどうかも分からなかった。たとえ見つかったとしても、そこに残された情報から蓮次の身元を割り出すのは困難なはずだ。そもそも、あれからまだ数日しか経たっていない。

　相手があの救務庁なだけに、油断はできないが。

「うちの子も救務庁にいるんですよって言ったら、色々とお話を聞かせてくれて……」

　そう──救務庁。

　蓮次が〝エリア〟から連れ帰った大おお郷さと夢ゆ衣い──らしき少女は、救務庁の制服を着ていた。正規チームに同行していたことから見ても、彼女が救務庁と行動を共にしているのは明らかである。

　この数日間、蓮次は救務庁のこれまでの活動について調べ直した。

　だが──彼らが行方ゆくえ不明者を一人でも奪だつ還かんしたという記録は皆かい無むだった。

　当然だ。もしそんなことがあれば、世界規模で大きく報道されているはずである。

「なによ、そんなに怖こわい顔しなくてもいいじゃん……自分が悪いクセに」

　旭あさひが口を尖とがらせるのを見て、蓮次はハッとした。

　いつの間にか険悪な顔をしていたようだ。──前回の〝エリア〟侵しん入にゆう後ご、恒こう例れいの儀ぎ式しきであるクールダウンをしていないせいで、日常生活に感覚が戻もどりきれていない気がする。

「あ、いや、悪い……」

　救務庁は、重大な何かを隠している──。

　かねてから抱いだいていた疑念が、確信に変わりつつあった。

　とっくの昔に蓮次が匿名で通報したはずの〝ハーメルン〟について、彼らが調査している気配が全くないことからしても不思議に思っていたのだ。

　人工衛星ヒマワリとかいう、奇き妙みような名前からしても初耳だ。

　しかし怪あやしいからといって、蓮次が正面から救務庁について調べるわけにもいかない。

　相手は国家機関である。あっさりと蓮次のほうが怪しい人物として特定され、最悪、彼がレイダーであることがバレて逮たい捕ほされかねない。

『救務庁による第三次大規模探たん索さく作戦の予定日まで、残すところ三日となりました』

　テレビから、アナウンサーの事務的な声が響いた。

『昨日の会見で、救務庁はあらためて意気込みを語りました』

　テレビ画面に、眼帯をつけた男性が映し出された。救務庁の鍵かぎ小お野の広報官である。

『我々、救務庁はこの度たびの大規模探索に向けて、万全の準備を整えてきました。実際に〝エリア〟内部を探索するメンバーは最高のチームであり、バックアップする職員の気力も充じゆう実じつしております。今回の探索作戦では、必ず行方不明になった人々の手がかり、及および〝エリア〟の実体を探さぐるためのヒントを持ち帰ることを使命として──』

　三日後、救務庁による〝第三次大規模探索作戦〟が行われる。

　それは決定事じ項こうであり、国内のみならず国際社会でも注目が集まっていた。

　東京厄やく襲しゆう、ひいては〝クリティカル・エリア〟というものについて、現時点で人類が解明できたことはあまりにも少ない。

　果たして行方不明者は帰ってくるのか？

〝クリティカル・エリア〟という空間は、今後、どう変化するのか？

　変化するどころか、第二、第三の東京厄襲が発生する可能性は？

　混乱期のピークは過ぎたとはいえ、この世界が抱かかえた不安は消えていない──。

『探索作戦に関して、現在も賛否が分かれているということは承知しています。一様に言われているのは、不測の事態が発生した場合、どうするのかということです。しかし我々はリスクを負ってでも──』

　何が起きるか、分からない。

　当の救務庁でさえ、予測不能の出来事が生じる可能性を認めている。

　それでも人類側から、〝クリティカル・エリア〟に干かん渉しようせざるを得ないのは──消えた人々の数が多すぎるからだ。

　数百万人の消失という事態は、人類にとっては大きすぎる損失であり──。

　次は、自分が消されるかもしれない。

　世界中の人々に、そう思わせるだけの危険性を孕はらんでいた。

「見つかると、いいね……」

　旭が呟つぶやいた一言に、両親は無言で頷うなずいただけだ。

「ごちそうさま」

　蓮次は食器を片づけ、自分の部屋で登校の準備を整える。

「不測の事態、だって？」

　ポツリと独り言を漏もらす。

「救務庁は噓うそばかりだ。大規模探索が何を引き起こすかなんて、分かりきってる」

　救務庁は、〝エリア〟探索に必ひつ須すのアイテム──変身ショットを大量に確保している。

　そんな救務庁が準備万ばん端たんだと自ら宣言し、〝エリア〟に赴おもむくのだ。

　その結果、何が起きるか。

「戦争だ」

　救務庁はクリプテッドやＥＯＭとの戦せん闘とうを余よ儀ぎなくされるだろう。

　被ひ害がい者しやも出るはずだ。そうなると──次々とハイエナが現れる。

　救務庁が持つショット目当てのレイダーたちである。

　救務庁の探索チームの死体を漁あさってでも、ショットを欲しがるレイダーは多い。しかし彼らもまた目的を果たす前に、クリプテッドやＥＯＭと遭遇し──。

〝クリティカル・エリア〟中が、連れん鎖さ的に発生する戦闘に包まれる。

　まさに戦争だ。

　過去二回の大規模探索時、蓮次たちもそのせいで死にかけている。

「そうなることが分かっていながら、どうして同じことを繰くり返すんだ……」

　救務庁に対する不審は募つのるばかりだ。

　蓮次は自宅を出て、いつも通り自転車で登校路を走る。

「戦争になるって分かってたから、俺たちはその日までにケリをつけようとしたのに」

　救務庁、レイダー、クリプテッド。

　そして──ＥＯＭ。

〝クリティカル・エリア〟に存在する全ての者たちが入り交じり、変へん貌ぼうした東京都心はますます荒あれ果てるだろう。

　そうなる前に蓮次たちは、〝ハーメルン〟を倒たおそうとしたのだ。

　だが、こうなった以上──。

　いや、このような状じよう況きようになったからこそ──。

「今の俺にとっては……いや、俺たちにとっては、最後のチャンスでもある」

　この数日間で、蓮次は思い出したことがあった。

　思い出してしまった、と言うべきかもしれない。

　その記き憶おくの真相を確かめるためにも──もう一度、あの少女と話す必要がある。

　大郷夢衣の顔をした、人工衛星ヒマワリという名の少女。

　正面から救務庁を調べることができないなら──。

　裏口から、近づくしかない。

「そうだろ？　カナ……」

　蓮次の呟きが、朝あさ靄もやのかかった住宅街に溶とけて消えた。
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　弓ゆみ家いえ叶方かなたはその夜、輝かがやいていた。

　目ま映ばゆい照明に照らされ、荘そう重ちような管かん弦げん楽がく団だんの一員としてヴァイオリンを弾ひく。

　全方位を客席に囲まれた、歴史あるコンサートホール。

　東京厄襲から二年という節目にあたって、海外から有名オーケストラを招いてのメモリアルコンサートが公演されることとなった。

　世界でもトップ３に入ると評される大楽団とともに、叶方が演奏する。

　それもタキシードで統一した共演者の中で、叶方だけが赤いドレス姿だ。一段高い壇だん上じように立ち、専用のスポットライトを浴び、日本人の代表として演奏する。

　はっきり言って、叶方は──場ば違ちがいだった。世界で鳴らした実力者たちの演奏と比べると、彼女の技術は児じ戯ぎに等しい。そもそもからして、叶方の所属する音楽事務所が人脈を駆く使しして、強ごう引いんにコンサートに便乗したのだ。

　リハーサルの段階でも、共演者たちと心が離はなれているのが分かった。楽団員からすれば、叶方はスポンサーの意向で加わっただけのお荷物というところだろう。

　叶方自身も、そのことは自覚している。共演者からどう思われようと構わない。

　だが観客にだけは、そう思われるわけにはいかなかった。

「──」

　叶方はリハーサルとうって変わり、身み振ぶりを加えて激しく弓を引いた。

　観客席に座る人々が、驚きの表情を見せた。

　同時に、共演者たちが動どう揺ようする気配が伝わる。

　叶方の暴走──指揮者の構成を台無しにする行こう為いだ。

　しかし彼女は、止まらない。

　清せい澄ちような局面では、水面下に怒いかりを。テンポの良い場面では狂きよう喜きを。基調通りの展開に進むはずのところを大おお袈げ裟さに。

　自分の世界観で独走する叶方に対し、共演者の怒りが高まっていくのが分かった。

　だが彼らも、プロフェッショナルだ。練習時ならともかく、本番中に彼女をリンチするわけにもいかない。コンサートを成功させることが、彼らの絶対的な使命である。

「──」

　演奏の流れが、一変した。

　オーケストラが、叶方の共犯者となった。演奏を崩ほう壊かいさせるよりはと、上品さをかなぐり捨てて派手さを重視した曲調に移行する。

　筋書きのない、ギリギリの演奏。

　観客の七割が、予想もつかない展開に注目していた。

　そして残りの三割が、当とう惑わく、嫌けん悪お、退場する中──圧あつ倒とう的な最終楽章を迎むかえる。

　ぽつぽつと空席の出来た席から、大きな拍はく手しゆが沸わき上がった。

　かくして、その日。

　下手へたくそなヴァイオリニスト、弓家叶方は力ずくで主役の名目をもぎ取ったのだった。

「──何か、イヤなことでもあったの？」

　夕方から降り出した雨が、叶方を乗せた自動車を打ちつけていた。

　コンサート会場から出ると、道路は混雑していた。

「さすがに今日の演奏は、やりすぎだったんじゃない？」

　運転席に座る女性が言った。叶方が契けい約やくしている音楽事務所の社員であり、彼女のマネージャーも務めている人物だ。

「あれじゃあ、もうクラシック界に見向きもされなくなっちゃうわよ。せっかく芸能界以外にも幅はばが拡ひろがりそうだったのに」

「あのオーケストラと共演できただけで、じゅうぶんです」

　後部座席でスマートフォンを操作しながら、叶方は冷静に言う。

「元々、私の腕うでじゃ本格派なんて無理ですから。今回の件でハクがつけば、芸能方面でのコラボのオファーも増えてくれるでしょう。──ほら」

　化け粧しようを落とし、ドレスから普ふ段だん着ぎに着き替がえた叶方は、クスリと笑った。

「さっそくニュースサイトに掲けい載さいされてますよ。〝今夜、公演されたメモリアルコンサート、ＫＡＮＡＴＡが存在感で魅みせる！〟だそうです」

「……見ている側からすると、心臓に悪いのよ。あなたの戦略は」

　女性マネージャーが嘆たん息そくした。

「今は人気が出て稼かせいでいられるからいいけど、もし何かの拍ひよう子しでつまずいたら……その時は今いる味方も含ふくめて、誰だれも彼も敵に回すことになりそうで」

「その点も、大だい丈じよう夫ぶです」

　叶方はニュースサイトにある見出しの一つを見て、微笑ほほえんだ。

　──〝救務庁、会見。あと三日に迫せまった第三次大規模探索作戦について説明〟。

「最初から、私に味方なんて一人もいませんから……」

　叶方の人生において、味方と呼べるような人間はたった一人しかいなかった。

　姉である叶方に憧あこがれ、いつも彼女の真似まねをしていた弟、奏そう汰た。

　しかし彼も、今はこの世界にはいない。

　二年前、あちら側──〝クリティカル・エリア〟に消えてしまったからだ。

「……」

　バックミラー越ごしに、女性マネージャーが叶方を見つめていた。

　しまった。今の場合は、噓でも頼たよりにしていると言ったほうが良かったところだ。

　どうも上手うまく自分の感情をコントロールできていない。

　その原因は、分かりきっているのだが──。

「仕事以外でも何か困ってることがあったら、相談に乗るわよ？　今日はずっと険しい顔をしてるし……」

「ありがとうございます」

　運転席に座る女性が、善人であることは知っている。

　だが、臆おく病びようだ。叶方がレイダー行為をしていると知ったら、すぐに救務庁に通報するだろう。叶方に対する悪意ではなく、秘密を抱えることの不安に負けて。

「でも、本当に大丈夫です」

　叶方には味方がいない。

　友達もいないし、恋こい人びともいない。両親とも今は絶ぜつ縁えん状態だ。

　そんな人間関係は、今の叶方に必要ない。

　必要なのは、弟を取り戻もどすために利用できる人脈。

　そして人類の敵と対たい峙じした時に、死角になる叶方の背中を任せられるような──。

「何も、問題はないですから……」

　窓ガラスの雨あま粒つぶを見つめる、叶方。

　その目つきは確かに険しく、疲つかれていて──。

　まるで二年前の自分のようだ、と過去の自分を思い出していた。




　弟の奏汰を奪うばった、未み曾ぞ有うの大災害。

　それは東京厄やく襲しゆうと呼ばれるようになった。

　中学二年生だった叶方は、なりふり構わず情報を求めた。

「私の弟は……？」

　各地にある避ひ難なん所じよに押しかけては、弟の姿を探した。

　臨時政府が西で発ほつ足そくされたと知るや、新官かん邸ていを囲む人々とともに情報を求めた。

　米軍が情報を隠かくしているという噂うわさを真に受け、在日米軍の基地に押しかけて追い払はらわれたりもした。情報提供者を名乗る詐さ欺ぎ師しに騙だまされ、危あやうい目に遭あったりもした。

「奏汰は、どうなったの……？」

　あの〝クリティカル・エリア〟とは一体、何なのか。

　なぜ、あの中に入ることができないのか。

　弟は、どこに消えたのか？

　そもそも何が、叶方の弟を奪ったのか？

　厄襲直後のパニックに包まれた国内で、叶方が欲しい情報は何一つ得られなかった。

「奏汰……！」

　混乱する国内だったが、変化もあった。

『我々は、立ち向かわなければなりません』

　救務庁という機関が設立されたのだ。

　東京厄襲に関する情報を統とう括かつし、〝クリティカル・エリア〟に消えた人々を救い出すことを目的とした組織である。

『東京厄襲という数百万人もの国民が奪うばわれた悲劇に対し、今こそ我が国は団結しなければなりません。決して悲しんではいけないというわけではありません。悲しんだままで終わらせてはいけないのです。冷静に、立ち向かう必要があるのです』

　鍵小野という名前の広報官が言う通り、救務庁の職員たちは健けん闘とうした。

　不安を募つのらせる国民に対しては、根気強く冷静になるよう呼びかけた。〝クリティカル・エリア〟に関する情報をとりまとめ、デマや不安を煽あおる内容を否定し、時には臨時政府と国際機関の橋はし渡わたし役までこなした。

　彼らの働きのおかげで、国家破は綻たんが回かい避ひできたともいえるが──。

〝クリティカル・エリア〟内部に関する情報は、ほとんど公開されなかった。

「──確かに当庁では、常に人材を募ぼ集しゆうしています」

　それでも叶方にとっては、救務庁だけが頼りだった。

　特別法によって、〝クリティカル・エリア〟に立ち入ることができるのは救務庁のみと法的に規制されたからだ。

「でも、ごめんね。一いつ般ぱん募ぼ集しゆう枠わくは十八歳からなのよ」

「……」

　救務庁の本庁に押しかけるも、叶方は受付係の女性に門もん前ぜん払ばらいをくらった。

　二十席以上ある受付口の向こうでは、職員が忙せわしなく走り回っていた。

　受付口のこちら側、待合席も大勢の人々で埋うまっていた。行方ゆくえ不明者について直接問い合わせにやってきた人々がほとんどだった。

「……何でもします」

「今、あなたは中学二年生なのね。それなら、あと四年間。しっかりと勉強して身体からだを鍛きたえて。それから私たちといっしょにがんばりましょう」

「四年……四年間も……？」

　叶方は信じられない思いで、受付係の女性を睨にらみつけた。

「あなたたちは、私の弟をあんなところに残したままでいる気なんですか……？」

　受付係の女性が、叶方に同情した表情で押し黙だまった。無言で叶方の履り歴れき書しよを返す。

　叶方は若すぎた。大きな組織の一員に加わることができないくらいに。

　だからといって、叶方は諦あきらめなかった。

『〝スポット〟と呼ばれる不ふ審しんな霧きりが、〝エリア〟と関かん与よしている可能性があります』

　通報を呼びかける救務庁の発表と、耳にした噂。

　──〝スポット〟を通れば、〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうできるらしい。

　噓うそか真まことか、それだけが叶方に残された希望となった。

　まだ誰にも見つかっていない〝スポット〟を見つけ出して、自分の足で〝クリティカル・エリア〟に侵入する──。

　一いつ般ぱん人じんが〝エリア〟に立ち入ることは犯罪だが、そんなことは関係がなかった。

「救務庁の者です。現在、無む作さく為いに選出した国民の皆みな様さまからの情報提供のご協力を呼びかけている最中でして──」

　叶方の〝スポット〟探しが始まった。

　中学生が走り回って〝スポット〟を探し回っては、目立って通報されてしまう。

　そこで叶方は救務庁の職員を装い、全国にいる一般人に電話をかけ続けた。

「ご近所に不審な霧きり状じようの物体がある、もしくはそのような話を聞いたという情報がありましたら……はい、ご協力いただければ、ささやかながら謝礼も──」

　身分詐さ称しようがバレて、身が危うくなったことも一度や二度ではない。

「救務庁の者です。現在、無作為に選出した国民の皆様からの──」

　それでも、叶方は〝スポット〟を探し続けた。

「救務庁の者です。現在、無作為に選出した──」

　毎日、毎日、何度も繰くり返し電話をかけ続けた。

「救務庁の者です。現在──」

　それなのに。

　一向に、〝スポット〟が見つからない。

〝スポット〟がなければ、〝クリティカル・エリア〟に入ることができない。

　たった一人の弟を助け出すために、姉である叶方は何もできない──。

　叶方の中で、無力感と自己嫌悪は募る一方だった。

「救務庁、です……あの、現在、無作為に選出した国民の皆様から……」

　疲れ果て、亡ぼう霊れいのようにぼそぼそと呟つぶやく気力しかなくなっていった。

　不審がられて、すぐに電話を切られることも多くなった。

　そんな時。

『……』

「……あ、あの……？」

『それで、その霧とかいうのがあったら、どうなるんだい？』

「そ、それは、その、非常に危険です。ですから、もし見聞きした場合は──」

『……』

　電話の向こうにいるのは、耳の遠い老婦人のようだった。

　これ以上、先に切られて傷つくのは嫌いやだ。面めん倒どうだし、もう切ってしまおうか──。

　そう思っていた時だった。

『あれが……そうなのかねぇ』

　ぽつり、と老婦人が呟いた。

　叶方は一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとして腰こしを持ち上げ──。

「ひぐっ……！」

　ぽろぽろと零こぼれる涙なみだと、こみ上げる嗚お咽えつを必死に堪こらえたのを覚えている。

　弓家叶方は──ついに〝スポット〟を探し出した。

　奇き跡せき的に辿たどり着いたそれは、酒さか搗づきという老婦人が所有する小山にあった。山腹を覆おおう竹林に筍たけのこ採り用の物置小屋があり、その内部に発生していたのだ。

「……ご覧の通りの歳でねぇ、あんたの言ってることもろくに分からんけど」

　腰の曲がった老婦人が、突とつ然ぜんの来訪者を不審の目で迎むかえた。

「ようするに、あんたは救務庁っていうのじゃないんだね？」

「はい。騙すような真似をして、本当に申し訳ありませんでした」

　叶方は砂じや利りだらけの玄げん関かん先さきに正座をし、深々と頭を下げた。

「それで、あの小屋にある、何たらいうものを使わせてほしいと」

「あれは〝スポット〟というもので間ま違ちがいありません。ご迷めい惑わくはおかけしません」

「……」

「謝礼も、お支し払はらい致いたします。すぐにはご用意できないかもしれませんが……」

　酒搗家の本宅は、小山の入り口にあった。

　そこに一人で住む老婦人は気難しそうだったが、何とか懐かい柔じゆうする必要があった。たとえ〝スポット〟を使うことができても、彼女が当局に通報すればそれで終わりだ。

「……テレビで見たけど、あれは危ないものなんだろう。あんたも言ってたね」

「いえ！　近づかないかぎり、酒搗さんに危険はありません」

「通報せずに隠しておいたら、御ご用ようになるとも昨日テレビで……」

「そ、それは、〝スポット〟があることを知らなかったことにしていただければ……」

　土下座をした状態で、叶方は必死に説得する。

　人気の無い山中にあり、その存在を知るのは老人が一人だけ。

　ここまで理想的な条件が揃そろった〝スポット〟は、二度と見つからないだろう。

「ほ、本当にご迷惑はおかけしません！　お礼も、おそらくはご想像以上の額をご用意できます！　ですから、どうか……！」

　何としても、この〝スポット〟を手に入れる必要があった。

　いざとなれば──目の前の老婦人を、どうにかしても。

「……この歳じゃ、お金もお上も怖こわくてたまんないよ」

　ざっ、と老婦人が足を引く気配がした。

「お、弟がっ！」

　顔を上げることはできなかった。

　今、顔を上げて、もし老婦人がこちらに背を向けているのを見たら──懐ふところに忍しのばせたナイフに手をかけてしまいそうな自分が恐おそろしかった。

「お、弟が……いるんです。あそこに……〝クリティカル・エリア〟に……」

　老婦人が立ち止まったのが、気配で分かった。

「うちのこと、調べたのかね」

「は……？　あ、あの──も、申し訳ありません。失礼ながら、縁えん故こ関係や資産などを多少ながら……そのことで気分を害されたのでしたら、慰い謝しや料りようも……」

「……お金の話や泣き落としなんて、子供がするもんじゃないよ」

　そう言って、また老婦人が遠ざかる気配がした。

　その通りだ。叶方は金か同情のいずれかで、どうにかするつもりだった。

「お、お願いします……！」

　それが通用しなければ、ここで終わる。

　覚かく悟ごを決めてナイフなど持ち込んだものの、それを使う度胸などあるはずもない。

「お願いします……！　どうか、お願いします……！」

　計算も何もない。

　眼前の老人にすがりつくことでしか、叶方は何も始められない。

「弟がいるんです……！　あちら側に……！　私が助けてあげないと……！」

　顔を歪ゆがめ、大おお粒つぶの涙を流す。

「どうか、あれを……〝スポット〟を使わせてくださいっ……！」

　老婦人の足音が止まった。

「何もあんたがやらなくったって、救務庁とやらに任せとけばいいだろうに」

　救務庁に任せることはできない。

　なぜなら──両親が弟を失しつ踪そう者しやとして申告するかどうか、いまだに迷っているからだ。

　弟はすでに病によって余命少ない状態だった。ならば、再び病に苦しむために舞まい戻もどることを望むことは、かえって弟のためにならないのでは──。

　そう考えるのも、親心なのだろう。

　何より弟自身が──そう望むかもしれない。

「第一、あんたみたいな子が、あの恐ろしげな場所に行って何ができるってんだい？」

「……」

　弟自身が望んでいないかもしれない──そんなことは分かっている。

　しかしもう一つ、分かっていることもある。

　──次は、もっと楽しい曲が聴ききたいな。

　そう言って笑った弟は、己おのれの死期を悟さとっていたはずだ。

　弟が自らの最さい期ごに、姉の音楽を聴きたいと言った。

　幼いながら、一人の人間として人生の締しめくくり方を決めたのだ。

「パートナーを……信用できる人間を見つけます」

　そんな弟の尊厳が、失われた。

　人間として何者にも侵おかされるべきではないそれが、奪うばわれたのだ。

　叶方は弟を救い出さないといけないし、それができずとも──。

　いかなるものが弟の尊厳を奪ったのかを、見届けなければならない。

「──卑ひ怯きようだよ」

　思わぬ老婦人の言葉に、叶方は泣なき濡ぬれた顔を上げた。

「あたしの弟のことも、調べたんだろう？　空くう襲しゆうで離はなればなれになっちまった弟さ……」

　叶方はぎょっとした。

「そ、それは知らな──あ、いえっ、お亡なくなりになってることは、確かに……で、でも、そんなつもりじゃ……！」

「とうとう見つからなくて、死んだことになっちまっただけだよ」

「……！」

「……お金なんていらないから、勝手にしたらいい。この足じゃあんなところに近づくのも、もう億おつ劫くうなんだ」

　一瞬、老婦人の言っている意味が分からず、叶方は呆然とした。

「ほうぼう回ったものさ……まだ子供で、一人じゃ何もできなくてね」

　玄げん関かんの戸を開け、老婦人が顔を上げた。

　遠い昔を思い出しているのだろう。弱々しい声で、呟く。

「お願いします、お願いします、弟を探すのを手伝ってください、ってね」

「……！」

　ようやく老婦人の言わんとしていることを理解し、叶方は再び頭を下げた。

「……あんたは、見つかるといいね」

　老婦人の後ろ姿が、閉められた戸の向こうに消えると同時に──。

「……ありがとう……ございます！」

　叶方の喉のどの奥から、嗚咽が漏もれた。

「ありがとうございます……！　ありがとうございます……！」

　かくして。

　叶方はようやく〝エリア〟探たん索さくのスタートラインに立つことができた。

　その後の準備は、着々と進んだ。

〝クリティカル・エリア〟の中には、化け物がいる──。

　そんな噂うわさを聞いていたし、いずれにしろ未知の世界を探索するための装備とトレーニングが必要だった。それらの必要な要素を揃えるため、叶方は以前、弟の病院で声をかけらられた芸能事務所と契けい約やくを交かわした。

　雀すずめの涙なみだの契約金を、さらなる資金集めに必要なパトロン探しに使った。叶方と同じように行方ゆくえ不明者の手がかりを求める資産家を探し出し、彼らの援えん助じよによって実戦的なトレーニングを施ほどこしてくれるトレーナーを雇やとったりもした。

　必要な物資を整える算段は整った。

　しかし問題は叶方がまだ中学二年生で、しかも女子だということ。

　体力に不安があったし、何よりも一人で〝エリア〟に突とつ入にゆうすることはあり得なかった。もし躓つまずいて足の骨を折りでもしたら、一人でこちら側に戻ることもできないだろう。

「──パートナーが、要いる」

　救務庁、本庁前。

　大きな建物の正面入り口は、広場になっていた。

　今日も今日とて、救務庁には大勢の人々が出入りしていた。叶方はベンチに座り、行き交う人々をぼんやりと眺ながめていた。

「たった一人でいいのよ。〝スポット〟の秘密を共有できるような信用できる人間……」

　ぶつぶつと呟く叶方の目は、我ながら虚うつろになっていたと思う。

「できれば戦せん闘とう経験がある、屈くつ強きような男性が……ううん、それじゃいざ裏切られた時、私に勝ち目が……〝スポット〟を乗っ取られる可能性も……ううん、私がそんなことを考えてる時点で、もう……まずは私が信用しないと……」

　肝かん心じんのパートナーを、見つけることができなかった。

　同じ境きよう遇ぐうの人間ならば、叶方に共感してくれるかもしれない──そう思って、救務庁の前までやって来たものの、大きな問題があった。

　自分自身の猜さい疑ぎ心しんである。

「私が、信用……？　私、誰だれかを信用したりなんかできるの……？」

　最初にどう声をかければ良いのか、分からない。

　裏切られるのが怖い。

　積み重ねた計画が台無しにされるのが恐ろしい。

　ようやく見つけ出した〝スポット〟を──横取りされるのが怖くてたまらない。

「友達すら、一人もいないのに……」

　ここに来て、またも絶望に陥おちいるとは思わなかった。

　心から信しん頼らいできる相手が、一人もいない。

　心から誰かを信頼できるような人間でもない。

　叶方は──独りぽっちだった。

「──」

　そんな彼女が、そいつと出会ったのは偶ぐう然ぜんだった。

　ベンチの横を通り過ぎていく人々の中で、一人だけ立ち止まる人ひと影かげがあったのだ。

　特に目立つような風ふう貌ぼうではない。背が高いわけでもないし、屈強なわけでもない。強しいて気になるところいえば、反はん抗こう期き丸出しの目つきが不快だ。

　叶方と同い年くらいの少年である。

　そいつは立ち止まり、救務庁の本庁を見つめていた。

「……」

　視線に気づいて、叶方を振ふり向いた少年の眼まな差ざし。

　それは他ほかの誰でもない──叶方と同じ目をしていた。

　自分以外は、誰も信用していない。自分で何とかしなければならないのに、それができないことに怒いかり、一歩も前も進むことができない惨みじめな状じよう況きように疲つかれきった目だ。

「……なんだよ」

　第一声から、低い声で叶方に喧けん嘩かを売ってきた少年。

　結論を言えば──叶方は、彼をパートナーに選ぶことになる。

　強そうでもないし、頭も悪そうな普ふ通つうの少年だ。

　事情を聞くうちに、数百万人の人々を奪ったＥＯＭ──〝ハーメルン〟を目もく撃げきした貴重な人間であると分かったのも、彼を選んだ要因の一つだ。

　しかし最も大きな理由は、第一印象にあった。

「キミって……友達いなそうね」

　叶方が言うと、少年がムッとした。

「お前こそ」

　自分以外は誰も信じない。

　その上、友達の一人もいないのなら、秘密漏ろう洩えいの心配もないだろう。

　それならば──交こう渉しようの余地くらいは、あるのかもしれないと思ったのだ。

　後に叶方とともにレイダーとなり、命を預け合うパートナーとなる少年。

　そいつの名前は、秋月蓮次といった。




　友人ではない。

　恋こい人びとでもなければ、もちろん家族などでもない。

　同じ目的を共有し、同じ目的を果たすためだけにお互たがいを信用して、ともに戦う。

　秋月蓮次という少年とは、そういう関係になれたと思っていた。

　およそ二年の月日をかけて、だ。

「──ここで結構です。降ろしてください」

　叶方のお願いに、女性マネージャーが素直に従った。

「契約通り、私生活には干かん渉しようしないけど……用が済んだら、タクシーを拾って帰ってね。夜も遅いから」

「ありがとうございます」

　傘かさを差し、何の変へん哲てつもない国道に降りる叶方。

　パーカーのフードを目ま深ぶかにかぶり、歩道を歩く。

　叶方はマンションで一人暮らしをしている。両親の元を離れて私立の高等学校に通いながら、芸能活動を続けている。学生生活と芸能活動の両立は難しいだろうと周囲は言うが、叶方が取り組んでいるのは、もちろんそれだけではない。

　レイダーとしての活動だ。限られた時間で、あらゆる事態を想定したトレーニングを積み、必要な装備や物資を調達しつつ、次の侵しん入にゆう計画を立てる。

　正直を言って、寝ねる間もないが──苦ではない。

〝スポット〟を見つけられなかった時期や、パートナーを見つけられなかった時期。

　何もできず、焦あせりと不安で押し潰つぶされそうだった、あの頃ころに比べれば。

「……生きて、帰れるかな」

　叶方は国道沿いにある、大型家電製品店の駐ちゆう車しや場じように入った。

　店内には入らず、そのまま駐車場の隅すみに駐車した自動車に近づく。

「──報告は、聞いたよ」

　叶方が近づくと、黒くろ塗ぬりの高級車の窓が開いた。

　後部座席に座る老人が、嗄しわがれた声で言う。

「〝スポット〟の場所が、救務庁に知られたかもしれない……と」

「はい」

　叶方は緊きん張ちようした面おも持もちで、頷うなずく。

　レイダー活動を行う上で、パトロン──出資者の存在は不可欠だった。

〝スポット〟を使う以上、結果を出さなければならない。そうでなければ、それを救務庁に明け渡わたしたほうが弟を救出する手助けになるからだ。

　自分たちでやると決めた以上、叶方は救務庁以上のプロフェッショナルにならなければならなかった。そのための訓練と装備を充じゆう実じつさせるためには、叶方の芸能活動の報ほう酬しゆうだけでは足りなかった。

「ショットも使い果たした。つまり君らには、もう何も残っていないというわけだ」

「……しかし、〝ハーメルン〟を見つけました」

「二年かけて、な」

「……」

「新たな〝スポット〟を探すところからやり直して……またそこに到とう達たつするまで、一体、何年かかるのかね？」

　叶方の額に、冷ひや汗あせが伝った。

　そばに停車した複数の自動車から、人の気配を感じた。資産家にして権力者である老人のボディガードだろう。それとも──刺し客かくか。

「それ以前に、君に捜査が及およぶ可能性は？　そうなれば、私の立場も危あやうい」

「……」

「息子むすこ夫婦を取り戻もどすためならば……そう考えて、君に支し援えんを惜おしまなかった。投資し、芸能活動をサポートし、君のレイダー行こう為いを隠かくすための手伝いも……」

　今すぐに回れ右をして、住宅街に紛まぎれ込めば、逃にげ切る自信はあった。

　しかし叶方の個人情報は老人に知られている。自宅や学校に張り込まれれば、どの道、彼女に逃げ場はないだろう。

「──これからは芸能人として励はげみなさい。投資した分は、回収させてもらうよ」

　自動車の窓が、ゆっくりと閉じていく。

「レイダーとしては……見込み違ちがいだったようだがね」

「……」

　事実上の契約打ち切り。

　少なくとも借金を返すまでは、口くち封ふうじを待ってもらえるらしい。

　ひとまず命拾いしたとはいえ、協力者は他にもいる。

　叶方が次に向かったのは、夜の繁はん華か街がいだった。

「──私です。外で待ちます」

　スマートフォン越ごしにそう言うと、すぐに一いつ軒けんのキャバクラから男性が出てきた。

　派手なシャツを着た、厳いかつい顔つきの男である。

「潮時だな」

　二人で肩かたを並べて裏路地に移動するなり、男があっさりと言った。

「アンタに乗っかったのは、あくまでビジネスになるからだ。〝エリア〟の情報を欲しがる物好きは多い。アンタがそれを調達できるなら、こっちは武器を提供する。その関係が保てないなら、店じまいだ」

「……」

「ただ、それだけじゃ済まねぇよな。もしアンタが救務庁に引っ張られでもしたら、こっちの身も危ねえ。どんだけ金を積んででも、アンタとの関係やブツの入手ルートの痕こん跡せきを隠す必要がある。はっきり言って、大赤字だ」

「……」

「落とし前はつけてもらう。毎月、最低でも三千万。年内に二億。人気者のＫＡＮＡＴＡなら、どうとでもなるだろう。足りなきゃ、いつでも相談に乗ってやる。ただしお前の返事は、〝はい〟しか許さないがな」

　言い訳や反論をする余地すら、与あたえてもらえない。

「個人的なことを言やあ、アンタにゃ一目置いてたんだ。アンタのパートナーとやらが誰なのか教えるなら、そいつと折半にしてやるぜ？」

　去さり際ぎわ、叶方の肩に手を置いて言う男に対し、叶方は──。

「……三千万、用意します。若わか頭がしら」

　うなだれるように、頭を下げるしかなかった。

　カナのパトロン巡めぐりは、終わらない。

　タクシーを使って、とある大学を訪れる。

　敷しき地ちに忍しのび込み、秘密の裏口を通って、スポーツ科学科の研究棟とうに入る。

　深夜の廊ろう下かを通り、ある研究室をノックすると、若い女性准じゆん教きよう授じゆが出で迎むかえた。

「それは、残念だね……貴女あなたとレン氏は興味深い研究対象だったのに」

「ありがとうございます。できれば、これからも私のトレーナーとして──」

「知っての通り、私は救務庁の探たん索さくチームのトレーナーもしているのだけれど、最初は君たちの能力は彼らに遠く及ばなかった。その差が縮まり、君は状じよう況きよう分ぶん析せき、レン氏は判断力と反射速度に限定すれば、今や彼らと同等……そのへんの起因となったのは何なのか興味があったのに、もうおしまいだね。バッドエンド」

「……」

「ところでこれからも今まで通り、お金はもらえるんだよね？　だって私が救務庁にバラしたら、君らはおしまいだし？　口止め料の催さい促そくなんてさもしいとは思うけど、私も彼氏の指名ナンバーワンを維い持じするために大変なの。あ、次は今までの倍もらっていい？」

「……あの」

「さて、もう帰るかな。私は気が小さいから、〝エリア〟どころか夜道の一人歩きだって怖こわくてたまらないんだ。お金はいつもの口座にね」

「……はい」

　叶方が次に訪れたのは、真夜中の河川敷だった。

　積み上げられた段ボールの前に、買ってきた酒と弁当を入れた袋ふくろを置く。

「──もう一人のガキは……死んだのか？」

　段ボールの内側から、腕うでが生えた。ビニール袋を引っ張り込む。

　問いかけは、英語でされた。叶方も英語で返す。

「生きています。でも……」

「いや、いい。ガキを殴なぐってメシがもらえるから続けてただけだ……お前ももう来るな」

「いえ、どうか、これからも戦せん闘とうとサバイバル術の指導を──」

「失うせろ。今のお前のような顔を見るのは飽あき飽きだ……だから傭よう兵へいもやめた。この箱の外で何が起きているかも興味がない」

「私の、顔……？」

「鏡は見るな。自分の顔とはいえ、心をやられるぞ」

　男が弁当を食はむ音を交えながら、言う。

「絶望……というやつだ」

　今の自分が、一体どのような表情をしているのか。

　言われるまでもなく、確かめる気にもならなかった。

「……」

　川にかかった橋を渡ろうとして、立ち止まる。

　傘はどこかに置いてきてしまった。腕一本、持ち上げる気力すら湧わかない。

　自らの身体からだを担保にしてきた代だい償しようは、大きかった。今後、彼女は借金を返すために、髪かみの毛け一本なくなるまで搾さく取しゆされ続ける人生を送るだろう。

　眼下を流れる川かわ面もが、自分を誘さそっているように見えた。

「レン……」

　思い浮うかべたのは、パートナーの少年。

　彼が救務庁のメンバーを助けたことに、悪意がないことは分かっている。彼の態度を見れば、本当に大郷夢衣であると勘かん違ちがいしていたことは明白だ。

　彼が〝ハーメルン〟を攻こう撃げきしなかったという選せん択たくも──理解できる。もし叶方が彼の立場であれば、同じ選択をしただろう。

　しかし彼女の感情が、彼の行動を許さなかった。

　あれほど苦労して見つけた〝スポット〟が、もう使えないかもしれない──。

　目の前に〝ハーメルン〟がいたのに──。

「奏汰……」

　失ったものが、大きすぎる。

　手を伸のばしかけた希望が、大きすぎる。

　それなのに、二年間、戦い続けてきた叶方の手には、もう──何も残っていない。

「──」

　いや。

　まだ、残っている。

　戦いを始めた時から持っていた唯ゆい一いつのものであり、最後に残った唯一のもの。

　この──命。

　どれだけ惨みじめでも、絶望しても、この心臓だけは停とまりはしなかった。

「第三次大規模探索まで、あと三日……」

　スマートフォンを取り出し、コンサート帰りに見た報道を確かめる。

「〝スポット〟は──あそこから、消えてなくなったわけじゃない」

　叶方と蓮次は、救務庁による大規模探索作戦に反対の立場だった。

　過去の経験から見ても、〝クリティカル・エリア〟内でどのような事態が引き起こされるか、目に見えていたからだ。

　戦争である。

　しかし今の叶方にとっては──最後のチャンスかもしれない。

「でも、必要なのは、やっぱり……」

　叶方一人では、無理だ。

　ほとんど賭かけとはいえ、実行する以上は勝つための切り札が必要になる。

　そして、その切り札を持っているのは──叶方ではない。

「レン……」

　切り札を持つ少年、秋月蓮次。

　彼が今、何を考えて、これからどう動くか。

　手にとるように予想できる以上は──。

　自分のとるべき行動は、たった一つしかないのだろうと思った。
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　彼女は大きな建物の屋上で、風を感じていた。

　強い日差しが、大きな瞳ひとみを紫むらさき色いろに輝かがやかせる。

　高所の突とつ風ぷうが、長い髪を躍おどらせた。

　フェンスに触ふれた腕に巻いた、六面ダイス付きのブレスレットが揺ゆれる。

　彼女は、向こう側の世界の住人だ。

　しかし、こちら側の世界を素晴らしいと感じていた。

　空気は清せい浄じようで、広い。

　そこに住む人類は未熟で、合理性に欠けていて、そのために彼女自身に損害を与えることもあったが──強い。

　弱いが故ゆえに、それを克こく服ふくしようという強きよう烈れつな意志がある。

　それは感情と呼ぶものらしかった。

「──久しぶり」

　横から声をかけられ、彼女は視線を動かした。

　一人の青年が、彼女の顔を覗のぞき込んでいた。スーツ姿だが上着は脱ぬぎ、シャツの袖そでをまくっている。ネクタイもしていない。

「俺のことが分かるか？」

　笑顔で問われ、彼女は自分の中にある記き憶おくを探さぐった。

　見覚えがあるような気もするが、はっきりとはしない。少なくとも、彼女が救務庁という組織にやって来てから出会った人物ではない。

「反応なしか。この二年間で、俺もすっかり社会人として老ふけ込んだからな」

　老けてはいない。むしろ、この建物にいる人々の中ではかなり若い部類だ。

「逆に、そっちは随ずい分ぶん、幼くなったみたいだけどな。それどころか──」

　青年が真顔で言った。

「俺が、この救務庁で見つけてから……全然、成長してないように見える」

　彼女は青年から視線を外し、再び、こちら側の世界を目に焼きつける。

　この世界は、素晴らしい。

　この世界で生きる人類は、素晴らしい。

　そのことを教えてくれたのは──一人の少年だった。

「俺は、秋月翔しよう一いち」

　惜おしい。

　お前ではない。

「秋月蓮次……なら、覚えてるか？」

　そう。

　あの少年が、彼女に色々なものを与えてくれた。

　この世界と、人類の形。そして彼女の──。

「蓮……クン」

　彼女は唇くちびるを動かし、呟つぶやいた。

　驚おどろく青年を振ふり向き、ニコリと微笑ほほえむ。

「蓮クン」

　秋月蓮次。

　彼女は、あの少年から多くのものを受け取った。その後、彼とは離はなればなれになったが、彼女は自分の目でこの世界を観察し続けて──。

　蓮次と再会を果たしたことで、確信することができた。

　彼は、成長していた。

　人類は成長する。強くなる。

「蓮クン」

　また彼と、出会わなければならない。

　こちら側ではなく、向こう側の世界で。

　その時こそ、彼女が出した答えを。

　彼女が下した最終判断を──自分の片割れに、伝えなければならない。

「……お前は、誰だれだ？」

　彼女を見つめる青年の眼まな差ざしに、恐おそれの色が浮かんでいた。

　いや、怖おそれではない。強い嫌けん悪お。あるいは警けい戒かい心しんだろうか？

「夢衣ちゃんじゃない……あの子は、そんな顔であいつの名前を呼んだりは──」

「君」

　屋上に、見慣れた顔ぶれが現れた。

　鍵小野という広報官と、探たん索さく課の正規チームである。

「その子に、何か用かな？」

　彼女のもとに近づきながら、鍵小野が言った。

「い、いえ、外回り先から戻もどったら、屋上に子供がいるのが見えたもので……職員の関係者か、被ひ害がい者しや家族が迷まい子ごになったのかと。でも、いざ来てみたら救務庁の制服を──」

　ただならぬ雰ふん囲い気きを纏まとった正規チームに囲まれ、焦あせる青年。

「彼女は探索課の一員だ。保護してくれようとしたんだな、失礼した」

「こんな子供が、探索課の……？」

「特別採用枠わくでね。未成年を働かせていると知られたら、色々と問題もある。このことは口外無用で頼たのむよ。──君の所属は？」

「総務課の秋月翔一です」

「日ひ頃ごろの仕事も含ふくめて、総務課には感謝している。あとはこちらで引き受けるよ」

　正規チームのメンバーが、彼女を包囲した。

「勝手に出歩くなと言っただろう。戻るぞ」

　メンバーの一人に叱しかられ、屋上から連行される。

　制服の上からフードをかぶり、救務庁の本庁内を歩く一行。

　鍵小野率いる探索課の精せい鋭えいたちに、道を空けない職員は一人もいなかった。

「コイツ……この前から、どうも動向がおかしくないか？」

「この前って？」

「〝エリア〟内で消息を絶ったと思ったら、〝エリア〟外で見つかった時からだよ。その時点でもうおかしいが……やけに静かで、不気味な感じがするぜ」

「何言ってんですか。ヒマワリが無口でおとなしいのは最初からでしょ。それより、回収したヘルメットの録画記録は修復できたんですか？」

　メンバーに問われ、鍵小野が口を開く。

「先ほど、技術部が再生不可能と判断した。損傷が激しすぎるらしい。記憶が残っていれば、君たちを襲しゆう撃げきしたレイダーとＥＯＭについて、もっと分ぶん析せきできるんだがな」

「ＥＯＭはともかく、あのレイダーは許さねー。また見つけたら、ぜってー殺す」

「侮あなどるなよ。相当な手て練だれだぞ」

「手練れって……戦うどころか、我々にＥＯＭを押しつけて逃にげただけでしょう？」

「ＥＯＭと救務庁、それにクリプテッドだ。その全すべてに囲まれた状態で、ショットもなしに、しかも単独で脱だつ出しゆつできる自信がある者がこの中にいるのか？」

「……」

「まぐれではなかったとしたら、無視できない判断力と行動力だ。〝エリア〟探索経験も、半年や一年では済まないだろう」

「そんな、まさか……遠目でもガキに見えたのに、一年以上前ならもっとガキだ。その頃ころから、我々に見つからないくらい慎しん重ちように行動し続けていたと？」

　一人が軽い口調で言うも、他のメンバーらは重く押し黙だまった。

「脅きよう威いだ」

　鍵小野の言葉に、今度は誰も反論しなかった。

「明後日あさつての大規模作戦が楽しみですね。──いや、もう始まってるんだっけか」

「ヒマワリが帰き還かんに使った〝スポット〟の特定は、どうなっているんです？　〝エリア〟外に出たら、自動的にビーコンが起動するんでしょう？」

「ビーコン起動までは、タイムラグがある。ヒマワリが〝エリア〟から出てすぐに移動しているせいで、正確な〝スポット〟の位置の特定に時間がかかっているんだ」

「なんだ、そりゃ。何かに追いかけられてたとか？」

「ＥＯＭは〝スポット〟を通れない。そうなると、レイダーか……」

「じゃなきゃ、嫌いやがらせ？　ヒマワリが〝スポット〟の位置を誤ご魔ま化かすために、わざとそうしたとか」

「バカ言え。コイツには、そんな感情も知能もないだろ」

「知能がない振りをして、人類を騙だます気かもよ？　なんてったって、コイツも──」

　言いかけたメンバーを、残りのメンバーが睨にらみつけた。

「ところで」

　不ふ穏おんな空気を、鍵小野の一言が振り払はらう。

「君たちは地上から見て、本庁の屋上にいる人ひと影かげを子供だと見分けることができるか？」

　正規チームの面々が、いっせいに眉まゆをひそめた。

「……ああ、さっきの、総務課の？　ええと、なんていったっけ？」

「さあ、やってみないと分からないですけど。急に、どうしたんです？」

「我々が屋上に着いた時に、ヒマワリを見ていた目つきが……どうもな」

「あいつがヒマワリといっしょにいたのは、偶ぐう然ぜんじゃないと？　でも、ヒマワリがあそこにいるのを知ってたのは、ビーコンを辿たどった我々だけしょう？」

「偶然じゃないとしたら、俺たちの中に情報を漏もらしたヤツがいることになるな」

「裏切り者ですか。汚けがらわしいですね、始末しましょう」

「出たよ、魚な瀬せの潔けつ癖ぺき症しようが」

「いや、気になっただけだ。忘れてくれ」

　鍵小野が言った。

「この大事な時期に、不協和音を生むつもりはない」

　大事な時期。

　彼らが口々に言う、その言葉の意味を彼女は知っていた。

　第三次大規模探索作戦。

　救務庁が総力を投じ、〝クリティカル・エリア〟内を探索する計画。

　その──本当の狙ねらいも。

『──時間です』

　そして、その日はやって来た。

　東京厄やく襲しゆうが発生して、ちょうど二年間が経たっていた。

　突とつ然ぜん、降りかかった災厄によって、人類は混乱した。

　しかし彼らは救務庁という組織を作り、災厄に立ち向かう姿勢を見せ──。

『これより、救務庁による第三次大規模探索作戦を開始します』

　今。

　彼女は救務庁の尖せん兵ぺいとして、人類の先頭に立っている。

　設備も真新しい、ドーム上の密閉空間。

　大型のヘルメットをかぶった彼女の後ろには、最さい新しん鋭えいの装備で武装した正規チームのメンバーたちが前ぜん傾けい姿勢で構えていた。

　電動バイクや静音仕様の装そう甲こう車しやに乗った、サポート要員も大勢いる。

『正規チームとサポート要員は、〝スポット〟突とつ入にゆうの準備態勢に入ってください』

　彼女がかぶったヘルメットから響ひびく音声が、ドーム内に響き渡わたった。

　救務庁の精鋭たちの正面には、紫むらさき色いろの濃のう霧むがあった。

　政府公認の〝スポット〟。

　今まで発見された中で、最も巨きよ大だいな〝スポット〟である。

『カウントダウン、開始。十、九、八……』

　ここにいる人々の本当の狙いを、彼女は知っている。

　だが、ここにいる誰も──彼女の本当の狙いを知らない。

　彼女の目的は、ただ一つ。

　あの少年、秋月蓮次ともう一度出会うこと。

　そして。

　彼女の──彼女たちの、使命を果たすのだ。

『三……二……一──総員、突入開始』

　ヘルメットから響いた音声とともに──。

　救務庁の精鋭たちが、雄お叫たけびを上げながら〝スポット〟に突入した。
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　いつも通りの朝だった。

　秋月蓮次はまだ暗いうちに起き床しようし、いつも通り下水処理場跡あとでトレーニングをこなす。

　いつも通りの時間に帰宅し、シャワーを浴び、朝食をとる。

『いよいよ本日、救務庁による第三次大規模探索作戦が実じつ施しされます。具体的な開始時間は公表されておりませんが、東京厄襲発生の時間に合わせて始まるとの予想も──』

　テレビ画面では、いつも通りのニュース番組。

〝エリア〟関連の報道が流れると、食しよく卓たくが無言になるのもいつもと変わらない。

　食事を終え、登校の準備をしていると、彼の部屋に妹の旭が現れた。

「……旭？　どうした？」

「今日の第三次……とかいうの──本当に、翔ちゃんは危なくないよね？」

　蓮次は苦笑した。妹が同じことを訊きくのは三度目だった。

「バカ。あいつがいるのは総務課。救務庁が探索課以外で殉じゆん職しよく者しやを出したことはねーよ。何回、言わせる気だ」

「でも、救務庁なのは変わんないじゃん。もしかして、いつか……なんて思ったら……」

　涙なみだぐむ、旭。迷いながらも、口を開く。

「もう、〝クリティカル・エリア〟なんて──どうでもいいじゃん」

　ずっと、その一言が言いたかったのだろう。

　今も翔一や──蓮次を怒おこらせる覚かく悟ごで、本音を口にしたはずだ。

　蓮次は嘆たん息そくし、妹の頭に手を置いた。

「俺たち兄妹きようだいの中で、優しいのはお前だけだな」

　いつもなら「勝手に触さわるな！」と怒る妹だが、今日は唇くちびるを尖とがらせただけだった。

「翔ちゃんも、優しいじゃん」

「あれは、傲ごう慢まんなだけ。調子に乗ってんだよ」

「……仲直りしなよ、もう」

「まあ、とにかくだ。お前は、俺たちみたいになるな」

　蓮次は旭から手を離はなし、長身の妹の横を通り過ぎる。

「何があってもな」

「……？　どういう意味？」

　首を傾かしげる妹には答えず、蓮次は階段に向かう。

「とにかく、あいつが今日死ぬなんてあり得ない。心配するだけ無む駄だだぞ」

　あいつは、な──。

　心の中で付け足し、一度だけ妹を振ふり向いて笑いかける。

「……うん」

　彼の顔を見て、妹はまだ何か言いたげだった。

「行ってきます」

　いつも通りの時間に、自転車に乗って自宅を出る。

　妹の旭は生意気だが、優しい。

　東京厄襲に囚とらわれたままの兄二人の反発を覚悟で、もう忘れろと言うことができる。他ほかの誰だれでもない、兄たちのために。

　蓮次には、もうない優しさだ。

　優ゆう秀しゆうで面めん倒どう見みが良い翔一が死んだら、旭は泣くだろう。

　不出来でトラブルメーカーの蓮次であっても、きっとそれは変わらない。

　そのことが分かっていながら、蓮次は──。

「……」

　いつも通りの登校ルートから、ハンドルを切ることを躊躇ためらわなかった。

　高校に繫つながる国道から逸それ、郊こう外がいに向かう。

　途と中ちゆう、人気のない廃はい工こう場じように立ち寄り、隠かくしておいたバッグを回収する。

　再び自転車に乗って、ペダルを漕こぎ続け──とある小山に到とう着ちやくする。山のふもとで人目に付かない場所を選んで、自転車を隠す。

　茂しげみに隠れて、制服からバッグの中身に着き替がえる。

　家族に迷めい惑わくをかけると分かっていても、蓮次は止まれない。

　家族どころか、数百万人の失しつ踪そう者と天てん秤びんにかけても、彼は一人の少女を選んだ。

　優しさというもの自体、どういうものか分からなくなってしまった、今の彼は──。

　身も心も、人類の敵になってしまったのかもしれなかった。

「……よし」

　動きやすいウェアと、タクティカルベスト。長い通信ケーブルをぶら下げたネックゲイター。空のソケットを並べたベルト。顔を隠すためのゴーグル。

　もう、予備はない。ナイフもない。正真正しよう銘めい、最後の装備だ。

〝スポット〟を放ほう棄きした日、持ち帰ったそれを装着して──。

　彼は再び、その〝スポット〟がある竹林に戻もどってきていた。

「周囲に、救務庁の監かん視しらしい気配は──なし」

　小山のふもとには、少数ながら民家がある。

　蓮次は周囲の人影に注意しながら、慎重に茂みの間を渡り歩いていく。

「クリア」

　こちら側の世界で、隠おん密みつ行動をとるのははじめてだ。

　トレーニングなら数え切れないほどやったが、今回は──紛まぎれもない実戦である。

「クリア」

　警けい戒かい対象は、ＥＯＭやクリプテッドではない。

　救務庁だ。

　本当に、この場所が彼らに見つかっていたとしたら、竹林の周辺に何が待ち構えているかも分からない。厳重な警備が敷しかれているかもしれない、のこのこと現れたレイダーを拘こう束そくするための罠わなが張はり巡めぐらされている可能性もある。

　人類の敵ほどの殺意は、彼らにはないが──こちらの心理を読む知ち恵えがある。

　バカな蓮次にとっては、ある意味、人類の敵と同じくらいの天敵といえるだろう。

「はあ、はあ……クリア」

　山道を抜ぬけ、竹林の入り口に到とう達たつする。

　ここまで人の気配はなかった。

　竹林にも、以前と変わったところは見当たらない。

「……」

　平和な光景だが、油断するわけにはいかなかった。蓮次は竹林にある細道を避さけ、監視カメラを迂う回かいしながら林の中を突つっ切り──。

〝スポット〟のある小屋の前に出た。

　足音を殺しつつ、小屋に近づき──入り口の扉とびらを慎しん重ちように開くと。

「──」

　鋭するどいナイフの切っ先が、蓮次の鼻先に突きつけられた。

　伏ふく兵へいだ。

　しかし彼を待ち伏ぶせしていたのは、救務庁ではなかった。

　もちろんＥＯＭやクリプテッドでもない。

「ルート選せん択たくが甘い。監視カメラにちょっと映ってたわよ」

　弓家叶方。

　蓮次に愛想を尽つかしたはずのパートナーが、完全武装した状態で立っていた。

「カナ……」

　芸能人でもある少女は、ナイフをしまう仕草すら美しかった。蓮次に向けたナイフを収めたホルダーを、「旧ふるい型のナイフだけど」と彼のベルトに装着させる。

「どうして、ここに？」

　問いかける蓮次を、叶方が見つめ返した。

「どうしてって──レンも、同じ目的でここに戻ってきたんでしょ？」

　蓮次の考えていることなど、彼女にはお見通しのようだ。

　これまで行動を共にした約二年間、ずっとそうだった。

「強行突とつ破ぱ」

「……」

「もしこの場所が救務庁にバレたとしても、〝スポット〟が消えてなくなるわけじゃないわ。それなら警備や罠をかいくぐってでも〝スポット〟を通り抜けて──〝エリア〟に逃にげ込む。あちら側に侵しん入にゆうさえできれば……」

　蓮次を見る叶方の眼まな差ざしは、複雑な感情を含ふくんでいた。

「今日は、第三次大規模探たん索さく作戦の決行日。前の二回と同じように、きっとＥＯＭやクリプテッド、レイダーを巻き込んだ戦せん闘とうがあちこちで発生する。その混乱に乗じて、追っ手を振りほどいて──救務庁の死体を漁あさってでも、ショットを手に入れて」

　蓮次の考えが叶方に筒つつ抜ぬけなように、彼も彼女の気持ちが分かっていた。

　二人は今まで、最低限の道徳は守ってきたつもりだ。都心に残された金品を漁ったり、他人からショットを強ごう奪だつするような行こう為いをしたことはない。

「戦場になった〝エリア〟の隙すき間まを縫ぬって、一気にスカイツリーまで辿たどり着く」

　今からやろうとしていることは、その禁を破るような行為だ。

「そして、そこにいる──〝ハーメルン〟を叩たたく」

　叶方が苦笑いを浮うかべた。

「レンも、予想してたでしょ？　私が、ここに来ることを」

「……ああ」

　正直を言うなら、彼女の言う通りだ。

　彼女は来るかもしれないと思ったし、やって来ることを期待もしていた。

「でも、来ないかもしれないとも思ってた」

　プライドの高い叶方が、ハイエナのような行為をするとは思えなかったし──。

　この強行突破の最終目的を果たすには、切り札が絶対に不可欠だ。

　その切り札である〝アングリィ〟を宿す蓮次を──叶方がもう一度、信じてくれるとは思えなかった。

「どうやら、この〝スポット〟はまだ救務庁に知られていないみたいね」

　しかし叶方は、ここで蓮次を待っていてくれた。

　たとえ、それしか選せん択たく肢しが残されていなかったとしてもだ。

「それも時間の問題だと思うけど。今日ここを通っても、帰ってきた時まで安全とは限らないわ。今回ばかりは一方通行だと思っておいたほうがいいでしょうね」

「……」

「ここを失った後、新しい〝スポット〟を見つけられる保証はない。運良く見つけられたとしても、新しいルート確保やショット集めに何年かかるか……それどころか〝スポット〟の出口次第じゃ、遠すぎてアタックそのものが不可能になる可能性だってある」

　その通りだ。

　今の蓮次と叶方にとっては──今日しかないのだ。

「だから、これが私たちの最後のチャンス」

　叶方が笑った。

「こんな状じよう況きようでも、まだチャンスがあるなんて……私たちはラッキーね」

　少女の笑顔と言葉は、ただの強がりだ。

　憔しよう悴すいした彼女の顔を見れば、長い付き合いの蓮次には一目瞭りよう然ぜんである。

　しかし──笑う。

　それが誰よりも強く優しい蓮次のパートナー、弓家叶方という少女なのだ。

「──ごめん、カナ」

　だからこそ、レンは彼女に謝らなければならない。

「思い出したことがあるんだ」

　叶方はじっと蓮次の顔を見つめている。

「俺が助けた女の子は……ゆー姉じゃないかもしれない」

　彼が身をなげうって〝エリア〟から連れ戻した少女。

　思い出したのは、あの少女が腕うでに巻いたブレスレットだった。

「でも、無関係でもないかもしれない……上手うまく説明できない」

　叶方が正しかった。あの少女を見つけた時、蓮次は冷静ではなかったのだ。

　だから思い出すのが、遅おくれた。

　いや──あれが夢衣ではないと思いたくなかっただけかもしれない。

「分かった。じゃあ聞かない」

　決して許せるはずのない蓮次のミスを、叶方が許した。

　そして、言う。

「私も、ごめん」

「えっ？」

「レンのこと……ただのＥＯＭだなんて言って」

　蓮次はびっくりした。苦笑する。

「なんだ、そんなことか」

　蓮次のミスとは、あまりにも釣つり合わない謝罪である。

　彼のパートナーは、思っていた以上に優しすぎるようだ。

「気にしてない。そんなこと──二年前から、自分で思ってる」

　叶方が複雑そうな顔をした。だがすぐに気まずそうに、通信ケーブルを持ち上げる。

「もう、いいでしょ。これ以上、緊きん張ちよう感かんをなくしたくないし……五分後、ここが無事だっていう保証もないわ」

「ああ、準備はできてる」

　蓮次も、通信ケーブルの接続部を持ち上げた。

　二人は顔つきを変える。

　ただの高校生ではない。芸能人でもなければ、無む辜この一いつ般ぱん人じんでもない。

〝クリティカル・エリア〟に不法侵入してでも、奪うばわれた大切な人を取り戻す覚かく悟ごを決めた二人のレイダーが──お互たがいの通信ケーブルを接続する。

「弓家叶方は、弓家奏汰を取り戻すために」

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すために」
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　蓮次はナイフを構え、紫むらさき色いろの濃のう霧む──〝スポット〟に向き合う。

「これより六十回目の〝エリア〟侵入を開始します」

　叶方が宣言し、号令を下した。

「ゴー！」

　頼たよりになるパートナーの存在感を背に受け、蓮次は〝スポット〟に飛び込んだ。

　慣れることのない、一いつ瞬しゆんの酩めい酊てい。

　人類が住まう世界から、人類の敵が支配する世界に空気が変わる瞬しゆん間かんだ。

　蓮次の身体からだの右側がざわつくのを感じながら、彼は濃霧をくぐり抜けて──。

「──」

　東京ドームシティにある、いつものロッカールームに躍おどり出た。

　しかし、そこに待ち構えていたのは──。

「現れたぞ！」

　クリプテッドでもなければ、ＥＯＭでもない。

　救務庁の制服を着た、屈くつ強きような男たちだった。

「拘こう束そくしろ！」

　自分に向かって飛びかかる複数の男たちを、呆ぼう然ぜんと見つめる蓮次の脳裏に──。

　──うん、待ってる。

　取り戻もどすべき大切な少女、大郷夢衣の笑顔がよぎった。
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　第三次大規模探たん索さく作戦の決行日。

　その、前日。

「秋あき月づき」

　いつもの使い走りから、総務課のオフィスに戻ってきたところだった。

「はい」

　秋月翔しよう一いちは上司に呼ばれ、下したっ端ぱらしく早足で駆かけつけた。

「こちら、鍵かぎ小お野の広報官だ。お前も知ってるだろう？」

　上司がとなりに立つ男性を、翔一に紹しよう介かいする。

　三十代前半で、もっと若い頃ころは甘い顔立ちをしていたのだろう。だが現在は眼帯と眉まゆ根ねに刻まれた皺しわのせいで、年ねん齢れい以上の威い圧あつ感かんを漂ただよわせている。

　翔一は鍵小野に向かって会え釈しやくをし、笑えみを浮うかべる。

「もちろんですよ。テレビでもよく見ますし、先日もここの屋上で……とはいっても私の顔までは憶おぼえていらっしゃらないかもしれませんけど」

「憶えているよ。屋上で会ったな」

　鍵小野が穏おだやかな声で言った。救務庁の広報を務めているだけあって美声だ。

「そうか。──この前の庁舎改築で、第七資料室の移動があっただろう。鍵小野広報官を新しい場所へ案内して差し上げろ」

「分かりました。どうぞ、こちらです」

　下っ端らしく、低姿勢で鍵小野広報官を誘ゆう導どうする。

「忙いそがしいところを、わざわざ悪いな」

「いえ、上司に命令されたら、私みたいな下っ端に拒きよ否ひ権けんはありませんから」

　鍵小野の社交辞令を、自じ虐ぎやくジョークで受け流す。

　二人は総務課を出て、本庁の通路を肩かたを並べて歩いていく。

「それに忙しいといっても、探索課ほどじゃありませんよ。いよいよ明日が第三次大規模探索作戦の決行日となったら、今いま頃ごろは忙しさのピークなんじゃないかなあ」

「準備は万全だ。この期ごに及およんで慌あわてたりはしないよ」

「おお、さすがですね。失礼しました」

　どうでも良い会話を交かわしながら、通路を歩き続ける二人。

　第七資料室は、遠い。

「探索課といえば、君も入庁した時は探索課を希望していたそうだな」

　来た。

　翔一が屋上で、ある少女──人工衛星ヒマワリと呼ばれる探索課の正規チームのメンバーと接せつ触しよくした直後に、この状じよう況きようだ。

　彼がヒマワリについて探さぐっていることに、気づかれたのかもしれない。

「えっ、はい。よくご存じで……」

「君の上司が自じ慢まんしていたよ。総務課には優ゆう秀しゆうな若手がいるとね。体力があって頭の回転も申し分のない人材なのに、探索課に取られずに済んで良かったとね」

「……確かに私をコキ使う時のあの人は、活いき活きとしてますね……」

「君の知人にも失しつ踪そう者がいるそうだな。だからこそ〝クリティカル・エリア〟と直接関かかわる探索課に行きたかっただろう？」

「今となっては、総務課が肌はだに合ってる気もしますけどね」

　探索課に興味を持っているように取られるのは、今はマズそうだ。

　とぼける翔一だが、鍵小野はそうではなかった。

　唐とう突とつに、言う。

「君は──ＥＯＭという存在を知っているか？」

「えっ？」

　演技ではなく、ぎょっとする翔一。

「そ、それは、ええと……」

「〝クリティカル・エリア〟を徘はい徊かいする、東京厄やく襲しゆうの元げん凶きようとも言われる怪かい物ぶつのことだ。救務庁にいるならば、探索課でなくとも噂うわさくらいは聞いているだろう」

「……はい」

「もし、そんな存在が本当にいるとしたら──君は、どう思う？」

　翔一は眉まゆをひそめて、無表情のまま歩く鍵小野の横顔を見る。

　人類の敵──エネミー・オブ・マンカインド。

　それに関する情報は、救務庁の中でも探索課を含ふくむ一部の課でしか開示されていない。とはいえ翔一は庁内の噂は耳にしているし、彼が親密にしている探索課の女性からも密ひそかに情報は得ていた。

「──許すべき存在じゃない」

　翔一は、紛まぎれもない本音を口にした。

　数百万人もの人類を消し去り、一つの都市を丸ごと支配下に置くような存在。

　救務庁に所属する以上──否いな、人類に属する以上、そんなものに対する恐きよう怖ふと警けい戒かい心しんは隠かくすべきではない。

「一刻も早く対たい抗こう策さくを見つけて、排はい除じよするべきです。そいつらがいつまで〝クリティカル・エリア〟の中に留とどまり続けているかも分からないし……そうでなくとも、第二、第三の東京厄襲が発生しないとも限らない」

　翔一の答えを聞いて、鍵小野が彼の肩に手を置いた。

「やはり、君は優秀なようだ。今後もバックアップを期待する」

　そして、言う。

「総務課でな」

「……！」

　鍵小野の言葉を聞いて、翔一は自分の思い違ちがいに気づいた。

　鍵小野が彼の前に姿を現した目的は、彼を調べるためではない。

　若く優秀な翔一を、探索課に迎むかえ入れるべきかどうかを試す──テストだったのだ。

　そして、その判定は下されてしまった。

「……もし私が優秀ではなかったら、どうなっていたんですか？」

　探索課に加わることができれば、外からコソコソと探る必要などなくなる。

　だがそれ以上に、自分の何が悪かったのか納得がいかなかった。

「仕事は誰だれにでもある。ＥＯＭの存在を知っても、立ち向かうと言う者は救務庁で。怖こわいと言う者は離はなれた場所で。無理だと諦あきらめる者は……別の場所で、それぞれ戦ってほしいと願うだけだ」

「それじゃあ……何も答えられなかった者は？」

「たまに、いるな。そういう愚おろか者ものが」

　鍵小野が嘆たん息そくした。

「そういう人間は、〝エリア〟に放り込む」

「……！」

「五人中、四人は逃にげ出す。だが残りの一人は、ただ黙だまって──ＥＯＭを殺すための行動を取る。決して殺すことができず、逃げるしかないと分かっても根本は変わらない」

　鍵小野が淡たん々たんとした口調で続ける。

「殺意というものは、そういうものらしい」

「……」

「〝クリティカル・エリア〟という場所は、そういう人間しか立ち入るべきではない」

　そう言って、鍵小野が歩調を速めた。

「案内は、ここまででいい。助かったよ、ありがとう」

　抑よく揚ようのない感謝の言葉を残し、鍵小野が立ち去っていった。

　人気のない通路に取り残された翔一は、その場に立ち尽つくした。

「……くそ」

　無意識に毒づく翔一を、横から何者かが引っ張った。

「うわっ──」

　くるりと一回転し、気がつくと柱の陰かげで美人と向かい合わせになっていた。

　探索課の正規チームの一員である、魚な瀬せという女性だ。

「鍵小野さんの付き添そいでやって来たんですけど……また迷子になってしまいました。私も案内していただけませんか？　総務課の下っ端さん」

「そう何度も迷子になっていたら、さすがに怪あやしまれますよ、魚瀬探索員」

　翔一は苦笑いして身を離そうとした。

「──この前、私が相談した件、あなたの予想が当たってたみたい」

　しかし彼の腰こしに回された腕うでは、びくともしなかった。女性の力とは思えない。

　翔一と魚瀬は、密かに親しい関係をもっている。

「相談？　ああ、ヒマワリと引き会わせてくれたお礼代わりに聞かれた──」

「そう、〝エリア〟の中で私たちをコケにしたレイダー……まだ高校生くらいのガキのくせに、やけに動きが良い気持ち悪いヤツ」

「ガキって、君もそう変わらないだろ」

「〝それだけの行動力と判断力があるなら、〝エリア〟の外で何もしてないわけがない。さらにそれだけのレイダーが現れた浅草という場所にも意味があるはずだ〟──さすが翔一さん、〝エリア〟内の調査記録じゃなくて、この世界側の通報記録の中にそれっぽいの見つけちゃった」

　翔一は魚瀬から離れるのを諦あきらめ、逆に密着する。

「それっぽいの？」

「二年前にあった、匿とく名めいの通報。ボイスチェンジャーが使われていたけど分ぶん析せきしたら……当時、まだ十代前半くらいの男の子っぽいって」

　魚瀬が切れ長の目を細めた。

「詳くわしくは秘密だけど、浅草について警告する内容だったわ……」

「十代前半……中学生くらいか。今なら、高校生くらいだな」

「お手て柄がらだって褒ほめられちゃった」

「ここまで来たら、気になるな。その記録、手に入らないか？」

　魚瀬がにっこりと微笑ほほえんだ。翔一も笑い返す。

「分かった。今夜、また会おうか」

「大規模作戦前の最後の晩ばん餐さんをいっしょに、なんて素敵ね」

　ようやく魚瀬が、翔一を解放した。

　長い髪かみをなびかせて去ろうとする魚瀬を見送ろうとして、思い出す。

「なあ」

　彼が呼び止めると、女性が華か麗れいに振ふり向いた。

「君は……ＥＯＭのことを、どう思う？」

　彼の唐突な問いかけに対し、魚瀬は一いつ瞬しゆん、きょとんとした。

　だがすぐに──無言で、屈くつ託たくのない微笑みを浮うかべた。

　これまでに〝エリア〟の中で多くのＥＯＭと対たい峙じしてきたことだろう。それらに殺される人々も、数多く目まの当あたりにしてきたはずだ。

　それにも拘かかわらず、無言で自然に笑える彼女は──。

　やっぱり、〝あちら側〟の人間なのだと思った。

「それじゃあ、また今夜……」

　魚瀬が言い残し、足音どころか衣きぬ擦ずれの音すら立てずに去っていった。

　翔しよう一が探たん索さく課への配属を希望したことは、家族や友人には言っていない。

　言えば反対されていただろう。だが配属されて結果を出しさえすれば、周りも納得してくれるだろうと考えていた。

　しかし鍵小野や魚瀬を見ていると──。

〝クリティカル・エリア〟を行き来するような人間と自分は、根本的なところで違うのかもしれないと思った。

「二年前は中学生で……今は、高校生か」

　ぽつり、と呟つぶやき、翔一は廊ろう下かの先にある休きゆう憩けいルームに移動した。

　誰もいない自じ販はん機きの前で、スマートフォンを取り出す。

「不ふ肖しようの弟と、同じだな」

　登録した番号を、じっと見つめる。

「ＥＯＭをどう思うか、か。あいつは、なんて答えるんだろうな」

　秋月蓮れん次じ。

　そう登録された番号を押して、確かめたくなる衝しよう動どうにかられた。

　だが、思いとどまる。

「そんなこと、分かりきってるか……」

　立ち向かう、などと明確な意志を他人に示すほど素直ではない。怖いと思っていたとしても、本心を打ち明けるような相手もいないだろう。諦めるなんて論外だ。

　彼の弟は、きっと何も言わない。

　鍵小野が言う、〝愚か者〟の一人だ。

　だからこそ──。

「蓮次を〝クリティカル・エリア〟には近づけさせるわけにはいかないな」

　翔一が、蓮次を止めるしかない。

　何をしでかすかも分からない、あの危あやうい弟が大人になって本当の行動力を持つ前に、翔一が──失しつ踪そう者しやを取り戻もどすための方法を見つけ出す。

「お前は、〝こちら側〟の人間だ……」

　呟き、翔一は踵きびすを返した。







　あとがき







『東京侵域インローデツド：クローズドエデン』を手にとっていただき、ありがとうございます。

　岩いわ井い恭きよう平へいと申します。

　はじめまして、あるいはこれまで手がけたシリーズを読んでくださったことのある読者様なら、お久しぶりです。




　今作はタイトルにもある通り、東京が舞ぶ台たいになっています。

　国とかいった規模ならともかく、一つの地域をステージにするのは我ながら珍めずらしいです。ノベライズ作品以外だと、はじめてかも。

　皆みなさんは、東京という都市にどういったイメージがあるでしょうか？

　色々あると思います。良い印象から、中にはネガティブなものも。

　僕の場合は、「人が多い！」でした。ええ、大学入学を機に都会に出てきた当時の、いかにもな感想ですね。独創的な着眼点なんか持ち合わせていません。満員電車で押し潰つぶされるたびに増え続ける乗客にイライラするものです。自分のことを棚たなに上げて。

　東京から人がいなくなったら、どうなるだろう？

　そんな発想と、アクション好きと、主人公が死にかけるのが好きという嗜し好こうから成り立っています。今作は。

　あれだけいた人々が消えて、敵もいる。そう考えたら、都心は難所だらけでしょう。少なくとも一人で行動する気には、とてもなれません。そこでパートナーという仲間の登場というわけです。パートナーというのも、自分の書きたいものの一つでもあります。特に運命共同体的な、緊きん張ちよう感かんがある関係がいいですね。

　そんなわけで、今作もやっぱり好きなものを詰つめ込んだ作品となっております。

　これからの続きも、どうぞお楽しみに。




　ここからは、お礼を。

　今作を書くにあたり、担当していただいている方を始めとする編集部や出版関係の皆みな様さまにお世話になりまくっております。本当にありがとうございます。

　イラストを担当してくださっている、しらびさん。度たび重かさなる設定変へん更こうや遅ち筆ひつでご迷めい惑わくをおかけしております。素敵なイラスト、本当にありがとうございます。

　そして、この本を手にとっていただけた読者の皆様。

　心から、ありがとうございます。

　ますます楽しんでいただけるよう、次の巻にも色々な盛り上がり要素を詰め込んでおります。見守っていただければ幸いです。





岩井　恭平　
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